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1 Tekla Structures モデル内での共同
作業

Tekla Structures モデル内で共同作業するには、次のいずれかの方法で行うことがで
きます。

Tekla Model
Sharing (10 ペー
ジ)

Tekla Model Sharing では、チームの場所やタイム ゾーンに関
係なく、グローバル チームが 1 つのモデル内で効率的に作業
できます。チームメンバーは、同時に作業することも異なる
時間に作業することもできます。各ユーザーのコンピュータ
ーには、モデルのローカル バージョンが置かれます。モデル
データは、インターネット経由で共有および同期され、クラ
ウド ベースの Tekla Model Sharing サービスに保存されます。

オフラインで作業することもできます。モデルの変更を共有
するときのみインターネット接続が必要となります。

Tekla Model Sharing にはライセンスが必要です。

マルチユーザー
モード (71 ペー
ジ)

マルチユーザー モードでは、複数のユーザーが同じモデルに
同時にアクセスすることもできます。マルチユーザー モード
は、チーム メンバーが必ずしもインターネット接続できると
は限らないプロジェクトを持つローカル チームに適していま
す。

マルチユーザー モードでは、サーバー コンピューターでマル
チユーザー サーバーが実行されます。ファイル サーバー コ
ンピューターにはマルチユーザー マスター モデルが保存さ
れ、クライアント コンピューターでは Tekla Structures が実行
されます。マルチユーザー モデルは、ファイル サーバー コン
ピューター上の単一マスター モデルと、各ユーザーのコンピ
ューター上にあるマスター モデル (作業モデルと呼ばれます)
へのローカル ビューとで構成されます。モデルの同期は、マ
スター モデルに作業モデルを保存することによって実行され
ます。

Trimble Connector
(101 ページ)

Trimble Connector は、ファイルの自動同期機能を Trimble
Connect クラウドに追加します。これを使用して、参照モデル
やコメントなどのファイルや情報を交換できます。Trimble
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Connector はさまざまな製品やファイル形式で機能するため、
プロジェクト全体で円滑なコラボレーションを実現できま
す。

同じモデルについて他のユーザーと同時に作業する必要がな
い場合や、他のユーザーにモデルへのアクセス権限のみを付
与する場合は、Tekla Structures モデル (またはその一部) を
Trimble Connect に同期させることもできます。この方法は、
ユーザーどうしでお互いの変更を簡単に上書きできるため、
異なるユーザーが同じ Tekla Structures モデルに同時に変更を
加えるような場合には適していません。

注 Tekla Model Sharing とマルチユーザー モードは連携しません。共同作業する場合は、
どちらの方法を使用するかを選択する必要があります。

会社が外部プロジェクトに参加する場合や、異なる場所で複数のユーザーが同じモデ
ルを使用する場合は、Tekla Model Sharing のご使用をおすすめします。Tekla Model
Sharing では、会社のユーザーが、オフラインかつ高パフォーマンスで同じ共有モデル
を使用でき、ネットワークが低速でも他のチーム メンバーと変更を同期できます。

ローカル チームで作業しており、モデルでの作業中にインターネットを使用しない場
合は、マルチユーザー モードを使用できます。

1.1 Tekla Model Sharing について
Tekla Model Sharing では、1 つの Tekla Structures モデル内でグローバルなコラボレ
ーション モデリングを効率的に行うことができます。Tekla Model Sharing を使用
すると、ユーザーは異なる場所やタイムゾーンにいても同じモデルで自由に作業で
きます。
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Tekla Model Sharing を使用すると、ローカルでモデルの作業を行って変更をグロー
バルに共有できます。たとえば、ニューヨーク、ロンドン、バンコクの Tekla Model
Sharing チームがそれぞれに作業できます。異なるタイムゾーンにいても、それぞ
れの営業時間内に世界中から全員が同じモデルで作業でき、モデルが常に作り上げ
られていきます。

Tekla Model Sharing では、ユーザーが自分のコンピューターまたはネットワーク ド
ライブにモデルのローカル バージョンを保存します。モデル データは、Microsoft
Azure クラウド共有サービスを使用してインターネット経由で共有および同期さ
れます。モデルが共有されるときは、クラウドベースの共有サービスに接続されま
す。いつでもサービスの状態を確認できます。

モデルの変更を簡単に共有するには、変更を共有サービスにアウトします。他のユ
ーザーが変更を加えたモデルを更新する場合、共有サービスから変更をインしま
す。

変更はインターネット経由で共有されますが、共有サービスに常に接続している必
要はありません。変更をアウトするときとインするときだけオンラインであれば
よいのです。これにより、インターネット接続が常に利用できるとは限らない場合
でもオフラインで作業できます。

注 Tekla Model Sharing にはシングル ユーザー モデルが必要です。

マルチ ユーザー モード (78 ページ)では、モデルを同時に共有して使用することはで
きません。モデルの共有手段として、Tekla Model Sharing の代わりにマルチ ユーザー
モデルを使用し始める場合は、まず共有サービスからモデルのローカル バージョンを
除外した後、マルチ ユーザー モデルに変換 (53 ページ)する必要があります。

除外されたモデルには、共有サービスにある元の共有モデルとのつながりがありませ
ん。つまり、共有サービスからモデルのローカル バージョンを除外してマルチ ユーザ
ー モードでモデルを使用し始めると、後になって元の共有モデルとマルチ ユーザー
モデルとの結合ができないということです。

Tekla Model Sharing の前提条件

Tekla Model Sharing の使用を開始してモデルを共有するには、以下の前提条件を満
たす必要があります。

• インターネット接続

モデル共有操作を実行するには、Tekla Model Sharing サービスへの接続を確立
する必要があります。

• 送信 TCP ポート 443 (HTTPS のデフォルト) が開いている必要があります。

HTTP プロキシが使用されている場合、HTTP 1.1 がサポートされている必要
があります。

• Trimble Identity
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すべての共有操作には認証が必要です。認証は、Trimble Identity のユーザー名
とパスワードを使用して行われます。

もしも Trimble Identity を持っていない場合は、Tekla Online services に移動して
[ログイン] をクリックします。

• ライセンス

すべての共有操作には、有効な Tekla Model Sharing ライセンスが必要です。
Tekla Model Sharing ライセンスは、ユーザーの Trimble Identity に関連付けられ
ます。組織の管理者は Tekla Online Admin Tool でライセンスの割り当てと管理
を行います。

• Tekla Structures

同じ共有モデルのユーザーは、同じバージョンの Tekla Structures を使用し、同
じ 新のサービス パックを使用する必要があります。

Tekla Model Sharing ライセンス
Tekla Model Sharing には、有効な Tekla Model Sharing ライセンスが必要です。

Tekla Model Sharing ライセンスは、Tekla Online Admin Tool で割り当てられ、管理
されます。Tekla Model Sharing ライセンスを取得するには、該当組織の管理者にお
問い合わせください。モデル共有ライセンスの詳細については、「Trimble Identity
および Tekla Online ライセンスの管理」を参照してください。

Tekla Model Sharing の利用には、年間サブスクリプション方式のネットワーク ライ
センスが必要です。ライセンスの使用は、Model Sharing を同時に利用できるユー
ザーの 大数に制限されます。

ライセンスは、ユーザーが共有モデルを読み込んだり書き出したりすると予約され
ます。ユーザーはライセンスを予約せずに、オフラインで共有モデルを操作できま
す。ライセンスは、組織に所属しないユーザーにも一時的に割り当てることができ
ます。複数の共有モデルを同じコンピューターで開いた場合、1 つのライセンスし
か予約されません。

ユーザーが Tekla Model Sharing サービス (自分の変更の書き出しや他のユーザーが
行った変更の読み込みなど) を使用した操作を行わない場合、セッションが 8 時間
後に閉じられ、Tekla Structures が 3 時間以内に Tekla Model Sharing ライセンスを解
放します。各ユーザーには、一日の終わりに Tekla Structures をシャットダウンして
セッションを閉じ、Tekla Model Sharing ライセンスを早期に解放することをお勧め
します。

Tekla Structures ライセンスの設定、タイプ、メンテナンス状態は、Tekla Model
Sharing ライセンスには影響しません。サービスを中断なく提供できるように、ラ
イセンス数とユーザー数に加え、ライセンスの有効期限日を把握してください。

Tekla Model Sharing による共有サービスの使用方法
Tekla Model Sharing を使用してモデルの共有を開始すると、クラウドベースの共有
サービスにモデルが接続されます。
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• モデルの変更を共有サービスに送信するには、アウト (27 ページ)を行う必要
があります。

• 他のユーザーのモデル変更を共有サービスから取得するには、イン (27 ペー
ジ)を行う必要があります。

他のユーザーの変更をインすると、共有モデルのローカル バージョンへの更新が
増分パケットとして提供されます。これは、インを行うと、共有サービスから取得
されたデータがコンピューター上のデータと結合されることを意味します。自分
の変更を共有サービスにアウトする前に、共有されているすべての変更をインする
必要があります。

共有サービス自体には中央のモデルがなく、モデルのベースラインと増分更新で構
成されるモデル インスタンスしか存在しない点に注意してください。共有サービ
スでモデルを開いたり、ファイルにアクセスすることはできません。

下の図は、モデル データが共有サービスに保存される仕組みを示しています。各
ユーザーは、読み込み時には、共有サービスからモデルのローカル バージョンに
モデル データを取得します。ユーザー認証は Trimble Identity に基づいて行われま
す。

注 別の Tekla Model Sharing キャッシュ サービス (66 ページ) をインストール
し、Tekla Structures クライアント ワークステーションの代わりにモデルの変更
をダウンロードしてキャッシュできます。キャッシュ サービスによって、ユ
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ーザーは変更を Tekla Model Sharing 共有サービスではなく LAN からモデルの
ローカル バージョンに取得できるため、ワークフローが迅速化します。キャ
ッシュ サービスは、制約のある地域で、2 人以上の Tekla Model Sharing ユーザ
ーが同じオフィスにいる場合には特に便利です。

1.2 Tekla Model Sharing の操作
ここでは、Tekla Model Sharing の基本的なワークフローについて説明します。

Tekla Model Sharing は Tekla Structures のすべてのライセンスで使用できます。
Tekla Model Sharing のすべてのコマンドは、ファイル --> 共有 にあります。

Tekla Model Sharing を使用し始めるには、以下のものが必要です。

• Tekla Structures がインストールされている

• 組織に関連付けられている個人 Trimble Identity

• 変更を共有およびダウンロードするためのインターネット接続

• 有効な Tekla Model Sharing ライセンス

Tekla Model Sharing の利用には、年間サブスクリプション方式のネットワーク
ライセンスが必要です。社内の管理者は Tekla Model Sharing Admin Tool のユー
ザーに Tekla Online ライセンスを割り当てます。

Tekla Model Sharing のしくみ

つまり、Tekla Model Sharing のワークフローには次のフェーズがあります。

1. キャッシュ サービスのダウンロード

必要に応じて、モデルを共有する予定のユーザーは Tekla Downloads から Tekla
Model Sharing キャッシュ サービスをダウンロードします。

Tekla Model Sharing キャッシュ サービスは、Tekla Structures クライアント ワー
クステーションに代わってモデルの変更をダウンロードしてキャッシュしま
す。キャッシュ サービスをダウンロードすることによって、ユーザーは変更
を Tekla Model Sharing 共有サービスではなく LAN からモデルのローカル バ
ージョンに取得できるため、動作が迅速化します。

2. 他のユーザーとのモデルの共有

モデル オーナー はシングル ユーザー モデルを共有し、モデルに参加するよう
ユーザーを招待します。

モデルを共有するには、共有するシングル ユーザー モデルを開くか、新しい
シングル ユーザー モデルを作成します。

Tekla Model Sharing でモデルの共有を始めるには、Tekla Structures で Trimble
Identity を使用してログインする必要があります。まだログインしていない場
合、Trimble Identity サインイン ダイアログ ボックスが表示されます。
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モデルの共有を開始するには、ファイル --> 共有 --> モデルシェアリングの開
始 に移動し、モデルシェアリングの開始 ダイアログ ボックスを開きます。モ
デルに参加するよう他のユーザーを招待して招待電子メールを送信するか、ユ
ーザーを後で追加することができます。モデルの共有を始めると、モデルのオ
ーナーとなります。

モデルを共有し始めると、モデルのベースラインが共有サービスにアップロー
ドされます。ベースラインは、モデルの現在の状態のスナップショットです。
新しいベースラインは通常、週に 1 回作成されます。既に多くの変更が加えら
れているモデルに参加するユーザーは、ベースラインに参加すると便利です。

モデルが共有 (10 ページ)されるときは、クラウド ベースの共有サービスに接
続されます。モデルの各ユーザーは、コンピューターまたはネットワーク ド
ライブにモデルのローカル バージョンを持っています。

3. モデルへの参加

招待されたユーザーは、受け取った招待を承諾します。

他のユーザーによって共有されたモデルに参加するか、自分のモデルの共有を
開始することができます。共有モデルには、他のユーザーをモデルに招待でき
るオーナーがいます。オーナーは、招待するユーザーに電子メール通知を送信
できます。

電子メール通知を使用せずに招待されたモデルに参加することもできます。
ファイル --> 共有 --> 共有モデルをブラウズ には、ユーザーとなっているすべ
ての共有モデルがあります。リストからモデルを選択して、[参加] をクリック
するだけです。モデルがダウンロードされ、その使用を開始できます。

4. モデルでの作業

招待されたユーザーは、モデルでの作業をオフラインで開始できます。

共有モデルで作業するたびに Trimble Identity を使用してログインする必要は
ありません。モデルに参加している場合、モデルに参加したときと同じ
Windows アカウントを使用していればオフラインで作業できます。

5. 変更の共有とダウンロード

他のユーザーがモデルに加えた変更をダウンロードし、独自の変更を共有する
には、インターネット接続が必要です。

a. 他のユーザーが加えた変更のダウンロード

モデルを 新の状態に保つには、他のユーザーが共有サービスからモデル
に加えた変更をする (26 ページ)必要があります。変更されたデータの
みがモデルに読み込まれます。

読み込むには、ファイル --> 共有 --> イン に移動するか、クイック アクセ

ス ツールバーで [ ] をクリックできます。

[イン] アイコンには、イン可能なパケット数  が表示されます。各パケ
ットには、別のユーザーにより行われた変更が 1 つ以上含まれています。
すべてのパケットをインすると、画面の下部の表に変更がリストされま
す。
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変更は色分けされています。

• 削除されたオブジェクトは赤色

• 変更されたオブジェクトは黄色

• 新しいオブジェクトは緑色

b. 他のユーザーとの変更の共有

ローカル モデルに変更を加えた場合、共有サービスに変更をアウトする
ことでモデルの他のユーザーと変更を共有できます。

アウト前に、必ず他のユーザーが加えた変更を 初にイン (26 ページ)す
る必要があります。これは、他のユーザーが加えた変更との競合を避ける
ために行います。

インすると、アウト アイコン  に緑色の矢印が表示されます 。これ
で変更をアウトできるようになります。

アウトを行うと、加えた変更のみが共有サービスに送信されます。その
後、これらの変更を他のユーザーがインできるようになります。

通常、他のユーザーの変更を読み込み、変更内容を 1 日数回アウトして、すべ
てのユーザーを 新の状態に維持します。モデルの変更は、ダウンロードと更
新が非常に高速なパケットに収集されます。

6. プロジェクトの進捗の追跡

オーナー 役割を持つユーザーは、モデルの新しい始点、つまりベースライン
を作成 (43 ページ)できます。ベースラインにより、新しいユーザーがモデル
に迅速かつ容易に参加できるようになり、モデル内の進捗を追跡できるように
なります。

共有モデルを使用できるユーザー

Tekla Model Sharing では、制限なしで新しいユーザーを共有モデルに追加できま
す。Tekla Model Sharing には、共有モデルでユーザーが実行できる操作を定義する
4 つの役割があります。

• モデルを共有すると、役割は自動的にオーナーになります。他のユーザーを招
待し、適切な役割を割り当てることができます。一般的な状況では、共有モデ
ル内のすべてを制御できるのオーナーを 1 人か 2 人設定できます。モデルのユ
ーザーとその役割は、ファイル --> 共有 --> ユーザー にリストされます。オー
ナーは、必要に応じて役割を変更できます。

• エディタは、すべてのモデリングおよび作図タスクを実行できます。

• ビューワーの役割は、プロジェクトのフォローアップのみを行うユーザー用で
す。

• プロジェクトビューワーは、たとえばモデル情報を使用して、製作の状況を更
新する必要があるユーザー用です。

各役割の権限を以下の表に示します。
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 オーナー エディタ ビューワー プロジェクト
ビューワー

イン はい はい はい はい

アウト はい はい いいえ はい

オブジェクト
と図面の変更

はい はい いいえ いいえ

UDA の変更 はい はい いいえ はい

ユーザーの招
待/削除、役割の
変更、ベースラ
イン、モデル共
有から除外

はい いいえ いいえ いいえ

オーナーはすべての権限を持っています。エディタは、モデル管理を除くすべての
権限を持っています。ビューワーは、インのみできます。プロジェクトビューワー
はインとアウトを行うことができますが、オブジェクトや図面を変更することがで
きず、ナンバリングに影響を与えない UDA のみ変更できます。

オーナーに加えて、社内の管理者はウェブベースの Management Console for Tekla
Model Sharing で組織のすべての共有モデル、およびユーザーとその役割をリスト
できます。管理者は、Management Console を開かなくても Tekla Structures で役割を
変更できます。

詳細情報のリンク:

Tekla Model Sharing での共有モデルへの参加 (22 ページ)

Tekla Model Sharing でのモデルの変更の共有 (27 ページ)

他のユーザーの変更をモデルに反映する (26 ページ)

共有の変更を検出し、Tekla Model Sharing で共有履歴を表示する (36 ページ)

Tekla Model Sharing でオブジェクト ロック、図面ロック、権限を設定する (40 ペ
ージ)

Tekla Model Sharing でのモデルのベースラインの作成 (43 ページ)

Tekla Model Sharing でのモデル履歴の収集 (44 ページ)

Tekla Model Sharing 設定 (49 ページ)

Tekla Model Sharing の共有サービスからのモデルの除外 (52 ページ)

Tekla Model Sharing での共有モデルのマルチユーザーモデルへの変換 (53 ページ)

Tekla Model Sharing 用キャッシュ サービスをインストールする
Tekla Model Sharing キャッシュ サービスでは、Tekla Model Sharing サービスからモ
デル データをダウンロードした後、LAN 内のファイル システムにキャッシュしま
す。キャッシュ サービスを使用するとインターネットの使用が減少し、同じデー
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タを複数回リクエストしたときのダウンロード時間が高速になります。キャッシ
ュは、アウトされるパケットには使用されないことに注意してください。

キャッシュ サービスでは、モデル データを共有サービスからダウンロードするた
めにインターネット接続が必要です。 初にユーザーがパケットを取得したとき
は、キャッシュ サービスに読み込まれます。同じパケットへの以後すべてのリク
エストは、LAN 内のキャッシュ サービスから高速に結果が返されます。

キャッシュ サービスは、同じオフィスに Tekla Model Sharing ユーザーが 1 人しか
いない場合であっても便利です。たとえば、モデル データがキャッシュ サービス
で利用できるため、モデルへの再参加が高速になります。さらに、モデル データ
が常に小さいデータ ブロックとして読み込まれます。これは、たとえばダウンロ
ードが何らかの理由で中断された場合でも、後からキャッシュ サービスを利用し
て、不足しているブロックだけをダウンロードすればよいという点で便利です。キ
ャッシュ サービスの内容は、サービスから不要なファイルを削除するだけで、い
つでもクリアできます。この方法を使用すると、古いモデル データを簡単に削除
できます。

同じオフィス内に複数の Tekla Model Sharing ユーザーがいる場合は、Tekla Model
Sharing キャッシュ サービスをインストールすることを強くお勧めします。キャッ
シュ サービスは、ダウンロード速度に制約のある地域で特に推奨されます。

下の図は、モデル データが共有サービスに保存され、Tekla Model Sharing キャッシ
ュ サービスで使用される方法を示しています。
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注 何らかの理由でキャッシュ サービスに接続できない場合、Tekla Structures によ
ってモデルの変更に直接クラウド ストレージが使用されます。これは、キャ
ッシュ サービスへの接続がタイムアウトになった場合に、ダウンロード操作
が進行中の場合にも発生することがあります。

\Users\<user>\AppData\Local\Tekla DataSharing フォルダー内の

ClientLog_cat.txtClientLog_dog.txt ログ ファイルを確認すること

で、キャッシュ サービスが使用中かどうかを確認できます。

キャッシュをインストールするための、ソフトウェアとシステムの要件は次のとお
りです。

• Windows Server 2008 R2 以降

• .NET Framework 4.5.1

次の方法で、キャッシュ サービスをインストールします。

1. キャッシュされたモデル データを保存できる十分なディスクの空き容量があ
る、アクティブな Windows コンピューターまたはサーバーが使用できること
を確認します。

2. Tekla Downloads から、Tekla Model Sharing キャッシュ サービス インストール
ファイルをダウンロードします。

3. インストール ファイルを実行し、インストール ウィザードの手順に従って、
インストールを完了します。 

• デフォルトのキャッシュ フォルダーは C:\TeklaModelSharingCache
です。必要に応じて、フォルダーの保存先を変更できます。

保存先フォルダーに、サービスの予測使用量に対応できる十分なディスク
空き容量があることを確認します。必要なディスク空き容量は、Tekla
Model Sharing ユーザーの数とモデルのサイズに応じて、数ギガバイトから
数テラバイトまで異なる場合があります。

• キャッシュ サービスのデフォルトの TCP/IP ポート番号は 9998 です。

Tekla Structures クライアント ワークステーションを設定してキャッシュを
使用するときは、このポート番号を使用します。このポートは、キャッシ
ュ サービスとの主要な通信および制御用のチャネルとなります。

• 内部通信のデフォルトの TCP/IP ポート番号は 9001 です。

このポートはキャッシュ サービスから自動的に取得され、実際のデータ転
送に使用されます。

ネットワーク アクセス

TCP/IP ポート (デフォルトで 9001 と 9998) の受信トラフィックをキャッシュ
サービス ホストに対して許可する必要があります。

他のサービスやファイアウォールが原因で、これらのポートで競合などの問題
が発生した場合は、ポートを他のポートに変更できます。
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キャッシュ サービスでは、モデル変更を共有サービスからダウンロードする
ためにインターネット接続が必要です。

注 後でインストールを変更する必要がある場合は、
TeklaModelSharingCacheService.exe インストール ファイルを再

実行し、[修復] を選択します。これにより、以前に設定したキャッシュ
フォルダーやポート番号を変更できるようになります。以前のキャッシ
ュ フォルダーのコンテンツを使用するには、必要なコンテンツを新しい
フォルダーにコピーまたは移動できます。

4. Tekla Model Sharing キャッシュ サービスが開始されていることを確認しま
す。 

• たとえば、コンピューター管理コンソール (compmgmt.msc) またはサービ

ス管理コンソール (services.msc) を使用して、Windows サービスから

[Tekla Model Sharing キャッシュ] を見つけます。

• Windows イベント ビューアーを使用して、サービスでエラーが発生してい
ないこと、およびサービスが開始されていることを示す情報メッセージが
あることを確認します。

5. キャッシュを使用する Tekla Structures クライアント ワークステーションを設
定します。 

Tekla Structures の [ファイル] メニューで、 共有 --> 共有設定 をクリックしま
す。

[共有設定] ダイアログ ボックスで、次の操作を実行します。

• [名前] は、キャッシュがインストールされているコンピューターの名前で
す。コンピューター名を確認するには、 Windows の [コントロール パネ
ル] --> [システムとセキュリティ] --> [システム] をクリックします。

• [ポート] は、キャッシュ サービスをインストールしたときに設定したキャ
ッシュ サービスのポート番号です。デフォルト値は、9998 です。

キャッシュ サービスのインストールに関するトラブルシューティング

問題 考えられる解決策

Tekla Structures からキャッシュ サービ
スに接続できない

• Tekla Model Sharing Windows サービ
スが実行されていることを確認しま
す。

• Tekla Structures に設定した TCP/IP
ポート (たとえば、デフォルトのポー
トを使用している場合は、9001 また

は 9998) がファイアウォールによ

ってブロックされていないことを確
認します。
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問題 考えられる解決策

キャッシュ サービスが開始されない Windows イベント ビューアーのアプリ
ケーション ログで、エラーが発生してい
ないかどうかを確認します。

キャッシュ Windows サービスのログオン アカウントの設定

キャッシュ サービスが共有ネットワーク ドライブなどの特殊なリソースにアクセ
スする必要がある場合、キャッシュ Windows サービスのログオン アカウントにそ
れらのリソースへのアクセス権が付与されていることを確認する必要があります。
ログオン アカウントには、 C:\ProgramData\Tekla\ModelSharingCache フ
ォルダーの読み取りおよび書き込み権限も必要であることに注意してください。
キャッシュ サービスのインストール (必要な場合) と、キャッシュ Windows サービ
スのログオン アカウントには、同じアカウントを使用することをお勧めします。

デフォルトでは、キャッシュ Windows サービスのログオン アカウントはローカル
システム アカウントであるため、アカウントの変更が必要になることがあります。

1. [サービス] ダイアログ ボックスでキャッシュ Windows サービスを右クリック
します。

2. [プロパティ] を選択します。

3. [ログオン] タブで、[このアカウント] を選択し、アカウント名とパスワードを
入力します。

4. [OK] をクリックします。

Tekla Model Sharing でのモデルの共有
Tekla Model Sharing でモデルの共有を始めるには、Trimble Identity を使用して Tekla
Structures にログインする必要があります。まだログインしていない場合、Trimble
Identity ログイン ダイアログ ボックスが表示されます。共有するモデルに他のユ
ーザーを招待できます。

Tekla Model Sharing でモデルを共有し始めると、モデルのオーナーとなります。

モデルの共有を開始するには、従業員として組織に属している必要があります。外
部ライセンスをお持ちの場合、モデルの所有権を持つことはできないため、モデル
の共有を開始することはできません。従業員と外部ライセンス ユーザーの詳細に
ついては、「Trimble Identity および Tekla Online ライセンスの管理」を参照してくだ
さい。

1. 共有するシングルユーザー モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、[共有 --> モデルシェアリングの開始 ] をクリックしま
す。 

[モデルシェアリングの開始] ダイアログ ボックスが開きます。
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3. [サービス] リストからサービスを選択します。 

Tekla Model Sharing を初めて使用するときにオンプレミス共有サービスが有
効になっている場合には、[サービス] リストからこのサービスを選択する必要
があります。オンプレミス サービス接続を設定して使用するか、または 
Tekla サービスを使用できます。Tekla Model Sharing オンプレミス サーバー

には、個別のライセンスとインストールが必要です。

4. 必要に応じて、モデルの [コード] と [説明] を入力します。 

• [コード] は、サイト番号、プロジェクト番号、アカウント番号などです。

• 会社の規則に基づいて説明を追加します。

5. [ユーザーを招待] ボックスに電子メール アドレスを入力して、モデル共有に
他のユーザーを招待し、ユーザーの役割を [エディタ]、[オーナー]、[プロジェ
クトビューワー]、または [ビューワー] に設定します。 

複数のユーザーを一度に追加できます。これには、複数の電子メール アドレ
スをセミコロンで区切って指定します。複数の電子メール アドレスをスペー
スで区切らないでください。複数のユーザーを一度に追加した場合、すべての
ユーザーに同じ役割が割り当てられます。割り当てられた役割は後で変更で
きます。

6. [追加] ボタンをクリックしてユーザーをモデルに追加します。

7. 招待されたユーザーに通知電子メールを送信するには [ユーザーに電子メール
通知を送信します。] チェック ボックスをオンにして、ユーザーへのメッセー
ジを入力します。

8. [開始] ボタンをクリックしてモデル共有を開始します。 

モデルが保存され、共有サービス (10 ページ) にアウトされます。

次にモデルを開くには、2 つの方法があります。

• Tekla Structures を起動したときの Tekla Structures 開始画面で、次のように操作
します。

1. [共有モデル] タブに移動し、Trimble Identity でログインします。

2. [続ける] をクリックして、[共有モデル] ダイアログ ボックスを開きます。

3. [このコンピューター上の共有モデルを表示] チェック ボックスをオンに
して、モデルをリスト表示します。

4. [参加] をクリックします。

[ 近] または [すべてのモデル] タブで共有モデルを開くこともできます。イン
とアウトを行うには、Trimble Identity でログインします。

• [ ファイル --> 開く --> 共有モデルをブラウズ ] から開きます。
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Tekla Model Sharing での共有モデルへの参加
Tekla Model Sharing を使用しているユーザーから、共有 Tekla Structures モデルに参
加するように招待された場合、招待用電子メールが届きます。

電子メールには、モデル、使用されている環境、ユーザーの役割に関する情報が記
載されます。ユーザーの役割は、モデルにおけるユーザーの権限を定義するもので
す。モデルには、共有のどの段階でも参加できます。回数に制限はありません。

共有モデルへの参加

1. [ファイル] メニューで、[共有 --> 共有モデルをブラウズ ] をクリックします。

2. [共有モデル] ダイアログ ボックスで、[サービス] リストからサービスを選択し
ます。 

Tekla Model Sharing を初めて使用するときにオンプレミス共有サービスが有
効になっている場合には、[サービス] リストからこのサービスを選択する必要
があります。オンプレミス サービス接続を設定して使用するか、または 
Tekla サービスを使用できます。Tekla Model Sharing オンプレミス サーバー

には、個別のライセンスとインストールが必要です。

3. [保存先] で、モデルの自分用のローカル バージョンを保存する場所をブラウ
ズします。 

後から同じモデルにもう一度参加する場合、モデルの新しいローカル バージ
ョンをコンピューターに保存する必要があります。モデルに同じ名前を使用
する場合、同じフォルダーに同じ名前のモデルを複数保存できないため、モデ
ルのローカル バージョンをコンピューター上の別のフォルダーに保存する必
要があります。
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4. [共有モデル] リストから、招待されたモデルを選択します。 

モデルの名前は招待用電子メールに記載されています (受け取った場合)。そ
れ以外の場合は、モデル オーナーに問い合わせてください。

5. [参加] ボタンをクリックします。 

モデルに参加すると、次のようになります。

• Tekla Structures により、モデルのローカル バージョンが選択されたフォル
ダーにまだ存在しないことが確認されます。選択されたフォルダーに既に
モデルが存在する場合は、警告メッセージが表示されます。その場合は、
モデルの保存先として別のフォルダーを参照します。

• Tekla Structures により、使用している環境が確認され、共有モデルと異な
る環境を使用している場合はメッセージが表示されます。同じ共有モデル
内のすべてのユーザーが同じ環境を使用することをお勧めします。

[使用可能な更新] リストが開きます。

6. 使用可能な更新のリストから、参加する更新またはベースライン (43 ページ)
を選択します。 

新のものだけでなく、どのベースライン (特定の日付におけるモデルの状態
のスナップショット) や更新にも参加できます。既に多くの変更が加えられた
モデルに参加する場合は、ベースラインを選択すると便利です。更新ではなく
ベースラインに参加した方が高速です。

以前のベースラインまたは更新に参加することによって、モデル履歴を遡り、
たとえば、特定の日付のモデルの状態を確認できます。

7. モデルの使用を開始し、モデルの変更を共有 (27 ページ) します。 

インすると、更新された増分パケットのみが共有サービスから取得されます。

Tekla Model Sharing での共有モデルに関する情報
Tekla Model Sharing で共有モデルを追加するには、[ファイル --> 共有 --> 共有モデ
ルをブラウズ ] をクリックし、[共有モデル] ダイアログ ボックスで参加するモデル
を選択します。

オプション 説明

サービス 使用されている共有サービス。
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オプション 説明

保存先 モデルのローカル バージョンが保存されるコンピューター
上の場所。

別の場所に保存する場合、[ブラウズ] ボタンをクリックしま
す。

共有モデル

• 非表示のディテ
ールも表示

• このコンピュー
ター上の共有モ
デルを表示

自分が共有したモデルまたは自分と共有されたモデルのリ
スト。

• [共有モデル] リストで一部のモデルを非表示にした場
合、[非表示のディテールも表示] チェック ボックスをオ
ンにすると、自分と共有されたモデルや自分が共有した
モデルの全一覧が表示されます。

• [このコンピューター上の共有モデルを表示] チェック ボ
ックスをオンにすると、コンピューターのローカルに保
存したモデルが表示されます。

クリックすると、[共有モデル] リストでモデルが非表示にな
ります。

リストに多くのモデルがある場合、使用頻度の低いモデルは
非表示にすると便利な場合があります。

コード モデルのコード。

コードは、サイト番号、プロジェクト番号、アカウント番号
などです。

名前 モデルの名前。

説明 モデルの説明。

環境 モデルの環境。

指定のページから 共有モデルに招待したユーザー、または役割を 後に変更し
たユーザー。

日付 モデルの共有が開始された日付。

あなたの役割 モデルに対する自分の役割とアクセス レベル。

次のオプションがあります。オーナー、エディタ、プロジェ
クトビューワー、またはビューワー。

他のユーザーの役割を変更できるのはオーナーだけです。

オーナーは、モデルのコードと説明を編集できます。

オーナーは、新しいユーザーをモデルに招待したり、既存の
ユーザーを削除したりすることができます。

エディタは、招待されたユーザーや共有モデルに参加したユ
ーザーを確認できます。

オーナーは、共有サービスからモデルを削除できます。

削除すると共有が中止され、共有モデルで作業しているユー
ザーが変更を共有できなくなります。
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オプション 説明

このコンピュータ
ー上で選択したモ
デルのローカルコ
ピー

• 編集済み

• モデル

•

•

[共有モデル] リストからモデルを選択すると、モデル情報が
ここに表示されます。

• モデルのローカル バージョンが編集された日付。

• モデルのローカル バージョンが保存されるコンピュータ
ー上の場所。

•  をクリックすると、選択したモデルのローカル バージ
ョンが開きます。

•  をクリックすると、選択したモデルのローカル バージ
ョンがコンピューターから削除されます。

他のユーザーの変更をモデルに反映する
モデルに他のユーザーが行った変更を反映するには、変更を共有サービスからイン
して取得します。自分の変更をアウトする前に、必ずモデルに 新の変更をインす
る必要があります。

[] (27 ページ) を使用してインを自動化することもできます。これにより、モデル
の他のユーザーが行った変更をその都度モデルに反映させることができます。

1. [ファイル] メニューで 共有 --> イン をクリックするか、クイック アクセス ツ

ールバーで [ ] をクリックします。 

イン可能なパケットがある場合、イン アイコンには緑色の矢印とパケット数

 が表示されます。

注 6 時間以上待機中状態の場合、パケット数が [イン] アイコンに表示されな
いことがあります。このため、待機中状態が長時間続いた後は、[イン] ア
イコンをクリックして、インできるパケットがあることを確認することを
お勧めし ます。

モデルを共有しているユーザーの 1 人が [共有設定] (49 ページ) ダイアログ
ボックスで [変更を読み込むときに使用可能な更新を表示] オプションを選択
している場合、イン アイコンをクリックしたときに [使用可能な更新] リスト
が表示されます。

このダイアログ ボックスには、使用可能なすべてのパケットが表示されます。
フェーズごとにモデルの変更を確認する場合は、パケットごとに変更を読み込
むことができます。すべての更新を一度に受け取る場合は、 新のパケットを
選択すると、以前のパケットもすべて読み込まれます。
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読み込みを行うと、共有モデルへの更新が、変更されたデータのみを含む増分
パケットとして提供されます。自分の変更を共有サービスに再度書き出す前
に、共有されているすべての変更を読み込む必要があります。

[共有設定] (49 ページ) ダイアログ ボックスで [読み込み後に変更を表示] オ
プションをオンにすると、選択したパケットをインした後に、下部パネルに共
有の変更のリストが表示されます。リストには、モデルへの影響に従って変更
が表示されます。共有の変更の詳細については、「共有の変更を検出し、Tekla
Model Sharing で共有履歴を表示する (36 ページ)」を参照してください。

2. モデルの使用を続けます。

注 共有で問題が発生した場合は、現在のモデル フォルダーと ..\Users\<user>
\AppData\Local\Tekla DataSharing で、共有に関連するログ ファイルを確認

してトラブルシューティングを行います。

イン後、Tekla Model Sharing でモデルの表示されるべきではないローカル バージョン
が検出された場合は、Tekla Structures からメッセージが表示され、変更は
modelsharing.log に記録されます。この問題を解決するには、 寄りのサポート

に連絡することをお勧めします。

参照項目

Tekla Model Sharing でのモデルの変更の共有 (27 ページ)

共有の変更を検出し、Tekla Model Sharing で共有履歴を表示する (36 ページ)

Tekla Model Sharing でのモデルの変更の共有
共有モデルの自分のローカル バージョンを変更した後、同じモデルを使用してい
る他のユーザーと変更を共有できます。他のユーザーと変更を共有するには、変更
を書き出すことで共有サービスに変更を送信します。モデルに変更を行っている
間、他のユーザーがモデルを書き出せないようにするために、次回の書き出しを予
約することができます。 共有自動化ツール を使用して、自分の変更の共有を自動
化することもできます。

アウト

変更をアウトする前に、次の操作を行う必要があります。

• モデルに加えられた 新の変更をイン (26 ページ) します。

• モデルに加えた変更を保存します。

1. [ ファイル ] メニューで、[共有 --> アウト ] をクリックするか、クイック アク

セス ツールバーで  をクリックします。 
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変更をアウトする前に、パケットのインが必要でない場合は、[アウト] アイコ

ンに緑の矢印  が表示されます。この場合、即座に変更のアウトを実行で
きます。

変更をアウトする前に、インが必要なパケットがある場合は、[アウト] アイコ

ンに灰色の矢印  が表示されます。

アウトを行うと、Tekla Structures により、モデルが保存され、モデルの変更の
パケットが作成されます。さらに変更が共有サービスにアウトされ、モデルが
再度保存されます。

新しいデータと変更されたデータだけがアウトされます。変更をアウトしよ
うとしたときに、他のユーザーが同じ変更を既に共有していて、それらの更新
をまだすべてインしていない場合は、まずそれらをインするように求められま
す。インする新しいデータが存在しない場合、Tekla Structures により変更がす
ぐに共有サービスにアウトされます。

モデルを共有しているユーザーの 1 人が [ 変更コメントの書き出しを有効に
する ] オプションを [共有設定 (49 ページ)] ダイアログ ボックスで選択して
いる場合、アウトしようとしている更新に関するコードまたはコメントを入力
できます。

オブジェクトを削除し、削除を共有サービスに共有した場合は、削除が他のユ
ーザーと共有され、削除されたオブジェクトは復元できなくなります。

2. モデルの使用を続けます。 

複数のユーザーが同じオブジェクトを同時に変更した場合、 初に変更をアウ
トしたユーザーによる変更がモデルに追加されることに注意してください。

次回のアウトの予約

1. [ ファイル ] メニューで、[共有 --> アウトの予約 ] をクリックします。

2. [アウトの予約] ダイアログ ボックスで、次回のアウトを予約する理由につい
てコメントを記入します。

3. [予約] をクリックします。 

次回のアウトを予約すると、モデルのすべてのユーザーのクイック アクセス

ツールバーの [アウト] アイコンに黄色の矢印  が表示されます。マウス
ポインターをアイコンに合わせると、次回のアウトを予約しているユーザーと
[アウトの予約] ダイアログ ボックスに記入されたコメントが表示されます。

次回のアウトを予約している間、その他のユーザーがアウトを行うことはでき
ません。次回のアウトを予約しているときに別のユーザーがアウトを開始し
た場合、データ転送がまだ開始されていなければ、他のユーザーのアウトはキ
ャンセルされます。アウトがキャンセルされた場合は、そのことがユーザーに
通知されます。
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4. 行った変更をアウトするには、[ ファイル ] メニューで、[共有 --> アウト ] を
クリックします。 

書き出す前に読み込む (26 ページ) 必要がある場合があります。

5. [アウトの予約] ダイアログ ボックスで、行った変更についてコメントを入力
します。

6. [解放] をクリックします。 

アウトを行うと、クイック アクセス ツールバーの [アウト] アイコンの矢印が

再度緑色  に変化します。他のユーザーが普通にアウトすることができ
るようになります。

アウトを行わずに、アウトの予約を解放することもできます。これを行うには、 フ
ァイル ] メニューで、[共有 --> アウトせずに予約解除 ] をクリックします。24 時間
以内にアウトを行わない、または予約を解放しないと、 Tekla Structures により自動
的に予約が解放されます。管理者は、Tekla Model Sharing 用の Management Console
でいつでもアウトの予約を解放することができます。

モデルの変更の自動共有
モデルの変更の共有を自動化する場合、[共有自動化ツール] カタログからアプリケ
ーションとコンポーネントを使用できます。

共有自動化ツール は、まず変更をインしてからアウトし、それを成功するまで繰
り返します。このツールは、イン (26 ページ) するパケットが多数あり、アウトを
確実に行いたい場合や、オフィスへの到着時にパケットのインを完了させたい場合
に便利です。

このツールを使用してイン (26 ページ) を自動化し、モデルの他のユーザーが行っ
た変更をその都度ローカル モデルに反映させることもできます。インを行う日付
を選択し、時間を設定できます。

1. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

2. 使用する設定を定義します。 

オプション 説明

成功するまでアウト 変更をすぐにアウトする場合は、このオプションを選
択します。アウト前に、このツールによって他のユー
ザーの変更がインされることに注意してください。

ベースラインの作成 共有モデルのオーナーは、このオプションを選択する
と、アウトを行うときにベースラインを作成 (43 ペー
ジ) できます。

アウトに成功したら Tekla
Structures を閉じる

アウト後に Tekla Structures を閉じる場合に選択しま
す。

Tekla Structures を閉じるとライセンスが解放され、ラ
イセンス管理に役立つ場合があります。
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オプション 説明

コード モデルのコードなどを入力します。

コメント 必要に応じて、コメントを入力します。

インの遅延 インを行う日付を選択し、時間を設定します。[成功す
るまでアウト] を選択していない場合、インだけが行
われます。

[成功するまでアウト] を選択している場合、インとア
ウトが行われた後、設定した日時にインの待機が開始
されます。

ローカル モデルに共有したくない変更があり、一方で
他のユーザーによる変更を取得する必要がある場合
には、このツールを使用してインだけを行うと便利で
す。

3. [OK] をクリックしてツールを起動します。

参照項目

Tekla Model Sharing で共有されるデータ (54 ページ)

共有の変更を検出し、Tekla Model Sharing で共有履歴を表示する (36 ページ)

Tekla Model Sharing のベスト プラクティス (66 ページ)

Tekla Model Sharing でのユーザーの管理
共有モデルで オーナー の役割を持つユーザーは、いくつかの方法でそのモデルの
ユーザーを管理できます。特に、オーナーは新しいユーザーの招待、ユーザーの役
割と権限の変更、電子メール通知の送信、ユーザーの削除を行うことができます。

新しいユーザーを共有モデルに招待する

1. 新しいユーザーを招待する共有モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、 共有 --> ユーザー をクリックします。

3. [ユーザー] ダイアログ ボックスで、[ユーザーを招待] ボックスに新しいユーザ
ーの電子メール アドレスを入力し、ユーザーの役割を、[エディタ]、[オーナ
ー]、[プロジェクトビューワー]、または [ビューワー] に設定します。 

複数のユーザーを一度に追加できます。これには、複数の電子メール アドレ
スをセミコロンで区切って指定します。複数の電子メール アドレスをスペー
スで区切らないでください。

複数のユーザーを一度に追加した場合、すべてのユーザーに同じ役割が割り当
てられます。割り当てられた役割は後で変更できます。

4. [追加] ボタンをクリックして新しいユーザーをモデルに追加します。

5. 必要に応じて、新しいユーザーの役割を変更します。
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6. 招待されたユーザーに通知電子メールを送信するには [ユーザーに電子メール
通知を送信します。] チェック ボックスをオンにして、ユーザーへのメッセー
ジを入力します。

7. [変更を保存] をクリックしてユーザーを招待します。

ユーザーと共有操作に関する情報を表示する
Tekla Model Sharing のユーザー情報やモデルに対する基本的な共有操作を確認す
る場合、または新しいユーザーを共有モデルに招待する場合は、ファイル --> 共有
--> ユーザー で [ユーザー] ダイアログ ボックスを開きます。

オプション 説明

名前 ユーザーの名前。

電子メール ユーザーの電子メール アドレス。

役割 ユーザーの役割: [オーナー]、[エディタ]、[プロジェクトビュー
ワー]、または [ビューワー]。

モデルを共有し始めると、モデルの [オーナー] となり、他のユ
ーザーの役割を設定できます。役割は、必要に応じて後で変更で
きます。

さまざまな役割を使用して、共有モデルに関するユーザーの権限
を管理できます。

1 つのモデル内に複数の [オーナー] が存在してもかまわない点
に注意してください。

参加済み 招待されたユーザーがモデルに参加していることを示します。

日付 ユーザーがモデルに参加した日付。

変更者 ユーザーを招待したユーザーまたはユーザーの役割を 後に変
更したユーザー。

前回の読み込
み

ユーザーが前回のインを行った日付。

↓ 下矢印付きの数値は、共有サービスで使用可能な更新パケットの
総数を示しています。

矢印の横の数値は、ユーザーがインしたパケットの数を示してい
ます。

前回のアウト ユーザーが前回アウトした日付。

↑ 上矢印付きの数値は、共有サービスで使用可能な更新パケットの
総数を示しています。

矢印の横の数値は、ユーザーがアウトした前回のパケットの数を
示しています。

選択したユーザーのモデルに対する権限を削除します。

他のユーザーを共有サービスから削除できるのは、[オーナー] の
役割を持つユーザーだけです。
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Tekla Model Sharing でのユーザーの役割を変更する
ユーザーの役割は、共有モデルの表示および変更に関するユーザーの権限を定義す
るものです。Tekla Model Sharing のユーザーの役割は、[オーナー]、[エディタ]、
[プロジェクトビューワー]、および [ビューワー] です。Tekla Model Sharing でモデ
ルを共有し始めると、モデルの [オーナー] となります。[オーナー] は、他のユーザ
ーをモデルに招待し、4 つの役割のうち 1 つを付与できます。

4 つの異なる役割における権限を下の表に示します。

役割 権限

オーナー [オーナー] の役割を持つユーザーは、以下の操作を実
行できます。

• 他のユーザーによる変更をイン (27 ページ)して、
自分の変更を共有サービスにアウト (27 ページ)
する

• 新しいユーザーを招待する

• 他のユーザーをリストしてその役割を変更する

• モデルからユーザーを削除する

• モデル インスタンスを削除し、モデル関連のデー
タを共有サービスからすべて削除する

• モデル コードと説明のプロパティを変更する

1 つのモデルに対して複数のユーザーが同時に [オー
ナー] となることができます。モデルを共有し始め
た [オーナー] は、選択したユーザーに [オーナー] の
役割を付与できます。

エディタ [エディタ] の役割を持つユーザーは、以下の操作を実
行できます。

• 他のユーザーによる変更をインして、自分の変更
を共有サービスにアウトする

• モデルを編集する

• 他のユーザーを表示する

プロジェクトビューワー [プロジェクトビューワー] の役割を持つユーザーは、
以下の操作を実行できます。

• 他のユーザーによる変更をインして、自分の変更
を共有サービスにアウトする

• モデルを表示する。ただし、モデル オブジェクト
の変更はできない

• 他のユーザーを表示する

[プロジェクトビューワー] の役割を持つユーザーは、
以下の操作は実行できません。
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役割 権限

• ナンバリングに影響を与えるユーザー定義情報
を変更する

• 基準線を追加および変更する

• 梁やその他のオブジェクトを作成するモデルを
インポートおよび更新する

[プロジェクトビューワー] の役割でモデルを開くと、
Tekla Structures の再起動が必要になることに注意し
てください。

共有モデルにおける [プロジェクトビューワー] の役
割の権限は、プロジェクト ビューワー構成で利用可
能な機能に対応します。

ビューワー [ビューワー] の役割を持つユーザーは、以下の操作を
実行できます。

• 他のユーザーの変更をインする

• モデルを表示する

[ビューワー] の役割を持つユーザーは、以下の操作は
実行できません。

• 変更を共有サービスにアウトする

• モデル オブジェクトを選択する

• エクスポート コマンドを使用する

[ビューワー] の役割でモデルを開くと、Tekla
Structures の再起動が必要になることに注意してくだ
さい。

以下のいずれかの方法でモデルを共有から切り離すと、共有モデルへの自分のアク
セス権限が解除されることに注意してください。

• [モデルシェアリングから除外] コマンドを使用してモデルを共有から除外する
(52 ページ)

• Tekla Structures の次のバージョンにアップグレードする

• [名前を付けて保存] コマンドを使用してモデルを保存する

[オーナー] の役割を持つユーザーは、次のようにユーザーの役割を変更できます。

1. ユーザーの役割を変更する共有モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、 共有 --> ユーザー をクリックします。

3. [ユーザー] ダイアログ ボックスで、役割を変更するユーザーを選択します。

4. [役割] 列の矢印をクリックし、リストでそのユーザーの新しい役割を選択しま
す。

5. 役割が変更されたユーザーに電子メールで通知を送信する場合は、[ユーザー
に電子メール通知を送信します。] チェック ボックスをオンにします。
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6. 必要に応じて、電子メール通知に短いメッセージを書き添えます。 

メッセージを書き添えた場合、招待されたユーザーと役割が変更されたユーザ
ーの全員に同じメッセージが届きます。

7. [変更を保存] をクリックします。

共有モデルからユーザーを削除する

[オーナー] の役割を持つユーザーは、共有モデルから不要なユーザーを削除できま
す。

1. [ファイル] メニューで、 共有 --> ユーザー をクリックします。

2. [ユーザー] ダイアログ ボックスで、削除するユーザーを選択します。

3.  ボタンをクリックして、モデルに対するそのユーザーのアクセス権限お
よび変更権限を削除します。 

誤って  ボタンをクリックしても、再度ボタンをクリックすれば、ユーザ
ーの権限の削除をキャンセルできます。

4. モデルから削除するすべてのユーザーに対して、手順 2 と 3 を繰り返します。

5. [変更を保存] をクリックして、モデルからユーザーを削除します。

ユーザーのエクスポートとインポート
[オーナー] の役割を持つユーザーは、現在の共有モデルのユーザーのリストをエク
スポートして、ユーザーの役割や権限に変更を加えたり、同じユーザーを別の共有
モデルに追加したりできます。

1. [ファイル] メニューで、 共有 --> ユーザー をクリックします。

2. [ユーザー] ダイアログ ボックスの下部にある [ユーザーのエクスポート] をク
リックします。 

ユーザーのリストは、モデル フォルダーの下の \ModelSharing サブフォル

ダーにある users.csv ファイルに保存されます。リストの形式は、<電子メ

ール アドレス>;<役割> です。

3. 必要に応じて、次のいずれかを行います。 

これを 実行するには

現在のモデルのユーザーの役割と権限
の変更

a. users.csv ファイルを開きます。

b. 必要に応じてユーザーの役割を変
更するか、役割を NONE に設定して

ユーザーの権限を削除します。

c. users.csv ファイルを保存して閉

じます。

d. 共有モデルに戻ります。
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これを 実行するには

e. 変更を適用するには、[ユーザー] ダ
イアログ ボックスの下部にある
[ユーザーのインポート] をクリッ
クします。

f. users.csv ファイルを選択しま

す。

g. [開く] をクリックします。

users.csv に加えられた変更が、

現在のユーザー リストに反映され
ます。

h. ユーザーの変更を現在のモデルに
保存するには、[変更を保存] をクリ
ックします。

別の共有モデルへのユーザーのコピー a. 現在のモデルを閉じて、別の共有モ
デルを開きます。

b. [ファイル] メニューで、 共有 --> ユ
ーザー をクリックします。

c. [ユーザー] ダイアログ ボックスの
下部にある [ユーザーのインポー
ト] をクリックします。

d. 以前のモデルの users.csv ファ

イルを検索して選択します。

デフォルトで、users.csv ファイ

ルはモデル フォルダーの下の 
\ModelSharing サブフォルダー

保存されます。

e. [開く] をクリックします。

users.csv ファイルのユーザーが

現在のモデルに追加され、そのファ
イルで定義されている役割が割り
当てられます。

f. ユーザーの変更を保存するには、
[変更を保存] をクリックします。

電子メール通知の送信
[オーナー] の役割を持つユーザーは、いつでも電子メールで他のモデル ユーザー
にメッセージを送信できます。

1. [ファイル] メニューで、 共有 --> ユーザー をクリックします。
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2. [ユーザー] ダイアログ ボックスで、[ユーザーに電子メール通知を送信しま
す。] チェック ボックスをオンにします。

3. [ユーザーに電子メール通知を送信します。] チェック ボックスの下のメッセ
ージ ボックスに、通知テキストを入力します。

4. 必要に応じて、次のいずれかを行います。 

• 通知を特定のユーザーに送信するには、モデル ユーザーのリストでユーザ
ーを選択します。

Shift キーを押したままにするとユーザーの範囲を選択でき、Ctrl キーを押
したままにすると複数のユーザーを選択できます

• すべてのユーザーにメッセージを送信するには、モデル ユーザーのリスト
でユーザーが選択されていないことを確認します。

5. [送信] をクリックします。

共有の変更を検出し、Tekla Model Sharing で共有履歴を表示する
モデルがどのように変更されているか、また誰がモデル変更を共有したかを確認す
るには、共有の変更確認と履歴の共有を行って、どのような変更がモデルに含まれ
ているかを表示します。

変更の検出

共有サービス (10 ページ)からモデルの変更をイン (27 ページ)するか、ローカル モ
デルで変更を加えた後、より多くのディテールに加えられた変更を表示できます。
画面の下部に変更のリストが表示されます。[変更リスト] とモデルのいずれでも、
変更は色で表示されます。

これを 実行するには

変更リストを開く 以下のいずれかの操作を行います。

• クイック アクセス ツールバーで、[イン後に変更を表示]

アイコン  をクリックします。

• [ファイル --> 共有 --> イン後に変更を表示 ] をクリック
します。

• インが完了するたびに、このリストを自動的に表示する
には、 ファイル --> 共有 --> 共有設定 で [読み込み後に
変更を表示] オプションを選択します。

リストに変更を表示
する

• 個別のタブをクリックし、モデルへの影響に従って変更
を表示します。

変更は複数のタブに分けて表示されます。([物理オブジェ
クト]、[その他のオブジェクト]、[図面]、[オプション]、[属
性定義]、[モデルフォルダファイル]、[UDA の変更])。

変更は、モデル内で色によって表示されます。
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これを 実行するには

削除したオブジェクトは、[変更リスト] には表示されます
が、[名前] 列に情報が表示されません。

[UDA の変更] タブには environment.db ファイルで定義され
たユーザー定義情報が含まれます。参照オブジェクトは、物
理的または材質的変更がある場合、変更されたオブジェクト
として検出されます。

含まれるアイテムがないタブは、タブ自体が表示されませ
ん。フィルタリングによってタブの内容が空になった場合、
そのタブは表示されなくなります。

モデルに変更を表示
する

• [モデル内のオブジェクトを選択] チェック ボックスを
オンにし、リスト内の行を選択して、モデル内で変更さ
れたオブジェクトをハイライトします。

変更は、モデル内で色によって表示されます。削除されたオ
ブジェクトは、モデルに表示されません。

• 追加されたオブジェクト = 緑

• 変更されたオブジェクト = 黄色

• 競合するオブジェクト = オレンジ

• 他のユーザーによって変更されていない既存のオブジ
ェクト = グレー

図面のビューの変更 競合状態にある同一図面の異なるバージョンを一覧表示 し
たり、スナップショットを表示したり、現在の図面のバージ
ョンを変更したりできます。また、変更した図面とそのスナ
ップショットを表示したり、他のモデルの図面を複製 した
りすることもできます。

ローカル バージョンのモデルで同一の図面を変更し、ある
ユーザーがアウトを行った場合、[変更リスト] を読み込む
と、他のユーザーのローカル バージョンのモデルとの競合
が表示されます。

図面のバージョンを表示するには、以下の操作を行います。
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これを 実行するには

1. 変更された図面を [変更リスト] で選択します。

2. 図面を右クリックします。

3. コンテキスト メニューで、[開いているバージョン] を
選択します。

[図面のバージョン] ダイアログ ボックスが開きます。

[図面のバージョン] ダイアログ ボックスで、図面のバージ
ョンを選択し、右クリックして選択したバージョンを開くこ
とができます。図面のバージョンを保存し、アウトを行っ
て、選択した図面のバージョンをすべてのユーザーの現在の
バージョンにすることができます。

リストで変更をフィ
ルターする

各タブで、すべての列の変更にフィルターをかけることがで
きます。

1. マウス ポインターを列の上に合わせます。

2.
列名の横にあるフィルター アイコン  をクリックし
ます。

3. 変更にフィルターをかける方法を選択します。

選択したフィルターの名前がリストの左下隅に表示されま
す。

フィルター アイコン  を右クリックすると、列の並べ替え
など、さまざまな操作ができます。

フィルターを編集す
る

1.
フィルターアイコン  を右クリックします。

2. コンテキスト メニューで、[フィルター エディター...]
を選択します。

[フィルター エディター] ダイアログ ボックスが開きます。
選択したフィルターを必要に応じて編集することも、新しい
フィルターを作成することもできます。

モデル内の変更され
たオブジェクトにズ
ームする

• [選択部材にズーム] チェック ボックスをオンにし、リス
トで行をクリックして、モデル内の変更されたオブジェ
クトにズームします。

特定の変更を検索す
る

• リストの右下隅の検索ボックスに検索語を入力します。
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これを 実行するには

[変更リスト] を画面
の別の場所に移動す
る

次の操作が可能です。

• 画面内でのリストの移動

• セカンドスクリーンへのリストのドラッグ

• サイド パネルまたは画面の下部へのリストのドッキン
グ

サイド パネルにリストのボタン  があります。リスト
をセカンド スクリーンにドラッグした場合、このボタンを
クリックすると、メイン画面にリストが戻ります。

新しい列を [変更リ
スト] に追加する
か、非表示の列を戻
す

1. 列の見出しを右クリックします。

2. コンテキスト メニューで、[変更リスト] に追加する列
を選択します。

3. マウスの左ボタンを押したまま、列を目的の位置にド
ラッグします。

4. マウスの左ボタンを解放します。

共有履歴を表示する

モデルの変更をインしてアウトする (27 ページ) と、モデルの共有履歴を確認する
ことができます。[履歴を共有] ダイアログ ボックスが表示されます。

• すべてのイン/アウト イベント

• 各イン/アウト イベントに含まれるパケット

• モデルに対してローカルで加えたが、まだ共有されていない変更

共有履歴をイベントごとに確認し、他のユーザーが行った変更によってモデルがど
のように変化したかを確認することができます。

これを 実行するには

共有履歴を開く • [ファイル] メニューで、 共有 --> 共有履歴 をクリックし
ます。

イン/アウト イベン
トを確認する

• すべてのイン/アウト イベントとそれらの日付と時刻を
表示するには、[すべて折りたたみ] ボタンをクリックし
ます。

パケット情報を確認
する

• 各イン/アウト イベントに含まれるすべてのパケットを
表示するには、[すべて展開] ボタンをクリックします。

パケット情報には以下の情報が表示されます。

• パケット番号

• パケットをアウトしたユーザー
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これを 実行するには

• パケット アップロードの日時

• パケットに含まれる更新のコードとコメント

コメントが長すぎる場合は、完全には表示されません。

1 つのイベントに含
まれているモデルの
変更を表示する

• イベントを選択し、[変更を表示] ボタンをクリックしま
す。

モデルの変更リストは、Tekla Structures の下部パネルに表示
されます。

ローカル モデルの
変更を表示する

モデルに加えたが、まだアウトされていない変更を表示す
るには

• [ローカル非共有変更] を選択し、[変更を表示] ボタンを
クリックします。

ローカル モデルの変更リストは、Tekla Structures の下部パ
ネルに表示されます。

[元に戻すの履歴]  ダイアログ ボックスに、実行したすべてのコマンドおよびロ
ーカル バージョンのモデルに行った変更がリストされます。読み込みまたは書き
出しを行うと、[元に戻すの履歴] リストはクリアされます。

参照項目

Tekla Model Sharing で共有されるデータ (54 ページ)

Tekla Model Sharing のベスト プラクティス (66 ページ)

Tekla Model Sharing でオブジェクト ロック、図面ロック、権限を
設定する
オブジェクト ロック、図面ロック、および権限を使用すると、他のユーザーによ
る共有モデル オブジェクトや共有図面の誤った変更を防止できます。また、他の
ユーザーによる特定の属性、ファイル、および設定へのアクセスを管理できます。

オブジェクト ロックを設定する
製品とキャストユニット、およびモデル オブジェクトをロックして、オブジェク
トを誤って変更したりナンバリングしたりしないようにできます。これは、複数の
組織が同じ共有モデルを操作する際に、作成した製品、キャスト ユニット、およ
びモデル オブジェクトが変更されないようにする場合に便利です。

組織ロックは、製品、キャスト ユニット、およびモデル オブジェクトを、特定の
組織の従業員以外のユーザーが変更できないようにするロックです。製品、キャス
ト ユニットおよびモデル オブジェクトは、[他のユーザー用] ダイアログ ボックス
([オブジェクトロック] > [管理]) で、[ロック] にロック済みとしてマークされます。
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ロックには [製品] オプションを使用することをお勧めします。これは製品内のオ
ブジェクトの編集も防止します。

注 組織の情報は、Trimble Identity ではなく、Windows のユーザーアカウントに基づいて
います。

XS_OBJECTLOCK_DEFAULT 詳細設定を使用して ORGANIZATION にデフォルトの

ロック状態を設定し、製品、キャスト ユニット、およびモデル オブジェクトが作
成時に自動的に [他のユーザー用] にロックされるようにすることをお勧めしま
す。

デフォルトの組織ロック状態の設定

新しい製品やキャスト ユニットはすべて、作成時にデフォルトのロック状態を自
動的に設定できます。デフォルトのロック状態を設定するには、XS_
OBJECTLOCK_DEFAULT 詳細設定を使用します。デフォルトのロック状態は、

ORGANIZATION または NO です。モデルを共有し始めると、ロック状態が未設定の

すべての製品およびキャストユニットに、デフォルトのロック状態が設定されま
す。

デフォルトの組織ロック状態を設定するには、次のようにします。

1. [ ファイル ] メニューで、[設定 --> 詳細設定 --> モデリング ] をクリックしま
す。

2. XS_OBJECTLOCK_DEFAULT 詳細設定を ORGANIZATION に設定します。

3. [OK] をクリックします。

新しい製品とキャスト ユニットは所属する組織のためにロックされ、[オブジ
ェクトロック] ダイアログ ボックスでのロック状態は [他のユーザー用] にな
ります。所属する組織のユーザーは、製品やキャスト ユニットのオブジェク
トを変更できます。所属する組織以外のユーザーには、ロック状態は [自チー
ム用] として表示されます。

ロック状態の変更

ロック状態を変更するには、次のようにします。

1. [管理] タブで [ロック] をクリックします。

[オブジェクトロック] ダイアログ ボックスが開きます。

2. モデル内のオブジェクトを選択します。

製品およびキャスト ユニット レベル、またはモデル オブジェクト レベルでオ
ブジェクトを選択できます。[製品] および [すべてのオブジェクトタイプ] オ
プションと [サブオブジェクト] チェック ボックスを使用して、選択のレベル
を定義します。

3. [オブジェクトを追加] ボタン  をクリックし、製品、キャスト ユニット、
またはオブジェクトをリストに追加します。

オブジェクトがリストに表示されると、その [オブジェクトタイプ]、[名前]、
[ロック状態] を確認できます。
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4. ロックの状態を変更するには、リストまたはモデルから製品またはオブジェク
トを選択し、ダイアログ ボックスの下部にあるリストから新しいロック値を
選択して、[設定] をクリックします。

ロック状態が変更されます。

オブジェクトロックの設定状況 ロック対象

製品が [組織] に ([ロック状態] ステータ
スは [他のユーザー用])、製品内のオブジ
ェクトが [いいえ] に設定されている。

製品と製品内のオブジェクトが所属す
る組織のためにロックされ、所属する組
織のユーザーが製品または製品内のオ
ブジェクトを変更できます。

他の組織のユーザーは、製品または製品
内のオブジェクトを変更できません。
製品と製品内のオブジェクトは、モデル
に緑色で表示されます。

製品が [はい] に、製品内のオブジェクト
が [いいえ] に設定されている。

製品と製品内のオブジェクトはすべて
のユーザーを対象としてロックされ、ど
のユーザーもオブジェクトを変更でき
ません。

製品と製品内のオブジェクトは、モデル
に赤色で表示されます。製品またはオ
ブジェクトの削除、変更、ナンバリング
を行うことはできません。

製品が [いいえ] に、製品内のオブジェク
トが [いいえ] に設定されている。

製品または製品内のオブジェクトはロ
ックされておらず、すべてのユーザーが
オブジェクトを変更できます。

製品と製品内のオブジェクトは、モデル
に緑色で表示されます。

リストをクリアするには、[データをリセット] ボタン  をクリックします。

ロック状態を表示するには、レポートテンプレートの、、の 3 つのテンプレートフ
ィールドを使用できます。

また、オブジェクト表現を使用してロックをビジュアル化することもできます。オ
ブジェクト表現を共有すると、プロジェクトの他のメンバーもロック状態を視覚的
に確認できます。

図面ロックを設定する
図面をロックして、編集できるように図面を予約し、図面が変更されないようにす
ることができます。図面がロックされていて、ロックが共有されている場合は、ス
ナップショットを代わりに使用します。

1. すべてのモデル変更のイン (27 ページ) を行います。
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2. [ドキュメント管理] を開き、直接編集 を有効にして、図面の横にある [ロ
ック] 列をクリックします。

[ロック元] の [ドキュメント管理] 列には、図面をロックしたユーザーが表示さ
れます。

3. アウト (27 ページ)を行って、図面ロック情報を共有します。

4. 図面を編集するために、図面ロックを開きます。

5. 必要に応じて、図面を編集します。

6. アウトを行って、更新した図面を共有します。

図面のロックを解除することもできます。ただし、図面のロック解除が、
privileges.inp ファイル内の特定のユーザーだけに限定されている場合はこの

限りではありません。図面のロックが解除され、ユーザーが変更をアウトすると、
元のロック オーナーによる変更が上書きされます。

権限を設定する

モデルを作成したユーザー、または同じ組織のすべてのユーザーは、権限 (95 ペ
ージ) を使用してモデルへの特定のアクセス権限を制御できます。実際には、モデ
ルの権限は privileges.inp ファイルを通じて制御されます。アクセス権が

privileges.inp で制限されていない限り、すべてのユーザーがロック状態を変

更できます。

privileges.inp ファイルを変更することで、次のアクセス権限を制御できます。

• ユーザー定義情報 (95 ページ)の変更

• ナンバリング設定 (95 ページ) の変更

• 標準ファイル (95 ページ)の保存

アクセス権限を変更するには、次のようにします。

1. モデルを閉じます。

2. privileges.inpファイルを任意のテキストエディタで開きます。

通常、privileges.inp ファイルは ..\ProgramData\Trimble\Tekla
Structures\<version>\environments\<environment>\ フォルダー

の下にあります。ファイルの正確な場所は、環境ファイルのフォルダー構成に
よって異なることがあります。

3. 必要な設定を変更し、モデルフォルダに privileges.inpファイルを保存し

ます。

4. モデルを開き直します。

5. アウト (27 ページ) を行い、権限情報を共有します。
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Tekla Model Sharing でのモデルのベースラインの作成
Tekla Model Sharing では、モデルのオーナーが、モデルの現在の進捗を記録し、ま
た新しいユーザーがモデルに迅速に参加できるように、共有サービスでモデルの新
しい開始点を作成できます。この新しい開始点はベースラインになります。ベー
スラインは、モデルの現在の状態のスナップショットです。ベースラインを作成す
ると、モデル全体が作成され、共有サービスにアップロードされます。オーナー
は、新しいユーザーをモデルに招待するときに新しいベースラインを作成すること
をお勧めします。既存のユーザーは、新しいベースラインの作成後にモデルに再参
加する必要はありません。

1. [ファイル] メニューで、[共有 --> ベースラインの作成 ] をクリックします。

2. [共有設定] (49 ページ) ダイアログ ボックスで変更コメントの入力が有効な
場合は、コードまたはコメントを入力します。 

モデル全体が共有サービスにアウト (27 ページ)されます。共有から除外され
たファイルとフォルダは、ベースラインに含められません。

ベースラインの作成時に読み込みを行う必要がある場合、他のユーザーの変更
を読み込んだ後に、[ベースラインの作成 ] コマンドを繰り返す必要がありま
す。

ベースラインを作成する前にモデルに変更を加えた場合、更新された増分パケ
ットがベースラインの前に作成されます。これにより、モデル データが失わ
れることがなくなり、共有モデルのユーザーが再度モデルに参加する必要がな
くなります。

3. 必要に応じて、モデルに参加 (22 ページ) するよう他のユーザーを招待します。

新しいユーザーがモデルに参加すると、[使用可能な更新] リストが開きます。

その後、ユーザーは参加するベースラインまたは更新を選択できます。使用可
能な更新[] リストには、 新のベースラインの後のすべてのベースラインと更
新が表示されます。 新のものだけでなく、任意のベースラインまたは更新を
参加対象として選択できます。以前のベースラインまたは更新に参加するこ
とによって、モデル履歴を遡り、たとえば、特定の日付のモデルの状態を確認
できます。

既に多くの変更が加えられているモデルに参加するユーザーは、ベースライン
に参加すると便利です。更新ではなくベースラインに参加した方が高速です。

モデルに参加すると、更新された増分パケットのみが共有サービス (10 ペー
ジ)からインされます。

ヒン
ト

[アプリケーションとコンポーネント] カタログから共有自動化ツール
(29 ページ)を使用してベースラインを作成することもできます。

Tekla Structures モデル内での共同作業 44 Tekla Model Sharing の操作



Tekla Model Sharing でのモデル履歴の収集
Tekla Model Sharing では、モデル内で行われた操作に関するモデル履歴情報を収集
できます。共有モデルのモデル履歴には、いつモデルが変更されたか、どのように
変更されたか、誰が変更したかが表示されます。

Tekla Model Sharing でのモデル履歴の収集

モデル履歴の収集を開始するには、次の操作を行います。

1. [ファイル ] メニューで、[ 設定 --> 詳細設定 --> ソリッド設定 ] をクリックしま
す。

2. XS_COLLECT_MODEL_HISTORY が TRUE に設定されていることを確認しま

す。 

Tekla Structures は、モデルが共有されると、自動的に
XS_COLLECT_MODEL_HISTORY を TRUE に設定します。

3. XS_CLEAR_MODEL_HISTORY を FALSE に設定します。

4. [OK] をクリックします。

5. モデル履歴を表示するには、次のいずれかの操作を行います。 

• リボンで、  をクリックし、モデルでオブジェクトを選択します。

[オブジェクト情報を表示 ] ダイアログ ボックスにモデル履歴が表示され
ます。

[変更コメントの書き出しを有効にする ] オプションが [共有設定 ] ダイア
ログ ボックスで選択されている場合、リビジョン コメントも表示されま
す。

• モデル履歴レポートを作成します。

a. [ 図面とレポート ] タブで、[レポート] をクリックします。

b. モデル履歴が表示されているレポート テンプレートを選択します。

レポート テンプレートの名前は環境によって異なる場合があります。
デフォルトの環境では、レポート テンプレートは 
Q_Model_History_Report という名前になります。

c. [ 全部材(A) ] をクリックすると、モデル内のすべてのオブジェクトに
関するレポートを作成したり、モデル内の 1 つまたは複数のオブジェ
クトを選択したりできます。また、[ 選択部材(S) ] をクリックすると、
選択したオブジェクトからレポートを作成できます。

オフライン使用履歴は、Windows ドメイン ユーザー アカウントに従って保存され
ます。Tekla Model Sharing モデルでは、共有サービスに変更をアウトするときに、
変更は Trimble Identity を使用して保存されます。
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Tekla Model Sharing でモデル履歴をクリアする

共有モデルのモデル履歴をクリアすると、Tekla Model Sharing 内の大きな共有モデ
ルのパフォーマンスを向上できるとともに、ディスクの容量を節約できます。モデ
ル履歴をクリアすると、Tekla Structures のユーザー インターフェイス、レポート、
または Tekla Open API で、モデル履歴情報を使用できなくなります。

モデル履歴をクリアする前に、次のことを確認します。

• モデル履歴に保存された情報は不要なものである。

• 共有モデルのすべてのユーザーがすべての変更をアウトしている。

• 自分以外のユーザーが、目下、共有モデルに対して作業を行っていない。モデ
ル履歴は、週末などのアクセスの少ない時間に削除することをお勧めします。

注 共有モデルの履歴をクリアするために history.db ファイルを削除しないで

ください。history.db ファイルは増分的に共有されているため、削除する

と共有モデルでエラーが発生する可能性があります。

1. 履歴を削除する共有モデルを開きます。

2. [ファイル ] メニューで、[ 共有 --> アウトの予約 ] をクリックします。

3. [アウトの予約 ] ダイアログ ボックスで、次回のアウトを予約する理由につい
てコメントを記入します。

4. [予約] をクリックします。

5. [ファイル ] メニューで、[ 設定 --> 詳細設定 --> ソリッド設定 ] をクリックしま
す。

6. [詳細設定 ] ダイアログ ボックスで、XS_CLEAR_MODEL_HISTORY オプショ
ンを TRUE に設定します。

7. [OK] をクリックします。

8. モデルを保存します。

9. Tekla Structures を再起動します。

10. モデル フォルダーを開き、history.db ファイルのサイズが小さくなってい

ることを確認します。

11. ベースラインをアウト (27 ページ) します。

他のユーザーが、アウトした新しいベースラインに参加 (22 ページ) できるように
なりました。

Tekla Model Sharing での XS_FIRM フォルダーと XS_PROJECT
フォルダーの使用
Trimble Connect プロジェクトでサブフォルダーをプロジェクト フォルダーまたは
企業フォルダーとして使用する場合は、共有モデルでプロジェクト フォルダーと
企業フォルダーを使用するのが も簡単です。
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プロジェクト フォルダーと企業フォルダーの情報は、Trimble Connect プロジェク
トから共有モデルのローカル バージョンに対してしか更新されず、その逆は更新
されません。実際には、Tekla Structures がプロジェクト フォルダーまたは企業フォ
ルダーからローカル モデルに新しいファイルをダウンロードし、変更されたファ
イルを更新することを意味します。ローカル ファイルが Trimble Connect プロジェ
クト サブフォルダーにない場合、ファイルがローカル モデルから削除されます。

ローカル モデル データと Trimble Connect プロジェクトまたは企業フォルダーの
データの間の変更が Tekla Structures により検出されると、次の通知が表示されま
す。

[はい] をクリックすると、モデルは保存され、閉じられます。その後、ローカル モ
デル データが更新され、再び開きます。

Trimble Connect プロジェクト内のフォルダーを XS_FIRM フォルダーまたは 
XS_PROJECT フォルダーとして設定するには、次の操作を実行します。

1. [ファイル] メニューで、設定 --> 詳細設定 に移動します。

2. オプションに応じて、次のいずれかを行います。 

Trimble Connect プロジェ
クトのサブフォルダーを
次のように設定するには

実行するには

XS_PROJECT フォルダー a. [詳細設定] ダイアログ ボックスで、XS_PROJECT
オプションを見つけます。

b. XS_PROJECT の値を %CONNECT_FOLDER_SYNC
% に設定します。

%CONNECT_FOLDER_SYNC% は :\Users
\<user>\AppData\Local\Trimble\Tekla
folder sync\<folder> を指しています

注 同じ Trimble Connect プロジェクトを
XS_PROJECT フォルダーとしてコラボレー

ションに使用する場合は、Trimble Connect コ
ラボレーション情報から分離されたサブフ
ォルダーを XS_PROJECT フォルダーとして

使用する必要があります。この場合、サブフ
ォルダーは %CONNECT_FOLDER_SYNC%
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Trimble Connect プロジェ
クトのサブフォルダーを
次のように設定するには

実行するには

\<folder>\<sub-folder of the
folder> として設定されます。

たとえば、プロジェクト フォルダーを
Project という名前で Project
settings フォルダーの下に保存できます。

この場合、値は %CONNECT_FOLDER_SYNC%
\Project Settings\Project に設定す

る必要があります。下位レベルのサブフォ
ルダーを使用することもできます。

XS_FIRM フォルダー a. [詳細設定] ダイアログ ボックスで、XS_FIRM 
オプションを見つけます。

b. XS_FIRM の値を %CONNECT_FOLDER_SYNC%
\<ProjectID><region> に設定します。プロ

ジェクト ID は、Trimble Connect for Browserで確

認できます。

地域は、プロジェクト サーバーの場所の設定と同
じです。次のオプションがあります。

• asia

• europe

• northAmerica

したがって、たとえば、値は

%CONNECT_FOLDER_SYNC%\m1G-
M21Ca_o_northAmerica になります。

注 同じ Trimble Connect プロジェクトを
XS_FIRM フォルダーとしてコラボレーショ

ンに使用する場合は、Trimble Connect コラボ
レーション情報から分離されたサブフォル
ダーを XS_FIRM フォルダーとして使用する

必要があります。この場合、サブフォルダー
は %CONNECT_FOLDER_SYNC%
\<ProjectID><region>\<folder>
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Trimble Connect プロジェ
クトのサブフォルダーを
次のように設定するには

実行するには

\<sub-folder of the folder> として

設定されます。

たとえば、プロジェクト フォルダーを
Project という名前で Project
settings フォルダーの下に保存できます。

この場合、値は %CONNECT_FOLDER_SYNC%
\m1G-M21Ca_o_northAmerica
\Project Settings\Project に設定す

る必要があります。下位レベルのサブフォ

ルダーを使用することもできます。

3. プロジェクト フォルダーまたは企業フォルダーを保存する場合は、[OK] をク
リックします。

4. モデルを閉じて再度開き、新しい企業フォルダーまたはプロジェクト フォル
ダーを使用します。

Tekla Model Sharing 設定
Tekla Model Sharing 基本設定を変更するには、[ファイル --> 共有 --> 共有設定 ] を
選択し、[共有設定] ダイアログ ボックスのオプションを使用します。

オプション 説明

モデル フォルダーのファ
イル共有

共有しないファイルとフォルダーを定義するには、
[除く] ボタンをクリックします。

• Tekla Model Sharing キ
ャッシュ

• 名前 ～ ポート

Tekla Model Sharing サービスで使用する別の Tekla
Model Sharing キャッシュ サービスを設定できます。
Tekla Model Sharing キャッシュ サービスを使用する
と、モデル データが共有サービスに保存され、LAN
内にキャッシュされます。この設定は、同じ場所に複
数の Tekla Model Sharing ユーザーがいる場合や、イン
ターネット帯域幅が狭い場合に、特に便利です。キャ
ッシュを使用するとダウンロードの負荷が小さくな
ります。

初のユーザーが共有サービスからパケットをイン
するとキャッシュに読み込まれ、次のユーザーはイン
ターネット経由で共有サービスから取得するよりも
速く LAN 内のキャッシュからデータを取得すること
ができます。キャッシュは、書き出されるパケットに
は使用されません。
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オプション 説明

• [名前] は、キャッシュがインストールされている
コンピューターの名前です。

コンピューター名を確認するには、 Windows の
[コントロール パネル] --> システムとセキュリテ
ィ --> システム をクリックします。

• [ポート] は、キャッシュ サービスをインストール
したときに設定したキャッシュ サービスのポー
ト番号です。

デフォルト値は、9998 です。

• キャッシュに接続するには、[設定] ボタンをクリ
ックします。

• 別の方法として、.ini ファイルで詳細設定 を ”
name of the server”;”port” に設定するこ

ともできます。この詳細設定は、ユーザー固有で
す。

ダイアログ ボックスのキャッシュ設定を .ini
ファイルで定義されている設定にリセットするに
は、[リセット] ボタンをクリックします。いずれ
かの .ini ファイルに詳細設定が定義されている

場合、ダイアログ ボックスに設定が表示されま
す。

モデルを結合するときに
使用可能な更新を表示

モデルへの参加時に、すべての使用可能なベースライ
ンおよび更新 (43 ページ)を表示するリストを有効に
するには、このチェック ボックスをオンにします。

[使用可能な更新] リストには、 新のベースラインの
後のすべてのベースラインと更新が表示されます。
新のものだけでなく、使用可能な任意のベースライ

ンまたは更新を参加対象として選択できます。以前
のベースラインまたは更新に参加することによって、
モデル履歴を遡り、たとえば、特定の日付のモデルの
状態を確認できます。

別の方法として、.ini ファイルで詳細設定 を TRUE
に設定して、更新の表示を有効にすることもできま
す。この詳細設定は、ユーザー固有です。

変更を読み込むときに使
用可能な更新を表示

モデルの変更の読み込み時に、すべての使用可能な更
新 (27 ページ)を表示するリストを有効にするには、
このチェック ボックスをオンにします。

[使用可能な更新] リストには、すべての使用可能な更
新が表示されます。 新のものだけでなく、使用可能
な任意の更新をイン対象として選択できます。以前
の更新をインすることによって、モデル履歴を遡り、
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オプション 説明

たとえば、特定の日付のモデルの状態を確認できま
す。

別の方法として、.ini ファイルで詳細設定 を TRUE
に設定して、更新の表示を有効にすることもできま
す。この詳細設定は、ユーザー固有です。

• 読み込み後に変更を表
示

• 競合がある場合のみ

イン後、モデルの変更 (27 ページ)を表示するリスト
を有効にするには、このチェック ボックスをオンに
します。[競合がある場合のみ] オプションをオンに
すると、イン後、モデル内に競合が存在する場合のみ
リストが表示されます。

別の方法として、.ini ファイルで詳細設定 と を 
TRUE に設定し、モデル変更の表示を有効にすること

もできます。これらの詳細設定は、ユーザー固有で
す。

変更コメントの書き出し
を有効にする

変更コメントの入力を有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

書き出しを行うとき、コメント ダイアログ ボックス
に変更コメントとコードを入力できます。変更コメ
ントを有効にした場合、すべてモデル ユーザーのコ
メント ダイアログ ボックスが表示されます。

別の方法として、.ini ファイルで詳細設定 を TRUE
に設定して、変更コメントを有効にすることもできま
す。この詳細設定は、モデル固有です。

• プロジェクトフォルダ
のファイルをフォルダ
にコピー

• 企業フォルダのファイ
ルをモデルフォルダに
コピー

• モデルフォルダファイ
ルの上書き

プロパティ ファイル、レポート テンプレート
(.rpt)、グラフィック テンプレート (.tpl) などのフ

ァイルをプロジェクト フォルダーや企業フォルダ
ー、または指定されたサブフォルダーに保存している
場合は、ファイルをモデル フォルダーにコピーでき
ます。モデル フォルダーに配置されたファイルは、
Tekla Model Sharing によって同期されます。つまり、
モデル フォルダーにファイルのコピーを作成するこ
とで、ファイルが適切に共有および同期されるように
することができます。

プロジェクト フォルダーまたは企業フォルダーのフ
ァイルを、共有するモデル フォルダーにコピーする
かどうかを選択します。チェック ボックスをオンに
して、[ファイルのコピー] ボタンをクリックします。
プロジェクト フォルダーと企業フォルダーからファ
イルをコピーすることをお勧めします。

コピーされたプロジェクト フォルダーまたは企業フ
ォルダーのファイルによって、モデル フォルダー内
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オプション 説明

にある同じ名前の既存のファイルを置き換えるかど
うかも選択できます。

モデル フォルダーには個別のファイルをいつでもコ
ピーすることができます。次回アウトを行うと、ファ
イルはすべてのモデル ユーザーに対して共有されま
す。

参照項目

Tekla Model Sharing のベスト プラクティス (66 ページ)

Tekla Model Sharing の共有サービスからのモデルの除外
必要に応じて、自分自身とモデルの自分のローカルバージョンを共有サービスから
除外できます。

モデルを除外すると、モデルのローカルバージョンが共有サービスに接続されなく
なり、変更を共有できなくなります。ただし、モデルインスタンスは引き続き共有
サービスに存在するため、他のユーザーは通常どおりモデルを使用し続けることが
できます。

注 モデルのローカルバージョンを共有サービスから除外した後は、除外したモデ
ルを元の共有モデルと結合して元に戻すことができません。除外されたモデ
ルは全く新しいモデルとなり、共有サービスにあるモデルとのつながりがなく
なります。

ユーザーの役割 (21 ページ) (オーナー、エディタ、プロジェクトビューワー、ビュ
ーワー) に関係なく、すべてのユーザーは共有サービスからモデルのローカル バー
ジョンを除外できます。

1. [ファイル] メニューで、[共有 --> モデルシェアリングから除外 ] をクリックし
ます。 

確認メッセージが表示されます。

2. [続ける] をクリックします。 

モデルの自分のローカルバージョンが共有サービスから切断され、変更のイン
とアウト (27 ページ)を行うことができなくなります。

モデルは、自動的にシングルユーザーモデルになります。

モデルのローカルバージョンを共有サービスから除外した後、以下の操作を実行で
きます。

• シングルユーザーモードで引き続きモデルを使用する。

• マルチユーザーモード (53 ページ)でモデルの使用を開始する。

• 再度、Tekla Model Sharing でモデルの使用を開始する。
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除外したモデルの使用を、再度 Tekla Model Sharing で開始したい場合は、次のどち
らかを行うことができます。

• モデルの共有を開始 (21 ページ)し、モデルに参加するように他のユーザーを招
待できます。

モデルを共有し始めた場合、完全に新しいモデルとなるため、モデルが以前の
名前のままでも共有サービスにある以前のモデルに接続されていません。

• 同じモデルに再度参加 (22 ページ) できます。これには、[共有モデル] ダイアロ
グ ボックスで、[ファイル --> 共有 --> 共有モデルをブラウズ ] を選択します。

モデルに参加した後で、参加するベースラインまたは更新 (43 ページ)を選択で
きます。

モデルにもう一度参加した場合、モデルの新しいローカル バージョンをコンピ
ューターに保存する必要があります。モデルの名前を変更しなかった場合、[共
有モデル] ダイアログ ボックスに名前が同じ複数のモデルが表示される可能性
があります。同じフォルダに同じ名前のモデルを複数保存できないため、これ
らのモデルのローカル バージョンはすべてコンピューター上の別のフォルダ
に保存する必要があります。

Tekla Model Sharing での共有モデルのマルチユーザーモデルへの
変換
必要に応じて、Tekla Model Sharing での共有モデルの作業を停止し、モデルのロー
カルバージョンをマルチユーザーモデルに変換できます。

マルチユーザーモード (78 ページ)では、モデルを同時に共有して使用することは
できません。モデルの共有手段として、Tekla Model Sharing の代わりにマルチユー
ザーモデルを使用し始める場合は、まず共有サービスからモデルのローカルバージ
ョンを除外した後、マルチユーザーモデルに変換する必要があります。

注 除外されたモデルには、共有サービスにある元の共有モデルとのつながりがあ
りません。つまり、共有サービスからモデルのローカルバージョンを除外して
マルチユーザーモードでモデルを使用し始めると、後になって元の共有モデル
とマルチユーザーモデルとの結合ができないということです。

1. 共有モデルのローカル バージョンを共有サービスから除外して、シングルユ
ーザー モデルに変換します。

a. マルチユーザーモデルに変換する共有モデルを開きます。

b. [ファイル] メニューで、[共有 --> モデルシェアリングから除外 ] をクリッ
クします。 

確認メッセージが表示されます。

c. [続ける] をクリックします。 
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モデルは、自動的にシングルユーザーモデルになります。

モデルのローカルバージョンが共有サービスから切断され、変更のアウト
とインを行うことができなくなります。ただし、モデルインスタンスは引
き続き共有サービスに存在するため、他のユーザーは通常どおりモデルを
使用し続けることができます。

2. 現在のシングルユーザー モデルをマルチユーザー モデルに変換します。

a. [ファイル] メニューで、[共有 --> マルチユーザー モデルに変換 ] をクリ
ックします。

b. [マルチユーザーモデルに変換] ダイアログ ボックスで、マルチユーザー
サーバー名を入力するか、リストから名前を選択します。

c. [変換] をクリックします。 

現在のモデルがマルチユーザーモデルに変換され、マルチユーザーモード
でモデルの使用を開始できるようになります。

1.3 Tekla Model Sharing で共有されるデータ
デフォルトでは、Tekla Model Sharing でモデルを共有するとすべてのモデル データ
が共有されます。

Tekla Model Sharing でデータが共有される方法は、共有されるデータのタイプによ
って異なります。

• 一部のデータは増分的に共有されます。

これは、新しいデータと変更されたデータだけが共有されることを意味します。
インを行うと、共有サービスから取得されたデータがコンピューター上のデー
タに結合されます。

注 増分的に共有されているデータベースを削除または置き換えることはでき
ません。増分的に共有されているデータベースの互換性は、モデルを開い
たときに確認されます。

• 一部のデータは共有されますが、増分的に更新できません。

インを行うと、共有サービスから取得されたデータによってコンピューター上
のデータが上書きされます。

• 一部のデータは共有されません。

• モデル フォルダにある空のフォルダは共有されません。

• デフォルトでは、オーガナイザー データは共有されません。

ただし、Tekla Model Sharing で [オーガナイザー] のインポートとエクスポー
トを使用すると、[オーガナイザー] の変更を共有できます。
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• モデル データベースのバック アップコピー、つまり .bak ファイルは共有

されません。

注 環境フォルダー (rebar_database.inp、assdb.db、screwdb.db、matdb.bin、
profdb.bin) にある一部のカタログ ファイルは、共有が開始されるとモデル フォル

ダーにコピーされます。

データの共有方法

イン時に上書きされたファイルを確認する場合は、[ ファイル --> 共有 --> ファイル
バックアップフォルダを開く ] をクリックし、モデル フォルダーの下の
\ModelSharing\BackUpEnv フォルダーを開きます。このフォルダーには、直近

3 回のイン時に上書きされたファイルが含まれています。この後、たとえば、ファ
イルをモデルにコピーし直したり、ファイルで変更確認を行ったりすることができ
ます。

注 データベースを削除したり置き換えたりしないことをお勧めします。データベースを
削除したり置き換えたりする場合は、モデルの新しいベースラインを作成する必要が
あります。その他のすべてのユーザーは、この新しいベースラインに参加した後にパ
ケットの読み込みを続行する必要があります。

データベース

 説明

モデル データベース モデル データベース .db1 は増分的に共有されます。

ナンバリング データ
ベース

ナンバリング データベース .db2 は共有されますが、増分

的に更新できません。

ファミリー ナンバリング設定を変更してインを行った場
合、別のユーザーがファミリー ナンバリング設定を変更し
てアウトを行うと、変更が失われます。

注 あるユーザーがナンバリング設定を更新したら、アウ
トすることで他のユーザーと共有することをお勧め
します。ナンバリングの更新をアウトする前にユー
ザーがインを行う必要がある場合、設定が共有の開始
前と同じであることを確認することが重要です。

ナンバリングの際は、[図面とレポート] タブの [選択
オブジェクトのシリーズのナンバリング] コマンドを
使用することをお勧めします。

アウトに成功したら、図面、レポート、NC ファイル、IFC
ファイルなどのモデル出力を作成してください。

モデル履歴データベ
ース

モデル履歴データベース history.db は増分的に共有さ

れます。
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 説明

Plan database 平面データベース .db3 は共有されますが、増分的に更新

できません。

CIS/2 または SDNF モデルをインポートしてインを行った
場合、別のユーザーが同じ CIS/2 または SDNF モデルをイ
ンポートしてアウトを行うと、平面データベースの変更内
容が失われます。

解析モデル データベ
ース

解析モデルデータベース .db6 および解析結果モデル デ
ータベース .db5 は共有されますが、増分的に更新できま

せん。

解析モデルを変更してインを行った場合、別のユーザーが
同じ解析モデルを変更してアウトを行うと、解析モデルの
変更が失われます。

カスタム コンポーネ
ントとスケッチ断面

カスタム コンポーネントとスケッチ断面データベース
xslib.db1 は、増分的に共有されます。

Standard 部材モデル
データベース

Standard 部材モデル .db1 は、モデル フォルダーの下に別

のフォルダーを作成し、標準部材モデルを保存している場
合に共有されます。

XS_STD_PART_MODEL がモデル フォルダーに基づいて
設定されており、

XS_STD_PART_MODEL=.\StandardParts\ などの正し

い標準部材モデルを指定していることを確認します。

カタログ

 説明

プロファイル カタロ
グ

共有モデルには、プロファイル カタログ ファイル
profdb.bin が含まれています。

共有モデルで新しいプロファイル定義を追加して使用す
ると、次回にアウトしたときに定義が共有されます。別の
ユーザーがこの新しい定義をインすると、ユーザーのモデ
ル フォルダーにある profdb.bin ファイルが更新され

て、追加された定義が含められます。

新しいオブジェクトを作成せずに、プロファイル カタログ
を更新 (60 ページ)して新しいプロファイル定義を反映さ
せたり、既にモデルで使用されているプロファイルの既存
のプロファイル定義を変更することもできます。詳細に
ついては、以下の「カタログの更新を共有する方法」を参
照してください。

鉄筋カタログ 共有モデルには、鉄筋カタログ ファイル
rebar_database.inp が含まれています。

共有モデルで新しい鉄筋定義を追加して使用すると、次回
にアウトしたときに定義が共有されます。別のユーザー
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 説明

がこの新しい定義をインすると、ユーザーのモデル フォル
ダーにある rebar_database.inp ファイルが更新され

て、追加された定義が含められます。

新しいオブジェクトを作成せずに、鉄筋カタログを更新し
て新しい定義を反映させることもできます。詳細につい
ては、以下の「カタログの更新を共有する方法」を参照し
てください。

ボルト カタログ

ボルト セット カタロ
グ

共有モデルには、ボルト カタログ ファイル screwdb.db
とボルト セット カタログ ファイル assdb.db が含まれ

ています。

共有モデルで新しいボルト定義またはボルト セット定義
を追加して使用すると、次回にアウトしたときに定義が共
有されます。別のユーザーがこの新しい定義をインする
と、ユーザーのモデル フォルダーにある screwdb.db フ
ァイルと assdb.db ファイルが更新されて、追加された定

義が含められます。

新しいオブジェクト タイプを作成せずに、ボルト カタロ
グとボルト セット カタログを更新して新しい定義を反映
させることもできます。詳細については、以下の「カタロ
グの更新を共有する方法」を参照してください。

材質カタログ 共有モデルには、材質カタログ ファイル matdb.bin が含

まれています。

共有モデルで新しい材質定義を追加して使用すると、次回
にアウトしたときに定義が共有されます。別のユーザー
がこの新しい定義をインすると、ユーザーのモデル フォル
ダーにある matdb.bin ファイルが更新されて、追加され

た定義が含められます。

新しいオブジェクト タイプを作成せずに、材質カタログを
更新して新しい定義を反映させることもできます。詳細
については、以下の「カタログの更新を共有する方法」を
参照してください。

ユーザー定義情報、オプション、ビュー、現場打ちコンクリート ユニット

 説明

ユーザー定義情報
(UDA) 定義

モデルが作成されると、ユーザー定義情報定義が
objects.inp ファイルから読み込まれ、定義が

environment.db データベースに保存されます。変更お

よび追加された新しい属性は増分的に共有されます。

新しい属性定義は、モデルを開いたときに自動的にデータ
ベースに追加されます。現在の objects.inp ファイル

に environment.db とは異なる定義がある場合、 ファイ
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 説明

ル --> エラーチェックと修復 --> 属性定義のエラーチェッ
クと変更 をクリックして変更を使用することができます。

objects.inp ファイルは、モデル フォルダーにある場合

はファイルとして共有され、読み込みを行うと
objects.inp ファイルを上書きします。

オプション モデルを作成すると、オプションが options.ini ファイ

ルから読み込まれ、モデル固有のオプションが
options_model.db および options_drawings.db デ
ータベースに保存されます。

モデル固有のオプションは、[オプション] および [詳細設
定] ダイアログ ボックスを使用して変更できます。モデル
固有のオプションの変更は、増分的に共有されます。

• 一部のオプションのタイプは SYSTEM(ROLE) です。
これらのオプションは、.ini ファイルから読み込ま

れ、共有されません。SYSTEM(ROLE) モデル オプシ
ョンは MODEL(ROLE) オプションに、図面オプション
は DRAWINGS(ROLE) オプションに変更できます。
その場合、オプションはモデル フォルダー内の
options_model.db または

options_drawings.dbデータベースに保存され、値

は増分的に共有されます。

• 一部のオプションのタイプは USER です。これらのオ
プションはユーザー固有であり、共有されません。

• 一部のオプションのタイプは SYSTEM です。これら
のオプションはユーザー固有であり、共有されません。
SYSTEM オプションは MODEL(SYSTEM) オプショ
ンに変更できます。SYSTEM オプションを
MODEL(SYSTEM) に変更した場合、変更した値は現
在のモデルでのみ機能します。このオプションは共有
されません。

モデル フォルダにあ
る他の重要なファイ
ル

データベース ID 範囲マッパー ファイル db.idrm とライ

ブラリ データベース ID 範囲マッパー ファイル
xslib.idrm は、ID の処理に関連付けられています。こ

れらのファイルは、シングルユーザー モードやマルチユー
ザー モードで作成された図面を開くときなどに必要です。

The plotdev.bin ファイルには、プリンターカタログ (以
前の印刷) で作成した出力装置定義が書き込まれます。フ
ァイルを共有するには、モデル フォルダーに格納します。

注 異なるオフィスや異なるプリンタで作業するユーザ
ーがプロジェクトに存在する場合、plotdev.bin フ
ァイルに対するローカルの変更をモデル フォルダー
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 説明

に保存しないでください。代わりに、ローカルの変更
を XS FIRM フォルダーに保存します。

ビューの共有 デフォルトでは、ビューは共有されません。ビューは、名
前が付いており、[ビュープロパティ] ダイアログ ボックス
の [共有] オプションが [共有する] に設定されている場合
に共有されます。

モデルに参加すると、すべてのモデル ビューが取得されま
すが、[共有] オプションが [共有しない] に設定されている
場合はビューの変更が共有されない点に注意してくださ
い。

現場打ちコンクリー
ト ユニット情報

現場打ちコンクリート ユニットへのオブジェクトの自動
割り当ては共有されません。ローカル バージョンの共有
モデルで [現場打ちコンクリートユニットを計算] コマン
ドを実行し、現場打ちコンクリート ユニットを更新する必
要があります。

XS_CALCULATE_POUR_UNITS_ON_SHARING が FALSE
に設定されている場合 (デフォルト値)、各ユーザーはロー
カル バージョンの共有モデルで [現場打ちコンクリートユ
ニットを計算] コマンドを実行し、現場打ちコンクリート
ユニットを更新する必要があります。

XS_CALCULATE_POUR_UNITS_ON_SHARING が TRUE に
設定されている場合は、書き出しおよび読み込み時に
Tekla Structures により自動的に現場打ちコンクリート ユ
ニットが計算および更新されます。

[現場打ちコンクリート ユニットに追加] および [現場打ち
コンクリート ユニットから削除] コマンドを使用して作成
された手動割り当ては共有されます。

Tekla Model Sharing からのファイルとフォルダの除外
デフォルトでは、Tekla Model Sharing でモデルを共有すると、モデル フォルダー内
のファイルとサブフォルダー、および企業フォルダーとプロジェクト フォルダー
内のファイルとサブフォルダーが共有されます。一部のファイルとサブフォルダ
ーを共有しない場合は、共有から除外するファイルやフォルダーを選択できます。

注 Tekla Model Sharing が機能するのは、すべてのユーザーでモデルが同じである
場合に限られます。Tekla Structures は、モデル固有のデータ共有を管理しま
す。モデルに影響しないファイルのみを除外することができます。モデル フ
ォルダーにあるデータベース (xslib.db1 など) は除外できません。

モデル フォルダにある空のサブフォルダと一部のファイルは自動的に除外さ
れます。

Tekla Structures モデル内での共同作業 59 Tekla Model Sharing で共有されるデータ



1. [ファイル] メニューで、 共有 --> 共有設定 をクリックします。 

[共有設定] ダイアログ ボックスが開きます。

2. 共有から除外されたファイルとフォルダーを確認したり、除外するファイルや
フォルダーを追加するには、[除く] ボタンをクリックします。 

一部のファイルとフォルダーは自動的に共有から除外されます。これらのフ
ァイルとフォルダーは、[モデルフォルダの除外されたファイルとフォルダ] リ
ストに表示され、リストから削除することができません。

a. 除外するフォルダーとファイルを追加する場合、[フォルダ] ボタンまたは
[ファイル] ボタンをクリックします。

b. 除外するフォルダまたはファイルを選択します。 

除外されたフォルダーとファイルが [モデルフォルダの除外されたファ
イルとフォルダ] リストに追加されます。

フォルダーを除外した場合、サブフォルダとサブファイルもすべて Tekla
Model Sharing から除外されます。

ファイルはいくつかの方法で除外できます。たとえば、
TeklaStructures.bbb というファイルがある場合、次の設定を使用し

てファイルを除外します。

オプション 説明

(x.x) TeklaStructures.bbb が共有から除外されます。

(x.*) TeklaStructures. が付くすべてのファイルが共有から除外され

ます。

(*.x) .bbb が付くすべてのファイルが共有から除外されます。

(*.*) そのフォルダのすべてのファイルが共有から除外されますが、サブ
フォルダのファイルは除外されません。

c. 追加されたフォルダーやファイルを、除外されたファイルのリストから削
除する場合は、[削除] をクリックします。 

自動的に除外されたフォルダやファイルを削除することはできません。

3. 除外するファイルの選択が完了したら、[OK] をクリックします。

カタログの更新を共有する方法
新しいプロファイルなどの新しい定義によってカタログを更新し、新しい定義を使
用したオブジェクトを作成せずに変更を共有する必要がある場合があります。

1. 共有モデルを使用しているすべてのユーザーが、各自の変更のアウト (27 ペー
ジ)を行っていることを確認します。

2. すべてのモデル変更のイン (27 ページ)を行います。

3. 必要なカタログを更新します。

4. 新しいベースライン (43 ページ) を作成します。
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5. すべてのユーザーが、作成されたベースラインに参加 (22 ページ)することを
確実にします。 

ユーザーがベースラインに参加した後、次のようにします。

a. ユーザーが、ファイル --> 共有 --> 共有設定 --> 除く で、除外されたファ
イルとフォルダーの設定が 新であることを確認する
か、..\TeklaStructuresModels\<model>\ModelSharing
\Settings にあるモデルの以前のローカル バージョンから

FileSharing.ini ファイルをコピーすることを徹底します。

b. ユーザーがモデルの以前のローカル バージョンを削除することを確実に
します。

オーガナイザー データを共有する方法
デフォルトでは、オーガナイザー データは共有されません。ただし、Tekla Model
Sharing で [オーガナイザー] のインポートとエクスポートを使用すると、[オーガナ
イザー] の変更を共有できます。

1. オーガナイザー データの責任者となるユーザーを選択します。このユーザー
が、ユーザー A となります。

2. ユーザー A は、オーガナイザー データを作成し、モデル サブフォルダにデー
タをエクスポートします。 

選択したフォルダーをデフォルトの ProjectOrganizer フォルダーにする

ことはできない点に注意してください。

3. ユーザー A がアウト (27 ページ) を行います。

4. ユーザー B が読み取り (27 ページ) を行い、新しいデータがあることを通知し
ます。

5. ユーザー B が [オーガナイザー] を開き、ユーザー A がエクスポートしたデー
タをインポートします。

6. ユーザー B が古い [オーガナイザー] データを削除し、モデルを保存します。

7. ユーザー A が [オーガナイザー] データを更新し、更新をエクスポートしてア
ウトします。

8. ユーザー B がインを行い、更新されたデータをオーガナイザーにインポート
します。 

データが [オーガナイザー] で新しいデータとして表示されます。ユーザー B
が古いデータを削除します。

共有モデルでの異なるオブジェクト タイプの機能
Tekla Model Sharing で複数のユーザーがモデルを同時に変更すると、競合が発生す
る可能性があります。
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通常、Tekla Model Sharing ではすべてのオブジェクト タイプが同様に機能します。
インを行うと、同じオブジェクトのローカルでの変更より取得したパケットの変更
が優先されます。つまり、複数のユーザーが同じオブジェクトを変更した場合、共
有サービスに 初に変更をアウトしたユーザーが競合時に優先されます。

モデルを共有し始める前に、共通の作業方法について合意しておきます。たとえ
ば、各ユーザーがモデルの異なる領域で作業することに同意できます。

オブジェクト/プロパテ
ィ

説明

モデル オブジェクト オブジェクト プロパティの変更が共有されると、他の
オブジェクト プロパティの変更はすべて上書きされま
す。

たとえば、あるユーザーが梁プロファイルを変更してア
ウトを行ったとします。別のユーザーが同じ梁の材質
を変更してインを行います。同じプロジェクトのロー
カルの変更より共有された変更が優先されるため、梁の
材質を変更したユーザーは変更を失います。

ファミリー ナンバリン
グ

ファミリー ナンバリングの設定を確認します。

ファミリー ナンバリングの設定は共有されますが、増
分的に更新できません。1 人のユーザーがまずすべて
のパケットをインして、更新した後、それをアウトして
設定を共有することをお勧めします。ユーザーがアウ
ト前にインを行う必要がある場合、設定が共有の開始前
と同じであることを確認することが重要です。

マークシリーズ内の番号が不足したり、マークシリーズ
が別のマークシリーズと重複したりしないように、開始
番号は広い範囲で指定します。

ナンバリングの際は、[図面とレポート] タブの [選択オ
ブジェクトのシリーズのナンバリング] コマンドを使用
することをお勧めします。

基準線 基準線の共有で競合が発生した場合、グリッド プロパ
ティで設定されている元の値を使用して基準線が再作
成されます。手動で追加した基準線はすべて失われま
す。

たとえば、2 人のユーザーが単独の基準線を追加して基
準線を変更し、アウトを行った場合、追加された基準線
はイン時にモデルから消えます。

カタログ カタログにすべての必要な定義が含まれることを確認
します。

Tekla Structures 2018 以降、.xml 形式の形状ファイル

は、共有モデルでは .tez 形式に自動的に変換されま

す。
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オブジェクト/プロパテ
ィ

説明

ユーザー定義情報
(UDA)

ユーザー定義情報 (UDA) の共有された変更は、同じ
UDA の変更のみを上書きします。

たとえば、[コメント] に加えられた変更は、[コメント]
に加えられた変更を上書きしますが、[短縮量] に加えら
れた変更は上書きしません。

部材の変更を共有しても、UDA の変更は上書きされま
せん (その逆も同様です)。

部材と関連するコンポ
ーネント

部材の変更を共有しても、コンポーネントの変更は上書
きされません (その逆も同様です)。

カスタムコンポーネン
ト

ユーザーが共有モデルのローカル バージョンで アプリ
ケーションとコンポーネント カタログからカスタム コ
ンポーネントを削除した場合、そのコンポーネントがモ
デルに使用されていない場合でも、読み込みによってカ
スタム コンポーネントのインスタンスがモデルに表示
されます。

モデル内ではコンポーネントのインスタンスを編集す
ることはできません。コンポーネントを編集する必要
がある場合は、まずコンポーネントを分解 してくださ
い。

図面 同じ部材の図面が重複して作成されることがあります。

たとえば、2 人のユーザーが共有モデルのローカル バー
ジョンで作業していて、同じ部材の図面を作成する場合
などです。両方のユーザーがそれぞれの変更をアウト
した場合、[ドキュメント管理] に 2 つの図面が表示され
ます。Tekla Structures によって、いずれかの図面が削除
されたり、図面の変更がマージされたりすることはあり
ません。図面を視覚的に確認し、削除する図面を決定し
たり、図面ロック (40 ページ) を使用して、他のユーザ
ーが図面を変更できないようにする必要があります。

現場打ちコンクリート
部材

現場打ちコンクリート管理機能をモデルで使用するこ
とに同意し、それに応じて
XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENT を設定します。

モデルで現場打ちコンクリート管理機能が有効な場合、
特にプロジェクトの途中では 
XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENT を使用して現場打ち

コンクリート管理機能を無効にしないでください。現
場打ちコンクリートを含む図面があり、モデルを共有し
た場合は、これにより問題が発生する可能性がありま
す。モデルおよび図面の現場打ちコンクリートと打ち
継ぎが無効になり、現場打ちコンクリートに関連するモ
デリング作業がすべて失われる可能性があります。
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オブジェクト/プロパテ
ィ

説明

現場打ちコンクリート ユニットへのオブジェクトの自
動割り当ては共有されません。現場打ちコンクリート
ユニットを更新するには、[現場打ちコンクリートユニ
ットを計算] コマンドを実行する必要があります。

• XS_CALCULATE_POUR_UNITS_ON_SHARING が 
FALSE に設定されている場合 (デフォルト値)、各ユ

ーザーは、 新の現場打ちコンクリート ユニット情
報が必要なとき、ローカル バージョンの共有モデル
で [現場打ちコンクリートユニットを計算] コマンド
を実行する必要があります。

たとえば、ユーザー 1 が現場打ちコンクリート部材
オブジェクトに接触するように鉄筋を移動させ、[現
場打ちコンクリートユニットを計算] コマンドを実
行して現場打ちコンクリート ユニットに鉄筋を追
加し、アウトを行います。ユーザー 2 がインを行う
と、鉄筋が移動していることがわかりますが、現場
打ちコンクリート ユニットには鉄筋が追加されて
いません。

• XS_CALCULATE_POUR_UNITS_ON_SHARING が 
TRUE に設定されている場合は、書き出しおよび読み

込み時に Tekla Structures により自動的に現場打ちコ
ンクリート ユニットが計算および更新されます。

手動割り当てと、現場打ちコンクリート部材オブジェク
トおよび現場打ちコンクリート部材オブジェクトに追
加されたオブジェクトに対するその他の変更 (形状や位
置の変更など) が共有されます。現場打ちコンクリート
部材ユニットの割り当ての手動変更を共有すると、ロー
カルの変更が上書きされます。

たとえば、ユーザー 1 が、[現場打ちコンクリート ユニ
ットに追加] コマンドを使用して現場打ちコンクリート
ユニットに埋込み材を追加して、アウトを行います。ユ
ーザー 2 が、[現場打ちコンクリート ユニットに追加] コ
マンドを使用して別の現場打ちコンクリート ユニット
に同じ埋込み材を追加します。ユーザー 2 がインを行
うと、ユーザー 1 が埋込み材を追加した現場打ちコンク
リート ユニットに埋込み材が追加されていることがわ
かります。

ナンバリング設定用の
Standard ファイル

ナンバリング設定用の Standard ファイルは、インを行っ
ても自動的には読み込まれません。ナンバリング設定
用の標準ファイルを使用する場合は、イン後に再読み込
みする必要があります。
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警
告

オブジェクトの削除が共有サービスにアウトされた場合、インを行うとモデルでオブ
ジェクトが削除されます。これは、インを行う前にオブジェクトを変更したかどうか
に関係なく行われます。削除が共有された場合、削除されたオブジェクトは削除され
たままになります。

削除されたオブジェクトは、イン時に表示されません。

XS_FIRM と XS_PROJECT フォルダーのプロパティ ファイルを
共有する方法
企業フォルダーまたはプロジェクト フォルダーの下のユーザー定義サブフォルダ
ーに、プロパティ ファイルを保存できます。プロパティ ファイルは、以下の 2 つ
の状況において、Tekla Model Sharing でコピーおよび共有されます。モデルの共有
を開始したときと、共有モデルを開いて [共有設定] ダイアログ ボックスの [ファイ
ルのコピー] ボタンをクリックしたとき。

プロパティ ファイルは、以下のフォルダーからコピーおよび共有されます。

1. モデル フォルダーの下の \attributes フォルダー

2. XS_PROJECT フォルダーの下のユーザー定義サブフォルダー

XS_PROJECT フォルダーが空の場合、Tekla Structures はファイルのコピー時に

そのフォルダーをスキップします。

3. XS_FIRM フォルダーの下のユーザー定義サブフォルダー

XS_FIRM フォルダーが空の場合、Tekla Structures はファイルのコピー時にそ

のフォルダーをスキップします。

4. 環境フォルダーのサブフォルダー

フォルダーは、上記の順序で検索されます。Tekla Structures によって 初に検索さ
れた該当ファイルが選択されます。その他の該当ファイルは無視され、ファイル名
はエラー ログに保存されます。

次のフォルダーがプロジェクト フォルダーまたは企業フォルダーの直下のサブフ
ォルダーである場合、Tekla Structures はフォルダーからプロパティ ファイルを読み
込みません。

• ProjectOrganizerData
• ProjectOrganizerData\DefaultCategoryTrees
• ProjectOrganizerData\PropertyTemplates
• ProjectOrganizerData\ExcelTemplates

• AdditionalPSets
• macros

• macros\drawings
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• macros\modeling
• Drawing Details
• CustomInquiry
• PropertyRepository\Templates
• symbols
• template

• template\mark
• template\settings
• template\tooltips

• profil
• profil\ShapeGeometries
• profil\Shapes

1.4 Tekla Model Sharing のベスト プラクティス
共有モデルを適切な状態に維持して変更を正常に共有するには、以下の Tekla
Model Sharing のベスト プラクティスに従います。

注 同じ共有モデルのユーザーは、同じバージョンの Tekla Structures を使用し、同
じ 新のサービス パックを使用する必要があります。

Tekla Model Sharing の一般的なトラブルシューティング手順については、
「Troubleshooting Tekla Model Sharing (Tekla Model Sharing のトラブルシューティン
グ)」を参照してください。

共有モデルで GUID を正しく使用する
Tekla Structures オブジェクトには、オブジェクト GUID (グローバル一意識別子) と
して表示される識別子があり、これは Tekla Model Sharing で使用されます。

つまり、GUID を使用しない機能は GUID を使用するように変更する必要がありま
す。

• 互換性のインポート/エクスポート操作:

• FabTrol XML

• ASCII

• 他のすべてのアプリケーションでは、静的 ID に依存するマクロおよびレポート
プロセス
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コンピューターに共有モデルのローカル バージョンを保存する

次の 2 つの理由から、ローカル バージョンの共有モデルはネットワーク ドライブ
ではなくコンピューターに保存することをお勧めします。

• ローカル モデルを自分のコンピューターに保存すると、共有モデルのパフォー
マンスが向上します。これは、たとえばモデルが開く時間が短縮されることを
意味します。

• 共有モデルを自分のコンピューターに保存すると、他のユーザーが共有モデル
にアクセスし、重要なファイルを誤ってブロックするのを防ぐことができます。

それでもローカル モデルをネットワーク ドライブに保存する場合、他のユーザー
がアクセスできないプライベート ネットワーク ドライブを使用してください。

ベースラインを定期的に作成する

モデルのオーナーは、モデルのベースラインを定期的に作成する必要があります。
たとえば、週に 1 回ベースラインを作成できます。

新しいユーザーをモデルに招待するたびに新しいベースラインを作成することを
お勧めします。このようにして、共有モデルの結合が高速になります。

共有モデルのバックアップ

Tekla Model Sharing で使用されるモデルは、バックアップすることをお勧めしま
す。共有モデルに問題が発生した場合、任意のユーザーのモデル (つまり、バック
アップされているモデル) を選択し、モデルのローカル バージョンを使い続けるこ
とができます。バックアップされた完全なモデルを使用しており、モデル フォル
ダーに図面や各種データベースなどが存在することを確認します。これにより、モ
デルが正しく機能するようになり、データが失われることがなくなります。モデル
のバックアップ バージョンが古い場合、すべての変更を読み込むには時間がかか
ることがあります。

会社の規則に従ってモデルをバックアップしてください (Windows バックアップを
使用するなど)。また、[ ファイル --> 名前を付けて保存 --> 保存してバックアップ
コピーを作成 ] コマンドを使用して、モデルのバックアップ コピーを作成すること
もできます。バックアップ コピーは、元のモデルと同じ GUID を持ちます。

[名前を付けて保存 ] コマンドを使ってモデルのバックアップはできない点に注意
してください。[名前を付けて保存] を使用した場合、モデルには新しい ID が付け
られ、元のモデルとの関連はなくなります。柱の作成など、1 点のみを指定するコ
マンドで [名前を付けて保存 ] コマンドを使用しても、モデル履歴は保存されたモ
デルと共にコピーされません。
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Tekla Model Sharing でモデル オブジェクトをナンバリングする
共有モデルのナンバリングには、他のユーザーが行った変更の読み込み、一連のオ
ブジェクトのナンバリング、ナンバリングの変更の書き出しの 3 つの主なフェーズ
があります。共有モデルで部材をナンバリングする場合は、常に [選択オブジェク
トのシリーズのナンバリング] コマンドを使用します。不要な作業と競合を避ける
ために、[変更部分のナンバリングを実行する] コマンドは使用しないでください。

共有モデルでオブジェクトのナンバリングを開始する前に、ナンバリングを慎重に
計画 する必要があります。モデルをフェーズに分割し、作業中のフェーズ内のオ
ブジェクトのみを各ユーザーがナンバリングすることをお勧めします。これによ
り、共有モデルでナンバリングが競合する事態を回避できます。

フェーズをナンバリングするには、次の操作を行います。

1. 作業中のフェーズで変更作業を終了します。

2. モデルを保存します。

3. 他のユーザーが加えた変更をイン (26 ページ) します。

4. 変更を確認し、モデルを保存します。

5. 変更されたマーク シリーズの部材を選択します。 

特定のマーク シリーズのオブジェクトを選択するための選択フィルターを作
成 できます。たとえば、同じ製品マーク開始番号が設定されている複数のオ
ブジェクトを選択できる選択フィルターを作成できます。

6. [図面とレポート] タブで、 ナンバリング実行 --> 選択オブジェクトのシリーズ
のナンバリング を選択します。 

必要に応じて、別のマーク シリーズに対して手順 5 ～ 6 を繰り返します。

7. ナンバリングが正常に完了したら、モデルを保存します。

8. すぐに変更をアウト (27 ページ)します。

1.5 Tekla Model Sharing に関する問題を修復する

共有モデルを復元する
共有モデルに作業時間の無駄につながる問題がある場合、社内の管理者は、
Management Console for Tekla Model Sharing を使用して問題のあるモデル バージョ
ンを削除できます。共有モデルのユーザーが Tekla Structures でモデルの以前のバ
ージョンを復元し、そのモデルを Tekla Model Sharing で使用することも可能です。

Management Console for Tekla Model Sharing は、管理者が組織のすべての共有モデル
を管理できるようにウェブベースのアクセスを許可します。管理者は、モデルをロ
ックして、1 人のユーザーを Tekla Structures でモデルを調査できるロック オーナー
に指名します。ロック オーナーが問題を検出すると、管理者は問題の原因となっ
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ているモデル バージョンを削除し、モデルのロックを解除して再度通常どおり使
用できるようにします。

モデルのロック中は、Tekla Structures の共有コマンドを次のように使用できます。

• [イン ] および [アウト ] アイコンには、黄色の矢印  が表示され
ます。これらのコマンドを使用できるのはロック オーナーのみです。

• [ファイル ] メニューで、ロック オーナーが [イン]、[アウト]、[ベースラインの
作成 ]、および [ユーザー ] コマンドを使用できます。

• [共有モデル ] ダイアログ ボックスで、ロック オーナーは [モデルの編集]、[ユ

ーザーの管理]、および [クラウドからモデルを削除 ] コマンド  を使用
したり、特定のモデルに参加したりできます。

他のユーザーが共有コマンドを使用することはできません。

共有モデルのユーザーが、管理者によって削除されたいずれかのモデル バージョ
ンの読み込みまたは書き出しを既に行っている場合、Tekla Structures では、このユ
ーザーに対して [アウト ] および [イン 赤色の矢印が使用されたアイコン

 が表示されます。[ファイル ] メニューの共有コマンドは使用できま
せん。ユーザーはモデルへの参加を再度行う必要があります。

ユーザーが削除されたバージョンを使用していない場合、そのユーザーは参加を再
度行う必要はありません。

さらに調査を行うことなくモデルの以前のバージョンに戻すことも可能です。管
理者は、Management Console for Tekla Model Sharing でモデルをロックし、不要なバ
ージョンまたはエラーが含まれるバージョンを削除した後で、モデルのロックを解
除できます。その後、ユーザーはモデルの有効なバージョンへの参加を再度行う必
要があります。

モデル バージョンが削除された場合、そのバージョンで行われた変更はモデルか
ら失われることに注意してください。モデルに含める必要がある変更は、再度実行
し、読み込みを行う必要があります。

モデルの以前のバージョンを使用する別の方法として、共有モデルのユーザーは次
の手順を実行できます。

1. もう一度モデルに参加 (22 ページ) します。

2. モデル履歴の目的のレベルに到達するまでパケットを読み込み (26 ページ) ま
す。

3. モデルを共有から除外 (52 ページ) します。

4. 共有を開始 (21 ページ) し、他のユーザーをもう一度モデルに招待します。 

モデル内のすべてのユーザーが復元されたバージョンのモデルを使い始める
ようにしてください。
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モデルへの再参加 (書き出し後にモデルが保存されていない場合)
共有サービスへの変更の書き出しでエラーが発生した場合、モデルに再度参加する
必要がある場合があります。書き出しエラーによってデータベースの不整合やモ
デル データの破損が生じた可能性がある場合は、Tekla Structures にエラー メッセ
ージが表示されます。

書き出しを行うときに、Tekla Model Sharing は次のことを行います。

1. モデルを保存します。

2. 増分パケットを用意します。モデル フォルダーのデータはまだ変更されませ
ん。

3. 共有サービスに増分パケットをアップロードします。

4. 増分パケットが正常にアップロードされたら、モデルを再度保存します。ロー
カル モデル データが必要情報によって更新されます。

Tekla Structures 手順 4 より前の手順でエラーが発生した場合は、 にエラー メッセ
ージは表示されません。共有サービスは、モデルの更新をまだ受け取っていませ
ん。モデル フォルダーに書き出しを妨げるデータは含まれていないため、再度書
き出しを試みることができます。モデルに対して新しい更新が利用できる場合は、
初に更新を読み込んでから、再度書き出しを試みてください。

手順 4 でエラーが発生した場合は、Tekla Structures にモデルに再度参加するように
助言するエラー メッセージが表示されます。参加したら、共有履歴 (36 ページ) か
ら、書き出しが共有サービスにアップロードされたかどうか確認することができま
す。

手順 4 でエラーが発生した場合は、モデルが正しく保存されていない可能性があ
り、モデル データが破損または失われている可能性があります。モデルには、い
くつかの異なる Tekla Structures データベースがあり、それぞれ独自のベースライン
があります。エラーが発生した場合、Tekla Structures モデルには、共有されたデー
タに必要なすべての情報が揃っていません。

タイムアウト後に新しい Tekla Model Sharing セッションを開始す
る

6 時間変更の読み込みまたは書き出しを行わないと、Tekla Model Sharing セッショ
ンがタイムアウトします。これは、Tekla Model Sharing ライセンスを他のユーザー
にリリースできるように、Tekla Model Sharing サービスとオンプレミス サーバーと
の接続が切断されることを意味します。

この場合、クイック アクセス ツールバーの [イン] アイコン  に使用可能なパ
ケット数は表示されません。ただし、まだパケットをインできる可能性がありま
す。

新しい Tekla Model Sharing セッションを開始して、Tekla Model Sharing サービスに
再接続するには、次のようにします。

• クイック アクセス ツールバーで、[イン]  アイコンをクリックします。
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共有の問題についてサポートを受ける

Tekla Model Sharing に関する問題を解決するには、Tekla Structures のサポートにお
問い合わせください。

寄りのサポートにモデルの調査を依頼する場合には、次の情報が含まれているこ
とを確認してください。

• モデル。モデルを圧縮します。ただし、モデルを提供するまでそのモデルの再
保存は行わないでください。

• モデルに電子メール アドレスを招待して、ローカル サポートに [ビューワー]
アクセス許可を付与します。

問題が解決しない場合は、Tekla Structures グローバル ヘルプデスク (tms-
support-no-reply@tekla.com) をモデルに招待する準備も行います。

モデルの調査後、必ずユーザー リストからサポート電子メール アドレスを削除
してください。

• 問題の詳細な説明。

可能であれば、問題を再現する手順を含めてください。

• イメージおよびスクリーンショット。

• 使用している Tekla Structures のバージョン。

• 使用している環境および役割。

1.6 マルチユーザー モード
シングル ユーザー モードまたはマルチ ユーザー モードのいずれかで、Tekla
Structures モデルを操作できます。マルチユーザー モードでは、複数のユーザーが
同じモデルに同時にアクセスできます。複数のユーザーが、互いの進捗を把握しな
がら、同じプロジェクトに取り組むことができます。これにより、モデルのコピー
や結合などの作業が不要になります。

利点

• 重複するモデルを制御、追跡、または保存する必要がない

• 単一のモデルを使用することにより、現場でのミスが減少する

• 単一のマスターモデルに基づいた架設計画

• 単一のマスターモデルから作成されたボルトおよび材質のリスト

• 大規模なプロジェクトで多数のユーザー間で工作業負荷を共有できる

• モデル履歴を収集できる(「XS_COLLECT_MODEL_HISTORY」を参照)
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その他の考慮すべき点

すべてのプロジェクトに言えますが、マルチユーザープロジェクトは注意深く計画
する必要があります。次のような点を考慮する必要があります。

• 一度に 1 人のユーザーだけがマスターモデルを保存できる

• ナンバリング計画を使用します。マルチユーザーモデルで作業する場合は、[ナ
ンバリング設定]ダイアログボックスの[マスターモデルと同期を取る(保存 ->
ナンバリング -> 保存)]オプションを必ず使用して、保存の競合を防止してくだ
さい。

• ナンバリングセッションを適切にスケジュールする(大きなモデルのナンバリ
ングにはいくらか時間がかかる場合がある)

• 複数のユーザーが同じ領域で作業を行う際に発生する可能性のある競合を回避
するために、可能であれば、モデルに対する作業をユーザー間で重複しないよ
うに振り分けます。

• 1 つのプロジェクトに対して、シングルユーザー設定とマルチユーザー設定を
併用してはいけません。シングルユーザーモードでマルチユーザーモデルを保
存すると、そのモデルに対して他のユーザーが行った変更が失われ、モデルが
破損する場合もあります。作業内容をマルチユーザーモードで保存する方法に
ついては、「保存する (80 ページ)」を参照してください。

注 Tekla Structures のマルチユーザーモードは、TCP/IP ベースのネットワーク上で
のみ動作します。

参照項目

マルチユーザー システム (72 ページ)

マルチユーザーのしくみ (78 ページ)

保存する (80 ページ)

マルチユーザーモードでの自動保存 (81 ページ)

マルチユーザーモードでモデルのシャットダウン (83 ページ)

マルチユーザーモデルのコピー (83 ページ)

マルチユーザーモードのエラーメッセージ (84 ページ)

マルチユーザー システム

Tekla Structures マルチユーザー システムは TCP/IP ネットワーク上で稼動し、以下
のコンピューターで構成されます。

• マルチユーザー サーバーを実行するサーバー コンピューター (AlwaysUp ユ
ーティリティで xs_server.exe を起動)

• マスター モデルが保存されているファイル サーバー コンピューター
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• Tekla Structures を実行するクライアント コンピューター

推奨のマルチユーザー設定の詳細については、「」を参照してください。

サービスとしての Tekla Structures マルチユーザーサーバー
Tekla Structures マルチユーザー サーバーは、コンピュータを起動したときに自動的
に始まるサービスとして実行されます。このサービスにログインする必要はあり
ません。

Tekla Structures マルチユーザーサーバーは、以下の主要なタスクを実行します。

• 誰かがモデルをナンバリングまたは保存したら、モデルをロックする。

• クライアントコンピュータを識別する。

• 利用中のマルチユーザーを追跡する。

• 一般図およびマルチ図に番号を付ける。

• 他のユーザーによって図面または同じモデルオブジェクトが既に編集済みの場
合、または現在編集中の場合に警告を表示する。

マルチユーザー システムのパフォーマンスを 適化するため、Tekla Structures マル
チユーザー サーバー上で実行する他のプログラムの数はできるだけ少なくしてく
ださい。

サーバーシャットダウン

Tekla Structures マルチユーザーサーバーが停止する前に、ユーザーは各自の作業モ
デルをマスターモデルに保存する必要があります。作業モデルを保存する前に、サ
ーバーコンピュータの再起動が必要などの理由でサービスが停止した場合は、サー
ビスを再開させて、ユーザーに各自の作業モデルをマスターモデルに保存してもら
います。

サービスとしての Tekla Structures マルチユーザーサーバーのインストール
Tekla Structures マルチユーザーサーバーのインストーラにより、マルチユーザーサ
ーバーがサービスとしてインストールされます。サーバーをインストールすると、
サービスが常に提供されるようになり、サーバーコンピュータの起動時にサービス
が自動的に開始されます。コンピュータを起動するたびにサーバーにログインし
たり、サーバーを手動で起動したりする必要はありません。Tekla Structures マルチ
ユーザーサーバーを使用すると、多数のユーザーが同じモデルで同時に作業できる
ようになります。

使用する Tekla Structures のバージョンに関係なく、入手できる 新バージョンのマ
ルチユーザーサーバーを使用することをお勧めします。

1. Tekla Downloads から、マルチユーザーサーバーソフトウェアのインストール
ファイルをダウンロードします。

2. インストール ファイルをダブルクリックして、インストールを実行します。

3. インストール ウィザードの手順に従って、インストールを完了します。 
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サーバーは、デフォルトでは以下の場所にインストールされます。

c:\Program Files (x86)\Tekla Structures Multiuser Server
インストール中にインストールパスを変更することはできません。

マルチユーザー サーバーをお使いのコンピューターにインストールした場
合、サーバー名はそのコンピューターの名前になります。

マルチユーザーサーバーでは、TCP/IP ポート 1238が使用されます。

インストールログは、c:\ProgramData\TeklaStructuresServerにある

xs_server.logファイルに書き込まれます。

マルチユーザー サーバー サービスの再起動
モデルがロックされていることを示すエラー メッセージが表示された場合、Tekla
Structures マルチユーザー サーバー サービスを再起動すると解決する場合があり
ます。サーバー コンピュータを再起動せずに、マルチユーザー サーバー サービス
を再起動できます。

1. Tekla Structures マルチユーザー サーバーのすべてのユーザーが Tekla
Structures からログアウトしていることを確認します。

2. Tekla Structures マルチユーザー サーバー サービスをホストするサーバー コン
ピュータを検索して開きます。 

サーバー コンピュータの名前は、マルチユーザー モデルにログインするとき
に入力するサーバー名と同じです。

3. サーバー コンピュータで、..\ProgramData\TeklaStructuresServer
に移動します。 

たとえば、C:\ProgramData\TeklaStructuresServer などです。

..\ProgramData\TeklaStructuresServer フォルダーに、

tcpip_localhost_<xxxx>.db というファイルが見つかる場合がありま

す。

4. tcpip_localhost_<xxxx>.db ファイルが ..\ProgramData
\TeklaStructuresServer フォルダーにある場合、そのファイルを削除し

ます。 

tcpip_localhost_<xxxx>.db が <root folder>\ProgramData
\TeklaStructuresServer フォルダーに存在しない場合、手順 4 をスキッ

プします。

5. Windows スタート メニューを開き、[検索] フィールドに「サービス」と入力

します。

6. [サービス] をクリックします。

7. [サービス] ダイアログ ボックスで、Tekla Structures マルチユーザー サーバー
を検索して選択します。
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8. [再起動] をクリックし、Tekla Structures マルチユーザー サービスが再起動する
まで待ちます。

マルチユーザー サーバー サービスを再起動するときに、作業日の特定の時間を予
約することをお勧めします。

Windows のタスク スケジューラ アプリを使用して、Tekla Structures マルチユーザ
ー サーバーを自動的に再起動するタスクを作成できます。

マルチユーザー サーバー サービスの新しいインスタンスのインストール
同じサーバー コンピュータに Tekla Structures マルチユーザー サーバー サービス
の複数のインスタンスを作成できます。

マルチユーザー サーバーはモデル名を使用してモデルを識別するため、同じ名前
を持つ複数のモデルを使用する場合、マルチユーザー サーバー サービスの新しい
インスタンスをインストールすることは非常に重要です。

同じサーバー コンピュータで、Tekla Structures マルチユーザー サーバー サービス
の約 80 のインスタンスを作成できます。インスタンスの正確な 大数は不明で
す。多数のマルチユーザー サーバー サービスが必要な場合、複数のサーバー コン
ピューター間でサービスを分割することをお勧めします。

1. マルチユーザー サーバー サービスをホストするサーバー コンピュータを検
索して開きます。 

サーバー コンピュータの名前は、マルチユーザー モデルにログインするとき
に入力するサーバー名と同じです。

2. C:\Program Files (x86)\Tekla Structures Multiuser Server
に移動します。

3. Tekla Structures マルチユーザー サーバー サービスの新しいインスタンスを作
成するには、[TS_MUSaas_Install] を右クリックします。

4. [管理者として実行] を選択し、[はい] をクリックして確定します。 

関連する [コマンド プロンプト] ウィンドウが開きます。新しいインスタンス
のデフォルトのサービス名、ポート番号、および送信先が表示されます。サー
ビス名の 後の文字は、インスタンスの識別子です。

デフォルトの識別子は 2 ですが、デフォルトのポート番号は 1239 です。

5. 必要に応じて、新しいインスタンスの ID 番号またはポート番号を変更します。

目的 操作

ID 番号を変更する a. キーボードの I キーを押します。

b. Enter キーを押します。

c. 新しい ID 番号を入力します。

d. Enter キーを ID 番号を変更しま
す。

ポート番号を変更する a. キーボードの P キーを押します。
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目的 操作

b. Enter キーを押します。

c. 新しいポート番号を入力します。

d. Enter キーを押してポート番号を変
更します。

6. 準備ができたら、キーボードの I、P、または Q 以外の任意のキーを押します。 

Tekla Structures マルチユーザー サーバーの新しいインスタンスがインストー
ルされ、起動します。

7. キーボードの任意のキーを押して、[コマンド プロンプト] ウィンドウを閉じ
ます。

マルチユーザー サーバー サービスのインスタンスのアンインストール
Tekla Structures マルチユーザー サーバー サービスのインスタンスをアンインスト
ールする必要がある場合は、次のようにします。

1. マルチユーザー サーバー サービスをホストするサーバー コンピュータを検
索して開きます。 

サーバー コンピュータの名前は、マルチユーザー モデルにログインするとき
に入力するサーバー名と同じです。

2. C:\Program Files (x86)\Tekla Structures Multiuser Server
に移動します。

3. Tekla Structures マルチユーザー サーバー サービスの新しいインスタンスを作
成するには、[TS_MUSaas_Uninstall] を右クリックします。

4. [管理者として実行] を選択し、[はい] をクリックして確定します。 

関連する [コマンド プロンプト] ウィンドウが開きます。

5. アンインストールするインスタンスの ID 番号を入力し、Enter キーを押しま
す。 

ID 番号は、インスタンス名の 後の文字です。たとえば、インスタンス名が
Tekla Structures Multiuser Server 2 の場合、ID 番号は 2 です。

6. 「Y」と入力して、インスタンスのアンインストールを確認し、Enter キーを押

します。 

Tekla Structures マルチユーザー サーバー サービスの選択したインスタンスが
停止され、アンインストールされます。関連付けられたマルチユーザー サー
バー フォルダーに保存されているすべてのファイルが削除されます。

7. キーボードの任意のキーを押して、[コマンド プロンプト] ウィンドウを閉じ
ます。

マルチユーザーモデルのサーバーの変更
マルチユーザーモデルの Tekla Structures サーバーを変更することができます。
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1. [ファイル ] メニューで、[ 共有 --> マルチユーザーサーバーを変更 ] をクリッ
クします。

2. 新しいサーバー名を入力するか、リストから選択します。

3. [変更] をクリックします。 

新しいサーバーへの接続が確立できない場合は、古い接続が復旧します。

注 モデルがマルチユーザーモデルであるか、シングルユーザーモデルであるかどうかは、
モデルフォルダ内の.This_is_multiuser_modelファイルにより定義されます。

このファイルには、サーバー名も含まれます。このファイルは、標準のテキストエデ
ィタを使用して開くことができます。

参照項目

マルチユーザーモデルのシングルユーザーモデルへの変換 (77 ページ)

シングルユーザーモデルのマルチユーザーモデルへの変換 (77 ページ)

マルチユーザーモデルのシングルユーザーモデルへの変換
マルチユーザーモデルをシングルユーザーモデルに変換し、シングルユーザーモー
ドで開くことができます。

目的 操作

現在開かれているモデルの変換 [ファイル] メニューで、[ 共有 --> シング
ルユーザーモデルに変換 ] をクリック
します。

現在のモデルがシングルユーザーモデ
ルに変換されます。

現在のモデル以外のモデルの変換 1. [ファイル] メニューで、[開く --> す
べてのモデル] をクリックします。

2. モデルのリストから変換するマル
チユーザー モデルを選択し、[シン
グルユーザーモデルに変換] をクリ
ックします。

3. [シングルユーザーモデルに変換]
ダイアログ ボックスで、[変換] をク
リックします。

参照項目

シングルユーザーモデルのマルチユーザーモデルへの変換 (77 ページ)

シングルユーザーモデルのマルチユーザーモデルへの変換
シングルユーザーモデルをマルチユーザーモデルに変換し、マルチユーザーモード
で開くことができます。
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目的 操作

現在開かれているモデルの変換 1. [ファイル] メニューで、[共有 --> マ
ルチユーザー モデルに変換 ] をク
リックします。

2. [マルチユーザーモデルに変換] ダ
イアログ ボックスで、マルチユー
ザー サーバー名を入力するか、リ
ストから名前を選択します。

3. [変換] をクリックします。

現在のモデルがマルチユーザー モ
デルに変換されます。

現在のモデル以外のモデルの変換 1. [ファイル] メニューで、[開く] をク
リックします。

2. モデルのリストから変換するシン
グルユーザー モデルを選択し、[マ
ルチユーザーモデルに変換] をクリ
ックします。

3. [マルチユーザーモデルに変換] ダ
イアログ ボックスで、マルチユー
ザー サーバー名を入力するか、リ
ストから名前を選択します。

4. [変換] をクリックします。

参照項目

マルチユーザーモデルのシングルユーザーモデルへの変換 (77 ページ)
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マルチユーザーのしくみ

マルチユーザー モデルは、単一のマスター モデルで構成されます。各ユーザーは、
このモデルにアクセスして、モデルのローカル ビューを開くことができます。こ
のローカル ビューを作業モデルと呼びます。上記のイメージは、マルチユーザー
システムの構成例です。

ユーザーが作業モデルに行った変更はローカルであり、作業モデルがマスター モ
デルに保存されるまで、その変更は他のユーザーには表示されません。

マルチユーザー システムには、複数のクライアント コンピューターを含めること
ができます。各ユーザーは、クライアント コンピューター上で作業モデルに対す
る作業を行います。マスター モデルは、ネットワーク上の任意のコンピューター
に置くことができます。クライアント コンピューターのいずれかにマスター モデ
ルを置くことも可能です。

クライアント コンピューター上でマルチユーザー モデルを開くと、Tekla Structures
によってマスター モデルのコピーが作成され、クライアント コンピューター上に
(作業モデルとして) ローカルに保存されます。

[上書き保存] をクリックして作業モデルをマスター モデルに保存し直すときに
は、Tekla Structures により以下の処理が行われます。

1. マスター モデルの新しいコピーが作成され、作業モデルと比較されます。

2. 作業モデルの変更内容がマスター モデルのコピーに保存されます (ローカ
ル)。
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3. このコピーが元のマスター モデルに保存されます (他のユーザーは、各自の作
業モデルを保存するときに、あなたの変更を確認できます)。

4. マスター モデルの新しいコピーが作成され、作業モデルとしてローカルに保
存されます (あなた独自の変更と他のユーザーがアップロードした変更を確認
できます)。

マルチユーザー モデルは、開く、保存、ナンバリングの間はロックされています。
ユーザーのうちの 1 人がいずれかの操作を行うと、他のユーザーはその間、これら
の操作を実行できません。

マルチユーザーモードでのモデルのロック

あるユーザーが以下のいずれかの操作を実行すると、マルチユーザーモデルの整合
性を維持するために、Tekla Structures によりマスターモデルがロックされます。

• マルチユーザーモデルを開く。

• 作業モデルをマスターモデルに保存する。

• ナンバリングを実行する。

ロックされているモデルを保存する場合、Tekla Structures では、モデルのロックが
解除されるまで保存操作をキューに登録するオプションが表示されます。Tekla
Structures は、操作が完了するか、操作がキャンセルされるまで、15 秒間ごとに保
存を再試行します。

参照項目

保存する (80 ページ)

保存する

複数のユーザーが同じモデルオブジェクトを変更している場合でも、Tekla
Structures によってモデルの整合性は維持されます。 同じオブジェクトを変更した
2 名のユーザーが相前後して各自の作業モデルをマスターモデルに保存した場合
は、後から保存を行った方のユーザーによる変更だけがマスターモデルに反映され
ます。

ヒント 保存時の競合を回避するために、モデルに対する作業をユーザー間で重複しない
ように分担させてください。

他のユーザーが部材を移動した場合でも、Tekla Structures では正しい部材に対して
ジョイントが作成されます。

[名前を付けて保存]コマンドを使用してモデルを保存する場合、モデル履歴は、保
存されるモデルと共にコピーされませんのでご注意ください。

保存処理の高速化

次の推奨事項が保存処理の高速化に役立つ場合があります。
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• ネットワーク接続速度を確認します。このネットワーク接続速度によって保存
処理が大幅に遅くなっている場合があります。

• 保存の前にすべてのモデルビューを閉じます。

• 詳細オプション XS_PROJECTおよび XS_FIRMでローカルドライブを指定し、

システムファイルのほとんどをそのドライブに移動するように設定します。
ネットワークドライブに多数のシステムファイルがある場合、ユーザー自身の
ハードドライブに格納されたシステムファイルを使用している場合に比べる
と、保存速度が遅くなることがあります。 各ユーザーが同じファイルを使用し
て、同じような結果を得られるようにする必要があります。

• 不必要な非表示の参照モデルはすべて削除します。

参照項目

マルチユーザーのしくみ (78 ページ)

マルチユーザーモードでの自動保存

自動保存では、マスターモデルではなく作業モデルだけが保存されます。 [自動保
存]後に行った変更は、他のユーザーに反映されません。 このため、マルチユーザ
ーモードでは、[自動保存]による保存は、[上書き保存]コマンドによる保存よりも
処理が大幅に速くなります。 [上書き保存]コマンドでは、マスターモデルが更新さ
れます。

デフォルトでは、Tekla Structures により自動保存ファイルがファイル名
<model>.db1_<user>でマスターモデルフォルダに保存されます。 複数のユー

ザーが同じユーザー名を使用していると、競合が発生します。

ネットワーク トラフィックによって発生する競合と問題を回避するため、自動保
存ファイルを、ネットワーク ドライブ上のモデル フォルダーではなく、ローカル
に保存します。 詳細オプション XS_AUTOSAVE_DIRECTORY を、

XS_AUTOSAVE_DIRECTORY=C:\TeklaStructuresModels\autosave などに

設定します。 自動保存ファイルをローカルに保存すると、ネットワーク トラフィ
ックに問題が生じた場合でも作業中の内容を保存できます。

1. [ファイル]メニューで、 [設定] --> [オプション] をクリックし、[全般]設定で、
図面およびモデルで実行する操作の[自動保存]間隔を定義します。

2. 定期的に、手動でモデルを自動保存します。

これを行うには、[自動保存]コマンドのショートカットを作成します。 [ファ
イル]メニュー --> [設定] をクリックし、[ユーザー設定]領域で[キーボードショ
ートカット]を選択します。

注 定期的に[上書き保存]をクリックしてマスターモデルへの保存を行うことも忘れない
でください。

参照項目

マルチユーザーモードのエラーメッセージ (84 ページ)
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マルチユーザーモデルのコピー (83 ページ)

マルチユーザーのしくみ (78 ページ)

マルチユーザーモードのモデル履歴
Tekla Structures は、モデル内で実行されたアクションのモデル履歴を収集します。
マルチユーザー モデルではモデル履歴に、いつモデルが変更されたか、どのよう
に変更されたか、誰が変更したか、およびモデル変更コメントが表示されます。

マルチユーザーモードでのモデル履歴の収集

1. [ ファイル ] メニューで、[設定 --> 詳細設定 .

2. [ソリッド設定] タブに移動します。

3. XS_COLLECT_MODEL_HISTORY を TRUEに設定します。

4. XS_CLEAR_MODEL_HISTORY を FALSEに設定します。

5. オプション:[マルチユーザー] タブに移動します。 

XS_SAVE_WITH_COMMENT を TRUEに設定します。

これにより、モデル変更コメントの保存が有効になります。

マルチユーザーモードでのモデル履歴の表示

モデル履歴を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• リボンで、 をクリックし、モデルでオブジェクトを選択します。

モデル履歴が、[オブジェクト情報問合せ] ダイアログ ボックスに表示されま
す。

• モデル履歴レポートを作成します。

1. [図面とレポート] タブで、[レポート] をクリックします。

2. モデル履歴が表示されているレポートテンプレートを、リストから選択し
ます。レポートテンプレートの名前は環境によって異なる場合がありま
す。

デフォルトの環境では、レポート テンプレートの名前は
Q_Model_History_Report になります。

3. モデル内のすべてのオブジェクトに関するレポートを作成するか、モデル
内の 1 つ以上のオブジェクトを選択する場合は [全部材(A)] をクリック
し、選択されたオブジェクトからレポートを作成する場合は [選択部材(S)]
をクリックします。

マルチユーザーモードでのモデル変更コメントの保存

マルチユーザーモデルでの作業時に、モデル変更コメントを保存できます。これに
より、 後の保存間隔中に変更されたすべてのオブジェクトに修正情報が入るよう
になります。この情報はフィルタリングとレポートで使用できます。どのユーザ
ーがオブジェクトを変更したかを調べるのにも使用できます。
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• [オーナー]は、モデルにオブジェクトを追加したユーザーです。

• [履歴]には、いつモデルが変更されたか、どのように変更されたか、誰が変更
したか、およびモデル変更コメントが表示されます。

モデル変更コメントを保存する前に以下を確認する必要があります。

• 詳細設定 TRUE を に設定します ([ファイル --> 設定 --> 詳細設定 --> マルチユ

ーザー ] の順にクリック)。

• 詳細設定 TRUE を に設定します ([ファイル --> 設定 --> 詳細設定 --> ソリッド

設定 ] の順にクリック)。

1. 上記の詳細設定を TRUEに設定すると、モデルの保存時に Tekla Structures によ

って[モデル変更コメント]ダイアログボックスが表示されます。必要に応じ
て変更コメントとコードを[モデル変更コメント]および[モデル変更コード]ボ
ックスに入力します。

2. [OK]をクリックします。

Tekla Structures では、このダイアログ ボックスの値が、 後の保存後に変更された
部材に適用されます。オブジェクトの情報を表示すると、[オブジェクト情報問合
せ] ダイアログ ボックスにモデル変更情報が表示されます。この情報を使って、フ
ィルターの選択と表示を行うこともできます。

マルチユーザーモードでモデルのシャットダウン

他のユーザーが作業モデルに対して作業している間は、マスターモデルが置かれて
いるコンピュータをシャットダウンしないでください。シャットダウンすると、他
のユーザーが各自の変更をマスターモデルに保存できなくなります。

誤ってシャットダウンしてしまった場合、変更が失われるのを回避するには、次の
ようにします。

1. クライアントコンピュータ上で作業モデルを開いたままにします。

2. マスターモデルが置かれているコンピュータを再起動します。

3. 再起動したコンピュータ上でマスターモデルを開き、モデルを自動保存しま
す。

4. クライアントコンピュータ上で[上書き保存]をクリックして作業モデルをマ
スターモデルに保存します。

参照項目

保存する (80 ページ)

マルチユーザーモードでの自動保存 (81 ページ)

マルチユーザーモデルのコピー

1. すべてのユーザーに作業モデルを保存し、閉じさせます。
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2. [ファイル] メニューで、[開く --> すべてのモデル] をクリックします。

3. モデルのリストから、マルチユーザー モデルを選択し、[ シングルユーザーモ
デルに変換 --> 変換 ] をクリックします。

4. [名前を付けて保存] コマンドでモデルのコピーを作成します。

5. Tekla Structures を終了し、マルチユーザーモードでモデルを開き直して、作業
を続行します。

利用中のマルチユーザーの表示
同じサーバーで作業しているユーザーの情報を表示できます。

利用中のマルチユーザーを表示するには、 [ファイル]メニュー --> [共有] --> [利用
中のマルチユーザー] をクリックします。

[利用中のマルチユーザー]ダイアログボックスには、次の情報が表示されます。

オプション 説明

ロック モデルがロックされた時刻。

モデル名 モデルの名前。

ユーザー サーバー上のモデルに対して現在作業
しているユーザー。

ログイン時 ユーザーがログインした時刻。

サーバーアクセス時 ユーザーがサーバーに 後にアクセス
した時刻。

編集中の図面 現在編集中の図面。

編集済み図面 編集が終わってサーバーに保存された
図面。

ヒン
ト

[利用中のマルチユーザー]ダイアログボックスには、30 秒ごとに更新されます。
今すぐ情報を更新する場合には、[更新]をクリックします。

マルチユーザーモードのエラーメッセージ

エラーメッセージ 問題 解決方法

データベース書き込みの
際、競合が検出されました

複数のユーザーが同時に
オブジェクトを変更しよ
うとしました。

conflict.log を確認し

ます。 このファイルに
は、複数のユーザーが変更
しようとしたオブジェク
トのグローバル一意識別
子 (GUID) 番号が含まれ
ています。 通常、これは
重大な問題ではありませ
ん。 [データベースの検
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エラーメッセージ 問題 解決方法

査] ツールを使用する必要
はありません。 「保存す
る (80 ページ)」も参照し
てください。

モデルを保存できませ
ん。 以下のような理由が
考えられます。

ディスクがいっぱいにな
っているか、書き込み禁止
になっています。

ロックされている.tmp フ
ァイルがモデルディレク
トリ内に存在します。

アクセスできないコンピ
ュータやフォルダにマル
チユーザーモデルを保存
しようとしました。

• モデルフォルダへの書
き込みアクセス権が自
分のアカウントに付与
されていることを確認
します。

• モデルを保存するのに
十分なディスク空き容
量があることを確認し
ます。

• モデルの保存先のコン
ピュータを再起動しま
す。 モデルをもう一
度保存してしみます。

• モデルディレクトリか
ら.tmpファイルを削

除します。

モデルはロックされてい
ます。後ほど試してくだ
さい。

モデルの保存中にコンピ
ュータが応答を停止した
ため、モデルがロックされ
たままになっています。

モデルのロックを解除す
るには、応答を停止したオ
ペレーティングシステム
のユーザーがマルチユー
ザーモードでモデルを開
いて保存する必要があり
ます。

マルチユーザーでは自動
保存されたモデルを通常
モデルとして開くことは
できません。

間違ったタイプのファイ
ルが読み込まれないよう
にするために、シングルユ
ーザーモードでマルチユ
ーザーの自動保存ファイ
ルを開くことが回避され
ました。

自動保存ファイルを名前
変更したり移動したりし
ないでください。 マルチ
ユーザーモードでシング
ルユーザーモデルの自動
保存ファイルを開いたり、
シングルユーザーモデル
でマルチユーザーモード
の自動保存ファイルを開
いたりしないでください。
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マルチユーザーデータベースからの不整合の削除

マルチユーザーモデルの整合性を維持するには、1 日に 1 回など定期的にマルチユ
ーザーデータベースから不整合を取り除く必要があります。これにより、メイン部
材のない製品や未知の(U)タイプの図面も修正できます。

シングルユーザーモードでマルチユーザーデータベースを検査することをお勧め
します。

1. 他のユーザー全員にマルチユーザーモデルへのアクセスを終了させモデルを
シングルユーザーで開きます。

2. モデルを保存して、他のユーザーが行った変更を反映します。

3. モデルを閉じます。

4. シングルユーザーモードでモデルを開きます。

5. モデルを保存せずに閉じます。

6. モデルを開き直します。

7. [ファイル]メニューで、[モデル]領域の[エラーチェックと修復]をクリックし、
[モデルの修復]をクリックします。

8. モデルを保存します。

9. モデルを閉じます。

10. マルチユーザー モードでモデルを再度開きます。

マルチユーザーモードでのモデリング

プロジェクトに着手する前に、各ユーザーにモデルの担当範囲を割り当てます。
保存時に競合が生じないように、同じまたは隣接するモデルオブジェクトに対して
複数のユーザーに作業させないようにする必要があります。 「保存する (80 ペー
ジ)」も参照してください。

例

ここでは、3 名のユーザーがプロジェクトのモデルリングを行うと仮定し、ユーザ
ー 1 が柱を担当し、ユーザー 2 が 1 階部分の梁を、ユーザー 3 が 2 階部分の梁を担
当する場合の例を示します。

この 3 名のユーザーが同じモデルをどのように操作するかを見れば、マルチユーザ
ーモードにおけるモデリング作業と保存作業の流れを理解する助けになります。

この例のマスターモデルには、下の図に示すように、柱と基準線が含まれていま
す。

各ユーザーはマルチユーザーモードでモデルを開きます。どのユーザーも、作業モ
デルに対してローカルに作業を行っています。
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作業モデルに対する作業は、以下のとおりです。

ユーザー 1 は、次の図のように、柱にベースプレートを追加します。

ユーザー 2 は、次の図のように、1 階の鉄骨梁を追加および接合します。
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ユーザー 3 は、次の図のように、2 階の鉄骨梁を追加および接合します。

まず、ユーザー 1 が[上書き保存]をクリックしてマスターモデルを保存すると、次
の図のように、追加したベースプレートがユーザー 1 の作業モデルに反映されま
す。
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ユーザー 2 が[上書き保存]をクリックしてマスターモデルを保存すると、1 階の部
材構成とユーザー 1 のベースプレートがユーザー 2 の作業モデルに反映されます。

ユーザー 3 が[上書き保存]をクリックしてマスターモデルを保存すると、3 名のユ
ーザー全員の行った作業がユーザー 3 の作業モデルに反映されます。
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ユーザー 1 とユーザー 2 が 新のマスターモデルを各自のプランに反映するには、
マスターモデルへの保存を再度実行して、各自の作業モデルを更新する必要があり
ます。

参照項目

マルチユーザーモードでのナンバリング設定 (90 ページ)

マスターモデルとナンバリングの同期 (91 ページ)

マルチユーザーモードでのナンバリング設定

次のように、ナンバリング設定を定義します。

1. [図面とレポート]タブで、 [ナンバリング設定] --> [ナンバリング設定] をクリ
ックします。

2. [ナンバリング設定]ダイアログボックスで、[マスターモデルと同期を取る(保
存-ナンバー-保存)]チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、 後の保存が行われる前にナンバリン
グをキャンセルできます。これはナンバリング結果を確認した後で、まだ変更
する部分が見つかったような場合に役立ちます。

注 マルチユーザーモデルで作業している場合は、常にこのオプションを使用
して保存時の競合が生じないようにします。

3. その他のプロパティを必要に応じて設定します。
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4. [OK]をクリックします。

これにより、全部材または変更した部材のナンバリングの前後にモデルが
Tekla Structures で自動的に保存されるようになります。

[図面とレポート]タブで、 [ナンバリング実行] --> [変更部分のナンバリングを実行
する] をクリックしてナンバリングを実行すると、Tekla Structures により、ナンバ
リングの進捗状況を示すリストが表示されます。ナンバリングが終了すると、変更
されたナンバリング結果がリストでハイライトされます。Tekla Structures では、リ
スト上のアイテムを選択すると、モデル内の対応するオブジェクトがハイライトさ
れます。F キーを押しながらアイテムを選択すると、Tekla Structures 上の現在のビ
ューの作業領域がオブジェクトの周囲にフィッティングされます。

ナンバリング結果が正しければ、[ナンバリング結果の保存]をクリックして 2 回目
の保存を行います。2 回目の保存の前にナンバリングをキャンセルするには、[キャ
ンセル]をクリックします。ナンバリングをキャンセルすると、モデルはナンバリ
ング前の状態に戻り、標準ファイルがすべてのダイアログに読み込まれます。

ナンバリング結果をさらに詳しく確認するには、[タイマーの停止]をクリックしま
す。

Tekla Structures により 2 回目の保存が行われるまでの期間を変更するには、詳細設
定を使います。

注 定期的に(たとえば、1 日に 1 回)[ナンバリングのエラーチェックと修復: すべて]コマ
ンド( [ファイル]メニュー --> [エラーチェックと修復] )を実行し、マルチユーザーデー
タベースからナンバリングの不整合を取り除くことをお勧めします。

参照項目

マルチユーザーモードのアクセス権 (95 ページ)

マスターモデルとナンバリングの同期

モデル内で、他のユーザーが担当している部分からナンバリング情報を取り込む必
要がある場合は、次のようにします。

1. すべてのユーザーに各自の作業モデルを保存させます。 これにより、マスタ
ーモデルが更新されます。

2. モデルをナンバリングします。[ナンバリング設定]ダイアログボックスで[マ
スターモデルと同期を取る(保存 -> ナンバリング -> 保存)]チェックボックス
がオンになっていることを確認します(「マルチユーザーモードでのナンバリ
ング設定 (90 ページ)」参照)。作業モデルがマスターモデルに更新され、マス
ターモデルのナンバリングが開始されます。ナンバリングが完了すると、マス
ターモデルが保存され、ユーザー全員に対して新しいナンバリングが反映され
ます。

注 ナンバリング後に図面やレポートを作成した場合は、変更が他のユーザーに反映され
るようにマスターモデルを再度保存する必要があります。
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マルチユーザーモードの図面
マルチユーザー環境は、複数のユーザーが同時に図面を編集する場合に非常に便利
です。

Tekla Structures では、各図面が個別のファイルに保存されます。これらの図面ファ
イルは、マスターモデルフォルダ内の図面フォルダに置かれます。

このファイルの名前は、D0000123456.dgという書式です。 dgファイルはモデ

ルの一部であるため、このファイルを開くには Tekla Structures を使用する必要があ
ります。

dgファイルには、ビューの位置、図面に対して実行された各編集操作の詳細、寸

法の位置、部材マーク、およびテキストが書き込まれます。dgファイルの名前に

は、製品、部材、マルチ図面番号に関連する文字は含まれません。

2 名のユーザーが、各自の作業モデルで同じ図面を開いて保存し、それぞれの変更
をマスターモデルに保存した場合は、1 セットの変更が失われます。 後から作業モ
デルをマスターモデルに保存した方のユーザーによる変更だけがマスターモデル
に反映されます。 「保存する (80 ページ)」を参照してください。

一般図の番号は、Tekla Structures マルチユーザーサーバーによって自動的に割り当
てられます。 これにより、各図面には、 初に現在空いている番号が割り当てら
れることになります。 ユーザー A とユーザー B の両方が同時に一般図を作成して
も、別々の番号が自動的に割り当てられます。 マルチ図面番号の場合も同様です。

参照項目

マルチユーザー図面のガイドライン (92 ページ)

マルチユーザーモードでの図面のロック (93 ページ)

マルチユーザー図面のガイドライン

図面の編集またはチェックに関するガイドラインを次の表に示します。

操作 推奨事項

図面の保存 作業モデルは、マスターモデルに定期的
に（5〜10 図面ごとに）保存します。

図面の編集 • 図面のうち、各ユーザーが編集する
範囲を重複しないように割り当てま
す。

• 完成した図面は、ロックしておきま
す。
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操作 推奨事項

• 「Database write conflicts detected(デ
ータベースの書き込み競合が検出さ
れました)」というメッセージが図面
ID 番号と共に表示された場合は、複
数のユーザーが Tekla Structures 上で
同じ図面を開いて保存したことを意
味します。 「マルチユーザーモード
の図面 (92 ページ)」を参照してくだ
さい。

図面のチェック ロックされた図面だけをチェックしま
す。

図面の出力 他の人が同じ図面で作業をしていない
ことを確かめます。出力中に編集し保
存されたものは、それに何の手を加えて
いないにもかかわらず、その情報が失わ
れることになります。

印刷日を無効にするには、詳細オプショ
ン
XS_DISABLE_DRAWING_PLOT_DATE
を使用します。

一般図の作成 プロジェクトの開始時に空の一般図を
作成し、作成した空の図面の中からある
一定の範囲を各ユーザーに割り当てま
す(GA1～GA10 はユーザー A、GA11～
GA20 はユーザー B など)。 これによ
り、プロジェクト内で一般図の番号が重
なるのを防ぐことができます。

参照項目

マルチユーザー モードで不要な図面ファイルを削除する (94 ページ)

マルチユーザーモードでの図面のロック

図面を開こうとしたときに、Tekla Structures ではその図面の状態に関する通知が表
示されます。以下のオプションがあります。

• 他のユーザーが編集中。

• 他のユーザーが編集中（図面はそのユーザーのコンピュータに保存されている
が、まだサーバーには保存されていない）。

• 図面は既に保存されており、より新しいバージョンがサーバーに置かれている。
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注 図面のロックは、図面を手動で編集する場合にのみ使われます。複製などで図
面が自動編集される場合は使われません。

編集した図面をロックするには、XS_COLLECT_MODEL_HISTORY 詳細オプ
ションが TRUE に設定されている必要があることに注意してください。

マルチユーザー モードで不要な図面ファイルを削除する
図面を更新するたびに、Tekla Structures によりモデルの drawings サブフォルダー

に新しい図面 (.dg) ファイルが作成されます。以降、以前の図面ファイルは使用さ

れないため、不要になる可能性があります。マルチユーザー モードで不要な図面
ファイルを削除するには、次の手順を参照してください。

注 使用されない図面ファイルは、必ずしも不要であるとは限りません。モデルを保存せ
ずに閉じたり、Tekla Structures がクラッシュしてモデルを保存できなかったりした場
合、使用されていない図面ファイルが再度必要になることがあります。このような状
況では、モデルを 後に保存したときに有効だった図面ファイルと、自動保存が 後
に実行されたときに有効だった図面ファイルが必要になります。

異なるバージョンの図面があることで、以前のバージョンの図面に戻すことができま
す。これは、2 人のユーザーが同じ図面を編集した場合に特に便利です。

マルチユーザー モデルで図面ファイルを自動的に削除する

マルチユーザー モデルでは、XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES と
XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES_SAFETY_PERIOD 詳細設定を使用して、

図面ファイルの数を適度に保つことができます。

XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES 詳細設定は、図面ファイルが自動的に削

除されるかどうかを定義します。使用されなくなった図面ファイルを自動的に削
除するには、XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES が TRUE に設定されているこ

とを確認します。 後のユーザーがモデルを終了し、モデルを保存すると、図面フ
ァイルが削除されます。

XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES_SAFETY_PERIOD 詳細設定では、図面フ

ァイルが保存されるまでに保持する期間を定義します。デフォルトの安全期間は
7 日間です。これは、XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES 詳細設定を TRUE に
設定すると、7 日間経過後に使用されていない図面ファイルが削除されることを意
味しています。必要に応じて、別の安全期間を定義できます。

Tekla Model Sharing と共有されたモデルでは、ユーザーが変更を書き出すたびに不
要な図面ファイルが自動的に削除されることに注意してください。

マルチユーザー モデルで不要な図面ファイルを手動で削除する

[不要な図面ファイルの削除] コマンドを使用すると、安全期間に関係なく、現在の
バージョンのモデルに対応する図面がない図面ファイルがすべて削除されます。
現在のバージョンのモデルに対応する図面がない場合、直近に保存または自動保存
されたバージョンのモデルに対応する図面がある図面ファイルも削除されること
に注意してください。
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モデルをアーカイブしたり、モデルを別のユーザーに割り当てたりする場合は、
[不要な図面ファイルの削除] コマンドを使用することをお勧めします。

[不要な図面ファイルの削除] コマンドは、Tekla Model Sharing と共有されているモ
デルでは機能しないことに注意してください。

注 まだ必要な図面ファイルが削除されないようにするため、経験豊富な Tekla
Structures ユーザーのみ [不要な図面ファイルの削除] コマンドを使用すること
をお勧めします。

[不要な図面ファイルの削除] コマンドを使用する前に、次のことを確認します。

• マルチユーザー モデルを開いているユーザーは自分だけである。

• マルチユーザー モデルについて完全権限 (95 ページ) を保有している。マル
チユーザー モデルの完全権限がない場合、不要な図面ファイルを手動で削除す
ることはできません。

不要な図面ファイルを手動で削除するには、次の操作を行います。

1. モデルを保存します。

モデルを保存すると、必要な図面が誤って削除されることがなくなります。

2. モデルをシングルユーザー モデルに変換 (77 ページ) します。

3. [クイック起動] で [不要な図面ファイルの削除] コマンドを探します。

4. Tekla Structures によりコマンドが検出されたら、選択して Enter キーを押しま
す。

Tekla Structures により、対応する図面が現在のバージョンのモデルにない図面
がすべて削除されます。

5. モデルをマルチユーザー モデルに変換し直します。 (77 ページ)

マルチユーザーモードのアクセス権
権限を使用してアクセス権を制御できます。モデルを作成したユーザー、または同
じ組織のすべてのユーザーは、権限を使用してモデルへのアクセス権を制御できま
す。実際には、モデルの権限は privileges.inp ファイルを通じて制御されま

す。

privileges.inp ファイルを変更することで、次のアクセスを制御できます。

• ユーザー定義情報を変更するためのアクセス権。

• オブジェクト プロパティを変更するためのアクセス権。これは、オブジェクト
をロックおよびロック解除することで行います。

• ナンバリング設定を変更するためのアクセス権。

• マルチユーザーサーバーのユーザーを削除するためのアクセス権。

• 標準ファイルを保存するためのアクセス権。
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[ロック]ユーザー定義情報(UDA)または図面のロック、または[フェーズ管理]のロ
ックを使用することで、自分が使用しているモデルと図面が誤って変更されないよ
うにすることができます。[ロック]UDA および権限を併せて使用して、特定のユー
ザーや組織がモデルを変更できないように制限することもできます。

たとえば、チェックが状態の情報だけを変更できるように、モデルへのアクセスを
限定できます。また、承認や製作状況および架設状況に使用されるユーザー定義情
報を、特定のユーザーが変更できないようにすることも可能です。

privileges.inp ファイルは、Tekla Model Sharing で共有モデルのユーザー定義

情報またはナンバリング設定の変更、および標準ファイルの保存を許可するユーザ
ーを制御するためにも使用されます。

privileges.inp ファイルでのアクセス権の変更

権限が適用される仕組み:

• privileges.inpファイルは、モデル内で権限を更新するユーザーインター

フェイスとして機能します。

• 権限は、privileges.inpファイルから読み込まれ、モデルに保存されます。

• 現在のユーザーにその操作を行うことが許可されている場合にのみ、権限は
privileges.inpファイルから読み込まれます。

• privileges.inpファイルがない場合や読み込むことができない場合、既に

モデルに保存されている権限(ある場合)が使用されます。

• 権限が設定されなければ、すべてのユーザーに完全なアクセス権があります。

• Tekla Structures は、ユーザーがモデルを作成するとき、またモデルを開くたび
に、privileges.inpファイルの権限のデフォルト値を確認します。

• Tekla Structures では、現在のモデルフォルダの 初のファイルが検索され、次
に詳細設定 XS_INP で定義されたフォルダの 初のファイルが検索されます。

注 モデルを作成したユーザー、または同じ組織のユーザーだけが、そのモデルの権限を
privileges.inpファイルで変更できます。

アクセス権限を変更するには、次のようにします。

1. モデルを閉じます。

2. ..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures\<version>
\environments\common\inp フォルダーにある privileges.inp ファイ

ルを、任意のテキスト エディターで開きます。

3. 必要な設定を変更し、ファイルを保存します。

4. モデルを開き直します。

例

下記に、privileges.inpファイルの例を示します。組織とユーザー名は、スラ

ッシュ(/)または円記号(\)で区切ります(<organization>/<user>)。ユーザー名
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が入力されていない場合は、社内のすべてのユーザーを意味します。各行には、タ
ブで区切られた 3 つの列があります。

1 人のユーザーまたは何人かのユーザーにのみ権限を付与する場合、まずすべての
ユーザーを除外してから、権限を付与するユーザーを追加する必要があります。

組織名とユーザー名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。
たとえば、COMPANYAは companyAと同じではありません。

privileges.inp ファイル内のオプション

以下のコマンドが privileges.inpファイルに含まれています。

• ユーザー定義情報(UDA)を変更するためのアクセス - attribute:UDA_NAME
• オブジェクトプロパティを変更するためのアクセス - 

attribute:OBJECT_LOCKED
• ナンバリング設定を変更するためのアクセス - 

action:PartnumbersOptions
• ナンバリング実行へのアクセス - action:PerformNumbering
• マルチユーザーモデルでユーザーを削除するためのアクセス - 

action:AllowMultiuserKick
• 標準ファイルを保存するためのアクセス - action:SaveStandard
• 印刷図面にウォーターマークを追加するためのアクセス - 

action:DrawingWatermark
1 人のユーザーまたは何人かのユーザーだけにアクセス権を付与したい場合は、ま
ずすべてのユーザーを除外してから、必要なユーザーを追加します。

列 オプション 説明

protected user-
defined attribute

attribute:name 保護されたユーザー定義情報の"name"
に影響します。objects.inpで名前の

正確なスペルを確認してください。

または
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列 オプション 説明

action action:name 操作の"name"に影響します。使用可能
な操作:

• PartnumbersOptions: ナンバリ

ング設定へのアクセスを制御しま
す。

制限: 完全/なしのみ

• PerformNumbering: ナンバリング

実行へのアクセスを制御します。

• AllowMultiuserKick: マルチユ

ーザーモデルからユーザーを削除す
るためのアクセスを制御します。

制限: 完全/なしのみ

• SaveStandard: 標準ファイルを保

存するためのアクセスを制御しま
す。

制限: 標準ファイルのみ

• DrawingWatermark: 印刷した図面

にウォーターマークを追加するため
のアクセスを制御します。

user everyone すべてのユーザー

domain/ ネットワークドメインの"domain"内のす
べてのユーザーに影響します。

domain/nn ネットワークドメインの"domain"内のユ
ーザー"nn"に影響します。

nn ユーザー"nn"に影響します。

rights full ユーザーはユーザー定義情報を変更で
きます。

view ユーザーはユーザー定義情報を表示で
きますが、変更できません。このオプシ
ョンは、ユーザーに淡色表示されます。

none ユーザー定義情報はユーザーに表示さ
れません。

ユーザー定義情報のロック
オブジェクトが誤って変更されないようにするには、[ロック]ユーザー定義情報
(UDA)を使用します。

次のものに使用できます。

• 部材(個別に梁、柱などに)
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• ボルト

• 溶接

• 特定の図面タイプ

• プロジェクトプロパティ

• フェーズプロパティ

[ロック]ユーザー定義情報(UDA)には、[はい]、[いいえ]、[組織]の 3 つの値があり
ます。[はい]に設定された場合、オブジェクトはロックされ、そのプロパティを変
更することはできません。オブジェクトの、ナンバリングに影響しないユーザー定
義情報のみを変更できます。ロックされたオブジェクトを変更しようとした場合、
Tekla Structures は次の警告メッセージを表示します。

"ロックされているオブジェクトがあるため、この操作を実行できませんでした。"

objects.inp ファイルの OBJECT_LOCKED 属性は、[ロック] ユーザー定義情報 (UDA)
が Tekla Structures ユーザー インターフェイスに表示されるかどうかを定義しま
す。

注 オブジェクトをロックする前に、ナンバリングが 新のものであるか確認します。

マルチユーザーモデルでオブジェクトをロック/ロック解除するためのアク
セスの制御
privileges.inp ファイルの OBJECT_LOCKED 属性を使用して、ユーザー定義情

報 (UDA) へのユーザーのアクセスを [ロック] に設定することで、ユーザーによる
オブジェクトのロックおよびロック解除を防止することができます。

例

ユーザー manと man2だけが、オブジェクトのロック/ロック解除への完全アクセ

ス権を持ちます。その他のすべてのユーザーにはこの属性は非表示になります。

注 他のユーザー定義情報を保護するには、privileges.inpファイルにそのユーザー

定義情報を登録する必要があります。

マルチユーザーモデルでのナンバリング設定へのアクセスの制御
privileges.inp ファイルの PartnumbersOptions を使用して、ナンバリング

プロパティへのユーザーのアクセスを制限することで、許可されていないユーザー
によるナンバリング設定の変更を防止することができます。
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注 ユーザーは、ナンバリング設定を変更する権限がなくても、ナンバリングを実行でき
ます。

[ナンバリング設定]ダイアログボックスでプロパティを変更する権限を持たない
ユーザーがダイアログボックスにアクセスしようとすると、Tekla Structures は、ユ
ーザーが必要な権限を持っていないことを示す警告メッセージを表示します。

例

[ナンバリング設定] ダイアログ ボックスでプロパティを変更できるのは、admin
だけです。

マルチユーザーモードで標準ファイルを保存するためのアクセスの制御
privileges.inp ファイルの SaveStandard アクションを使用して、標準ファ

イルを保存するためのユーザーのアクセスを制御します。

例

ORGANIZATIONネットワークドメインで標準ファイルを保存する権限があるのは

adminだけです。

マルチユーザーモデルからユーザーを削除するためのアクセスの制御
privileges.inp ファイルの AllowMultiuserKick アクションを使用して、マ

ルチユーザー モデルからユーザーを削除する権限を制限します。

望ましくない利用中のマルチユーザーを[利用中のマルチユーザー]ダイアログボ
ックスのリストから削除できる権限を、定義できます。これは、たとえばユーザー
のコンピュータにアプリケーションエラーが生じた場合や、ユーザーを削除するこ
とでロックされたオブジェクトのロックを解除する必要がある場合に、便利です。

privileges.inp ファイルの AllowMultiuserKick アクションを定義して、モ

デルから他のユーザーを削除できる権限を必要とするユーザーに、完全な権限を付
与します。

例

jsmithユーザーだけが、他のユーザーを削除する完全な権限を持ちます。
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ユーザーを削除するには、次のように操作します。

1. [ファイル] メニューで、[ 共有 --> 利用中のマルチユーザー ] をクリックしま
す。

2. 削除するユーザーを右クリックし、[ロックの解除]を選択します。

3. [更新]をクリックしてユーザーを削除します。

ユーザーのオブジェクトに対するすべてのロックが解除され、ユーザーが削除
されます。

1.7 Trimble Connector
Trimble Connector は、Tekla Structures と Trimble Connect for Windows または Trimble
Connect for Browser の間の接続を有効にして、モデルと ToDo メモの共有を可能に
します。これにより、ビューと選択したオブジェクトが一致します。

Trimble Connector では、以下の操作を実行できます。

• モデルを プロジェクトにリンクする (103 ページ)

• 新規 Trimble Connect プロジェクトを作成する

• Trimble Connect プロジェクトから Tekla Structures モデルに参照モデルをダウン
ロードする (108 ページ)

• Tekla Structures モデルを .tekla ファイルとして Trimble Connect プロジェク

トにアップロードする (111 ページ)

• Tekla Structures モデル オブジェクトを .ifc 参照モデルとして Trimble Connect
プロジェクトにエクスポートする (108 ページ)

• ToDo メモを作成、変更、割り当て、コメントする

• および の両方で同じオブジェクトを選択する (130 ページ)

• および でカメラの位置、ズーム レベル、およびモデル ビューの投影を一致さ
せる (130 ページ)

Tekla Structures と Trimble Connect の間のすべての操作でプロジェクト基準点が使
用されます。つまり、たとえば、Tekla Structures の参照モデルは、Trimble Connect
のプロジェクト基準点に対して配置されます。プロジェクト基準点を定義してい
ない場合は、モデル原点が使用されます。

注 Trimble Connector を使用するには Trimble Identity が必要になります。
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注 Trimble Connect に関連するメタデータとすべての参照モデル
は ..\TeklaStructuresModels\<model>\TConnect フォルダーにあり

ます。エクスポートした参照モデル設定は ..\TeklaStructuresModels
\<model>\Links フォルダーに保存されます。これらのフォルダーのファ

イルを手動で変更した場合、Trimble Connector は正しく機能しません。

Trimble Connector の起動

Trimble Connector を起動するには、次の複数の方法があります。

• リボンを使用:

• モデル リストを開くには、[Trimble Connect] タブで、[モデル] をクリック
します。

参照モデルの管理の詳細については、「Trimble Connector 内の参照モデルの
管理 (108 ページ)」を参照してください。

• ToDo メモのリストを開くには、[Trimble Connect] タブで [ToDo] をクリッ
クします。

ToDo メモの管理の詳細については、「Trimble Connector での ToDo の操作
(122 ページ)」を参照してください。

• [ファイル] メニューを使用:

• 任意の Trimble Connect プロジェクトから Tekla Structures モデルに参照モデ
ルをダウンロードするには、 ファイル --> インポート --> をクリックしま
す。

• 開いている Tekla Structures モデルの IFC 参照モデルを任意の Trimble
Connect プロジェクトに発行するには、[ファイル --> エクスポート --> ] をク
リックします。

Trimble Connector が開きます。ジョブを Trimble Connect プロジェクトにリンクし
てない場合はリンクすることができます。新しいプロジェクトを作成することも
できます。

Trimble Connector での作業を開始するには、Trimble Identity を使用して Tekla
Structures にサインインする必要があります。

Tekla Structures からの Trimble Connect の起動

Trimble Connect を起動するには、次の複数の方法があります。

• リボンを使用:

Trimble Connect for Windows または Trimble Connect for Browser を起動するに
は、[Trimble Connect] リボン タブの次のいずれかのボタンをクリックします。
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•  Trimble Connect for Browser:

モデルを Trimble Connect プロジェクトにリンクしている場合は、プロジェ
クト アクティビティ ページが Trimble Connect for Browser で開きます。

モデルをプロジェクトにリンクしていない場合は、  [Trimble Connect
for Browser] またはその下のメニュー オプションをクリックするたびに、
[プロジェクトを選択] ダイアログ ボックスが開きます。モデルをプロジェ
クトにリンクするには、Trimble Connect プロジェクトへの Tekla Structures モ
デルのリンク (103 ページ) を参照してください。

•  Trimble Connect for Browser --> プロジェクト エクスプローラー:

プロジェクト エクスプローラー ページが Trimble Connect for Browser で開
きます。

•  Trimble Connect for Browser --> 3D ビュー:

3D モデル ビューが Trimble Connect for Browser で開きます。

•  Trimble Connect for Browser --> チーム:

チーム ページが Trimble Connect for Browser で開きます。

•  Trimble Connect for Windows:

プロジェクトを関連付けている場合は、プロジェクト部分詳細ビューが
Trimble Connect for Windows で開きます。

プロジェクトを関連付けていない場合は、プロジェクト ビューが Trimble
Connect for Windows で開きます。

Trimble Connect for Windows をインストールしていない場合は、Trimble
Connect for Windows をダウンロードするウェブ ページが開きます :( https://
app.connect.trimble.com/tc/app#/store)。

Trimble Connect プロジェクトへの Tekla Structures モデルのリン
ク
Tekla Structures と Trimble Connect のコラボレーションを開始するには、Tekla
Structures モデルを Trimble Connect プロジェクトにリンクする必要があります。

1. Trimble Connect プロジェクトへのモデルのリンクを開始するには、次のいずれ
かを実行します。

a. 新しいモデルをリンクするには、モデルの作成時に [Trimble Connect コ
ラボレーションの開始] チェック ボックスを選択します。
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b. 開いているモデルをリンクするには、[ファイル] メニューに移動し、 -->
コラボレーションの開始 を選択します。

2. 必要に応じて、次のいずれかを行います。 

• モデルを新しい Trimble Connect プロジェクトにリンクするには、[プロジ
ェクトを選択] ダイアログ ボックスの上部にあるフィールドにプロジェク
トの名前を入力します。

• モデルを既存の Trimble Connect プロジェクトにリンクするには、[プロジ
ェクトを選択] ダイアログ ボックスの上部にあるリストからプロジェクト
を選択します。

3. [プロジェクト サーバーの場所] リストからプロジェクトの地理的な場所を選
択します。

4. [ライセンス] リストから Trimble Connect のライセンスを選択します。

5. [作成] または [OK] をクリックします。

モデルは、選択した Trimble Connect プロジェクトにリンクされます。これで、参
照モデルをダウンロードまたはアップロードする、モデルの上にオーバーレイとし
て Connect モデルを追加する、ToDo メモを追加するなどの作業を開始できるよう
になりました。

Trimble Connect プロジェクトからの Tekla Structures モデルの解除

1. [ファイル] メニューで、 --> コラボレーションから除外 をクリックします。

2. リンクされた Trimble Connect プロジェクトからモデルのリンクを解除するこ
とを確定するには、[OK] をクリックします。

Trimble Connect プロジェクトへの Tekla Structures モデルのリンク
Tekla Structures と Trimble Connect のコラボレーションを開始するには、Tekla
Structures モデルを Trimble Connect プロジェクトにリンクする必要があります。

1. Trimble Connect プロジェクトへのモデルのリンクを開始するには、次のいずれ
かを実行します。

a. 新しいモデルをリンクするには、モデルの作成時に [Trimble Connect コ
ラボレーションの開始] チェック ボックスを選択します。

b. 開いているモデルをリンクするには、[ファイル] メニューに移動し、 -->
コラボレーションの開始 を選択します。

2. 必要に応じて、次のいずれかを行います。 

• モデルを新しい Trimble Connect プロジェクトにリンクするには、[プロジ
ェクトを選択] ダイアログ ボックスの上部にあるフィールドにプロジェク
トの名前を入力します。

• モデルを既存の Trimble Connect プロジェクトにリンクするには、[プロジ
ェクトを選択] ダイアログ ボックスの上部にあるリストからプロジェクト
を選択します。
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3. [プロジェクト サーバーの場所] リストからプロジェクトの地理的な場所を選
択します。

4. [ライセンス] リストから Trimble Connect のライセンスを選択します。

5. [作成] または [OK] をクリックします。

モデルは、選択した Trimble Connect プロジェクトにリンクされます。これで、参
照モデルをダウンロードまたはアップロードする、モデルの上にオーバーレイとし
て Connect モデルを追加する、ToDo メモを追加するなどの作業を開始できるよう
になりました。

Tekla Structures モデルの Trimble Connect へのアップロード
現在の Tekla Structures モデルを Trimble Connect プロジェクト フォルダーに読み取
り専用 .tekla ファイルとしてアップロードできます。.tekla ファイルは、

Tekla Structures や Trimble Connect の軽量な参照モデルとして使用することができ
ます。.tekla 参照モデルは、モデル オブジェクト、部材、鉄筋、ボルト、アセン

ブリ、基準線をリスト表示して視覚化します。

モデルを Trimble Connect にアップロードする前に、以下の点にご注意ください :

• 溶接、仕上げ材は、.tekla 参照モデルには含まれません。

• プロファイルは通常のソリッド精度でエクスポートされるため、コーナーラウ
ンディングは含まれません。

• .tekla 参照モデルのオブジェクトの色は、Tekla Structures モデルとは異なる

場合があります。

• .tekla 参照モデルにキャストユニットやキャストユニットの部材ではなく、

現場打ちコンクリートや現場打ちコンクリート ユニットを含めるには、現場打
ちコンクリート管理を有効にする必要があります。

現場打ちコンクリートを無効にし、キャスト ユニットとキャスト ユニット部材
を含めるには、次のようにします。

1. ...\Environments\common\system\UploadToConnect\ に移動し

ます。

2. conf.json ファイルをモデル フォルダーの下の \attributes サブフォ

ルダーに移動します。

3. conf.json ファイルをテキスト エディターで開きます。

4. "pours" : "model" を "pours" : "false" に変更します。

5. conf.json ファイルを保存します。

以下のイメージでは、右側のジョイントは Trimble Connector を使用して IFC 参照

モデルとしてエクスポートされています。このジョイントは Tekla Structures モデ
ルと同様の外観で表示されます。
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左側のジョイントは、.tekla 参照モデルとして Trimble Connect にアップロードさ

れています。色が異なっており、プロファイルと溶接部の半径が無くなっていま
す。

1. [ファイル] メニューで、設定 --> 詳細設定 に移動します。

2. [詳細設定] ダイアログ ボックスで、XS_CONNECT_UPLOAD_MODEL_FOLDER
オプションを見つけます。

3. Tekla Structures モデルをアップロードする Trimble Connect フォルダーへのフ
ァイル パスを入力するか、貼り付けます。 

デフォルトのファイル パスは Structural\Tekla models です。

4. [OK] をクリックしてフォルダー パスを保存します。
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5. 必要に応じて、モデルと共にアップロードするテンプレート属性とユーザー定
義情報を定義します :

a. \TeklaStructures\<version>\Environments\common\system
\UploadToConnect フォルダから、現在のモデルフォルダの下にある

\attributes フォルダに part.epr ファイルをコピーします。

b. メモ帳などのテキスト エディターで part.epr ファイルを開きます。

c. サポートされている各オブジェクトタイプに対して、以下の構文を使用し
てテンプレートとユーザー定義情報を定義します : 

{
"part": ["PART_POS", "NAME", "USERDEFINED.USER_FIELD_1" ],
"assembly": ["ASSEMBLY_POS", "USERDEFINED.PRELIM_ASSEM_MARK" ],
"bolt":
        ["NAME","BOLT_STANDARD", "DIAMETER" ],
"rebar": ["REBAR_POS", "NAME",
        "GRADE", "SIZE", "LENGTH", "WEIGHT" ]
"layer": ["ASSEMBLY_POS"] 
}

属性に使用する単位は変更できないことに注意してください。

d. part.epr ファイルを保存します。

6. Trimble Connect リボン タブに移動し、  モデルのアップロード をクリッ
クします。

7. モデルの保存と、関連付けられた Trimble Connect プロジェクトへのモデル フ
ォルダー全体のアップロードを確定するには、[保存してアップロードする] を
クリックします。

Tekla Structures モデルは、定義した Trimble Connect プロジェクト フォルダー
に .tekla ファイルとしてアップロードされます。必要に応じて、後で ファイル

を Connect オーバーレイ モデルとしてモデルに関連付けることができます。
(111 ページ)

アップロード後にモデルを別のフォルダーに移動する場合は、Trimble Connect で手
動で移動する必要があります。

注  [モデルのアップロード] ボタンは、共有モデルを Trimble Connect にアッ
プロードしません。代わりに、XS_UPLOAD_SHARED_MODEL_TO_CONNECT 詳
細設定を使用して、共有モデルを Trimble Connect プロジェクト フォルダーに
アップロードするかどうか、およびいつアップロードするかを選択できます。

[詳細設定] ダイアログ ボックスで、次のいずれかの
XS_UPLOAD_SHARED_MODEL_TO_CONNECT 値を設定します。

• BASELINE = 共有モデルは、ユーザーが新しいベースラインを作成するた

びに、設定された Trimble Connect プロジェクト フォルダーに自動的にアッ
プロードされます。
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• WRITEOUT = 共有モデルは、アウトが成功するたびに、設定された Trimble
Connect プロジェクト フォルダーに自動的にアップロードされます。

モデルを Trimble Connect プロジェクト フォルダーにアップロードしない場合
は、[値] フィールドをクリアします。

参照項目

Trimble Connector (101 ページ)

Trimble Connector でのオーバーレイ モデルの管理 (111 ページ)

Trimble Connector 内の参照モデルの管理
参照モデルは Tekla Structures モデルの一部であり、Trimble Connect プロジェクトか
らダウンロードしたりエクスポートしたりできます。

• 参照モデルの管理を開始するには、[Trimble Connect] リボン タブで  [モデ
ル] をクリックします。

[Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスが開きます。[参照モデル] タブで
参照モデルを管理し、[オーバーレイ モデル] タブでオーバーレイ モデルを使用で
きます。

参照モデルとオーバーレイ モデルの違いの詳細については、「参照モデルとオーバ
ーレイモデルのどちらを使用する必要がありますか? (115 ページ)」を参照してくだ
さい。

参照モデルまたは参照モデルの更新のアップロード

新しい Tekla Structures 参照モデルと Tekla Structures 参照モデルの更新バージョン
の両方を、関連付けられた Trimble Connect プロジェクトにアップロードできます。

新しい参照モデルと更新された参照モデルは、さまざまな方法でマークされます。

アイコンまたはラベル 意味

Tekla Structures 参照モデルが Trimble Connect プロジ
ェクトにアップロードされていません。

Tekla Structures 参照モデルの 新バージョンが
Trimble Connect プロジェクトにアップロードされて
いません。

参照モデルのバージョンは、Tekla Structures および
Trimble Connect のバージョンと同じです。

1. [Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスで [参照モデル] タブを開きま
す。
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2. 新しい参照モデルまたは参照モデルの新しいバージョンを Trimble Connect プ

ロジェクトにアップロードするには、  アイコンをクリックします。

参照モデルまたは参照モデルの更新のダウンロード

Trimble Connect プロジェクトから Tekla Structures モデルに新しい参照モデルまた
は更新された参照モデルをダウンロードして挿入できます。

参照モデルとそのバージョンは、 新の状態であるかどうかによって異なるアイコ
ンでマークされます。

アイコン 意味

参照モデルが前回 Trimble Connect にダウンロードさ
れた後 Tekla Structures プロジェクトで更新されまし
た。

•
 をクリックすると、モデルの 新バージョン

がダウンロードされます。

参照モデルの更新バージョンが Tekla Structures にダ
ウンロードされていません。

•
 をクリックして Tekla Structures モデルにその

バージョンを挿入します。

参照モデル バージョンが Tekla Structures モデル サブ
フォルダーに存在しますが、Tekla Structures モデルに
挿入されていません。

•
 をクリックして Tekla Structures モデルにその

バージョンを挿入します。

参照モデルのバージョンは、Tekla Structures および
Trimble Connect のバージョンと同じです。

1. [Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスの [参照モデル] タブで、フォ
ルダーをダブルクリックします。 

そのフォルダーにある参照モデルのリストが表示されます。

2. 参照モデルのバージョンを表示するには、参照モデル名の左側にある矢印をク
リックします。

3. 以下のいずれかの操作を行います。

• ダウンロードする参照モデルを選択し、  をクリックします。
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• ダウンロードする更新された参照モデル バージョンを選択し、  をクリ
ックします。

新しい参照モデルまたは更新された参照モデル バージョンが Tekla Structures モデ
ル サブフォルダーにダウンロードされ、Tekla Structures モデルに挿入されます。

参照モデルの新しいフォルダーの作成

1. [Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスの [参照モデル] タブで、
をクリックします。

2. [フォルダを選択] ダイアログ ボックスでプロジェクトをダブルクリックし、
プロジェクト内のフォルダーを表示します。 

フォルダーにサブフォルダーがある場合は、フォルダーをダブルクリックして
表示できます。

3. 参照モデルをリンクするフォルダーを 1 つまたは複数選択し、[OK] をクリッ
クします。 

フォルダーの名前を入力して [作成] をクリックすることで新しいフォルダー

を作成したり、フォルダーの上にカーソルを置いて  をクリックすることで
リストから既存のフォルダーを削除したりすることもできます。

選択したフォルダーが、[Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスの [参照モ
デル] タブにある [フォルダー] リストに追加されます。

Tekla Structures モデル オブジェクトを .ifc 参照モデルとして Trimble
Connect プロジェクトにエクスポート

Tekla Structures モデル オブジェクトから .ifc 座標ビュー 2.0 ファイルを作成し、

Trimble Connect プロジェクトにエクスポートできます。選択したモデル オブジェ
クトまたはすべてのモデル オブジェクトからファイルを作成できます。

1. [参照モデル] タブで、エクスポートした .ifc モデルを追加するフォルダーを

ダブルクリックします。

2. エクスポートを開始するには、  をクリックします。

[Trimble Connect - IFC を Trimble Connect にエクスポート] ダイアログ ボッ
クスが開きます。

3. エクスポートしたモデルまたはモデル オブジェクトの名前を入力します。

エクスポートの名前は、プロジェクト内で一意である必要があります。
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4. [エクスポート] リストで、すべてのモデル オブジェクト ([すべて])、選択した
モデル オブジェクト ([選択対象])、またはフィルター処理されたオブジェクト
([フィルター]) のどれをエクスポートするかを選択します。

• [選択対象] を選択した場合、 モデル ビュー内のオブジェクトを選択しま
す。

• [フィルター] を選択した場合は、[フィルター] リストで既存のフィルター

を選択するか、  をクリックして新しいフィルターを作成します。

詳細については、「」を参照してください。

5. 使用する IFC エクスポート設定を選択します。

• 既存の IFC エクスポート設定を使用するには、[IFC エクスポート設定] リ
ストで設定ファイルを選択します。

設定ファイルは、[IFC エクスポート設定] リストで選択できるように、モ
デル \attributes フォルダー内に配置する必要があります。

• 新しい IFC エクスポート設定を作成するには、[IFC エクスポート設定] リ
ストの右側にある  をクリックします。

詳細については、「IFC にエクスポート」を参照してください。

設定ファイルを指定しない場合は、.ifc ファイルに部材と基準線のみが含ま

れます。.ifc ファイルには製品情報が含まれていません。そのため、メイン

部材のみをエクスポートすることができます。追加プロパティ セットを追加
するには、ファイル --> エクスポート --> IFC からプロパティ セットを保存し
ます。その際、ファイル名は ifc.xml にします。

どのオブジェクト タイプをエクスポートするかを指定する設定ファイルを定
義していない場合は、表面形状のみがエクスポートされます。

6. [OK] をクリックします。

.ifc モデルがエクスポートされたら、参照モデルを Tekla Structures モデルにダウ

ンロードできます。[Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスで参照モデル

を選択し、  をクリックします。エクスポートが正常に終了すると、モデルに

 が表示されます。

エクスポートされた参照モデルの更新バージョンが Tekla Structures モデルに含ま

れている場合、  をクリックすると、参照モデルの更新バージョンがエクスポー
トされます。

[IFC にエクスポート] ダイアログ ボックスで .ifc モデルの位置を定義していな

い場合、エクスポートされた IFC モデルは Trimble Connect 3D ビューのプロジェク
ト基準点に対して相対的に配置されます。プロジェクト基準点が定義されていな
い場合、モデルはモデル原点に対して相対的に配置されます。
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Trimble Connector でのオーバーレイ モデルの管理
オーバーレイ モデルは、関連付けられた Trimble Connect プロジェクトに保存され
ている軽量参照モデルです。オーバーレイ モデルは、Tekla Structures モデルにすば
やく関連付けて、Tekla Structures モデルの上にモデル オブジェクトを表示できま
す。オーバーレイ モデルを管理するには、さまざまな方法があります。たとえば、
新しいオーバーレイ モデルの追加、オーバーレイ モデルの縮尺と位置の調整、オ
ーバーレイ モデル オブジェクトのプロパティの照会などです。

オーバーレイ モデルは Trimble Connect プロジェクトに保存されるため、Tekla
Structures モデルが Trimble Connect プロジェクトにリンクされていない場合は、
Tekla Structures モデルで使用することはできません。オーバーレイ モデルの操作
を開始する前に、 モデルを 。

オーバーレイ モデルの管理を開始するには、次のようにします。

1. Trimble Connect リボン タブで、  [モデル] をクリックします。

[Trimble Connect - モデル] ダイアログ ボックスが開きます。[オーバーレイ
モデル] タブでオーバーレイ モデルを、[参照モデル] タブで標準の参照モデル
を管理できます。

2. [Trimbel Connect - モデル] ダイアログ ボックスで [オーバーレイ モデル] タ
ブを開きます。

オーバーレイ モデルの表示の管理

• 以下のいずれかの操作を行います。

これを 実行するには

現在の作業領域内にオーバーレイ モデ
ルオブジェクトのみを表示する

• [作業領域内のみを表示] チェック ボ
ックスをオンにします。

Trimble Connect プロジェクト内のすべ
てのフォルダーとオーバーレイ モデル
のリストを表示する

• 上部にあるリストで、[プロジェクト
のすべて] を選択します。

このモデルで現在表示または非表示に
できるフォルダーおよびオーバーレイ
モデルのみを含むリストを表示する

• 上部にあるリストで、[このモデルで
使用済み] を選択します。

オーバーレイ モデルの表示/非表示 • オーバーレイ モデルを非表示にす

るには、モデルの左側にある を
クリックします。

• オーバーレイ モデルを表示するに

は、モデルの左側にある をクリ
ックします。

• フォルダー内のすべてのオーバーレ
イモデルを非表示にするには、フォ
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これを 実行するには

ルダーの左側にある をクリッ
クします。

• フォルダー内のすべてのオーバーレ

イモデルを表示するには、 を
クリックします。

フォルダーまたはそのサブフォルダ
ーに、Tekla Structures に表示できる
オーバーレイ モデルがない場合、矢
印シンボルが目のアイコンの横に表
示されません。

モデルを正しい形式に変換できないた
めに表示できない場合は、モデルの左側

に警告アイコン ( ) が表示されます。

オーバーレイ モデルにズームイン 1. オーバーレイ モデルのリストで、
ズームインするモデルを選択しま
す。

2. をクリックします。

3. [モデルにズーム] を選択します。

4. ズームするモデル ビューを選択し
ます。

5. [はい] をクリックして、選択したモ
デル ビューへのズームを確定しま
す。

オーバーレイ モデルの追加

1. 新しいオーバーレイ モデルを追加するフォルダーを選択します。

2. をクリックします。

3. [モデルの関連付け] を選択します。

4. [モデルの関連付け] ダイアログ ボックスで、[ブラウズ...] をクリックして、オ
ーバーレイ モデルを見つけます。

5. オーバーレイ モデルを選択し、[開く] をクリックします。

6. [位置] で次のいずれかのオプションを選択します。

[モデル原点] は 0,0,0 を基準にしてモデルを挿入します。

[作業平面] は現在の作業平面座標系を基準にしてモデルを挿入します。

[基準点]: <基準点の名前> は、[プロジェクトプロパティ] の基準点の定義から、

座標系の値 [東座標]、[北座標]、[高さ]、および [北からの角度] を使用して、
基準点を基準としてモデルを挿入します。
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7. オーバーレイ モデルを配置する場所を選択します。[オフセット] ボックスで
座標を入力したり、オーバーレイ モデル原点の位置をピックすることができ
ます。

8. Tekla Structures モデルとオーバーレイ モデルの間で縮尺が異なる場合は、オー
バーレイ モデルの [縮尺] を設定します。

DWG または AutoCAD に既にあるファイルの縮尺を設定する必要がある点に

注意してください。DWG または DXF ファイルの測定単位を定義し、AutoCAD
でファイルを保存すると、Tekla Structures でその単位が認識され、オーバーレ
イモデルの縮尺が正しく設定されます。

9. モデル内の位置をピックするか、[回転] ボックスに必要な値を入力して、モデ
ル Z 軸を基準にモデルを回転させることができます。

回転角の小数点以下の 大桁数は 7 です。

10. [モデルの関連付け] をクリックします。

選択したフォルダーにモデルのバージョンが追加されます。

11. 新しいオーバーレイ モデルをモデル ビューに表示するには、オーバーレイ モ

デルの横にある  をクリックします。

オーバーレイ モデルのサブフォルダーの作成

Trimble Connect プロジェクト内にサブフォルダーを作成して、オーバーレイ モデ
ルを分類できます。たとえば、ファイル形式、そのタイプ、またはプロジェクト内
での位置に基づいて、オーバーレイ モデル用にさまざまなサブフォルダーを作成
できます。

1. サブフォルダーを追加するフォルダーを選択します。

2. フォルダーの右側で をクリックします。

3. [新しいフォルダーの作成] を選択します。

4. サブフォルダーに名前を付け、[作成] をクリックします。

オーバーレイ モデルの縮尺と位置の調整

モデルの位置または縮尺の変更は、Tekla Structures と Trimble Connect の両方に適用
されます。

1. 位置を調整するオーバーレイ モデルを選択します。

2. モデルのプロパティを表示するには、[Trimble Connect - モデル] ダイアログ
ボックスの下部にある [プロパティ] をクリックします。

プロパティは、プロジェクト基準点を基準にしています。

3. モデルの尺度、位置、回転の新しい値を入力します。
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4. Tekla Structures モデル ビューに変更を適用するには、[変更] をクリックしま
す。

モデルの初期尺度と位置に戻しには、[リセット] をクリックします。

オーバーレイ モデル オブジェクトの表示
[情報] コマンドを使用して、オーバーレイ モデルのオブジェクトと製品のプロパ
ティを表示できます。

1. オーバーレイ モデルのオブジェクトまたは製品を選択します。

2. オブジェクトまたは製品を右クリックします。

3. [情報] を選択します。

[オブジェクト情報] ダイアログ ボックスに、選択したオブジェクトまたは製品の
プロパティが表示されます。表示されるプロパティは、オーバーレイ モデルとモ
デル形式によって異なる場合があります。

現在使用しているモデルからのオーバーレイ モデルの削除

1. [このモデルで使用済み] リストが開いていることを確認します。

2. 削除するオーバーレイ モデルを選択します。

3. をクリックします。

4. [使用済みモデル ツリーから削除] ツリーを選択します。

オーバーレイ モデルが [このモデルで使用済み] リストから削除されます。

オーバーレイ モデルを再び表示する場合は、[プロジェクトのすべて] リストに切

り替えて  をクリックします。オーバーレイ モデルが [このモデルで使用済み]
リストに再び表示されます。

参照モデルとオーバーレイモデルのどちらを使用する必要がありますか?
次の表で、参照モデルとオーバーレイ モデルの長所と短所、およびこれらのモデ
ルタイプで実行できる操作を参照してください。

参照オブジェクト オーバーレイ モデル

+ Tekla Structures モデルの部材、より多
くの操作が可能

- .db1 ファイルのサイズを大きくする

+ 読み込みと表示が高速

+ 各ユーザーが必要なモデル バージョ
ンを表示できる
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参照オブジェクト オーバーレイ モデル

+ .db1 ファイルのサイズに影響を与え

ない

- すべての操作が使用不可

演算 参照モデルで実行できる
かどうか

オーバーレイ モデルで実
行できるかどうか

モデルの上でのモデルの
表示 (162 ページ)

はい はい

図面でのモデルの表示 はい いいえ

モデル内のオブジェクト
の表示

はい はい

モデル内のオブジェクト
のフィルター

はい いいえ

モデルのバージョン間の
変更の管理 (111 ページ)

いいえ はい

干渉の検出 はい いいえ

オブジェクトからネイテ
ィブ オブジェクトへの変
換 (191 ページ)

はい いいえ

ユーザー定義情報の追加
(182 ページ)

はい いいえ

レイヤーの使用 (162 ペー
ジ)

はい いいえ

タスクの作成 はい いいえ

オブジェクトからのビュ
ーの作成

はい いいえ

作業領域: モデルにフィッ
ト (全ビュー)

はい いいえ

オブジェクトの非表示 はい いいえ

表示設定を使用してビュ
ーのすべてのオブジェク
トを非表示にする

はい いいえ

オーガナイザーでカ
テゴリを管理する

はい いいえ

オーバーレイ モデルのバージョンの管理
同じオーバーレイ モデルの複数のバージョンを Trimble Connect プロジェクトに含
めることができ、Tekla Structures モデル内のこれらのバージョン間の違いを確認で
きます。これにより、プロジェクトの進捗を確認できます。
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注 新しいモデル バージョンは、以前のモデル バージョンと同じフォルダーに、同じ名前
で保存する必要があります。

オーバーレイ モデルのバージョンの作成

1. オーバーレイ モデルの新しいバージョンを作成します。 

外部ソフトウェア (ArchiCad や Autodesk Revit など) を使用して、オー

バーレイ モデル バージョンを作成したり、IFC モデル バージョンを作成した
り、Tekla Structures モデルを .tekla ファイルとして Trimble Connect プロジ

ェクトにアップロードしたりできます。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

アップロード対象 実行するには

.ifc 形式の新しいモデル バージョン 以下のいずれかの操作を行います。

• [Trimble Connect - モデル] ダイアロ
グ ボックスで、以前のモデル バージ
ョンが保存されているフォルダーを
開き、以前のモデル バージョンの横

の  をクリックします。

• Trimble Connect for Browser で、元の
モデルが保存されているフォルダー
を開き、モデルの新しいバージョン
をフォルダーにドラッグ アンド ド
ロップします。

別の形式の新しいモデル バージョン a. [Trimble Connect - モデル] ダイア
ログ ボックスで、元のモデル バー
ジョンが保存されたフォルダーを
選択します。

b.  をクリックし、[モデルの関連付
け] を選択します。

c. 新しいモデル バージョンを保存し
たフォルダーをブラウズし、モデル
バージョンを選択します。

選択したフォルダーにモデルのバージ
ョンが追加されます。

3. オーバーレイ モデルのバージョンを表示するには、オーバーレイ モデルを選
択し、[バージョン] をクリックして [バージョン] セクションを展開します。

4. 表示するモデルのバージョンを選択します。 
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表示対象 実行するには

モデルの 新バージョン オーバーレイ モデルの 新バージョンが表示されな

い場合、  シンボルが表示されます。  シンボル
は、古いバージョンが表示されているモデルの横と、
以前のバージョンが表示されているモデルーを保存
したフォルダーの横に表示されます。

• モデル、またはモデルが保存されているフォルダ

ーの横にある  をクリックします。

モデルの古いバージョン
• 表示するバージョンの横の  をクリックしま

す。

.tekla および .ifc のオーバーレイ モデル バージョンの違いの比較

1. オーバーレイ モデル リストで、関連付けられた Trimble Connect プロジェクト
に少なくとも 2 つのバージョンがあるオーバーレイ モデルを選択します。

2. [オーバーレイ モデル] タブの下部で 、[バージョン] をクリックします。

3. [バージョン] セクションで、必要に応じて次のいずれかの操作を行います。 

これを 実行するには

比較するプロパティを定
義する

a. [バージョン] セクションで、[...] をクリックしま
す。

b. [比較設定] ダイアログ ボックスで、比較するプロ
パティの横にあるチェック ボックスをオンにし
ます。

[変更リスト] 内のモデル オブジェクトを比較す
る場合、選択したプロパティだけが使用されま
す。

c. 新しいプロパティを追加するには、[+] をクリッ
クし、プロパティ名を入力します。

d. プロパティを削除するには、プロパティの横にあ

る  をクリックします。

e. 現在選択されているプロパティを後で使えるよ
うに比較設定として保存するには、[比較設定] ダ
イアログ ボックスの上部にあるリストから設定
ファイルを選択するか、新しい名前を入力して新
しい設定ファイルを作成します。

f.  をクリックします。

g. [比較設定] ダイアログ ボックスを閉じます。
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これを 実行するには

プロパティの比較精度の
定義 a. [バージョン] セクションで、  をクリックしま

す。

b. [プロパティ セットの比較許容値] ダイアログ ボ
ックスで、プロパティの変更と見なされる 小単
位と 小値を設定します。

c. 後で使うために現在の許容値を保存するには、
[比較設定] ダイアログ ボックスの上部にあるリ
ストから設定ファイルを選択するか、新しい名前
を入力して新しい設定ファイルを作成します。

d.  をクリックします。

e. [プロパティ セットの比較許容値] ダイアログ ボ
ックスを閉じます。

4. [バージョン] セクションで、モデル バージョンの横にある  をクリックし
て、モデルの 2 つのバージョンを表示します。 

一度に比較できるオーバーレイ モデルは、2 つのバージョンのみである点に注
意してください。3 番目のモデル バージョンが表示されるように設定した場
合、 も古い表示バージョンが自動的に非表示になり、2 つの表示バージョン
間の相違点が表示されます。

バージョン間の変更は、モデル内で次の色で表示されます。

• 追加されたオブジェクト = 緑

• 変更されたオブジェクト = 黄色

• 削除されたオブジェクト = 赤色

• 変更されていない既存のオブジェクト = グレー
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5. 変更されたオブジェクトのどのプロパティが変更されたかを表示するには、
[変更リスト] で対応する行をクリックします。 

変更されたプロパティは、[プロパティの詳細] サイド パネルに表示されます。
サイド パネルには、オブジェクトの回転や位置の変更が表示されない場合が
ある点に注意してください。

他の形式のオーバーレイ モデル バージョンの違いを比較

.dgn や .dwg などの形式でオーバーレイ モデル バージョンを比較すると、オーバ

ーレイ モデル内のオブジェクトが色分けされて変更が表示されます。

1. オーバーレイ モデル リストで、関連付けられた Trimble Connect プロジェクト
に少なくとも 2 つのバージョンがあるオーバーレイ モデルを選択します。

2. [オーバーレイ モデル] タブの下部で 、[バージョン] をクリックします。

3. [バージョン] セクションで、モデル バージョンの横にある  をクリックし
て、モデルの 2 つのバージョンを表示します。 

一度に比較できるオーバーレイ モデルは、2 つのバージョンのみである点に注
意してください。3 番目のモデル バージョンが表示されるように設定した場
合、 も古い表示バージョンが自動的に非表示になり、2 つの表示バージョン
間の相違点が表示されます。

変更内容に従って、モデル オブジェクトが色分けされます。オブジェクトの 新
バージョンは緑色で表示され、以前のバージョンは赤色で表示されます。両方のバ
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ージョンでオブジェクトが同じである場合、レンダリング オプションに応じてオ
ブジェクトが黄色またはオレンジで表示されます。

タブでレンダリング オプションを切り替えると、変更や重なったオブジェクトが
見やすくなります。2 つの異なるレンダリング オプションを使用した同じ構造を
以下に示します。

[コンポーネント ワイヤーフレーム] オプションを使用:

[コンポーネント ソリッド] オプションを使用:
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Trimble Connector での ToDo の操作

Trimble Connector の  [ToDo] リストには、プロジェクトに追加された ToDo メモ
が表示されます。ToDo メモを追加したり、他のプロジェクト メンバーのメモに返
信したりできます。デフォルトでは、ToDo メモは、すべてのプロジェクト メンバ
ーと共有されますが、解決期限付きで ToDo を割り当てるユーザーまたはユーザー
グループを選択できます。

ToDo リストを開いて表示する

ToDo メモを表示または作成するには、現在のモデルにリンクされているプロジェ
クトが必要です。

1. [Trimble Connect] リボン タブで、  [ToDo] をクリックします。

2. [Trimble Connect - ToDo] ダイアログ ボックスで、次のいずれかの操作を行い
ます。

• [ToDo] リストを別の条件に従って並べ替えるには、使用可能な列のいずれ
かをクリックします。

ToDo メモは、[作成者]、[受託者]、[期限]、[状態]、または [優先順位] に
従って並べ替えることができます。

• 特定の ToDo メモを検索するには、[検索...] フィールドに検索語を入力しま
す。

Trimble Connector に、検索に一致する ToDo メモが表示されます。
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• ToDo メモをグループ化するには、[グループ化] リストでグループ化オプシ
ョンを選択します。

オプションは、[作成者]、[状態]、[優先順位]、[タイプ]、[注記]、[日付生
成]、および [ 終更新日] です。

3. [ToDo] リストを閉じるには、  [閉じる] ボタンをクリックします。

ToDo メモを作成する

1. ビューとスナップショットを使用して ToDo を作成する場合は、モデル ビュー
でネイティブ Tekla Structures オブジェクトを選択します。 

ビューとスナップショットを使用して ToDo を作成する場合は、次の点に注意
してください。

• 座標系は、[作業平面ハンドラー] ツールバーの設定に従います。

• 一度に多くのオブジェクトのビューを作成すると、ToDo の作成に時間がか
かるため、お勧めしません。

ビューを作成するとき、選択したネイティブ オブジェクトの IFC ファイルが
作成され、プロジェクトの root\TeklaStructures-ToDos フォルダーに

アップロードされます。

ビューとスナップショットを使用せずに ToDo メモを作成することもできま
す。これを行うには、Tekla Structures モデル ビューでオブジェクトを選択しな
いでください。

2. [Trimble Connect - ToDo] ダイアログ ボックスで、  [ToDo の作成] ボタン
をクリックします。

3. ToDo メモの [タイトル] と [説明] を入力します。 

[タイトル] および [説明] は必須です。タイトルと説明を付けずに ToDo メモ
を保存することはできません。

4. ToDo メモをユーザーまたはユーザー グループに割り当てるには、[受託者] の
横にある [選択] をクリックして、プロジェクト メンバーまたはユーザー グル
ープを選択します。 

表示されているオプションをフィルター処理するには、ユーザーまたはユーザ
ー グループの名前を入力します。

プロジェクトが共有されると、ToDo メモを他のユーザーに割り当てることが
できます。

5. 必要に応じて、次の 1 つ以上の操作を行います。

• 注記を追加するには、[注記] ボックスに注記を入力し、Enter キーを押し
てタグを保存します。

複数の注記を追加できます。

• [優先順位] リストから ToDo メモの優先順位を選択します。
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• ToDo メモの期限を設定するには、[期限] ボックスに期限を入力するか、
をクリックしてカレンダーから期限を選択します。

• ToDo のタイプを定義するには、[タイプ] リストからオプションを選択しま
す。

• ToDo メモの状態を定義するには、[ステータス] リストからオプションを選
択します。

• [完了 %] ボックスに、ToDo メモの完了比率を入力します。

6. 添付ファイルを追加するには、  [添付ファイルの追加] をクリックし、次
のいずれかまたは両方の操作を行います。

•  および  をクリックしてコンピューター上のファイルを参照し、
そのファイルを選択したフォルダーに追加します。次に、[OK] をクリック
します。

•  をクリックしてコンピューター上のファイルを参照し、[コンピュー
ターから追加] をクリックします。次に、ファイルを現在の [ToDo] メモに
添付して [OK] をクリックします。

添付ファイルをダブルクリックすると開くことができます。

Windows でファイル名拡張子の関連付けがある場合は、添付ファイルが開きま
す。モデル ファイルは開きません。

添付ファイルを削除することもできます。これを行うには、添付ファイルの右
側にある [X] をクリックします。

7. ToDo メモを保存するには、[保存する] をクリックします。

保存された ToDo メモは Trimble Connect に即座に同期されます。ToDo メモが
Trimble Connect にアップロードされると、短縮されたプロジェクト名と連番から成
る一意の名前が ToDo に付けられます。

Trimble Connect で、ToDo メモは、[ToDo] タブと [アクティビティ] タブで確認でき
ます。

ToDo メモの表示と変更

1. [Trimble Connect - ToDo] ダイアログ ボックスで、表示する ToDo メモをダブ
ルクリックします。

2. [編集] をクリックします。

3. 必要に応じて ToDo 情報を調整します。 

たとえば、受託者、状態、または完了率を変更できます。

4. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

[ToDo] プロパティ パネルを閉じるには、  [閉じる] ボタンをクリックします。
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ToDo メモにコメントを追加する

プロジェクト内の任意のユーザーが、任意の ToDo にコメントできます。

1. [Trimble Connect - ToDo] ダイアログ ボックスで、コメントする ToDo メモを
ダブルクリックします。

2. [コメント] ボックスが表示されるまで下にスクロールします。

3. ToDo メモに関するコメントを入力します。

4. 必要に応じて、  をクリックして、次のいずれかまたは両方を行うことで、
添付ファイルを追加します。

•  および  をクリックしてコンピューター上のファイルを参照し、
そのファイルを選択したフォルダーに追加します。次に、[OK] をクリック
します。

•  をクリックしてコンピューター上のファイルを参照し、[コンピュー
ターから追加] をクリックします。次に、ファイルを現在の [ToDo] メモに
添付して [OK] をクリックします。

5. コメントを保存するには、[コメントを追加] をクリックします。

また、プロジェクト管理者や ToDo の作成者は、[コメント] ボックスの隣にある 
[削除] ボタンをクリックしてコメントを削除することができます。

[ToDo] プロパティ パネルを閉じるには、  [閉じる] ボタンをクリックします。

ToDo メモのマークアップの作成

Trimble Connector で ToDo マークアップを作成して、Tekla Structures および Trimble
Connect の両方にマークアップを表示できます。

1. 現在のモデルにマークアップを追加するには、Trimble Connector の下部にある
マークアップ ツールを使用します。 

ボタン 操作 使用方法

すべてのモデル
ビューからすべ
てのクリップ平
面を削除します。

• Trimble Connector の下部で、  をク
リックします。

モデルからすべ
てのマークアッ
プを削除します。

• Trimble Connector の下部で、  をク
リックします。
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ボタン 操作 使用方法

測定のマークア
ップを作成しま
す。

測定マークアッ
プは、2 点間の距
離を示します。

a. モデルで、距離を表示する点を選択しま
す。

点、縁端、または面をピックできます。

b. 測定を配置する点をピックします。

クモマークのマ
ークアップを作
成します。

a. モデルで、クモマークの中心点をピック
します。

b. クモマークの縁端の位置をピックしま
す。

Tekla Structures により、ピックした中心位置
によって定義されたビュー平面に垂直なク
モマークが作成されます。

線のマークアッ
プを作成します。

a. モデルで、線の始点をピックします。

矢印は始点に作成される点に注意して
ください。

b. 線の終点をピックします。

以下で構成され
るテキスト マー
クアップを作成
します。

• テキストまた
は UDA、また
はレポート属
性

• 引出し線

a. マークアップ コマンドの下のテキスト
ボックスにテキストまたは頭マークを
入力します。

b. マークアップ コマンドの下にあるリス
トから UDA またはレポート属性を選択
します。

上の図では、承認者がテキストとして入

力されており、使用可能な属性のリスト
から [UDA: 承認者] が選択されていま
す。

c. 引出し線の始点をピックします。

d. テキストを追加する点をピックします。

ヒ
ン
ト

使用可能な属性のリストに UDA また
はレポート属性を追加するか、または
[テキスト マークアップ属性オプショ
ン] リストに新しい属性を追加してこ
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ボタン 操作 使用方法

れらの属性を選択可能にするには、右
下隅にある [テキストのマークアップ
の属性オプションを維持する] ボタン
をクリックします。

[テキスト マークアップ属性オプショ
ン] ダイアログ ボックスが開きます。

ここでは以下の操作を実行できます。

• 使用可能な属性のリストに追加す
る UDA またはレポート属性を選択
する。

• 上部のオプションを使用して新し
い属性を追加する。以下の操作が
必要です。

a. 属性が [ユーザー定義情報] ま
たは [レポートの作成] の場合
に選択します。

b. 属性のタイプ ([整数]、[二重]、
または [テキスト]) を選択しま
す。

c. 属性の名前を入力します。

d. 製品属性を追加する場合は、
[製品] チェック ボックスをオ
ンにする必要があります。
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ボタン 操作 使用方法

e. [+] をクリックし、新しい属性
をリストに追加します。

鉛筆マークアッ
プまたはフリー
ハンドのマーク
アップを作成し
ます。

a. モデルで、マークアップの始点を選択し
ます。

b. マウス ポインターを移動して、目的の
形状を描画します。

マウスの左ボタンを押したままにしな
いでください。

c. マークアップの終点をピックします。

Tekla Structures により、選択した始点によっ
て定義されたビュー平面に対して垂直にマ
ークアップが作成されます。

2. Tekla Structures モデルで必要なモデル オブジェクトを選択します。

3.  [ToDo の作成] ボタンをクリックします。

4. ToDo 情報を入力します。 

少なくとも ToDo のタイトルと説明を入力する必要があります。

5. ToDo が Trimble Connect と同期されていることを確認します。 

 [リストを更新] ボタンをクリックすると、ToDo を Trimble Connect に手動
でアップロードできます。

ToDo メモの割り当て

プロジェクトが共有されると、ToDo を他のユーザーに割り当てることができます。
ToDo を他のユーザーに割り当てることができるのは、プロジェクト管理者とその
ToDo の作成者のみです。Trimble Connector で作成した ToDo のみを割り当てる
ことができます。

1. 必要に応じて、ToDo の優先順位、タイプ、および状態を設定します。

2. [保存] ボタンをクリックして変更を保存します。

1. [Trimble Connect - ToDo] ダイアログ ボックスで、割り当てる ToDo メモをダ
ブルクリックします。

2. [編集] をクリックします。

3. [受託者] の横にある [選択] をクリックし、プロジェクト メンバーまたはユー
ザー グループを選択します。 

表示されているオプションをフィルター処理するには、ユーザーまたはユーザ
ー グループの名前を入力します。
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4. ToDo メモの期限を設定するには、[期限] ボックスに期限を入力するか、  を
クリックしてカレンダーから期限を選択します。

5. 必要に応じて、以下のいずれかの操作を行います。

• [優先順位] リストから ToDo メモの優先順位を選択します。

• ToDo のタイプを定義するには、[タイプ] リストからオプションを選択しま
す。

• ToDo メモの状態を定義するには、[ステータス] リストからオプションを選
択します。

6. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

[ToDo] プロパティ パネルを閉じるには、  [閉じる] ボタンをクリックします。

ToDo ビュー設定の調整

1. [Trimble Connect - ToDo] ダイアログ ボックスで、  [設定] ボタンをクリッ
クします。

2. 使用する [ToDo ビューをダブルクリック] の設定を選択します。

• カメラとビュー投影を調整します:たとえば、座標系が異なる場合、現在の
スナップショット ビューを変更せずに保持するには、このオプションが必
要です。このオプションを選択すると、Tekla Structures のビューの投影が
ToDo メモのスナップショット ビューの投影と異なる場合、ビューの投影
も変化します。

• クリップ平面の削除と追加:Tekla Structures ビューのクリップ平面が削除さ
れ、ToDo ビューのクリップ平面が Tekla Structures ビューに追加されます。
このオプションは、[カメラとビュー投影を調整します] オプションを選択
した場合のみ使用できます。

• オブジェクトの選択:このオプションは、ToDo ビューで該当するオブジェ
クトが選択されている場合、Tekla Structures ネイティブ オブジェクトを選
択します。座標系が異なる場合、オブジェクトを選択して、選択したオブ
ジェクトにズームすることができます。

これらの設定は ToDo メモ内のスナップショット ビューに影響を与えます。

3. 設定パネルを閉じるには、  [閉じる] ボタンをクリックします。

ToDo メモを同期する

他のプロジェクト メンバーが ToDo メモを作成した場合または ToDo メモにコメ
ントした場合、即座にその ToDo が自動的に同期されます。または、ToDo の変更
を手動でアップロードすることもできます。

• [Trimble Connect - ToDo] ダイアログ ボックスで、  [リストを更新] ボタンを
クリックします。
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Tekla Structures と Trimble Connect for Windows の間でビューと
選択範囲を一致させる
Tekla Structures と Trimble Connect for Windows で同時に作業している場合は、2 つ
のアプリケーションで共同作業することができます。実際には、これは、3D モデ
ル ビューのズームと投影を一致させ、両方のアプリケーションで同じオブジェク
トを選択できることを意味します。

連携させる前に、次のことを行う必要があります。

• Trimble Connect for Windows でプロジェクトを開き、Tekla Structures でモデルを
開きます。

• Tekla Structures モデルを Trimble Connect に IFC 形式でエクスポートします。

詳細については、「Trimble Connector 内の参照モデルの管理 (108 ページ)」を参
照してください。

• モデルをダウンロードして、Trimble Connect for Windows に表示します。

カメラの位置、ズーム レベル、およびモデル ビューの投影を一致させる
モデル ビューは、可能な限り互いに一致するように、Tekla Structures および Trimble
Connect for Windows で調整できます。この操作を行うと、ビューのカメラ位置、ズ
ーム レベル、およびビューの投影が同期されます。他のモデル ビューと一致させ
る主モデル ビューにするモデル ビューを選択できます。

• 以下のいずれかの操作を行います。 

これを 実行するには

Trimble Connect for
Windows ビューに合わせ
て Tekla Structures モデル
ビューを調整する

• [Trimble Connect] タブで、 [Windows 用
Trimble Connect ビューに合わせる] をクリックし
ます。

Tekla Structures ビューに
合わせて Trimble Connect
for Windows モデル ビュ
ーを調整する

• [Trimble Connect] タブで、 [Tekla Structures
ビューに合わせる] をクリックします。

同じオブジェクトの選択

• 以下のいずれかの操作を行います。 

これを 実行するには

Tekla Structures モデルで
も現在選択されている
Trimble Connect オブジェ
クトを選択します。

• [Trimble Connect] タブで、 [Windows 用
Trimble Connect で選択] をクリックします。
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これを 実行するには

Trimble Connect for
Windows でも現在選択さ
れている Tekla Structures
モデル オブジェクトを選
択します。

• [Trimble Connect] タブで、 [Tekla Structures
で選択] をクリックします。
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2 インポート形式とエクスポート
形式について

Tekla Structures は、非常に相互運用性に優れています。他のソフトウェアまたはシ
ステムを使用しているユーザーとモデル情報をやり取りする必要がある場合でも、
標準的なさまざまなファイル形式で情報をインポートおよびエクスポートするこ
とができ、いくつかの他の製品への直接リンクを構築することもできます。

• ほとんどの場合、やり取りに使用される形式は、多くのさまざまなツールでサ
ポートされている一般的な業界標準の形式 (132 ページ) です。

• 形式は、インポート、エクスポート、またはその両方でサポートされている場
合があります。リストについては、「Tekla Structures と互換性のあるファイル形
式とソフトウェア (133 ページ)」を参照してください。多くのよく使用される
ツールとデータを共有するために利用できるオプションがリストされている、
サポートされているソフトウェアの表もあります。

• データをやり取りする準備ができたら、「Tekla Structures に対するインポートと
エクスポート (153 ページ)」を参照してください。

• 新しいインポートおよびエクスポート形式、また他のソフトウェアへの直接リ
ンクなどの新しい機能を (499 ページ) からインストールすることができます。

• 組織にスキルのあるプログラマーがいる場合は、Tekla Open API を使用して、
カスタマイズした独自のインポートおよびエクスポート形式を追加したり、他
のソフトウェアおよびシステムへの直接リンクを追加したりできます。

2.1 業界標準

業界標準のさまざまなファイル転送形式があります。 Tekla Structures でサポート
される主なファイル転送形式は、IFC、CIS/2、DSTV、SDNF、DGN、DXF、DWG、
IGES、および STEP です。 また、これらより古い形式も含まれます。 より密接に
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統合するために、Tekla Open API テクノロジを使用して Tekla Structures にリンクで
きます。

通常はファイル拡張子によって基になっている形式がわかります。形式がわから
ない場合やファイルがインポートされない場合は、そのファイルをテキストエディ
タで開いてヘッダー情報を調べる必要があります。通常、ヘッダー情報には、ファ
イルタイプと作成元アプリケーションが示されています。CIS/2 ファイルの場合、
作成元アプリケーションとバージョン番号がファイルの末尾に記されていること
があります。

参照項目

Tekla Structures と互換性のあるファイル形式とソフトウェア (133 ページ)

2.2 Tekla Structures と互換性のあるファイル形式とソフトウェ
ア
次の表は、Tekla Structures の相互運用性を示しています。

「互換性のあるファイル形式」リストには、Tekla Structures でインポートとエクス
ポートに使用できるファイル形式が記載されています。

互換性のあるソフトウェア リストには、Tekla Structures と互換性のあるソフトウェ
アが含まれています。リストされている一部のソフトウェアには、Tekla Structures
との直接リンクがあります。Tekla Warehouse では、多数の直接リンクを使用できま
す。

互換性のあるファイル形式

Tekla Structures では、複数の形式をインポートおよびエクスポートできます。

データをインポートおよびエクスポート (153 ページ)する際に Tekla Structures で
使用できる各種形式を次の表に示します。

一部の形式を使用するには、Tekla Warehouse から拡張ツールをダウンロードする必
要があります。

形式 インポート エクスポート

3D イメージ (.obj ) X

aSa (.TEK) カットおよび曲げの鉄筋の数量
と製品形状

Autodesk 3DS Max 形式 (.3ds) X

Autodesk (.dwg) 3D 形状、2D 形状 3D 形状、2D 形状、図面

Autodesk (.dxf) 3D 形状、2D 形状 3D 形状、2D 形状、図面

Bentley ISM X X
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形式 インポート エクスポート

BIM Collaboration 形式 (.bcf) X X

Blender ファイル (.blend) X

BricsCAD (.ifc) X X

BVBS (.abs) カットおよび曲げ、金網、格子
梁の鉄筋の数量と製品形状

CIS/2 LPM5/LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

3D 形状 3D 形状

CIS/2 LPM5/LPM6 (設計)
(.stp、.p21、.step)

3D 形状、属性 3D 形状、属性

CIS/2 LPM6 (製作) (.stp、.p21、.step) 3D 形状、属性

CPIxml 数量、材質データ、状態データ

COLLADA (.dae) X
.csv 製造、属性の部材と製品の形状

DSTV (.nc,.stp,.mis) 3D 解析形状 製造の部材データ

EJE X
Elematic ELiPLAN、ELiPOS (.eli) 製品の状態と日付 キャスト、プロットとカット、

設計の状況とメモの要素および
材質の数量、製品形状

EPC X
Fabsuite (.xml) X X

FabTrol Kiss (.kss) モデル データ、属性

FabTrol MIS Xml (.xml) X X

Filmbox (.fbx) X

GL Transmission Format (.glft) X

High Level Interface File (.hli) X X

HMS (.sot) キャスト、プロット、設計の状
況とメモの要素および材質の数
量、製品形状

IBB Betsy (.fa、.f、.ev) 要素と材質の数量

IFC2x2 (.ifc) ** X

IFC2x3 (.ifc) ** BIM モデル、3D 形状、2D
形状、属性

BIM モデル、3D 形状、2D 形状、
属性

IFC4 (.ifc) ** X X

IFCXML 2X3 (.ifcXML) ** X X

IFCZIP 2x3 (.ifcZIP) ** X X
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形式 インポート エクスポート

Initial Graphics Exchange Specification (IGES)
(.iges、.igs)

X X

LandXML (.xml) X

Microsoft Project (.xml) X X

Microstation (.dgn) 3D 形状 3D 形状

Oracle Primavera P6 (.xml) X X

Plant Design Management System (.pdms) X

Polygon File Format (.ply) X

SAP、Oracle、ODBC、その他 X * X *
SketchUp (.skp) 3D 形状 3D 形状

Staad ASCII (.std) X X

Steel Detailing Neutral Format
(.sdf、.sdnf、.dat)

3D 形状 3D 形状

Steel12000 X
STEP AP203 (.stp、.step) 3D 形状

STEP AP214 (.stp、.step) 3D 形状 3D 形状

StruM.I.S X 3D 形状、2D 形状、図面

Tekla Collaboration (.tczip) X X

Tekla EPM (例: Fabsuite) モデル データ、属性、図面、NC
ファイル

Tekla-FabTrol Report (.xsr) X

Tekla Structural Designer ニュートラル (.cxl) 解析および設計モデル 解析および設計モデル

Tekla Structures 形状 (.tsc) X X

Trimble フィールド リンク (.tfl) X X

Trimble LM80 (.txt、.cnx) X X

TubeNC (.xml) 製造部材の形状

ユニテクニックデータ (.uni、.cam) プレキャスト型枠、プロット、
金網溶接の要素および材質の数
量、プロセス情報、製品形状

* Tekla OpenAPI を使用

** buildingSMART International によって認定された IFC アプリケーションのリスト
については、「Certified Software」 (認定ソフトウェア) を参照してください。
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互換性のある Trimble ソフトウェア

次の表は、Tekla Structures と互換性のある Trimble ソフトウェアを示しています。

Trimble 製品 Tekla Structures へのイン
ポート

Tekla Structures からのエ
クスポート

3D+ Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

DuctDesigner 3D Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

PipeDesigner 3D Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

Plancal IFC2X3 (.ifc)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

SketchUp Make SketchUp (.skp) SketchUp (.skp)
SketchUp Pro SketchUp (.skp)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

SketchUp (.skp)
Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Tekla Field3D IFC2X3 (.ifc)

Tekla Civil 直接リンク

LandXML (.xml)

直接リンク

IFC2X3 (.ifc)

Tekla Collaboration Tekla Collaboration ファイ
ル (.tczip)

Tekla Collaboration ファイ
ル (.tczip)

Tekla Structural Designer ニュートラル XML
(.cxl)

ニュートラル XML
(.cxl)

Trimble Business Centre LandXML (.xml)
Trimble Connect 直接リンク

IFC2X3 (.ifc)

直接リンク

IFC2X3 (.ifc)

Trimble フィールド リン
ク

Trimble フィールド リン
ク (.tfl)

Trimble フィールド リン
ク (.tfl)
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Trimble 製品 Tekla Structures へのイン
ポート

Tekla Structures からのエ
クスポート

Trimble LM80 Desktop Autodesk (.dxf)

LM80 (.cnx、.txt)

Autodesk (.dxf)

LM80 (.cnx、.txt)

Vico Office  直接リンク

 Autodesk (.dwg)

 Autodesk (.dxf)

 IFC2X3 (.ifc)

IfcXML 2X3 (.xml) IfcXML 2X3 (.xml)

 Microstation (.dgn)

Excel スプレッドシート
(.xls)

Excel スプレッドシート
(.xls)

Vico Schedule Planner 直接リンク

.xml
直接リンク

.xml

直接リンクがある互換性のあるソフトウェア

次の表は、データをインポートおよびエクスポート (153 ページ)するための Tekla
Structures との直接リンクがあるソフトウェアを示しています。

Tekla Warehouse では、多数の直接リンクを使用できます。

この表には、直接リンクを使用できない場合に使用できるファイル形式も示されて
います。

製品 会社名 Tekla Structures への
インポート

Tekla Structures から
のエクスポート

ADConX ADConX 直接リンク

AxisVM Inter-CAD Kft. 直接リンク 直接リンク

IFC2X3 (.ifc)

BeamMaster AGT 直接リンク

Bentley
Architecture

Bentley 直接リンク (ISM) 直接リンク (ISM)
Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)
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製品 会社名 Tekla Structures への
インポート

Tekla Structures から
のエクスポート

Bentley
Structural

Bentley 直接リンク (ISM) 直接リンク (ISM)
Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

 

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

 

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

BricsCAD Bricsys .ifc .ifc
CYPECAD Cype 直接リンク

Diamonds Buildsoft 直接リンク 直接リンク

Fabsuite Fabsuite 直接リンク

KISS (.kss)

直接リンク

KISS (.kss)

FEM Design StruSoft 直接リンク

IFC2X3 (.ifc)

直接リンク

IFC2X3 (.ifc)

IDEA StatiCa IDEA StatiCa  直接リンク

Joints For Tekla Progetto Archimede 直接リンク

Lantek Lantek 直接リンク 直接リンク

LIRA-SAPR LIRA SAPR 直接リンク (デフォル
ト、ロシア)

直接リンク (デフォ
ルト、ロシア)

LIRA 10 LIRA SOFT 直接リンク (ロシア) 直接リンク (ロシア)
Meridian Prolog Trimble 直接リンク

Midas Gen MIDAS 直接リンク 直接リンク

ModeSt Tecnisoft 直接リンク 直接リンク

PEMA
WeldControl

Pemamek 直接リンク

Pipelabo Maruhide 直接リンク

PowerConnect Buildsoft 直接リンク 直接リンク

PowerFrame Buildsoft 直接リンク 直接リンク

ProCAM HGG 直接リンク 直接リンク

Pro-Fit Zeman 直接リンク

Qnect Qnect 直接リンク
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製品 会社名 Tekla Structures への
インポート

Tekla Structures から
のエクスポート

Raptor Peddinghaus  直接リンク

RFEM Dlubal 直接リンク

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

IFC2X3 (.ifc)

直接リンク

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.ste
p)

IFC2X3 (.ifc)

RISA 3D (Suite) Risa Technology 直接リンク (US 市場) 直接リンク (US 市
場)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.ste
p)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.ste
p)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

 

RisaConnection Risa Technology 直接リンク (米国、イ
ギリス、ドイツ、スウ
ェーデン、ノルウェ
ー、中国、インド、オ
ーストラリア)

直接リンク (米国、イ
ギリス、ドイツ、ス
ウェーデン、ノルウ
ェー、中国、インド、
オーストラリア)

Robot
Millenium

Autodesk 直接リンク

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

直接リンク

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.ste
p)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.ste
p)

RSTAB Dlubal 直接リンク

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

IFC2X3 (.ifc)

直接リンク

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.ste
p)

IFC2X3 (.ifc)

SAP2000 Computers &
Structures, Inc.

直接リンク 直接リンク

直接リンク (ISM) 直接リンク (ISM)
Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)
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製品 会社名 Tekla Structures への
インポート

Tekla Structures から
のエクスポート

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.ste
p)

SCIA Nemetschek 直接リンク 直接リンク

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Steel Detailing Neutral
Format
(.sdf、.sdnf)

S-FRAME S-FRAME Software
Inc.

直接リンク

Autodesk (.dxf)

直接リンク

Autodesk (.dxf)

Sicam Controlled
Automation

 直接リンク

STAAD.Pro Bentley 直接リンク 直接リンク

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.ste
p)

 Staad ASCII ファイル
(.std)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

 

ISM ISM
Steel Projects
PLM

Steel Projects 直接リンク 直接リンク

StruM.I.S StruM.I.S 直接リンク BSWX (.bswx )

Vacam Voortman 直接リンク
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互換性のあるソフトウェア

Tekla Structures と互換性のあるソフトウェアと、Tekla Structures でインポートおよ
びエクスポート (153 ページ)できる形式を次のテーブルに示します。

buildingSMART International によって認定された IFC アプリケーションのリストに
ついては、「Certified Software」 (認定ソフトウェア) を参照してください。

さまざまなインポートおよびエクスポート ツールの詳細を確認するには、「Tekla
Structures に対するインポートとエクスポート (153 ページ)」を参照してください。

製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

3ds Max Autodesk Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

3ds Max
Design/VIZ

Autodesk Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

A+ Software ArmaPlus  BVBS (.abs)

Soulé (.xml)

aSa (.TEK)

Adapt Adapt
Corporation

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Advance Steel、
Advance Design/
Engineering

Autodesk CIS/2 LPM5 (解析)
(.stp、.p21、.step)

IFC2X3 (.ifc)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

CIS/2 LPM5 (解析)
(.stp、.p21、.step)

IFC2X3 (.ifc)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Allplan/Planbar Nemetschek Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

ANSYS ANSYS IGES (.iges、.igs) IGES (.iges、.igs)

ArchiCAD Graphisoft/
Nemetschek

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

IFCXML 2X3 (.xml) IFCXML 2X3 (.xml)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

IFCZIP (.ifczip) IFCZIP (.ifczip)

座標ビュー v1 座標ビュー v1
ArchonCAD ArchonCAD

Ltd.
Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Armaor Ariadis BVBS (.abs)

Artube Adige STEP (.stp、.step)

IGES (.iges、.igs)

IFC (.ifc)

aSa Rebar Applied
Systems
Associates
Inc

aSa Rebar ファイル
(.TEK)

ASI Applied
Science
International
LLC

Staad ASCII ファイル
(.std)

AutoCAD Autodesk Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

AutoCAD
Architecture

Autodesk Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

IGES (.iges、.igs) Microstation (.dgn)

AutoCAD Civil
3D

Autodesk Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

Microstation (.dgn)  

LandXML ファイル
(.xml)

 

AutoCAD MEP Autodesk Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

 Microstation (.dgn)

AutoPLANT Bentley Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

AutoVue Oracle Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

STEP AP214
(.stp、.step)

Aveva E3D AVEVA Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format
(.sdf、.sdnf、.dat)

.ifc ベースの Tekla
Collaboration ファイル
(.tczip)

Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format
(.sdf、.sdnf、.dat)

.ifc ベースの Tekla
Collaboration ファイル
(.tczip)

AviCAD Progress/
EBAWE

ユニテクニックデータ
(.cam)、BVBS (.abs)

Bentley Building
Electrical
Systems

Bentley Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

Bentley Building
Mechanical
Systems

Bentley Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

Bentley Inroads Bentley LandXML ファイル
(.xml)

Betsy IBB –
Consultants
& Engineers

Betsy (.fa)、Betsy (.f)、
Betsy (.ev)

Cadmatic Cadmatic Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

CADmep+ MAP
Software/
Autodesk

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

IFCXML 2X3 (.xml) IFCXML 2X3 (.xml)

IFCZip (.ifczip) IFCZip (.ifczip)

CADPipe AEC Design
Group

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

CADWorx Plant Intergraph/
Hexagon

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

CAESAR II Intergraph/
Hexagon

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

CATIA Dassault Autodesk (.dwg)  

Autodesk (.dxf)  

IGES (.iges、.igs)  

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

Concrete Pro LAP Laser
GmbH

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

ユニテクニックデータ
(.cam)

ConSteel ConSteel
Solutions
Limited

ASCII

Corobs Müller
Opladen

TubeNC (.xml)

Daystar Software Daystar
Software
Inc.

Autodesk (.dxf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Autodesk (.dxf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

DDS-CAD DDS IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

Digital Project Gehry
Technologie
s

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

ebos Progress/
EBAWE

ユニテクニックデータ
(.cam)

elcoCAD Hannappel
SOFTWAR
E GmbH

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

EliPlan Elematic EliPlan (.eli) EliPlan (.eli)

ELiPOS Elematic EliPlan (.eli)

EliteCAD Messerli
Informatik

IFC2X3 (.ifc)
Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

Autodesk (.dxf)

ETABS Computers
&Structures,
Inc.

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

 STEP AP214
(.stp、.step)

FabPro Pipe UHP
Process
Piping Inc.

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

FabTrol MRP FabTrol FabTrol MIS XML (.xml) FabTrol MIS XML (.xml)

FabTrol KISS File (.kss)

Tekla-FabTrol Report
(.xsr)

FactoryCAD Siemens Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

FelixCAD SofTec Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

Floor Pro Adapt
Corporation

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

FormZ AutoDesSys
, Inc.

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

FXTube Mazak STEP (.stp、.step)

IGES (.iges、.igs)

IFC (.ifc)

GSA Oasys CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

GT Strudl GT Strudl Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

Autodesk (.dxf)

HMS HMS HMS (.sot)

HOOPS Tech Soft
3D

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Inventor Autodesk Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

IronCAD IronCAD Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

iTWO RIB
Software
AG

CPIxml (.xml)

KeyCreator Kubotek Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

LEIT2000 SAA ユニテクニックデータ
(.cam)

LP-System Lennerts &
Partner

BVBS (.abs)

MagiCAD Progman Autodesk (.dwg)

IFC2X3 (.ifc)

Autodesk (.dwg)

IFC2X3 (.ifc)

MasterFrame MasterSeries DSTV96
(.nc、.stp、.mis)

DSTV96
(.nc、.stp、.mis)

Maxon Cinema
4D

Nemetschek Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Maya Autodesk Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)

STEP AP214
(.stp、.step)

Autodesk Maya Autodesk
(.dxf)

Mesh Welding EVG
(Filzmoser)

ユニテクニックデータ
(.cam)

BVBS (.abs)

Mesh Welding A.W.M. ユニテクニックデータ
(.cam)

Mesh Welding Progress/
EBAWE

ユニテクニックデータ
(.cam)

Microsoft Office
Project

Microsoft Project (.xml) Project (.xml)

Microstran Engineering
Systems Pty
Limited

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

Microstation Bentley Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs) IGES (.iges、.igs)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

Multiframe Daystar
Software
Inc.

Autodesk (.dxf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Autodesk (.dxf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Nastran MSC
Software
Corporation

Autodesk (.dwg)

IGES (.iges、.igs)

Autodesk (.dwg)

IGES (.iges、.igs)

NavisWorks Autodesk Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn)

NX (Unigraph) Siemens Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

PDMS AVEVA Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format
(.sdf、.sdnf、.dat)

Tekla Collaboration ファ
イル (.tczip)

Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format
(.sdf、.sdnf、.dat)

Tekla Collaboration ファ
イル (.tczip)

PDS Intergraph/
Hexagon

Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format (.dat)

Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format (.dat)

Peikko Designer Peikko
Group
Corporation

プラグイン プラグイン

PipeCAD Mc4
Software

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

Plant-4D CEA
Technology

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Microstation (.dgn)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

PRIAMOS GTSdata CPIxml (.xml)

ユニテクニックデータ
(.cam)

Primavera Oracle P6 (.xml) P6 (.xml)

ProStructures Bentley  Autodesk (.dwg)

 Autodesk (.dxf)

 Microstation (.dgn)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdf、.sdnf)

ISM ISM
Pro/Engineer PTC IGES (.iges、.igs)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

ProFit Progress/
EBAWE

BVBS (.abs)

Prokon Prokon CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

PythonX Lincoln
Electric

DSTV

RAM (CAD
Studio)

Bentley Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

ISM ISM
Revit
Architecture/ME
P

Autodesk Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

 Tekla Collaboration ファ
イル (.tczip)

Revit Structure Autodesk Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

 Tekla Collaboration ファ
イル (.tczip)

Rhinoceros McNeel
North
America

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

Geometry Gym リンク Geometry Gym リンク

RinasWeld Kranendonk IFC2X3 (.ifc)

SACS Engineering
Dynamics
Inc.

Autodesk (.dxf)

Steel Detailing Neutral
Format (.sdnf)

SAFE Computers
&
Structures,
Inc.

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

IGES (.iges、.igs)  

SAM Bestech
Limited

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

Schnell Software Schnell
Software

BVBS (.abs)

ユニテクニックデータ
(鉄筋/金網)

SDS/2 Design Data Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

 CIS/2 LPM6 (製作)
(.stp、.p21、.step)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

Smart 3D
(SmartPlant/
SmartMarine)

Intergraph/
Hexagon

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 設計
(.stp、.p21、.step)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

IFC2X3 (.ifc)
[SmartPlant 3D を使用]

 

Solibri Model
Checker/Model
Viewer

Solibri IFC2X3 (.ifc)

SolidEdge Siemens Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

IGES (.iges、.igs)  

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

SolidWorks Dassault Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

IFC2X3 (.ifc) IFC2X3 (.ifc)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

Soulé Soulé
Software
Inc.

 .xml
BVBS (.abs)

SPACE GASS SPACE
GASS

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

CIS/2 LPM6 (解析)
(.stp、.p21、.step)

SpaceClaim SpaceClaim
Co.

Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

IGES (.iges、.igs)  

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

Steel Smart
System

Applied
Science
International
, LLC

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)
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製品 会社名 Tekla Structures へのイ
ンポート

Tekla Structures からの
エクスポート

StructureWorks StructureWo
rks LLC.

Autodesk (.dwg)  

Autodesk (.dxf)  

IGES (.iges、.igs)  

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

TurboCAD IMSI Design Autodesk (.dwg) Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf) Autodesk (.dxf)

Microstation (.dgn) Microstation (.dgn)

STEP AP203/AP214
(.stp、.step)

STEP AP214
(.stp、.step)

UniCAM ユニテクニ
ックデータ

ユニテクニックデータ
(.cam、.uni)

Unigraphics Siemens
PLM
Software

IGES (.iges、.igs)

Vernon Lincoln
Electric

TubeNC (.xml)

VectorWorks Nemetschek IFC2X3 (.ifc)

IGES (.iges、.igs)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

IFC2X3 (.ifc)

Volo View Autodesk Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)

Autodesk (.dwg)

Autodesk (.dxf)
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3 Tekla Structures に対するインポー
トとエクスポート

Tekla Structures には、物理モデル、参照モデル、およびこれらのモデルに含まれる
情報をインポート/エクスポートする際に使用できるツールがいくつか用意されて
います。

インポートとエクスポートが可能な互換性のあるソフトウェアの詳細については、
「Tekla Structures と互換性のあるファイル形式とソフトウェア (133 ページ)」を参照
ください。

注 インポートとエクスポートの機能は、すべての Tekla Structures 構成で使用できるわけ
ではありません。詳細については、「」を参照してください。

Tekla Structures では、インポート機能とエクスポート機能を以下のように利用でき
ます。

• 参照モデルを Tekla Structures にインポートできます。たとえば、意匠モデル、
プラント設計モデル、冷暖房空調設備 (HVAC) モデルなどを参照モデルとして
インポートできます。参照モデルは、モデルを作成するためのレイアウト情報
として、単純な 2D 図面を利用することもできます。

• 他のソフトウェアで作成された 2D モデルまたは 3D モデルをインポートし、
Tekla Structures を使用して構造オブジェクトの詳細設定や操作を行うことがで
きます。モデルが完成したら、モデルをエクスポートし、レビューのために設
計者やエンジニアに返すことができます。

• インポートされたほとんどの形式のモデルからレポートを作成できます。

• Tekla Structures モデルをエクスポートして解析に使用できます (複数の形式)。
解析後、解析結果を Tekla Structures モデルにインポートできます。

• プロジェクトのエンジニアリング/建設フェーズのために、さまざまなモデルを
出力することができます。

• さまざまな形式から形状をインポートできます。形状はアイテムの定義に使用
します。
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• 製作情報システムや製作フェーズで使用するデータをエクスポートできます。

• 自動カット/掘削/溶接 CNC 機械で使用する CNC (コンピューター数値制御)
データをエクスポートできます。

• たとえば、工場で進捗状況を追跡できるように、MIS (製作情報システム) に
エクスポートできます。

各種インポートおよびエクスポートの詳細を確認するには、以下のリンクをクリッ
クしてください。

参照モデルと、互換性のある形式 (158 ページ)

IFC (187 ページ)

DWG と DXF (228 ページ)

DGN (262 ページ)

LandXML (268 ページ)

PDF (269 ページ)

SketchUp (270 ページ)

点群 (271 ページ)

NC ファイル (325 ページ)

FEM (318 ページ)

ASCII ファイル (363 ページ)

MIS リスト (361 ページ)

FabTrol XML ファイル (362 ページ)

PDMS/E3D (363 ページ)

Tekla EPM (366 ページ)

HMS (481 ページ)

EliPlan (461 ページ)

BVBS (448 ページ)

ユニテクニック (374 ページ)

解析システム (304 ページ)

CAD (488 ページ)

レイアウト マネージャ (285 ページ)

Trimble Connector (101 ページ)

Tekla Warehouse には、これらの組み込みのインポート ツールやエクスポート ツー
ルに加えて、その他のアプリケーションをダウンロードできるさまざまなリンクが
提供されています。
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3.1 変換ファイル
変換ファイル (.cnv) では、Tekla Structures のプロファイル、ツイン プロファイル、
および材質の名前を他のソフトウェアで使用されている名前にマッピングします。

変換ファイルは、各行の 1 番目の列に Tekla Structures で使用されている名前を記述
し、2 番目の列に他のソフトウェアで使用されている名前を記述した単純なテキス
トファイルです。この 2 つの列は、スペースで区切ります。プロファイル変換ファ
イルには、すべてのパラメトリック プロファイルを入力する必要があります。

モデルのインポート時とエクスポート時に同じ変換ファイルを使用できます。ま
た、ほとんどのインポート/エクスポート ツールで、変換ファイルの場所を指定で
きます。

変換ファイル名をパスなしで入力すると、Tekla Structures によって現在のモデル フ
ォルダーからファイルが検索されます。変換ファイルのボックスを空白のままに
すると、 [ファイル] メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> ファイルフォルダ の詳細設
定 XS_PROFDB で指定されているファイルが、Tekla Structures によって検索されま

す。ツールでパスと変換ファイルを指定できない場合も同様です。

Tekla Structures では、標準インストールに複数の変換ファイルが用意されていま
す。また、独自の変換ファイルを作成することもできます。標準の変換ファイル
は、環境フォルダー ...\ProgramData\Trimble\Tekla Structures
\<version>\environments\ にある \profil フォルダーにあります。正確な

場所は環境によって異なることがあります。変換ファイルの拡張子は、常に .cnv
です。

変換ファイルの作成
Tekla Structures インストールに付属する変換ファイルがニーズに合わない場合は、
独自の変換ファイルを作成できます。
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1. 任意の標準のテキスト エディターで既存の変換ファイルを開きます。 

デフォルトでは、変換ファイルは環境フォルダー ...\ProgramData
\Trimble\Tekla Structures\<version>\environments\ の下の

\profil フォルダーにあります。正確な場所は環境によって異なることがあ

ります。

2. ファイルを別名で保存します。 

エクスポート/インポート ツールで変換ファイルのパスを指定できる場合は、
どこにでもファイルを保存できます。パスを指定できない場合は、 [ファイル]
メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> ファイルフォルダ の詳細設定 XS_PROFDB
で定義されている場所にファイルを保存します。

3. ファイルを変更します。Tekla Structures で認識されるプロファイル名を 1 列
目に入力し、他のソフトウェアで認識される対応する名前を 2 列目に入力しま
す。 

編集時には次の点を確認します。

• 空白の材質定義(空の引用符 " ")を使用していないこと。

• プロファイル位置の文字列にスペースが含まれていないこと。たとえば、
"Hand Rail"ではなく"Hand_Rail"と入力します。

4. 変更を保存します。 

注 • プロファイル名の違いが* X または x 形式に関するものである場合、
通常、これらは自動的に処理されるため、3 つのファイル(プロファイ
ル、ツインプロファイル、材質)がすべて必要というわけではありませ
ん。たとえば、UC254*254*73 になるように UC254x254x73 をインポ
ートした場合、小文字の"x"は"X"に自動的に変更されるので、変換フ
ァイルの形式は UC254*254*73 254X254X73 になります。

• モデルのインポート時に問題が発生した場合は、Tekla Structures ログ
ファイルでエラーメッセージを確認し、変換ファイルを確認します。

例

変換ファイルの例を次に示します。

SDNF
! Profile name conversion Tekla Structures -> SDNF
!
! If Converted-name does not exist, it will be the same
! as Tekla Structures-name.

! Tekla Structures-name Converted-name

C10X15.3 C10X15.3
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C10X20 C10X20
C10X25 C10X25
C10X30 C10X30
C12X20.7 C12X20.7
C12X25 C12X25
C12X30 C12X30
C15X33.9 C15X33.9
C15X40 C15X40
C15X50 C15X50
C3X4.1 3X4.1
DSTV
! Profile name conversion Tekla Structures -> DSTV
!
! If Converted-name does not exist, it will be the same
! as Tekla Structures-name.

! Tekla Structures-name Converted-name

C10X15.3  C10X15.3
C10X20    C10X20
C10X25    C10X25
C10X30    C10X30
C12X20.7  C12X20.7
C12X25    C12X25
誤りのある変換ファイルと正しい変換ファイルの例を次に示します。エラー部分
が強調表示されています。

00100782 4 0 2 "brace" "踏板 4" 1 "TREAD4.5" "" 0.000000 0 0 
0.000000 1.000000 0.000000 16.250000 13.154267 3.857143
15.500000 13.154267 3.857143 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
00100782 4 0 2 "brace" "Tread_4" 1 "TREAD4.5" "A36" 0.000000
0 0 0.000000 1.000000 0.000000 16.250000 13.154267 3.857143
15.500000 13.154267 3.857143 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000 0.000000
0.000000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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ツインプロファイル変換ファイル

Tekla Structures には、ツインプロファイルの個別の変換ファイルが用意されていま
す。プロファイル変換ファイルの前にツインプロファイル変換ファイルが読み込
まれるので、元のモデルのプロファイルをインポートに含める必要があります。

ツインプロファイル変換ファイルは、プロファイル頭マーク(文字のみ)とスペース
で区切られたプロファイル間の距離(mm 単位)が含まれたテキストファイルです。
Tekla Structures では、指定された頭マークを持つすべてのプロファイルがツインプ
ロファイルに変換されます。

ツインプロファイル変換ファイルには、twin_profiles.cnvという名前を付け

ることができ、次のような行を含めることができます。

DL 20
プロファイル間の距離は、同じプロファイル頭マークを持つすべてのプロファイル
で同じになります。たとえば、頭マークが DL であるプロファイルでは常に同じ間
隔が使用されます。別の間隔値を使用する場合は、別のプロファイル頭マークを使
用する必要があります。

また、次のように、ツインプロファイルをプロファイル変換ファイルに追加して、
DL プロファイルを山形鋼に変換する必要があります。

L200*20 DL200/20-20

制限事項

• ツインプロファイル変換は、数字で始まるプロファイルには使用できません。
つまり、ツインアングルを 2L として定義することはできません。代わりに、ツ
インプロファイルの頭マークとして DL を使用する必要があります(例: 
DL200/20-20)。

• ツインプロファイル変換は CAD インポートの場合のみ機能します。FEM イン
ポートの場合は機能しません。

3.2 参照モデルと、互換性のある形式
参照モデルは Tekla Structures モデルの構築に役立つファイルです。参照モデルは、
Tekla Structures や他のソフトウェアまたはモデリング ツールで作成された後、
Tekla Structures に挿入されます。

たとえば、意匠モデル、プラント設計モデル、冷暖房空調設備 (HVAC) モデルなど
は参照モデルとして使用できます。参照モデルは、モデルを作成するためのレイア
ウト情報として、単純な 2D 図面を挿入して利用することもできます。参照モデル
の形状にスナップできます。

各種形式の参照モデル (IFC、IFC4、IFCzip、IFCxml、tcZIP、3DD、DXF、DWG、
DGN、XML、LandXML、STP、IGS、SKP、PDF など) は、参照モデルの挿入時に
TrimBimConverter によって TrimBIM (.trb) 形式に変換されます。.trb ファイル

は、現在のモデル フォルダに保存されます。参照モデルを表示するように設定さ
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れている場合、詳細設定 XS_REFERENCE_CACHE に基づいてキャッシュ フォルダ

に参照キャッシュが作成されます。これは挿入および更新時に自動的に行われま
す。

サポートされているファイル タイプの例:

• AutoCAD ファイル .dxf
• AutoCAD ファイル .dwg (ACAD2018 以前のバージョンをサポート)

• IFC ファイル .ifc、.ifczip、.ifcxml
• IGES ファイル .igs、.iges
• LandXML ファイル .xml
• MicroStation ファイル.dgn、.prp
• PDF ファイル.pdf
• Tekla Collaboration ファイル .tczip
• SketchUp ファイル .skp (SketchUp 2021 以前のバージョンをサポート)

• STEP ファイル .stp、.STEP
• Filmbox ファイル .fbx
• COLLADA ファイル .dae
• Autodesk 3DS Max 形式のファイル .3ds
• 3D イメージ ファイル .obj
• Blender ファイル .blend
• GL Transmission Format ファイル .glft
• Polygon File Format ファイル .ply
• Tekla ファイル (105 ページ) .tekla

TrimBIM ファイル .trb
[モデルの追加] ダイアログ ボックスには、現在 Tekla Structures でサポートされて
いるすべての拡張子のリストがあります。

一部の参照モデルは、参照モデル オブジェクトに自動的に分割されます。

ヒント ロールオーバー ハイライトを無効にすることで、ズームを高速化するこ
とができます。

Tekla Warehouse の参照モデル プラグイン

Tekla Warehouse では、参照モデル プラグインが .tsep プラグインとして提供され

ています。Tekla Structures には、インストールした時点でプラグインが含まれてい
ますが、Tekla Warehouse から新しいプラグインを入手することもできます。まず
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Tekla Warehouse から必要なパッケージをダウンロードし、次に [アプリケーション
とコンポーネント] カタログにインポートします。

.tsep パッケージの詳細については、「」を参照してください。

図面内の参照モデル

図面内に参照モデルを表示し、その表示設定を調整することができます。詳細につ
いては、次のセクションを参照してください。.

参照項目

参照モデルの挿入 (160 ページ)

参照モデルの詳細の変更 (167 ページ)

参照モデルのロック (168 ページ)

参照モデルの表示 (162 ページ)

参照モデル バージョン間の変更の確認 (169 ページ)

参照モデルの変更確認のための比較設定を定義する (174 ページ)

変更確認の結果の Excel へのエクスポート (179 ページ)

参照モデルオブジェクト (185 ページ)

参照モデルの内容情報の表示 (184 ページ)

参照モデルの階層の確認および参照モデル オブジェクトの変更 (185 ページ)

参照モデルの挿入
参照モデルを Tekla Structures モデルに挿入できます。参照モデルを使用すると、さ
まざまな分野のモデルに独自のモデルを重ねることができます。これらの分野に
はたとえば、建築設計、プラント エンジニアリング、サービス エンジニアリング、
その他の構造分野のモデルなどがあります。

参照モデル ファイル名では、256 未満のすべての文字、つまり ASCII (0 - 127) と拡
張 ASCII (128 - 255) の両方を使用できます。ファイル名にサポートされていない
文字が含まれている場合、警告メッセージが表示されます。

1. 参照モデルを挿入する Tekla Structures モデルを開きます。

2. 参照モデルを挿入するには、[ファイル] メニューに移動し、インポート --> 参
照モデルの挿入 を選択します。 

このコマンドを選択すると、[参照モデル] パネルと [モデルの追加] ダイアログ
ボックスの両方が開きます。

まず、サイド パネルの [参照モデル] ボタン  をクリックして [参照モデ
ル] パネルを開いてから、[モデルの追加] ボタンをクリックすることもできま
す。
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3. 以前に作成した参照モデルのプロパティ ファイルがある場合、[モデルの追加]
ダイアログ ボックスの上部にあるプロパティ ファイルのリストからファイル
を選択して目的のファイルを読み込みます。

4. [モデルの追加] ダイアログ ボックスで、[ブラウズ...] をクリックして参照モデ
ル ファイルをブラウズします。 

Windows エクスプローラーから参照モデルをドラッグし、一度に複数のモデル
を挿入することもできます。

互換性のある形式のリストについては、「参照モデルと、互換性のある形式
(158 ページ)」を参照してください。

5. モデルのグループを選択するか、新しいグループの名前を入力します。 

グループの名前が入力されなければ、参照モデルは [デフォルト] グループに
挿入されます。

後で既存のグループにモデルをドラッグするか、新しいグループを作成するこ
ともできます。

6. [位置] で次のいずれかのオプションを選択します。 

[モデル原点] は 0、0、0 を基準にしてモデルを挿入します。

[作業平面] は現在の作業平面座標系を基準にしてモデルを挿入します。

[基準点]: <基準点の名前> は、[プロジェクトプロパティ] の基準点の定義か

ら、座標系の値 [東座標]、[北座標]、[高さ]、および [北からの角度] を使用し
て、基準点を基準としてモデルを挿入します。

7. 参照モデルを配置する場所を選択します。[オフセット] ボックスで座標を入
力したり、参照モデル原点の位置をピックすることができます。 

座標の小数点以下の 大桁数は 13 です。

8. Tekla Structures モデルと参照モデルの間で縮尺が異なる場合は、参照モデルの
[縮尺] を設定します。 

DWG または DXF ファイルの縮尺は、AutoCAD で設定する必要がある点に注
意してください。DWG または DXF ファイルの測定単位を定義し、AutoCAD
でファイルを保存すると、Tekla Structures でその単位が認識され、参照モデル
の縮尺が正しく設定されます。

縮尺の小数点以下の 大桁数は 13 です。

9. モデル内の位置をピックするか、[回転] ボックスに必要な値を入力して、モデ
ル Z 軸を基準にモデルを回転させることができます。 

回転角の小数点以下の 大桁数は 7 です。

10. [その他] をクリックして詳細を表示し、参照モデルの [コード]、[タイトル]、
[フェーズ] および [説明] を追加します。 

デフォルトのタイトルは、挿入した参照モデル名と同じです。たとえば、分野
や会社の名前を使用することもできます。コードは、サイト番号、プロジェク
ト番号、または会計番号にすることができます。社内の規則に従って説明を書

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 161 参照モデルと、互換性のある形式



き込みます。フェーズは、参照モデルの設計フェーズです (Tekla Structures モ
デルのフェーズではありません)。

参照モデルを表示したときのこの詳細の例を以下に示します。

モデルを挿入した後にすべての詳細を変更することもできます。

11. [モデルの追加] をクリックします。

12. 挿入した参照モデルが作業領域外にあるために、モデル ビューにモデルの一
部が表示されない場合やモデルがまったく表示されない場合は、Tekla
Structures によって警告メッセージが表示されます。参照モデルをモデル ビュ
ーに表示するには、[拡大] をクリックして作業領域を拡大します。 

参照モデルは、Tekla Structures モデルの現在のフェーズに挿入されます。

IFC 参照モデルの高さのオフセット値は、挿入した参照モデルからは読み込ま
れないことに注意してください。

参照モデルを挿入または更新した場合は、参照モデル データが、<current
model>\datastorage\ref フォルダーにある Tekla Structures モデルの内部

データ ストレージにコピーされます。参照モデルは、元のファイルが元の位
置から削除されても表示されます。このフォルダー内にある参照モデル デー
タには触らないようにしてください。

注 Tekla Structures モデルに同じ参照モデルを何回も挿入しないでください。オブジェク
トデータの重複を回避するため、1 人だけが参照モデルを更新してください ([更新] を
クリック)。

参照モデルを更新する場合は、開いている Tekla Structures モデルから古い参照モデル
を削除して新しい参照モデルに置き換えることはしないでください。このようにする
と、古いモデル内の参照オブジェクトに対して行った作業が失われます。代わりに、
変更確認機能を使用します。

ヒン
ト

クリップ平面 ツールを使用して参照モデルおよび点群のみをクリッピングするに
は、詳細設定 を TRUE に設定します。この操作を行うと、ネイティブ オブジェクト

はクリッピングされません。

参照項目

参照モデルの詳細の変更 (167 ページ)

参照モデルの表示
参照に関して表示する内容とその方法を選択する方法は多くあります。
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参照モデルの挿入に関する詳細については、「参照モデルの挿入 (160 ページ)」を
参照してください。

操作方法: 操作

[参照モデル] リストを開く 以下のいずれかの操作を行います。

• [ファイル] メニューに移動し、インポート --
> 参照モデルの挿入 を選択します。

• Tekla Structures メイン ウィンドウの右側の

サイド パネルにある  [参照モデル] ボ
タンをクリックします。

参照モデルの非表示と表示 • 非表示にするモデルの横にある目のアイコ

ン  をクリックします。

ボタンが  に変わり、参照モデルが 3D
ビューで非表示になります。

• 目のボタンをもう一度クリックするとモデ
ルが表示されます。

参照モデルのグループの非表示
と表示

• 非表示にするグループの横の目のボタン

 をクリックします。グループの目のボ
タンと参照モデルの目のボタンがすべて

 に変わり、グループに属するすべての
参照モデルが Tekla Structures モデルで非表
示になります。

• グループに属するすべてのグループを表示
するには、目のボタンをもう一度クリックし
ます。

• グループに非表示のモデルと表示されるモ
デルの両方が含まれる場合、グループの目の

ボタンは  のように表示されます。

• グループに参照モデルがない場合は、この目

のボタンは  のように表示されます。

3D ビュー内での参照モデルの
ハイライト

• [参照モデル] リストで参照モデルをクリッ
クします。

参照モデルの詳細の表示 • [参照モデル] リストで参照モデルをダブル
クリックします。

参照モデルオブジェクトの詳細
の表示

1. [参照モデル] リストで参照モデルをダブル
クリックします。
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操作方法: 操作

2.
 [製品の選択] 選択スイッチ (製品用)

または  [製品オブジェクトの選択] 選
択スイッチ (部材用) がアクティブになっ
ていることを確認します。

3. モデル ビューの参照モデル上にマウス カ
ーソルを移動し、Shift キーを押しながら、
目的の参照モデル オブジェクトがある位
置まで階層レベルをスクロールします。

4. オブジェクトをダブルクリックして参照モ
デル オブジェクトの詳細を開きます。

Z 軸を基準に参照モデルを回転
します。

• 参照モデルの詳細で、目的の値を [回転] ボ
ックスに入力します。回転をピックするこ
ともできます。

参照モデル レイヤーの非表示と
表示

1. [参照モデル] リストで、参照モデルをダブ
ルクリックして詳細を開きます。

2. [レイヤ] 行で小さい矢印をクリックし、レ
イヤーのリストを表示します。

3. 個々のレイヤーまたはすべてのレイヤーを
表示または非表示にします。

• すべてのレイヤーを非表示にするには、

[レイヤ] 行にある目のボタン  をク
リックします。

• 個々のレイヤーを非表示にするには、個

々のレイヤーの目のボタン  をクリ
ックします。

• 複数のレイヤーを非表示にするには、
Ctrl キーを押したまま目的のレイヤー
をクリックし、選択したいずれかのレイ
ヤーの目のボタンをクリックします。

• [レイヤ] リストに非表示のレイヤーと
表示されるレイヤーの両方が含まれて
いる場合、[レイヤ] 行の目のボタンは

 のように表示されます。

• すべてのレイヤーを非表示にした場合、

[レイヤ] 行の目のボタンは  に変わ
ります。
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操作方法: 操作

• 個々のレイヤーを非表示にした場合、非

表示のレイヤの目のボタンは  に
変わります。

レイヤーの表示はモデルの表示には影響しない
ことに注意してください。つまり、すべてのレ
イヤーが非表示になっても、モデルの目のアイ
コンは表示されます。

参照モデルの異なるバージョン
間の変更を確認する

変更確認の詳細については、「参照モデル バー
ジョン間の変更の確認 (169 ページ)」を参照し
てください。

比較設定の詳細については、「参照モデルの変更
確認のための比較設定を定義する (174 ペー
ジ)」を参照してください。

すべての参照モデルを更新する • ファイル名またはパスを変更していない場

合は、[参照モデル] リストを開き、[  更
新] ボタンをクリックします。

新でないすべてのモデルが再度読み込ま
れます。参照モデルが見つからない場合、警

告記号  が表示されます。

• ファイル名またはパスを変更した場合は、参
照モデルの詳細を開き、新しいファイルをブ
ラウズして [変更] をクリックします。

[ファイル --> 設定 --> 詳細設定 --> インポート ]
で詳細設定 
XS_REFRESH_ALSO_LOCKED_REFERENCE_MO
DELS を TRUE に設定した場合、ロックされた参

照モデルを更新することもできます。

1 つの参照モデルを更新する 1. [参照モデル] リストで、参照モデルをダブ
ルクリックして詳細を開きます。

2.
 [更新] ボタンをクリックします。

元のモデル パス モデルが検出され、モデル
が変更された場合、モデルが再読み込みさ
れます。参照モデルが見つからず、モデル
を描画するために必要なデータが見つから

ない場合、警告記号  が表示されます。
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操作方法: 操作

設定が変更された場合の参照モ
デルの更新

•

Ctrl キーを押したまま、  [更新] ボタン
をクリックします。

この操作は、たとえば、
TrimBimPlugin.config で 
LargeTessellationPerCircle 設定を

変更した場合に行う必要があります。デフ
ォルト値は 192 です。パフォーマンスに問
題がある場合は、.\bin
\referenceplugin\trimbim folder
フォルダー内にある
TrimBimPlugin.config の値を下げるこ

とができます。この設定を変更すると、すべ
ての新たに追加および更新された参照モデ
ルに影響が及びます。

ユーザー定義情報の表示 1. [参照モデル] リストで、参照モデルをダブ
ルクリックして詳細を開きます。

2. [ユーザー定義情報] 行で小さい矢印をクリ
ックし、ユーザー定義情報のリストを表示
します。

3. objects.inp ファイルで参照モデルに指

定されたユーザー定義情報が、[ユーザー定
義情報] リストに表示されます。値を入力
するか、リストから選択します。デフォル
トでは、objects.inp
は ..\ProgramData\Trimble\Tekla
Structures\<version>
\environments\common\inp にありま

す。いくつかの objects.inp ファイル

を変更して、企業フォルダーまたはプロジ
ェクト フォルダーに保存しておくことも
できます。これらのファイルは一定の順序
で読み込まれます。

クリップ平面ツールを使用して
参照モデルのみをクリッピング
する

クリップ平面 ツールを使用して参照モデルお
よび点群のみをクリッピングするには、詳細設
定 を TRUE に設定します。この操作を行うと、

ネイティブ オブジェクトはクリッピングされ
ません。

値を変更したら、モデル ビューを再描画 しま
す。

この詳細設定は、[詳細設定] ダイアログ ボック
スの [ビュー（モデル）] カテゴリーにあります。
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参照項目

参照モデルの詳細の変更 (167 ページ)

参照モデルオブジェクト (185 ページ)

参照モデルの階層の確認および参照モデル オブジェクトの変更 (185 ページ)

参照モデルのロック (168 ページ)

参照モデルの詳細の変更
参照モデルを挿入した後、その詳細を変更できます。

制限事項: [ディテール] セクションで指定された座標は、常にモデル座標が基準で
す。モデル座標系が参照モデルで使用されている場合のみ、座標系を変更できま
す。

1. Tekla Structures メイン ウィンドウの右側のサイド パネルにある  [参照モ
デル] ボタンをクリックします。 

[ファイル] メニューに移動し、インポート --> 参照モデルの挿入 を選択するこ
ともできます。[モデルの追加] ダイアログ ボックスを閉じます。

2. [参照モデル] リストで、変更する参照モデルをダブルクリックします。

3. [ディテール] 行の矢印をクリックし、目的の詳細を変更します。 

• 参照モデルの [コード]、[タイトル]、[フェーズ] および [説明] を変更しま
す。

コードは、サイト番号、プロジェクト番号、または会計番号にすることが
できます。デフォルトのタイトルは、挿入した参照モデル名と同じです。
たとえば、分野や会社の名前を使用することもできます。社内の規則に従
って説明を書き込みます。フェーズは、参照モデルの設計フェーズです
(Tekla Structures モデルのフェーズではありません)。

• [ファイル] ボックスを使用して、別のバージョンの参照モデルを挿入でき
ます。バージョン処理の詳細については、「参照モデル バージョン間の変
更の確認 (169 ページ)」を参照してください。

• [グループ] ボックスで、参照モデルの新しいグループを選択できます。

• [位置] 選択を変更することもできます。

デフォルトでは、[位置] を変更すると参照モデルの位置は維持されません。
[変更] をクリックすると、[東座標]、[北座標] および [高さ] の設定の違い
に従って、モデルの位置が変化します。新しいオフセットを計算し、現在
の参照モデルの位置を維持する場合は、[位置] 設定の横にあるチェック ボ
ックスをオンにします。

• 新しい座標を入力するか新しいオフセットをピックすることによって、[オ
フセット] を変更できます。
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• 新しい値を入力するか新しい位置をピックすることによって、[回転] を変
更できます。

X 軸および Y 軸回りの回転に使用できる追加の回転ボックスがある場合
があります。参照モデルに既に X または Y 回転が含まれている場合、追加
の [X] ボックスと [Y] ボックスはアクティブになりません。

• [縮尺] を必要に応じて変更します。

• [ユーザー定義情報] 行の矢印をクリックし、ユーザー定義情報の値を入力
します。

ユーザー定義情報のタイプに応じて文字列 (テキスト) を入力する、日付を
選択する、または数値情報を入力することができます。参照モデルのユー
ザー定義情報は、objects.inp ファイル内の独自のセクションで定義さ

れます。objects.inp ファイルが複数ある場合、一定の順序で読み込ま

れます。詳細については、「」を参照してください。

4. [変更] をクリックします。 加えた変更が参照モデルに実装されます。

参照項目

参照モデルの挿入 (160 ページ)

参照モデルのロック
参照モデルをロックして、参照モデルが移動されたり、詳細が更新されたりするこ
とを防止できます。

1. Tekla Structures メイン ウィンドウの右側のサイド パネルにある  [参照モ
デル] ボタンをクリックします。 

[ファイル] メニューに移動し、インポート --> 参照モデルの挿入 を選択するこ
ともできます。[モデルの追加] ダイアログ ボックスを閉じます。

2. [参照モデル] リストで目的の参照モデルの上にマウスを移動します。 

[ロックと解除] ボタンが表示されます。

3. [ロックと解除] ボタンをクリックします。 

これで、参照モデルがロックされます。ユーザー定義情報に値を追加して、レ
イヤを操作することのみできるようになります。他の方法で詳細を変更した
り、モデルを移動することはできません。
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複数の参照モデルをロックするには、リストからモデルを選択して、いずれか

の参照モデルの [ロックと解除] ボタン  をクリックします。

参照モデルのロックを解除するには、[ロックと解除] ボタンをもう一度クリッ
クします。

参照項目

参照モデルと、互換性のある形式 (158 ページ)

参照モデルの詳細の変更 (167 ページ)

参照モデル バージョン間の変更の確認
Tekla Structures の異なる IFC 参照モデル バージョン間の変更を確認するには、変更
確認を使用します。変更確認を使うと、エンジニアや詳細設計者といったさまざま
な分野にわたる参照モデル間の変更を確認できます。変更はオブジェクト レベル
で検出されます。Tekla Structures モデルを IFC 形式に 2 回以上エクスポートした
場合も、Tekla Structures モデルを比較できます。

Tekla Structures は、変更確認のために参照モデルの複数のバージョンを格納しま
す。共有の変更およびオブジェクト変換変更管理を表示するためにバージョン管
理も必要となります。

制限事項

• プロパティ比較は、IFC または IFC ベースの参照モデルについてのみ機能しま
す。サポートされている形式は次のとおりです。

• .ifc
• .ifcxml
• .ifczip
• .tczip

• 削除したオブジェクトは、ハイライトされなくなり、選択できなくなります。

変更確認

保存された 2 つの参照モデル バージョン間または保存されたバージョンと参照す
る参照モデル ファイル バージョン間の変更を表示できます。どちらの場合も、変
更確認を有効にする必要があります。

1. Tekla Structures メイン ウィンドウの右側のサイド パネルにある  [参照モ
デル] ボタンをクリックします。

[ファイル] メニューに移動し、インポート --> 参照モデルの挿入 を選択するこ
ともできます。[モデルの追加] ダイアログ ボックスを閉じます。

2. [参照モデル] リストでモデルをダブルクリックして、参照モデルを開きます。

3. [変更確認] 行の矢印をクリックし、[変更確認] リストを開きます。
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保存されたバージョンと参照するモデル ファイル バージョン間の変更確認

ファイル パス ボックスに、現在の参照モデルの元ファイルへの完全なファイル パ
スが自動的に入力されます。同じ名前の参照モデル ファイルが変更された場合、
変更確認を実行し、以下の手順 1 と 3 をスキップすることができます。

1. [...] をクリックし、参照モデルの以前のバージョンを参照します。

2. ボックスに表示されているファイルの方が新しいことを定義するには、ファイ
ル パスの隣にある [このモデルの方が新しいモデルです] チェック ボックス
を選択します。

3. [変更確認] セクションにある目のボタンをアクティブ  に設定して、元の
参照モデルと参照するバージョンの参照モデルが揃っていることを確認しま
す。

4. 必要に応じて比較設定を変更するには、[...] ボタンをクリックし、使用する設
定を指定します。次に、[ビューの更新] をクリックします。比較設定には、バ
ージョン比較に使用するプロパティが含まれています。

5. プロパティ セットの比較許容値を変更するには、[プロパティ セットの比較許

容値] ボタン  をクリックします。

変更リストとプロパティの詳細リストでは、以下の操作を実行できます。

•  [Excel にエクスポート] をクリックして、変更確認の結果の Excel へのエク
スポートを実行します。エクスポートされる Excel ファイルにはすべてのプロ
パティか、変更リストに表示される変更されたプロパティが含まれます。情報
は現在の言語でエクスポートされます。

• 変更リストの行をクリックすると、関連するプロパティの詳細リストがサイド
パネルに表示されます。プロパティの詳細リストの内容は、使用する比較ルー
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ルにより決まります。また、詳細リストは [元の値] 列と [新しい値] 列において
個々のプロパティがどのように変更されたかを示します。

[プロパティの詳細] リストでは、いずれかの列を誤って削除した場合、列見出
しを右クリックしてコンテキスト メニューから列を選択することで、その列を
元に戻すことができます。列を目的の位置にドラッグします。

• モデル内にオブジェクトを表示するには、[モデル内のオブジェクトを選択] チ
ェック ボックスをオンにしてから、変更リストで行をクリックします。削除し
たオブジェクトは選択できないことに注意してください。

• オブジェクトを変更リストで選択すると、そのオブジェクトの古い状態がモデ
ル ビューに描画されます。

• 変更リストでオブジェクトをハイライトするには、[選択したオブジェクトをモ
デルから取得] チェック ボックスをオンにしてから、モデル内のオブジェクト
をクリックします。

• モデル内の選択したオブジェクトにズームするには、[選択部材にズーム] チェ
ック ボックスをオンにしてから、変更リスト内で行をクリックします。削除し
たオブジェクトにもズームできます。

• 参照モデル オブジェクトを選択すると、そのオブジェクトの古い状態が 3D ビ
ューにオレンジ色で描画されます。

• プロパティの詳細リストに変更のみを表示するには、[変更のみ表示] チェック
ボックスをオンにしてから、変更リスト内の行をクリックします。

• 一番下の検索ボックスを使用して特定の項目を検索できます。

• 変更リストが消えた場合は、サイド パネルの  [変更リスト] ボタンをクリッ
クして再表示することができます。詳細リストが消えた場合は、サイド パネル

の  [プロパティの詳細] ボタンをクリックして再表示することができます。
これらの 2 つのボタンは、[変更確認] が有効になっている場合にのみ表示され
ます。

参照モデルを更新してバージョン間の変更を検出する

参照モデルを別のバージョンのモデルで更新し、これら 2 つのバージョン間の変更
を検出できます。

1. [ファイル] ボックスでブラウズして別のバージョンの参照モデルを開き、[変
更] をクリックします。
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これにより、別のバージョンの参照モデルの変更情報により、元の参照モデル
を更新できます。

複数のバージョンを開くことができますが、一度に比較できるのは 2 つのバー
ジョンのみです。

参照モデルをモデル フォルダーにコピーする必要はありません。

2. [変更確認] 行の矢印をクリックして、[変更確認] リストを開きます。

[変更確認] リストで、現在のバージョンは太字で表示されます。 新のバージ
ョンがリストの一番上に、 も古いバージョンが一番下に表示されます。

3. 両方のモデルが表示されるように、[変更確認] リストで目のボタンをアクティ

ブ  に設定します。

比較は、2 つの目のボタンがアクティブ  な場合のみ有効です。3 つ以上の
目のボタンを同時にアクティブにすることはできません。リスト内で 3 番目
の参照モデルをアクティブにすると、それまで表示されていた古いバージョン

のモデルが自動的に無効になり 、目のボタンがアクティブな 2 つのモデ
ル間で比較が行われます。

4. リストで目的のバージョンを右クリックし、[現在のフェーズに設定] を選択す
ると、[変更確認] リストの別のバージョンを現在のバージョンに設定すること
ができます。

5. 比較設定を変更するには、[...] ボタンをクリックし、使用する設定を指定しま
す。次に、[ビューの更新] をクリックします。比較設定には、バージョン比較
に使用するプロパティが含まれています。

6. バージョンを削除するには、[変更確認] リストでバージョンを右クリックし、
[削除] を選択します。

現在のモデルのバージョンが変更され、この変更が、マルチユーザー モード
または Tekla Model Sharing で共有されます。

バージョンを削除するときに、モデルを現在のモデルとして設定して変更を保
存するかを確認するメッセージが表示されます。

プロジェクトのバージョン管理と更新には、特に注意を払う必要があります。
たとえば、バージョンを削除すると、現在のモデルが更新されたときに競合が
発生する可能性があります。

7. チェック ボックスを使用して次のいずれかまたはすべてを選択します。[変
更]、[未変更]、[追加]、または [削除済み] のいずれかのチェック ボックスをオ
ンにし、表示される [ビューの更新] ボタンをクリックします。

たとえば、2 つのバージョン間で挿入されたオブジェクトを緑色で表示するに
は、[追加] を選択します。

変更リストとプロパティの詳細リストが表示されます。変更リストの内容は、
IFC の内容に基づき、すべての物理オブジェクト タイプが含まれています。色
は [変更確認] と同じ色が使用されます。

8. 変更リストと詳細リストでは、以下の操作を実行できます。

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 172 参照モデルと、互換性のある形式



• 変更リストの行をクリックすると、関連するプロパティの詳細リストがサ
イド パネルに表示されます。プロパティの詳細リストには、少なくとも名
前、原点で示した位置、およびプロパティ セットのプロパティが含まれて
います。この内容は基本的には、参照オブジェクトの情報レポートの内容
と同じです。また、詳細リストは [元の値] 列と [新しい値] 列において個々
のプロパティがどのように変更されたかを示します。

• モデル内のオブジェクトをハイライトするには、[モデル内のオブジェクト
を選択] チェック ボックスをオンにしてから、変更リストで行をクリック
します。削除したオブジェクトは選択できないことに注意してください。

• 変更リストでモデル オブジェクトをハイライトするには、[選択したオブ
ジェクトをモデルから取得] チェック ボックスをオンにしてから、モデル
内のオブジェクトをクリックします。

• モデル内の選択したオブジェクトにズームするには、[選択部材にズーム]
チェック ボックスをオンにしてから、変更リスト内で行をクリックしま
す。削除したオブジェクトにもズームできます。

• プロパティの詳細リストに変更のみを表示するには、[変更のみ表示] チェ
ック ボックスをオンにしてから、変更リスト内の行をクリックします。

• 参照モデル オブジェクトを選択すると、そのオブジェクトの古い状態が
3D ビューにオレンジ色で描画されます。

• 一番下の検索ボックスを使用して特定の項目を検索できます。

• 変更リストが消えた場合は、サイド パネルの  [変更リスト] ボタンをク
リックして再表示することができます。詳細リストが消えた場合は、サイ

ド パネルの  [プロパティの詳細] ボタンをクリックして再表示するこ
とができます。これらの 2 つのボタンは、[変更確認] が有効になっている
場合にのみ表示されます。

比較の順番を変更する

• ファイル パス ボックスに表示されているファイルが他の比較ファイルより新
しいことを定義するには、[このモデルの方が新しいモデルです] チェック ボッ
クスを選択します。そのファイルが更新されている場合、ボックスにファイル
が自動的に表示され、このチェック ボックスが選択されます。
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• ファイルが新しい (デフォルト) または古いとして比較できます。

ボックスに表示されているファイルの方が新しいことを定義するには、ファイル
パス ボックスの隣にある [このモデルの方が新しいモデルです] チェック ボック
スを選択します。

Tekla Structures ネイティブ オブジェクトを選択するマクロ

[IFC オブジェクトの選択に基づいて、対応するオブジェクトを選択] マクロは、ネ
イティブ オブジェクトを IFC にエクスポートし、その IFC モデルを同じネイティ
ブ モデルに挿入した後で、対応する Tekla Structures オブジェクトを選択する場合
に役立ちます。たとえば、更新済みおよび選択済みのすべてのネイティブ オブジ
ェクトに独自の UDA を追加するには、対応するオブジェクトを選択する必要があ
る場合があります。

古い参照モデル バージョンを自動削除する

詳細設定 XS_REFERENCE_MODEL_KEEP_VERSIONS_COUNT を使用して、古い
参照モデル バージョンを自動的に削除できます。

参照項目

参照モデルの挿入 (160 ページ)

IFC オブジェクトをネイティブの Tekla Structures オブジェクトに変換 (191 ページ)

参照モデルの変更確認のための比較設定を定義する
Tekla Structures の変更確認では、Tekla Structures がプロパティの変更を変更と見な
すかどうかを設定する比較設定に基づいて、異なるバージョンの参照モデルを比較
します。 standard プロパティ比較設定を使用したり、独自の比較設定を定義し

たりできます。

参照モデルで、変更確認が有効な場合、すべての削除済みオブジェクト、変更済み
オブジェクト、新規オブジェクト、未変更オブジェクトが変更リストに表示されま
す。 プロパティの詳細リストには、比較される現在の比較設定ルールで定義され
たプロパティのみが含まれます。

比較ファイルを保存すると、standard ファイルとカスタマイズした比較設定ファ

イルが、モデル フォルダーの下にある \attributes フォルダーに保存されます。
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standard ファイルは、別の場所に存在する場合のみ、モデル フォルダーから削

除することができます。標準ファイルの保存または削除に失敗した場合、エラー
メッセージが表示されます。

新しい比較設定を作成する

1. 同じ参照モデルの 2 つのバージョンを開きます。

2. [変更確認] で、[比較設定] ボタン [...] をクリックして、[比較設定] ダイアログ
ボックスを開きます。

3. 比較設定の名前を入力します。 

4. [行の追加] ボタン  をクリックし、プロパティ名を入力するかコピーして
貼り付けて、新しい比較ルールを追加します。 

• 変更確認のプロパティの詳細リストからプロパティ名を直接コピーして貼
り付けることができます。

• 1 つのルール内に複数のプロパティを含めるには、次のようにアスタリス
ク (*) を使用します。

X* (X で始まるものすべて)

*X (X で終わるものすべて)

• 1 つのプロパティ セットのプロパティのみを比較するには、[プロパティセ
ット] チェック ボックスをオフにし、そのプロパティのための別のルール
を作成します。ある 1 つのプロパティを除き、すべてのプロパティ セット
を比較する場合、[プロパティセット] チェック ボックスを選択し、そのプ
ロパティのルールを作成して、そのプロパティのチェック ボックスを空に
します。

• 比較ルールでは大文字と小文字が区別されないことに注意してください。

• 対応するプロパティが参照モデル バージョンに含まれている場合、比較設
定のすべてのルールが比較に影響します。

5. 手順 2 および 3 と同じ方法で他のルールを追加します。

6. ルールを削除するには、ルールを選択し、[行の削除] ボタン  をクリックし
ます。 [形状]、[場所]、[回転]、[材質]、[プロファイル]、[製品]、[共通のプロ
パティ]、または [プロパティセット] などの固定された比較ルールを削除する
ことはできませんが、それらの隣にあるチェック ボックスをオフにすること
によって、それらを比較から除外できます。

7. 比較設定に含める、すべての比較ルールの隣にあるチェック ボックスがオン
になっていることを確認します。含めないルールについては、そのチェック
ボックスをオフにします。 
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ヒン
ト

特定の属性について別個の行を追加し、その属性の横にあるチェック
ボックスにチェック マークを付けないようにすることで、プロパティ
セットに既に含まれている属性を除外することもできます。

8. [保存する] ボタン  をクリックします。

9. [閉じる] ボタン  をクリックして、比較設定ダイアログ ボックスを閉じま
す。 変更を保存していない場合、ダイアログ ボックスを閉じるとき、変更を
維持するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

10. [ビューの更新] ボタンをクリックします。

比較プロパティ セットに含まれるプロパティ

比較設定には、次のタイプのプロパティが含まれている場合があります。

• BaseQuantities.NetVolume などの自由プロパティ セットのプロパティ

• 比較設定ファイルに常に存在し、比較から除外することができる固定のプロパ
ティ

固定のプロパティを以下に示します。

プロパティ タイプ 説明

形状 オブジェクトの寸法

場所 モデル内のオブジェクトの座標

回転 オブジェクトの回転座標

材質 材質名と等級

プロファイル プロファイル名
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プロパティ タイプ 説明

製品 オブジェクト タイプごとに異なる
IfcProduct パラメーター。 一部のプロパ
ティは省略可能です。

IfcColumn の製品プロパティの例を以下
に示します。

アプリケーション フル ネーム

アプリケーション ID

動作変更

日付生成

説明

ファミリー ネーム

与えられた名前

終更新日をセットしますか

終更新日

ミドル ネーム

名前

オブジェクト タイプ

組織詳細

組織名

組織概要

役割

状態

バージョン

共通のプロパティ IfcColumn の共通のプロパティの例を以
下に示します。

外部使用

耐火等級

荷重支持

参照

COLUMNTYPE->GUID

GUID
プロパティ セット IFC プロパティに追加されたものすべ

て。

IfcColumn のプロパティ セット プロパ
ティの例を以下に示します。
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プロパティ タイプ 説明

BaseQuantities.Length [mm]

BaseQuantities.NetWeight [kg]

BaseQuantities.NetVolume [mm³]

BaseQuantities.OuterSurfaceArea [m²]

Tekla Common.Bottom elevation

Tekla Common.Class

Tekla Common.Phase

Tekla Common.Preliminary mark

Tekla Common.Top elevation

Tekla Quantity.Area per tons [m²]

Tekla Quantity.Gross footprint area [m²]

Tekla Quantity.Height [mm]

Tekla Quantity.Length [mm]

Tekla Quantity.Net surface area [m²]

Tekla Quantity.Weight [kg]

Tekla Quantity.Width [mm]

Tekla Quantity.Volume [mm³]

プロパティの比較許容値の定義

参照モデルのバージョン比較では、プロパティの比較許容値の設定を変更すると、
関連する変更内容をより簡単に反映できます。同じ IFC モデルから 2 つのバージ
ョンが必要です。

許容値が差分より大きい場合、変更された行は薄黄色で表示されます。

1. 同じ参照モデルの 2 つのバージョンを開きます。

2. [参照モデル] パネルで、[変更確認] セクションを開いて変更確認をアクティブ
に設定します。

3. [プロパティ セットの比較許容値] ボタン  をクリックします。

4. 値を修正して許容値を変更します。 
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5. ダイアログ ボックスを閉じ、[ビューの更新] をクリックして変更を適用しま
す。 

変更された行は薄黄色で表示されます。

[プロパティ セットの比較許容値] ダイアログ ボックスで許容値を保存するこ
ともできます。

変更確認の結果の Excel へのエクスポート
エクスポートされる Excel ファイルにはすべてのプロパティか、変更リストに表示
される変更されたプロパティが含まれます。情報は現在の言語でエクスポートさ
れます。

比較設定 (174 ページ)フィルターを使用してフィルターされたオブジェクトはエ
クスポートされません。

エクスポートにおける列:

• 状態

• 名前

• プロファイル

• 材質

• タイプ

• GUID

1. 参照モデル変更管理 (169 ページ)が有効で変更リストが表示されているとき

に、  [Excel にエクスポート] をクリックします。
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2. 比較設定 (174 ページ)フィルターを使用して、どのプロパティがプロパティ変
更リストに表示され、Excel ファイルにエクスポートされるかをフィルターし
ます。

3. [Excel にエクスポート] ダイアログ ボックスで、必要な設定を定義します。

• テンプレート: エクスポートに使用する新しい Excel テンプレートを選択
します。

• 見出し行は出力しない: Excel シートの列見出しを表示しない場合は、この
オプションを選択します。

• 詳細をエクスポートします: すべてのプロパティの詳細をエクスポートし
ます。 プロパティの詳細はデフォルトで折りたたまれています。 プラス
(+) ボタンをクリックして折りたたまれた詳細を開くと、[名前]、[元の値]、
および [新しい値] というタイトルの下にすべての詳細が表示されます。

• 変更した詳細のみ : 参照モデルのバージョン間で変更されているプロパテ
ィの詳細のみをエクスポートします。

4. 設定をプロパティ ファイルに保存し、他のエクスポートで読み込んで使用す
る場合、名前を入力して [保存する] をクリックします。

5. 設定が終了したら、[エクスポート] をクリックします。

変更リストが Excel スプレッドシートにエクスポートされます。

必要に応じて、Excel ファイルはどこにでも保存できます。

[詳細をエクスポートします] オプションを選択せずにエクスポートした Excel フ
ァイルの例を次に示します。
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[詳細をエクスポートします] オプションを選択してエクスポートした Excel ファ
イルの例を次に示します。 詳細をエクスポートに含めた場合、すべてのプロパテ
ィの詳細が記載され、詳細の行はデフォルトで折りたたまれています。 (+) ボタン
をクリックして詳細を開くことができます。

[詳細をエクスポートします] と [変更した詳細のみ ] オプションを選択してエクス
ポートした Excel ファイルの例を次に示します。
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参照モデルでの UDA の追加
参照モデルでユーザー定義情報を使用する場合、環境に参照モデル UDA が含まれ
ていなければ、object.inp ファイルに UDA を追加する必要があります。

objects.inp ファイルの内容の詳細については、「objects.inp ファイルのプロパテ

ィ」を参照してください。

objects.inp ファイル内の内容の追加の詳細については、「ユーザー定義情報

(UDA) の定義と更新」を参照してください。UDA を objects.inp ファイルに追

加する方法の例については、「例: ユーザー定義情報 (UDA) の作成と更新」を参照
してください。

環境フォルダーにある元の objects.inp ファイルは編集しないでください。新

しいユーザー定義情報を定義するには、モデル フォルダー、プロジェクト フォル
ダー、または企業フォルダーに独自の objects.inp ファイルを作成します。

以下は、サイド パネルのイメージに表示される UDA を作成するために
objects.inp ファイルに追加する必要があるテキストの例です。
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/
**************************************************************************
*/
/* Reference attributes */
/
**************************************************************************
*/
reference(0,"j_Reference_model")
 {
 tab_page("","jd_Parameters",10)
 {
   attribute("VENDOR", "Ref. Model Vendor", string, "%s", no, none, 
"0.0", "0.0")
   {
     value("", 0)
   }
   attribute("DISCIPLINE", "Discipline", string, "%s", no, none, "0.0", 
"0.0")
   {
     value("", 0)
   }
   attribute("PERCENT_COMPLETE", "% Complete", integer, "%s", no, none, 
"0.0", "0.0")
   {
     value("", 0)
   }
   unique_attribute("USER_PHASE", "User Phase", string, "%s", yes, none, 
"0.0", "0.0")
   {
     value("", 0)
   }
}
modify(1)
}

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 183 参照モデルと、互換性のある形式



参照モデルの内容情報の表示
参照モデルの内容情報を表示できます。参照モデルを Tekla Structures にインポー
トした後には、内容を確認することをお勧めします。

1. リボンで、  [オブジェクト] をクリックします。

2. Tekla Structures モデルで、確認する参照モデルをクリックします。 

参照モデルの内容が [オブジェクト情報を表示] ダイアログ ボックスに表示さ
れます。
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参照項目

参照モデルの挿入 (160 ページ)

参照モデルオブジェクト

一部のタイプの参照モデルは、参照モデルオブジェクトに自動的に分割されます。
参照モデルオブジェクトとは、インポートする参照モデルの個々の部材です。参照
モデルオブジェクトごとにユーザー定義情報を個別に定義し、レポート、表示フィ
ルター、および選択フィルターで使用できます。また、現在作業中の Tekla
Structures モデルに参照モデルオブジェクトを移動することもできます。参照モデ
ルオブジェクトに含まれる情報は、モデルデータベースに保存できます。

参照モデルオブジェクトは読み取り専用です。

参照モデルで分割がサポートされるかどうかは、ファイル形式とファイル構造によ
って決まります。.ifcモデルは、常に自動的に分割されます。次のいずれかのオ

ブジェクトを含む.dwgファイルも自動的に分割されます。

• ブロックテーブル

• ポリフェイスメッシュ

• ポリゴンメッシュ

• プロキシオブジェクト（ADT など）

• ACIS オブジェクト（3DSolid、Body、Region）

ファイル形式.dgn、.prp、.skp、.step、.igesは分割されません。

ヒン
ト

必要な参照オブジェクト属性をレポートに含めるには、モデル内の参照オブジェク
トを表示し、プロパティ名を確認して、テンプレート エディターで [参照*] 行に表
示するプロパティ名を追加します。

参照項目

参照モデルと、互換性のある形式 (158 ページ)

参照モデルの階層の確認および参照モデル オブジェクトの変更
参照モデルの階層を表示して、さまざまなオブジェクトの階層レベルを確認できま
す。参照モデル オブジェクトにユーザー定義情報を追加することもできます。追
加した属性は、フィルタリングなどに使用できます。さらに、ネイティブ参照オブ
ジェクトの属性とプロパティを確認できます。

1. [製品の選択] 選択スイッチ  (製品用) または [製品オブジェクトの選択]

選択スイッチ  (部材用) がアクティブになっていることを確認します。
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2. 参照モデル上にマウスカーソルを移動し、Shift キーを押しながら、マウスの
中ボタンを使用して参照オブジェクトがあった階層レベルまでスクロールし
ます。カーソルが基準線に近すぎると、階層はスクロールされない点に注意し
てください。

3. 以下のいずれかの操作を行います。 

• ネイティブ参照オブジェクトのプロパティと属性の情報を表示するには、
オブジェクトを右クリックし、[情報]を選択します。

• 参照オブジェクトのユーザー定義情報を表示または変更するには、そのオ
ブジェクトをダブルクリックして、参照モデル オブジェクトの詳細を開き
ます。

ヒン
ト

選択された参照モデル オブジェクトには、他にも多くのコマンドを使用で
きます。他のコマンドについては、ポップアップ メニューで確認してくだ
さい。

参照モデルの例を次に示します。階層をスクロールする場合、[製品の選択] 選択ス
イッチまたは [製品オブジェクトの選択] 選択スイッチがオンになっている必要が
あります。この例の 0 レベル IfcProject が も高いレベルです。

次の図では、同じ参照モデルの 3 番目のレベル IfcBuildingStorey で参照オブジェク
トの 1 つを確認できます。

次の図のように、レベル 4 の Ifcwall に個々の部材が表示されます。この場合は壁
です。
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以下の例では、 も低いレベルにある参照モデルの 1 つが照会されています。

参照モデル製品

インポートした IFC 参照モデルに製品を含めることができます。 モデルビューで
参照モデル製品を選択し、Tekla Structures に製品レベルの情報を表示できます。

• 参照モデル製品にユーザー定義情報を追加できます。

• [情報]コマンドを使用して、参照モデル製品の情報を確認できます。たとえば、
子オブジェクトの GUID を表示できます。

• レポートを作成して、参照モデル製品の情報を表示できます。

3.3 IFC
IFC (Industry Foundation Classes)は、建設業界で使用される国際的に標準化されたオ
ブジェクト定義のセットです。IFC は、buildingSMART によってオープンスタンダ
ードとして開発されました。

IFC は、建物ライフサイクル全体にわたり、建物要素などのインテリジェントオブ
ジェクトを複数の分野で共有するための高度な共通言語を提供します。IFC の主
な利点はオブジェクトの記述です。IFC プロトコルでは、3D で完全な幾何学的描
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写を保持するだけでなく、その位置と関係、および各オブジェクトのすべてのプロ
パティ(またはパラメータ)を把握します。

buildingSMART International によって認定された IFC アプリケーションのリストに
ついては、「認定ソフトウェア」を参照してください。

参照項目

IFC の相互運用性の概念 (188 ページ)

IFC 挿入 (190 ページ)

参照モデルの挿入 (160 ページ)

IFC オブジェクトをネイティブの Tekla Structures オブジェクトに変換 (191 ページ)

IFC エクスポート (206 ページ)

IFC の相互運用性の概念

IFC インポート、エクスポート、変換で使用される共通の用語と概念の一部を説明
します。

B-rep
B-rep (境界表現) は、境界を使用して形状を表現する方法です。ソリッドは、ソリ
ッドとソリッドでない部分の境界を示す、接続された表面要素のコレクションとし
て表されます。

CSG
CSG (ソリッド形状) は、ソリッド モデリングで使用される技法の 1 つです。CSG
では、より単純なオブジェクトをブーリアン演算を使用して結合することで、複雑
な表面やオブジェクトを作成できます。
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集合のブーリアン演算

和:

積:

差:

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 189 IFC



押し出し

押し出しにより、二次元の断面を空間中に押し出すことができます。

回転押し出し

回転押し出しは回転体ともいいます。断面を、同一平面上にある直線を回転軸とし
て回転させて得られるソリッド オブジェクトのことです。

任意プロファイル

パラメートリック プロファイルの他に、任意プロファイルという自由プロファイ
ル形状タイプがあります。これらのプロファイルは ifcCurve によって定義されま
す。ifcCurve は線分や弦を含みます。薄い壁のプロファイルは、中心線と厚さで定
義される場合があります。他のプロファイルは閉じた形状によって定義されます。
閉じたプロファイル形状は、内部に隙間がある場合とない場合があります。

パラメートリック プロファイル

IFC 仕様には、さまざまなパラメートリック プロファイルがあります。これには標
準的な熱間圧延鋼材 I、L、T、U、および Z プロファイルや、冷間形成 C プロファ
イル、一般的な長方形および円プロファイル (中空あり/なし) が含まれます。これ
らのプロファイルは、幅、高さ、ウェブ厚、フランジ厚といったパラメーターで定
義されます。

IFC 挿入
IFC モデルを参照モデルとして Tekla Structures に挿入し、必要に応じて、挿入した
IFC オブジェクトをネイティブ Tekla Structures オブジェクトに直接変換するか (直
接変換を使用)、選択した IFC 参照オブジェクトに変換できます (変換変更管理を使
用)。挿入した IFC 参照モデルは、干渉チェック、レポート、スケジュールなどで
使用できます。

参照モデルの挿入

1. IFC 参照モデルを挿入する Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューに移動し、インポート --> 参照モデルの挿入 を選択しま
す。

これにより、[参照モデル] リストと [モデルの追加] ダイアログ ボックスが開
きます。

まず、サイド パネルの [参照モデル] ボタン  をクリックして [参照モデ
ル] リストを開いてから、[モデルの追加] ボタンをクリックすることもできま
す。

3. 次のリンクをクリックし、手順に従って、参照モデルを挿入してください。参
照モデルの挿入 (160 ページ).
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サポートされている IFC スキーマと IFC アプリケーション

• Tekla Structures は次の IFC スキーマをサポートします。

• IFC2X3 (推奨)

• IFC4

• 開発者によって、IFC 挿入やエクスポート機能を提供するとされているアプリ
ケーション/ユーティリティのリストについては、「List of all IFC applications」
(すべての IFC アプリケーションのリスト) を参照してください。

認定

• IFC 挿入 IFC2X3 機能には、buildingSMART international によって付与された
IFC 認定が付いています。IFC 認定アプリケーションのリストについては、
「Certified Software」 (認定ソフトウェア) を参照してください。

サポートされているエンティティ

Tekla Structures の IFC 参照モデル挿入機能は、IfcBuildingElement クラスのすべての
サブオブジェクトと、IfcProduct クラスの次のサブオブジェクトをサポートしてい
ます。

• 建築エンティティ

• 構造エンティティ

• 建設サービス エンティティ

サポートされている形式

• IFC (.ifc) 形式と ifcXML (.ifcXML) 形式がサポートされています。

• 圧縮されているインポート ファイル (.ifcZIP) も圧縮されていない挿入ファ

イルも使用できます。

• IFC4 では、ifcXML をサポートしていません。

参照項目

IFC オブジェクトをネイティブの Tekla Structures オブジェクトに変換 (191 ページ)

IFC オブジェクトをネイティブの Tekla Structures オブジェクトに
変換
梁、柱、ブレース、プレート、スラブ、フーチング、壁など、ほとんどの平行 IFC
参照オブジェクトを Tekla Structures ネイティブ オブジェクトに変換できます。ま
た、曲線区間のある梁、Tekla Structures からエクスポートされた梁、文字列、整
数、浮動小数点タイプのユーザー定義情報を変換することもできます。Tekla
Structures で IFC オブジェクトを変換する目的は、構造モデルの作成を支援し、初
期モデリング フェーズで修正せずに済ませることです。

IFC オブジェクト変換では、IFC オブジェクトはアイテムまたは押し出しとして変
換されます。アイテムとしての変換とは、3D 形状によってアイテムの形状が定義
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される Tekla Structures アイテムとして、IFC オブジェクトが変換されることを意味
します。押し出し (188 ページ) としての変換とは、IFC オブジェクトが、部材の長
さを作成するために押し出されるプロファイルを持つ部材 (柱、梁、プレートなど)
として変換されることを意味します。

制限事項: IFC4 および IFC4.1 形式は、IFC オブジェクト変換ではサポートされてい
ません。

IFC オブジェクト変換では、以下を行う必要があります。

1. 変換する前に、IFC 参照モデルのプロファイルと単位が目的の環境と互換性が
あることを確認します。

2. [IFC オブジェクト変換設定] ダイアログ ボックスでオブジェクト変換設定を
確認し、必要に応じて変更します。

3. IFC オブジェクトをネイティブ Tekla Structures オブジェクトに変換します。
これ以外のオブジェクトの変換方法には、次の 2 つがあります。

• [IFC オブジェクトの変換] タブの [管理] コマンドを使用して、選択したす
べての参照モデル オブジェクトを一括変換する。

• IFC オブジェクト変換変更管理を使用して変換する。変更管理を使用した
新しい参照モデルリビジョンを使用して、更新変換を実行することもでき
ます。

オブジェクト変換は常に必要か?
Tekla Structures では、干渉チェック、レポート、スケジュールなどで、ネイティブ
オブジェクトと同様の方法で参照モデルオブジェクトを使用できます。参照モデ
ルオブジェクトはさまざまな用途に使用できるため、すべてのオブジェクトがネイ
ティブである必要はありません。たとえば、参照モデルオブジェクトは図面やレポ
ートに表示できます。

参照ファイルは、ファイルのコピーと比較して、ファイルの内容が設計分野の設計
会社によって自動的に更新されるという利点があります。

IFC オブジェクト変換設定の確認および変更
変換を開始する前に変換設定を確認し、必要に応じて変更します。

1. [ファイル] メニューで、 設定 --> IFC オブジェクト変換設定 をクリックしま
す。

2. [IFC オブジェクト変換設定] ダイアログ ボックスで、変換設定を確認して変
更します。 

変換後にレポートを作成 このコマンドは廃止されました。レポートの代わり
に変更リストを使用できます。

ハンドルを上フランジに
設定

梁の参照線を上フランジに設定します。

[ハンドルを上フランジに設定] がオフの場合、梁の参
照線は梁の中間に配置されます。

変換結果を向上させるため、この設定は折れ梁には使
用しません。
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B-rep オブジェクトの変
換

B-rep オブジェクトを Tekla Structures オブジェクトに
変換します。

コンクリート材質やその他の材質 (鋼材など) を個別
にアイテムまたは押し出しに変換するか選択するこ
とができます。選択したオプションが直接変換およ
び変換変更管理に適用されます。

B-rep オブジェクトはアイテムに変換され、変換後の
アイテムは形状カタログに追加されます。アイテム
はクラス 996 に属します。

メイン部材プロファイル
マッピング

プロファイル名 主に IFC モデルと Tekla Structures プ
ロファイル カタログのプロファイル名を比較してプ
ロファイルをマッピングします。

寸法:主にオブジェクトの寸法を比較して、プロファイ
ルをマッピングします。

IFC オブジェクト コンバータでは、第 1 の方法として
選択された方法でプロファイルをマッピングできな
い場合、第 2 の (選択されていない) 方法が適用されま
す。

許容値 寸法比較のための値を入力します。測定単位は環境
に基づきます。

[許容値] の [r] 値は、角鋼管プロファイルにのみ作用
します。熱間圧延プロファイルを冷間圧延プロファ
イルと区別するために使用されます。

3. IFC オブジェクト プロパティ セットのプロパティをコピーして、変換された
Tekla Structures オブジェクトのユーザー定義情報として使用します。 

a. [追加] をクリックして行を追加し、[プロパティ] ボックスに IFC プロパテ
ィの名前を入力します。

[情報] ダイアログ ボックスに表示されている IFC プロパティ (頭マーク
EXTERNAL なし) を書き留めます。

b. [ユーザー定義情報] ボックスに、ユーザー定義情報の名前を入力します。

ユーザー定義情報の名前の 大長は 20 文字です。ここで追加するユーザ
ー定義情報は、objects.inp ファイルにも指定する必要があります。情

報名が一意であることを確認します。変換された名前ではなく、ユーザー
定義情報の元の名前を入力します。

オブジェクト タイプ プロパティを ObjectType と共にユーザー定義情報
にコピーできることに注意してください。

c. [タイプ] をクリックして、情報の形式を選択します。

指定できる形式は、文字列、整数、または倍精度浮動小数点数です。タイ
プを選択すると、ユーザー定義情報タイプではなく IFC プロパティ タイ
プが指定されます。
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4. IFC オブジェクトを Tekla Structures ネイティブ オブジェクトに変換する前に、
変換が正しく行われるようにプロファイルと材質をチェックし、次の方法でプ
ロファイルまたは材質を手動でマッピングします。 

a. [チェック] ボタンをクリックします。

見つからないプロファイルまたは材質は、Tekla Structures の [マッピング
がありません] ダイアログ ボックスで、[プロファイルがありません] タブ
と [材質が見つかりません] タブに表示されます。

b. Tekla Structures プロファイルおよび Tekla Structures 材質のリストで適切
なオプションを選択し、見つからないプロファイルと材質のマッピングを
定義します。

IFC 部材プロファイル名は、Tekla Structures プロファイルにマッピングで
きます。プロファイルのマッピングは、プロファイル名が含まれていて
も、変換を実行できるだけの情報が含まれていない IFC データで機能し
ます。必要に応じて、マッピングを後で変更できます。変換でマッピング
が使用されるのは、プロファイルが Tekla Structures で見つからない場合の
みです。プロファイル変換は、特定のロジック (201 ページ)に従って実行
されます。

c. [マッピング カタログを更新して終了] をクリックします。

カタログ ファイルは、テキスト エディターで開いて編集することもできます。
これを行うには、[カタログ] ボタンをクリックします。編集の完了後、IFC オ
ブジェクト変換設定を再度開くと、新しい設定が使用できるようになります。
ファイルは、モデル フォルダーの \attributes フォルダーにあります。

TeklaStructuresCatalogMaterials.txt にはすべての材質が含まれま

す。

TeklaStructuresCatalogProfiles.txt にはすべてのプロファイルが

含まれます。
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MappedMaterials-default.txt は材質をマッピングします。

MappedProfiles-default.txt はプロファイルをマッピングします。

5. [IFC オブジェクト変換設定] ダイアログ ボックスで、[OK] をクリックしま
す。 これで、使用可能な 2 つの方法のいずれかによって IFC オブジェクトを
変換できます。

選択した IFC オブジェクトの一括変換
現在のオブジェクト変換設定を使用して、すべてのインポート済みの IFC オブジェ
クトを一括変換できます。同じモデルのリビジョンが 2 つ以上必要です。

1. サイド パネルの [参照モデル] ボタン  をクリックして、[参照モデル] リ
ストを開きます。

2. [モデルの追加] ボタンをクリックし、[モデルの追加] ダイアログ ボックスでモ
デルをブラウズして [モデルの追加] をもう一度クリックします。

3. モデルで、変換するオブジェクトを選択します。

4. リボンに移動し、[管理] タブで、[IFC オブジェクトの変換] をクリックしま
す。 選択したオブジェクトは、IFC オブジェクト変換設定に基づいて変換され
ます。変換は、それまでに変換されたことのないオブジェクトに対して自動的
に実行されます。変換済みの IFC オブジェクトは、変更リストの一番下に表示
されます。各オブジェクトはそれぞれ別の行に表示され、カットは関連オブジ
ェクトの下に階層的に表示されます。 
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• モデル内のオブジェクトを選択するには、[モデル内のオブジェクトを選
択] チェック ボックスを有効にしてから、オブジェクトの行をクリックし
ます。これによって、関連するネイティブ オブジェクトも選択されます。

• 変更リストでモデル オブジェクトをハイライトし、その詳細を表示するに
は、[選択したオブジェクトをモデルから取得] チェック ボックスをオンに
してから、モデル内のオブジェクトをクリックします。

• モデル内の選択したオブジェクトにズームするには、[選択部材にズーム]
チェック ボックスをオンにしてから、変更リスト内で行をクリックしま
す。[モデル内のオブジェクトを選択] が選択されていない場合、[選択部材
にズーム] チェック ボックスはオフです。

• プロパティの詳細リストに変更のみを表示するには、[変更のみ表示] チェ
ック ボックスをオンにしてから、変更リスト内の行をクリックします。

[プロパティの詳細] リストでは、いずれかの列を誤って削除した場合、列
見出しを右クリックしてコンテキスト メニューから列を選択することで、
その列を元に戻すことができます。列を目的の位置にドラッグします。

• オブジェクトの状態は、[新規] (緑色)、[変更] (黄色)、[削除済み] (赤)、[更
新] (青、変換変更管理を再度開いた場合は灰色)、[エラー] (紫色) のいずれ
かとなります。

• [変換の状態] 列には、変換結果の状態が表示されます。

• 変換済みのオブジェクトのプロパティは、変更リスト内でオブジェクトを
クリックしたときにサイド パネルに表示されるプロパティの詳細リスト
に表示されます。

5. リスト内のオブジェクトを更新するには、変換の状態を [変換] に変更し、[変
更を適用] をクリックします。

6. リストが消えた場合は、次のボタンをクリックします。これらのボタンは、変
換変更リストがアクティブな場合のみ表示されます。 

•  [変更リスト] ボタンをクリックすると、変更リストが再表示されます。

•  [プロパティの詳細] ボタンをクリックすると、プロパティの詳細リス
トが再表示されます。

変換変更管理を使用した IFC オブジェクトの変換 - 初の変換
オブジェクト変換変更管理では、オブジェクト レベルで変更確認と変更管理を行
います。 初のデータ変更管理では、変換変更管理を行って、施工プロジェクトの
課題を低減する必要があります。オブジェクトは自動的に変換されず、変換変更リ
ストを使用して変換する必要があります。

1. [参照モデル] ボタン  をクリックし、[参照モデル] リストを開きます。

2. [モデルの追加] をクリックし、[モデルの追加] ダイアログ ボックスでモデルを
ブラウズして [モデルの追加] をもう一度クリックします。
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3. [参照モデル] リストでモデルをダブルクリックし、[IFC オブジェクト変換変

更管理を開始] ボタン  をクリックします。 

現在の変換の状態が変更リストに表示され、変換管理が有効になります。この
状態は、参照モデル オブジェクトの物理的変更と IFC 変換設定に基づきます。
参照オブジェクトのプロパティは、変更リスト内でオブジェクトをクリックし
たときにオブジェクトごとに別個に表示されるプロパティの詳細リストに表
示されます。

[モデル内のオブジェクトを選択]、[選択したオブジェクトをモデルから取得]、
[選択部材にズーム] チェック ボックスを使用し、モデルと、変更内容と詳細
のリストを確認します。

参照オブジェクトの状態および変換ロジックと色:

状態 変換の状態 色

新規 変換なし 緑

変更 [アイテムとしての変換]
または [押し出しとしての
変換]

黄

削除済み [アイテムとしての変換]
または [押し出しとしての
変換]

赤
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更新 [アイテムとしての変換]
または [押し出しとしての
変換]

青 (変換変更管理を再度開
いた場合は灰色)

エラー 変換なし ライラック

4. 目的のオブジェクト行を選択し、[変換の状態] 列の [変換] を選択した後、[変
更を適用] をクリックしてオブジェクトを変換します。変換は変換設定に基づ
いて行われます。複数のオブジェクトを選択できます。 

• 変換後、変換の状態は、変換の結果に応じて [アイテムとしての変換] また
は [押し出しとしての変換] になります。

• B-rep (188 ページ) は [表面形状] として、パラメトリック (188 ページ) プロ
ファイルは [パラメトリック] として、任意 (188 ページ)の形状は [任意] と
して表示されます。製品も [任意] であり、また [製品オブジェクトの選択]
または [コンポーネントオブジェクトの選択] 選択スイッチで選択された
参照オブジェクトも同様です。

• B-rep ([参照タイプ] 列の [表面形状]) 変換を選択した場合、エラーがない場
合、変換はアイテムとして行われます。

• オブジェクトが押し出し (188 ページ) ([参照タイプ] 列の [任意] または [パ
ラメトリック]) の場合と、押し出しとして変換されます。

• アイテムとしての変換を指定するには、[アイテムとしての変換] を選択し
ます。この場合、押し出しオブジェクトもアイテムとして変換されます。
変換では、同じ形状が既に使用可能かどうかが確認されません。そのため、
新しい形状が常に作成されます。

• 押し出しとしての変換を指定するには、[押し出しとしての変換] を選択し
ます。このとき、B-rep は押し出しとして変換され、プロファイルはマッピ
ングによって変換されますが、マッピングがない場合、プロファイルは周
囲ボックスによって変換されます。この変換で、常に好ましい変換結果が
得られるとはかぎりません。

• 変換が失敗した場合は、結果が [変換の状態] 列に書き込まれ、ラインの色
が紫色になります。

5. リストが消えた場合は、次のボタンをクリックします。これらのボタンは、変
換管理がアクティブな場合のみ表示されます。 

•  [変更リスト] ボタンをクリックすると、変更リストが再表示されます。

•  [プロパティの詳細] ボタンをクリックすると、プロパティの詳細リス
トが再表示されます。

変換変更管理を使用した IFC オブジェクトの変換 - 更新のための変換
以前変換済みの参照オブジェクトが新しい参照モデル リビジョンで変更された場
合、古いリビジョンと新しいリビジョンの参照モデルを比較して変換を更新できま
す。
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1. サイド パネル  の [参照モデル] ボタンをクリックして、[参照モデル] リ
ストを開きます。

2. [参照モデル] リストでダブルクリックして、古い参照モデル リビジョンを開
きます。

3. [ディテール] セクションの [ファイル] リストで新しいリビジョンのファイル
を選択し、[変更] をクリックして、新しいリビジョンの参照モデルによって参
照モデルを更新します。

4. [IFC オブジェクト変換変更管理を開始] ボタン  をクリックします。

5. 次の手順で変更を行います。 

• [モデル内のオブジェクトを選択] と [選択部材にズーム] チェック ボック
スをオンにして、変更されたオブジェクトをモデル内に明確に表示します。

• 変更された行をクリックして、サイド パネルのプロパティの詳細に変更の
詳細を表示します。

6. 以前変換したオブジェクトを部分的に更新するには、プロパティの詳細パネル
で、特定のプロパティの横にある [更新] チェック ボックスを選択します。 た
とえば、プロファイル情報のみを更新するには、プロパティの詳細パネルで
[プロファイル] 行の横にある [更新] チェック ボックスのみを選択します。

7. 変換の状態が [変更] であるすべてのオブジェクトを変換するには、すべての
行を選択し、[変換の状態] を [変換] に変更して [変更を適用] をクリックしま
す。 

• 変換の状態が [変更] であるオブジェクトが、現在の IFC オブジェクト変換
設定に基づいて変換されます。

• 以前変換済みのネイティブ モデル オブジェクトを以前の変換タイプと設
定に基づいて更新するには、[変換の状態] 列で [変換] を選択します。タイ
プを押し出しからアイテムに変更することはできません。この場合、ネイ
ティブ オブジェクトを削除して、変換を指定する必要があります。

• 参照オブジェクトの状態が [削除済み] の場合、[変換] を選択し、[変更を適
用] をクリックします。これにより、ネイティブ オブジェクトと削除され
た参照オブジェクトへのリンクが削除されます。

変換された IFC オブジェクトを選択するマクロ

SelectConvertedObjectsBasedOnIfcObjectsSelection マクロは、Tekla Structures ネイ
ティブ オブジェクトに変換したオブジェクトを選択します。たとえば、Tekla
Structures ネイティブ オブジェクトのプロパティを確認するには、変換されたオブ
ジェクトを選択する必要がある場合があります。このマクロは、[アプリケーショ
ン] カタログの [アプリケーションとコンポーネント] セクションにあります。
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[クラス] の値

変換されたオブジェクトの状態は、[クラス] 列の変更リストに表示されます。IFC
の入力データが不十分で、変換されたオブジェクトを適切に作成できない場合があ
ります。次の表で [クラス] の値の意味を説明します。

[クラス] の値 IFC オブジェクトのデータ 変換されたオブジェクトの説明

990 名前を持つパラメトリック プ
ロファイル

オブジェクトを正常に変換でき
るだけの情報が IFC モデルに含
まれています。

991 名前を持たないパラメトリック
プロファイル

オブジェクトのプロファイルに
基づいて、オブジェクトの名前
が特定されています。 Tekla
Structures

992 名前を持つ任意のプロファイル 変換されたオブジェクトのプロ
ファイルは、IFC モデルのパラ
メータ化されているプロファイ
ル データがないために誤って
回転されている可能性がありま
す。

993 名前を持たない任意のプロファ
イル

変換されたオブジェクトのプロ
ファイルは、IFC モデルのパラ
メータ化されているプロファイ
ル データがないために誤って
回転されている可能性がありま
す。

プロファイル名は UNKNOWN に
設定されています。

994 名前を持つ境界表示部分 IFC モデルのプロファイル デー
タが不足しているため、プロフ
ァイルが周囲ボックスになって
いる可能性があります。

995 名前を持たない境界表示部分 IFC モデルのプロファイル デー
タが不足しているため、プロフ
ァイルが周囲ボックスになって
いる可能性があります。

プロファイル名は UNKNOWN に
設定されています。

996 境界表示部分 オブジェクトはコンバーター設
定の [BREP オブジェクトの変
換] オプションを使用して変換
されています。

変換された B-rep オブジェクト
はアイテムかコンクリート ア
イテムのいずれかで、形状カタ
ログに追加されています。
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IFC オブジェクト変換のプロファイル変換ロジック
IFC 部材プロファイル名は、Tekla Structures プロファイルにマッピングできます。
プロファイルがマッピングされていない場合、IFC オブジェクト変換におけるプロ
ファイルの変換には、Tekla Structures により特定のロジックが使用されます。

IFC モデルでパラメトリック プロファイル (188 ページ)が使用されている場合、I、
L、U、C、T、Z、四角形および円タイプのプロファイルは、パラメーターによっ
て定義できます。

1. Tekla Structures で IFC ファイルを作成した場合、元のプロファイル名が使用さ
れます。

2. 同じ名前のプロファイルが Tekla Structures のプロファイル カタログで見つか
った場合は、そのプロファイルが使用されます。

3. それ以外の場合、Tekla Structures はパラメーター値を確認して対応するプロフ
ァイルを見つけます。見つかった場合、そのプロファイルが使用されます。

4. それ以外の場合、デフォルトのパラメトリック プロファイルが使用されます。

IFC モデルで使用されている任意のプロファイル (188 ページ)では、プロファイル
の形状はポリゴンで定義されます。

1. Tekla Structures で IFC ファイルを作成した場合、元のプロファイル名が使用さ
れます。

2. Tekla Structures プロファイル カタログで形状が確認されて見つかった場合は
そのプロファイルが使用されます。形状確認では、標準タイプの熱間圧延プロ
ファイルがサポートされます。

3. それ以外の場合、任意のプロファイルの設定に基づいて新しいプロファイルが
作成されます。

IFC モデルで B-rep (188 ページ) 形状が使用されている場合、オブジェクトが表面
によって定義され、プロファイルの形状情報は存在しません。

1. 対応するアイテムが Tekla Structures モデルに存在する場合、そのアイテムが使
用されます。

2. 存在しない場合は、新しいアイテムが作成されて使用されます。

押し出し (188 ページ)タイプに対して [アイテムとしての変換] を使用すると、常に
新しいアイテムが作成されます。

参照項目

IFC オブジェクトをネイティブの Tekla Structures オブジェクトに変換 (191 ページ)
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例: IFC オブジェクトを一度に Tekla Structures オブジェクトに変換する

この例では、IFC モデルを構造モデルの基礎として使用します。梁と柱を Tekla
Structures ネイティブオブジェクトに変換します。

1. 無関係の IFC レイヤーを非表示にします。

a. [参照モデル] ボタン  をクリックします。

b. [参照モデル] リストで、参照モデルをダブルクリックして詳細を開きま
す。

c. 右側の下矢印をクリックして [レイヤ] リストを開きます。

d. 不要なレイヤを非表示にするため、目的のレイヤの横にある目のボタンを
クリックします。 
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2. 表示されているすべての IFC オブジェクトを選択します。

3. [管理] タブで [IFC オブジェクトの変換] をクリックします。 

Tekla Structures によって参照オブジェクトが変換されます。

4. IFC オブジェクトのプロファイルと材質をチェックし、見つからない材質をマ
ッピングします。

a. [ファイル] メニューで、設定 --> IFC オブジェクト変換設定 をクリックし
ます。

b. [チェック] をクリックします。 

見つからないプロファイルと材質のリストが Tekla Structures に表示され
ます。

c. [プロファイルがありません]タブと[材質が見つかりません]タブを表示し
ます。 

Tekla Structures に、参照部材の見つからない材質として、コンクリートブ
ロックが示されます。

d. リストから[CONCRETE_UNDEFINED]を選択します。 

e. [マッピングカタログを更新して終了]をクリックします。

f. [変換後にレポートを作成]チェックボックスをオンにします。

g. [IFC オブジェクト変換設定] ダイアログ ボックスで、[OK] をクリックし
ます。

5. [管理] タブで、[IFC オブジェクトの変換] をもう一度クリックします。 
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Tekla Structures によってオブジェクトが変換されます。

変換されたすべてのオブジェクトで、クラス が 992 になっています。これは、
IFC モデルにパラメータ化されたプロファイル データが含まれていないため、
変換されたオブジェクトのプロファイルが正しく回転されていない可能性が
あることを示します。

6. 変換変更リストを確認します。 

• 変更リストでオブジェクトを選択して、それらのオブジェクトをモデル内
でハイライトします。[モデル内のオブジェクトを選択] ボタンと [選択部
材にズーム] ボタンを使用します。

• 変換されたオブジェクトを IFC オブジェクトと比較します。

• リボンの [オブジェクト情報を表示] ボタンを使用して、オブジェクトに関
する詳細情報を表示します。
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変換された梁と柱の画像を次に示します。

参照項目

IFC オブジェクトをネイティブの Tekla Structures オブジェクトに変換 (191 ページ)

IFC オブジェクト変換の制限事項

Tekla Structures は、オブジェクトの変換時に IFC モデルで使用可能な情報を使用す
るので、IFC モデルの質に依存します。

Tekla Structures は、ほとんどの平行 IFC オブジェクトをネイティブ Tekla Structures
オブジェクトに変換します。

IFC オブジェクトの変換には、次の制限事項があります。

• IFC モデルが標準に従っていない場合は、正常に変換されない可能性がありま
す。

• ボルト、鉄筋、および溶接は、ネイティブの Tekla Structures オブジェクトに変
換できません。

• 現在サポートされている物理要素: IfcBeam, ifcColumn、ifcMember、ifcPile、
ifcFooting、ifcPlate、ifcDiscreteAccessory、ifcSlab、ifcWall、ifcWallStandardCase、
ifcRailing、ifcBuildingElementPart。

• SweptSolid、Brep、CSG、および Clipping 表現のみがサポートされます。

• 1 つのオブジェクトに対して複数の表現はサポートされません。

• プロファイルオフセットはサポートされません。
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• 角が正しく変換されない場合があります。

参照項目

IFC オブジェクトをネイティブの Tekla Structures オブジェクトに変換 (191 ページ)

IFC エクスポート
Tekla Structures モデルを IFC モデルとしてエクスポートできます。

Tekla Structures モデル内のすべての基本的な部材 (梁、柱、ブレース、スラブ、パ
ネル、プレート、鉄筋、現場打ちコンクリート、ナットとワッシャー付きのボルト
など) をエクスポートできます。

Tekla Structures では、定義したエクスポート設定 (プロパティ セットなど) に基づ
いてモデル オブジェクトがエクスポートされます。

Tekla Structures の IFC エクスポート機能では、IFC2X3 および IFC4 スキーマをサポ
ートしています。IFC エクスポート機能には、buildingSMART international の認定ソ
フトウェアとして付与された IFC 認定が付いています。

認定モデル ビュー定義:

• IFC2x3 座標ビュー 2.0

• IFC4 参照ビュー

IFC (.ifc) および ifcXML (.ifcXML) 形式がサポートされています (IFC2x3 では

ifcXML のみ)圧縮されているインポート ファイル (.ifcZIP) も圧縮されていない

インポート ファイルも使用できます。

これを 下記の詳細情報のリンクをクリック

エクスポートされ
る Tekla Structures
モデル オブジェク
トについて生成さ
れる IFC エンティ
ティと、IFC エクス
ポート設定を定義
して、Tekla
Structures モデルま
たはその一部を
IFC ファイルにエ
クスポートする

Tekla Structures モデルまたは選択したモ
デルオブジェクトの IFC ファイルへの
エクスポート (211 ページ)

参照モデルを作成
した後テストする

エクスポートされた IFC モデルの確認
(223 ページ)

[数量テークオフ ア
ドオン ビュー] に
含まれている基本
的な数量情報の種
類を確認します。

エクスポートされた IFC モデルに含ま
れる IFC 数量情報 (224 ページ)
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これを 下記の詳細情報のリンクをクリック

プロパティ セット
設定ファイルを参
照する

IFC エクスポートで使用されるプロパ
ティセット設定ファイル (224 ページ)

テンプレート属性
およびユーザー定
義情報から追加の
プロパティ セット
を作成し、それらの
属性と情報に関す
るプロパティ定義
を定義して、IFC エ
クスポートで使用
する IFC エンティ
ティにそのプロパ
ティ セットをバイ
ンドする

IFC エクスポート用の追加のプロパテ
ィセットの定義 (207 ページ)

IFC エクスポート用の追加のプロパティセットの定義
テンプレート属性およびユーザー定義情報から追加のプロパティセットを作成し、
それらの属性のプロパティを定義して、Tekla Structures プロパティセットを IFC エ
クスポート用の IFC エンティティにバインドします。Tekla Structures により、設定
ファイルに追加のプロパティセットが保存されます。複数の設定ファイルを複数
の場所で保持できます。Tekla Structures によって IFC ファイルがエクスポートさ
れるとき、事前定義プロパティセットと追加プロパティセットが読み込まれます。

新しい IFC プロパティ セット設定ファイルの追加

1. [ファイル] メニューで、エクスポート --> IFC をクリックします。

2. [追加プロパティセット] リストで、[<新規作成>] を選択し、[編集] をクリック
します。 モデル フォルダーにある事前定義された設定ファイルの 1 つをコピ
ーした場合は、そのファイルを開きます。

3. 新しい設定ファイルを作成するには、[プロパティ セットの定義] ダイアログ
ボックスで、[名前] ボックスに設定ファイルの名前を入力します。

4. [新規] ボタンの横にプロパティ セットの名前を入力し、[新規] をクリックしま
す。 

[プロパティ セット] リストからプロパティ セットを選択することもできま
す。

1 つの設定ファイルに複数のプロパティ セットを作成できます。たとえば、重
心や、部材レベルの始点や終点、製品レベルのスケジュール情報を追加できま
す。

5. 新しいプロパティ セットを作成するには、空のボックスにプロパティ セット
の説明を入力します。
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6. [エンティティ タイプの選択] リストで、チェック ボックスをオンにしてタイ
プを選択します。 

すると、[属性の選択] リストに、選択したエンティティ タイプで使用可能な
属性が表示されます。

7. [属性の選択] リストから、属性名の隣のチェック ボックスをオンにして、使
用する属性を追加します。 

選択した属性が、右側の [選択されたすべてのプロパティのリスト] に追加さ
れます。このリストには、エクスポートされる属性と形式が示されます。

• [プロパティの作成/変更] 領域の [属性] ボックスに属性名を入力し、[追加]
ボタンをクリックすることで、新しい属性を追加できます。

• リストで属性を選択して [変更] または [削除] をクリックすることで、リス
トの属性を変更または削除できます。

8. [プロパティの作成/変更] で、次のように属性のプロパティを定義します。 

• 選択した属性について [プロパティ タイプ] を選択します。

ここで、名前が 19 文字を超えるユーザー定義情報には、常に [テンプレー
ト属性] を選択するようにしてください。たとえば、

ASSEMBLY.USERDEFINED.PLANS_STATUS には [テンプレート属性] を
選択します。

• [名前] ボックスで、選択した属性の名前を入力または変更します。

• 属性のタイプを選択します。タイプは、文字列 (文字の配列)、ブール (false
または true)、整数 (小数部のない数)、測定、実数 (小数点表示のある数)、
またはタイムスタンプです。

• ユーザー定義情報のタイプが測定の場合:

• 測定タイプ: [長さ]、[面積]、[体積]、[質量]、[プラスの長さ]、または
[個数] を選択できます。

• [変換] 係数と [精度] を選択できます。

ユーザー定義可能な精度を使用すると、IFC ファイル サイズがより
適化されます。

9. [保存する] をクリックして変更を保存します。
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1) エクスポートされた IFC ファイルにおいて Tekla Structures 属性が書き込まれて
いるエンティティ グループ

2) 選択したエンティティについてエクスポートするテンプレート属性またはユー
ザー定義情報

3) 選択された属性を表示するリスト

4) 属性について定義できるプロパティ

ヒン
ト

ユーザー定義情報の文字列値を取得してユーザー定義情報に接頭辞 
USERDEFINED. を追加し、[プロパティ タイプ] を [テンプレート属性] に、[タイ

プ] を [文字列] に変更できます。

例:
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Tekla Structures モデル オブジェクトおよび対応する IFC エンティティ

Tekla Structures オブジェクト IFC エンティティ

梁 IfcBeam (IfcMember)
列 IfcColumn、(IfcPile)、(IfcMember)
折れ梁 IfcBeam、(IfcMember)
曲線梁 IfcBeam、(IfcMember)
パッド フーチング、ストリップ フーチ
ング

IfcFooting

スラブ IfcSlab
パネル IfcWall または IfcWallStandardCase
ポリゴン プレート IfcPlate または IfcDiscreteAccessory
ボルト、ナット、ワッシャー IfcMechanicalFastener
ボルト孔 IfcOpeningElement
垂直ブレース IfcMember
手摺: 梁、柱 IfcBeam、IfcColumn、(IfcRailing)
製品、キャスト ユニット IfcElementAssembly、(IfcRailing)、

(IfcRamp)、(IfcRoof)、(IfcStair)、(IfcWall)
現場打ちコンクリート ユニット IfcElementAssembly
Tekla Structures プロジェクト IfcProject
製品の副部材 IfcDiscreteAccessory

デフォルトでは、IFC2x3 はエクスポー
ト時に鋼材の副部材オブジェクトを
IfcDiscreteAccessory としてエクスポー
トしないことに注意してくださ
い。.ini ファイル

(teklastructures.ini など) で詳細

設定 
XS_IFC2X3_EXPORT_SECONDARY_AS
_DISCRETEACCESSORY を TRUE に設

定することで、鋼材の副部材を
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Tekla Structures オブジェクト IFC エンティティ

IfcDiscreteAccessory カテゴリーに強制
することができます。

アイテム IfcDiscreteAccessory
鉄筋、ワイヤー、緊張材、溶接金網、定
着材、その他のコンクリートに埋め込ま
れるコンポーネント

(IfcReinforcingElement)

鉄筋 IfcReinforcingBar
現場打ちコンクリート部材オブジェク
ト、打ち継ぎ

IfcBuildingElementProxy

仕上げ材 IfcCovering
溶接 IfcFastener

注 • 上の表でエンティティが括弧で囲まれていない場合、オブジェクトはそのエンテ
ィティ タイプに自動的にエクスポートされます。エンティティが括弧で囲まれて
いる場合、オブジェクトはそのエンティティ タイプに自動的にエクスポートされ
ません。それらのエンティティは、[IFC エクスポート] タブでオブジェクトに対し
て選択できます。

• IfcBuildingElementPart および IfcBuildingElement エンティティも使用できます。
IfcBuildingElement は、梁、柱などとは対応しますが、製品とは対応しません。

• 折れ梁は、常に B-rep (188 ページ) としてエクスポートされます。

Tekla Structures モデルまたは選択したモデルオブジェクトの IFC ファイル
へのエクスポート
Tekla Structures モデルまたはモデルの一部を IFC ファイルにエクスポートできま
す。

エクスポートを開始する前に、以下を行います。

• Tekla Structures モデル オブジェクトの IFC エンティティを定義します。

• 必要なプロパティ セットを定義します (207 ページ)。

• 基準点を使用して IFC ファイルをエクスポートする場合は、基準点を定義しま
す。

• モデルに現場打ちコンクリートと現場打ちコンクリート ユニット (Tekla
Structures 2018 以降) を作成するには、XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENT を 
TRUE に設定します。IFC2x3 のエクスポートで、CIP コンクリート部材の代わ

りに現場打ちコンクリートをエクスポートするには、[現場打ちコンクリート]
チェック ボックスをオンにします。IFC4 のエクスポートで、現場打ちコンクリ
ートと現場打ちキャスト ユニットの代わりに現場打ちコンクリート部材と現
場打ちコンクリート ユニットをエクスポートするには、[現場打ちコンクリー
ト] チェック ボックスをオンにします。IFC2x3 では、現場打ちコンクリート ユ
ニットのエクスポートはサポートされないことに注意してください。
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• IFC2x3 エクスポート: 詳細設定 
XS_EXPORT_IFC_REBARSET_INDIVIDUAL_BARS を使用し、鉄筋セットによ

り作成された鉄筋をエクスポートする方法を制御できます。詳細設定が 
FALSE に設定されている場合、鉄筋はグループにエクスポートされます。詳細

設定を TRUE に設定すると、鉄筋が個々の鉄筋としてエクスポートされます。

デフォルト値は、FALSE です。

注 IFC ファイルの「総数」には、鉄筋セットによって作成されたグループの
場合は常に 1 と表示され、「総重量」と「重量」には 1 鉄筋の重量が表示さ
れます。NUMBER_OF_BARS_IN_GROUP および 
WEIGHT_TOTAL_IN_GROUP 属性を使用して、グループの値を IFC ファイ

ルにエクスポートします。

• IFC2x3 エクスポート: 詳細設定 XS_EXPORT_BREP_AS_EXACT_SOLID を 
TRUE に設定することで、B-rep オブジェクトを正確ソリッドとしてエクスポー

トできます。デフォルト値は、FALSE です。

B-rep を正確ソリッドとしてエクスポートした場合、IFC ファイルのサイズが大
きくなり、エクスポートにかかる時間が長くなることに注意してください。

エクスポートの縁端を滑らかにするには、詳細設定
XS_CS_CHAMFER_DIVIDE_ANGLE を 10 に設定する必要が生じることがあ

ります。

• IFC エクスポート時に、[プロジェクトプロパティ] のユーザー定義情報に分類
システムの名前を入力することで、製品に分類情報を追加できます。分類シス
テムは、エクスポート ファイルの IFCCLASSIFICATION フィールドに書き込ま
れます。製品の分類値は、オーガナイザーまたは製品のユーザー定義情報ダイ
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アログ ボックスで定義できます。それらの分類情報は、製品階層にのみ書き込
まれることに注意してください。

オーガナイザーで分類情報を製品に追加する方法の詳細については、「オーガナ
イザーでオブジェクトに分類コードを追加する方法および分類コードを IFC に
エクスポートする方法」を参照してください。

ユーザー定義情報ダイアログ ボックスにユーザー定義情報を追加する方法の
詳細については、 を参照してください。

• IFC エクスポートおよび構造情報に関連するエクスポートされた部材のユーザ
ー定義情報を確認および変更できます。

Tekla Structures モデル オブジェクトの IFC エンティティの定義

Tekla Structures モデル オブジェクトを IFC にエクスポートする前に、エクスポート
されたモデル オブジェクトに対して生成される IFC エンティティをオブジェクト
のユーザー定義情報で定義できます。

1. オブジェクト (柱など) をダブルクリックし、部材プロパティを開き、[ユーザ
ー定義情報] ボタンをクリックします。

2. エクスポートするオブジェクトに対してユーザー定義情報 LOAD_BEARING
を定義する場合は、[構造情報] タブの [荷重支持] を [はい] に設定します。 

荷重支持以外のすべてのオブジェクトについては、このオプションを [いいえ]
に設定します。デフォルト値は [はい] です。

3. [IFC エクスポート] タブの [(IFC) entity] リストでオプションを選択して、エ
クスポートするモデル オブジェクトの IFC エンティティを定義します。 
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Tekla Structures オブジェクトのそれぞれのタイプで使用可能なエンティティ
のリストを以下に示します。

Tekla Structures オブジェクト IFC エンティティ

梁 IfcBeam (IfcMember)
列 IfcColumn、(IfcPile)、(IfcMember)
折れ梁 IfcBeam、(IfcMember)
曲線梁 IfcBeam、(IfcMember)
パッド フーチング、ストリップ フーチ
ング

IfcFooting

スラブ IfcSlab
パネル IfcWall または IfcWallStandardCase
ポリゴン プレート IfcPlate または IfcDiscreteAccessory
ボルト、ナット、ワッシャー IfcMechanicalFastener
ボルト孔 IfcOpeningElement
垂直ブレース IfcMember
手摺: 梁、柱 IfcBeam、IfcColumn、(IfcRailing)
製品、キャスト ユニット IfcElementAssembly、(IfcRailing)、

(IfcRamp)、(IfcRoof)、(IfcStair)、(IfcWall)
現場打ちコンクリート ユニット IfcElementAssembly
Tekla Structures プロジェクト IfcProject
製品の副部材 IfcDiscreteAccessory

デフォルトでは、IFC2x3 はエクスポー
ト時に鋼材の副部材オブジェクトを
IfcDiscreteAccessory としてエクスポー
トしないことに注意してくださ
い。.ini ファイル

(teklastructures.ini など) で詳細

設定
XS_IFC2X3_EXPORT_SECONDARY_AS
_DISCRETEACCESSORY を TRUE に設

定することで、鋼材の副部材を
IfcDiscreteAccessory カテゴリーに強制
することができます。

アイテム IfcDiscreteAccessory
鉄筋、ワイヤー、緊張材、溶接金網、定
着材、その他のコンクリートに埋め込ま
れるコンポーネント

(IfcReinforcingElement)

鉄筋 IfcReinforcingBar
現場打ちコンクリート部材オブジェク
ト、打ち継ぎ

IfcBuildingElementProxy
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Tekla Structures オブジェクト IFC エンティティ

仕上げ材 IfcCovering
溶接 IfcFastener

注 • 上の表でエンティティが括弧で囲まれていない場合、オブジェクトは
そのエンティティ タイプに自動的にエクスポートされます。エンテ
ィティが括弧で囲まれている場合、オブジェクトはそのエンティティ
タイプに自動的にエクスポートされません。それらのエンティティ
は、[IFC エクスポート] タブでオブジェクトに対して選択できます。

• IfcBuildingElementPart および IfcBuildingElement エンティティも使用
できます。IfcBuildingElement は、梁、柱などとは対応しますが、製品
とは対応しません。

• 折れ梁は、常に B-rep (188 ページ) としてエクスポートされます。

4. [IFC エクスポートタイプ] リストで、[自動] または [B-rep] を選択します。

• [自動] オプションを選択すると、Tekla オブジェクトが IFC でどのような種
類の Swept Solid IFC オブジェクトになるかが自動的に選択されます。

• 何らかの理由 (変形など) で [自動] が失敗した場合、エクスポートが自動的
に [B-rep] に戻り、インテリジェンスの低いメッシュベースの IFC オブジ
ェクトが作成されます。これらのオブジェクトは、データが非常に多くて
も幾何学的には正確です。

• [B-rep] を選択した場合、IFC オブジェクトは強制的に金網ベースになりま
す。

5. ユーザー定義情報ダイアログ ボックスの [変更] をクリックします。

IFC2x3 へのエクスポート

1. エクスポートするモデル オブジェクトを選択します。

すべてのモデル オブジェクトをエクスポートする場合は、何も選択する必要
はありません。

2. [ファイル] メニューで、[エクスポート --> IFC ] をクリックします。

3. [出力ファイル] の場所を参照し、名前 out を必要なファイル名に置き換えま

す。

IFC ファイルは、デフォルトではモデル フォルダーの下の \IFC フォルダーに

エクスポートされます。ファイル パスの長さは、 大 80 文字です。ファイル
名拡張子を入力する必要はありません。ファイル拡張子は、選択した [ファイ
ル形式] に従って自動的に追加されます。

4. エクスポート設定を定義します。

オプション 説明

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 215 IFC



オプション 説明

ファイル形式 オプションは [IFC]、[IFC XML]、[圧縮済みIFC]、およ
び [圧縮済みIFC XML]です。

エクスポートタイ
プ

どのエクスポート タイプを選択するか

• 基本的には、認定された [座標ビュー2.0] を選択し
ます。

• モデルを表示目的のみで使用する、または参照モ
デルとして使用する場合は、[表面形状] を選択し
ます。

• 開口を個別のオブジェクトとしてエクスポートす
る必要がある場合は、[座標ビュー1.0] を選択しま
す。

• 制作のワークフロー用だったり、製造用に提供した
りする場合は、[Steel fabrication view] を選択しま
す。

[表面形状] は、再利用や編集の必要がないモデルを表示
する場合に適しています。

• 鉄筋は、B-rep (188 ページ) としてエクスポートさ
れます。

• エクスポートでは、CSG (188 ページ) (ソリッド
形状) はサポートされません。

• 円弧要素は、B-rep としてエクスポートされます。

• ボルトは、B-rep としてエクスポートされます。

受け取るアプリケーションの側で形状を編集、変更する
必要がある場合は、認
定された [座標ビュー2.0] の使用をお勧めします。

• 鉄筋は、押し出し (188 ページ)としてエクスポート
されます。

• エクスポートでは、カットと隙間の表現に CSG 
(ソリッド形状) が使用されます。

• 円弧要素は、押し出しとしてエクスポートされま
す。

• ボルトは、B-rep としてエクスポートされます。
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オプション 説明

[Steel fabrication view] は、鉄骨製作の鋼材オブジェクト
に関する詳細情報のエクスポートで推奨されます。

• 製品の表示と専用プロパティ セットがエクス
ポートされます。

• ボルト孔は、隙間としてエクスポートされます。

• プロパティ セットとプロパティの鉄骨製作モデ
ル ビュー設定ファイル

(IfcPropertySetConfiguratio
ns_AISC.xml) が、デフォルトでインストールに含

まれます。

隙間や開口を、開口要素を使用して表現
する必要がある場合、[座標ビュー2.0]ではなく [座標
ビュー1.0] の使用をお勧めします。

• 鉄筋は、押し出しとしてエクスポートされます。

• 隙間と開口は、開口要素
(ifcOpeningElements) としてエクスポ ートされます。

• 円弧要素は、押し出しとしてエクスポートされま
す。

• ボルトは、B-rep としてエクスポートされます。

追加プロパティセ
ット

• 新しいプロパティ セットを定義
(207 ページ)するには、<新規>を選択して [編集] を
クリックします。

• 以前に作成した追加のプロパティセットを使用する
には [追加プロパティセット] リストから選択しま
す。

位置 [モデル原点] を選択すると、0、0、0 を基準にしてモデ
ルがエクスポートされます。

[作業平面] を選択すると、現在の作業平面座標系を基準
にしてモデルの [高さ]がエクスポートされます。

基準点:<基準点の名前> は、基準点の定義から、座標系の
値 [東座標]、[北座標]、[高さ]、[北からの角度]、[緯度] お
よび[経度] を使用して、基準点を基準として
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オプション 説明

モデルをエクスポートします。基準点の緯度と経度の
値の精度はマイクロ秒です。

[詳細設定] タブ

オブジェクトタイ
プ

エクスポートするオブジェクト タイプを選択します。

CIP コンクリート部材の代わりに現場打ちコンクリー
トをエクスポートする

には、[現場打ちコンクリート] チェックボックスをオン
にします。

[製品] を選択した場合は、[その他] 領域で [単品製品の除
外] を選択して単品製品を除外できます。

エクスポートされた IFC モデルでは、角処理 (面取り) は省
略されます。これは、プラント設計システムとの相互運用
性
を向上させるためです。角処理 (面取り) を適用した形状
が必要な場合は、[IFC エクスポート] タブのオブジェクト
のユーザー定義情報ダイアログ ボック

スから、オブジェクトの IFC エクスポート タイプを B-
rep に個別に設定できます。

プロパティセット オプション [数量情報] を選択すると、エクスポートされ
た IFC モデル内のエンティティに関する追加情報が格納
され
た [数量テークオフアドオンビュー] が、エクスポートされ
た IFC ファイルに追加されます。

数量情報の詳細については、「エクスポ
ートされた IFC モデルに含まれる IFC数量情報 (224 ペー
ジ)」を参照してください。

[プロパティセット] で次のいずれかのオプションを選
択します。

• [デフォルト] を選択すると、プロパティのデフォル
ト セットがエクスポートされます。

• [ 小] を選択すると、buildingSMART
IFC 標準によって要求される 小限のプロパティ 
セットがエクスポー
トされます。プロパティ セットを
表示するには、[表示] をクリックします。
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オプション 説明

• 事前定義されたプロパティ セットをエクスポート
しない場合、ボックスを空白のままにします。こ
のよう
にすると、[表示] ボタンが使用できなくなりま
す。

その他 [部材名としてのレイヤー名] を選択すると、エクス
ポートされたオブジェクト
のレイヤー名として部材名 (COLUMNや BEAM など) 
が使用されます。このオプションを選択しない場合、
レイヤー名はオブジェクトのフェーズ番号の後

にフェーズ名が続きます。

[平坦で幅広の梁はプレートとしてエクスポートする] 
を選択すると、平坦で幅

広の梁がプレートとしてエクスポートされます。平
坦なプロファイルを持つプレートが梁または柱とし
てモデリン
グされている場合、このオプションを選択します。た
とえば、システム コンポーネントによってはプレート
ではなく梁と柱が使用されています。

[現在のビューの色を使用] を選択すると、クラスの色
ではなくオブジェクト表現で定義した色を使用してオ
ブジェクトがエクスポートされます。オブジェクトの
透明度の設定のエクスポートはサポートされないこと
に注意してくだ

さい。

製品をエクスポートする場合は、[単品製品の除外] を
選択します。

オーガナイザーの空間階層では、エクス
ポート時に [オーガナイザー] で作成された空間階層 
(建物 - 現場 - 通り - 階) が使用されます。

次の操作を行います。

a. [オーガナイザーの空間階層] を選択します。

b. [オーガナイザー] で、プロジェクト階層を作成し
ます。

c. [オーガナイザー] でプロジェクトを右クリック
して、[レポートに使用] を選択します。
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オプション 説明

d. IFC エクスポートの前に、[オーガナイザー] で
プロジェクトを右クリックし、[モデルへの書
き込み(レポート用)] を選択して、Tekla 
Structuresモデルに [オーガナイザー] データを
同期するか、書き込みます。

5. [選択されたオブジェクト] または [全オブジェクト] のいずれかを選択し、エク
スポートするオブジェクトの選択を定義します。[選択されたオブジェクト]
を選択した場合は、オブジェクトを選択する必要があります。

6. [エクスポート] をクリックします。

IFC4 へのエクスポート

Tekla Structures モデルまたはモデルの一部を IFC4 ファイルにエクスポートできま
す。

1. エクスポートするモデル オブジェクトを選択します。

すべてのモデル オブジェクトをエクスポートする場合は、何も選択する必要
はありません。

2. [ファイル] メニューで、エクスポート --> IFC4 をクリックします。

3. [ファイル名] ボックスに、ファイル名拡張子なしでファイル名を入力します。 

拡張子は、選択した [表示形式] に従って自動的に追加されます。長さに制限
はありません。

4. [フォルダ] の場所を参照します。

IFC ファイルは、デフォルトでは現在のモデル フォルダーの下の \IFC フォル

ダーにエクスポートされます。

絶対パスと相対パスのどちらでも定義できます。

5. [モデル名] で、[全オブジェクト] をエクスポートするか、または [選択された
オブジェクト] をエクスポートするかを選択します。 [選択されたオブジェク
ト] を選択した場合、[オーガナイザーの空間階層] を選択する必要があること
に注意してください。

6. 他のエクスポート設定を定義します。

設定 説明

位置 [モデル原点] を選択すると、0、0、0 を基準にしてモ
デルがエクスポートされます。

[作業平面] を選択すると、現在の作業平面座標系を基
準にしてモデルがエクスポートされます。

基準点:<基準点の名前> は、基準点の定義から、座

標系の値 [東座標]、[北座標]、
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設定 説明

[高さ]、[北からの角度]、[緯度] および[経度] を使用し
て、基準点を基準としてモデルをエクスポートしま
す。

表示形式 オプションは [IFC] および [圧縮済みIFC] です。

エクスポートタイ
プ

オプションは [参照ビュー] および [設計転送ビュー] で
す。

[参照ビュー] は、参照ワークフローをサポートするこ
とを目的としています。エクスポートしたファイル
は、参照ファイルとして使用したり、ビューワーで表

示できます。[参照ビュー] は、ネイティブ オブジェク
トへの変換に使用することを目的としていません。

[参照ビュー] の全体的な目的は、形状の変更を必要とし
ないさまざまなソフトウェア アプリケーションにワー
クフロ ーを提供することです。それらのアプリケー
ションには、表示、推定、構築、運用、およびその他の
下流分析を行うアプリケーションが含まれます。

[設計転送ビュー] は、引き継ぎワークフロー、つまり
さらに編集を行うためのインポートを目的としていま
す。これに

は、IFC エンティティのネイティブ オブジェクトへの
変換が必要です。一例と

して、構造エンジニアリング モデル (またはその一部) 
の構造詳細モデリングの基礎への引き継ぎがありま
す。IFC オブジェクト変換を使用して、IFC エンテ ィ
ティが Tekla Structures ネイティブ オブジェクトに変
換されます。通常、インポートと変換を実行する必要
があるの

は 2 ～ 3 回、または 1 回のみです。結果を修正して、
適切なモデルにすることが必要な場合もあります。

[IFC4precast view] は、プレキャスト要素の製作デー
タ転送ワークフローをサポートしています。この
フェーズでは、すべての必要な鉄筋と埋込み材を含め
たプレキャスト壁とスラブの製作を対象としていま
す。

IFC4precast の詳細については、
「IFC4precast」を参照してください。
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設定 説明

追加プロパティセ
ット

• 新しいプロパティ セットを定義
(207 ページ)するには、<新規> を選択して [編集] 
をクリックします。

• 以前に作成した追加のプロパティセットを使用す
るには [追加プロパティセット] リストから選択し
ます。

• 追加プロパティ セットは、モデル フ ォルダー
の下の
\AdditionalPSet フォルダーに保存されま

す。

レイヤ名 エクスポートするオブジェクトのレイヤー名として、
フェーズ、部材名、またはテンプレート属性を使用で
きます。
リストから [名前] または [フェーズ] を選択するか、ま
たはボックスに属性名を入力します。

ユーザー定義情報をレイヤー名として使用すること
はできません。

オブジェクトの色 オブジェクト クラスまたはオブジェクト グループのど
ちらの色を使用してオブジェクトをエクスポートする
かを選択します。オブジェクト グループの色を選択し
た場合、定義された透明度設定もエクスポートされま
す。

平坦で幅広の梁は
プレートとしてエ
クスポートする

平坦で幅広の梁をプレートとしてエクスポートする場
合は、このオプションを選択します。平坦なプロファ
イルを持つプレートが梁または柱としてモデリ

ングされている場合、このオプションを選択します。
たとえば、システム コンポ ーネントによってはプ
レートではなく梁と柱が使用されています。

オーガナイザーの
空間階層

オーガナイザーの空間階層では、エクス
ポート時に [オーガナイザー] で作成された空間階層 
(建物 - 現場 - 通り - 階) が使用されます。

次の操作を行います。

a. [オーガナイザーの空間階層] を選択します。

b. [オーガナイザー] で、プロジェクト階層を作成
します。
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設定 説明

c. [オーガナイザー] でプロジェクトを右クリックし
て、[レポートに使用] を選択します。

d. IFC エクスポートの前に、[オーガナイザー] でプロ
ジェクトを右クリックし、[モデルへの書き込み(レ
ポート用)] を選択して、Tekla Structuresモデルに 
[オーガナイザー] データを同期するか、書き込みま
す。

選択したオブジェクトは、[オーガナイザーの空間階層] 
が選択されている場合にのみエクスポートされます。

現場打ちコンクリ
ート

[現場打ちコンクリート] オプションを選択すると、現場打
ちコンクリートと現場打ちコンクリート ユニットがエク
スポートされますが、現場打ちコンクリート部材と現場
キャスト ユニットはエクスポートされません。このオプ
ションを選択しない場合、現場打ちコンクリートや現場打
ちコンクリート ユニットなしで現場打ちコンクリート部
材と現場キャスト ユニットがエクスポートされます。

7. [エクスポート] をクリックします。

メッセージ ボックスがエクスポート後に表示されます。このメッセージ ボックス
では、選択により、エクスポートされた IFC モデルが保存されているフォルダーを
開いたり、ブラウザーにログ ファイルを表示したりできます。ログ ファイルには、
エクスポート プロセス、エクスポートされたエンティティ、エクスポート中に発
生したエラーなどの詳細が表示されます。

IFC4 エクスポートの制限事項

• IFC4 エクスポートには、常に完全製品が含まれています。部材のユーザー定義
情報で部材 [(IFC) entity] が [なし] に設定されている場合、部材とそのボルトは
エクスポートに含められません。

• ユーザー インターフェイスは、IFC2x3 エクスポートのユーザー インターフェ
イスに含まれるすべての機能を備えているわけではありません。

• [参照ビュー] は、設計座標と参照ワークフローに使用することを目的としてい
ます。

エクスポートされた IFC モデルの確認
参照モデルを作成したら、参照モデルをテストすることをお勧めします。
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エクスポートされた IFC モデル (211 ページ)をチェックするには、モデルを元の
Tekla Structures モデルに対する参照モデルとして挿入します。

次の点を確認します。

• IFC モデルを視覚的に確認します。IFC モデルと元のモデルに異なる色を使用
します。クリップ平面を使用して、モデルを入念にチェックします。

• オブジェクトの数を比較します。数が異なる場合は、エクスポートログを確認
します。

• 正常にエクスポートされなかったオブジェクトのモデリングを確認します。た
とえば、不要なカットによってエクスポートが失敗する場合があります。誤っ
たオブジェクトの再モデリングを検討するか、オブジェクトの [IFC エクスポー
トタイプ] を [Brep] に設定します。

ヒント Trimble Connector (101 ページ) を使用して IFC モデルを表示し、チェック
することもできます。

エクスポートされた IFC モデルに含まれる IFC 数量情報
数量情報は、特定の測定方法に依存しない数量定義のため、国際的に適用可能で
す。数量情報は、総数量と純数量として定義され、要素の正しい幾何学形状の表示
の測定によって定義されます。[IFC にエクスポート] ダイアログ ボックスで [数
量情報] チェック ボックスをオンにした場合、エクスポートされた IFC モデルに追
加の [数量テークオフ アドオン ビュー] が含められます。

[数量テークオフアドオンビュー]には、エクスポートされた IFC モデルのエンティ
ティに関する次の基本的な数量情報が含まれています。

梁 柱 スラブ 壁

幅 X X
[高さ] X
[長さ] X X X
純面積 X
外周表面積 X X
総専有面積 X
ネット体積 X X X X
ネット重量 X X X X

IFC エクスポートで使用されるプロパティセット設定ファイル
Tekla Structures では、IFC モデルにプロパティ セットとしてエクスポートされるユ
ーザー定義情報とテンプレート属性を定義するために、設定ファイルが使用されま
す。
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事前定義のプロパティセット設定ファイル

事前定義された設定ファイルは読み取り専用で、..\ProgramData\Trimble
\Tekla Structures\<version>\Environments\Common\inp から読み込

まれます。場所は環境によって異なることがあります。

IFC2x3:

• IfcPropertySetConfigurations_CV2.xml (デフォルト プロパティ セッ

ト)/IfcPropertySetConfigurations_CV2_1.xml ( 小プロパティ セッ

ト) には、エクスポートタイプ座標ビュー 2.0 のプロパティ セットが含まれてい
ます。

• IfcPropertySetConfigurations_SG.xml (デフォルト プロパティ セッ

ト)/IfcPropertySetConfigurations_CV2_1.xml ( 小プロパティ セッ

ト) には、エクスポートタイプ表面形状のプロパティ セットが含まれています。

• IfcPropertySetConfigurations_AISC.xml (デフォルト プロパティ セ
ット)/IfcPropertySetConfigurations_AISC_1.xml ( 小プロパティ セ
ット) には、エクスポートタイプ Steel fabrication view のプロパティ セットが含
まれています。

同じフォルダにある IfcPropertySetConfigurations_CV1.xsdファイルは、

XML ファイルの構造を記述したスキーマファイルであり、XML ファイルの検証に
使用されます。このファイルは、ソフトウェアの起動時に読み取られます。

追加のプロパティセット設定ファイル

IFC エクスポートのプロパティセットを XML 形式で設定する場合、次の 2 つのフ
ァイルが必要です。

• IfcPropertySetConfigurations.xsdは、XML ファイルの構造を記述し

たスキーマファイルであり、XML ファイルの検証に使用されます。このファイ
ルは、ソフトウェアの起動時に読み取られます。

• IfcPropertySetConfigurations.xmlは、実際のプロパティセット設定フ

ァイルです。

また、[プロパティ セットの定義] ダイアログ ボックスで追加のプロパティ セット
を定義 (207 ページ)して、XML 設定ファイルの有効性を確保することをお勧めしま
す。作成した追加プロパティ セットは、デフォルトでモデル フォルダーにある
\AdditionalPSets フォルダーに保存されます。次のフォルダーから追加プロ

パティ セットを読み込むこともできます。

• XS_SYSTEM
• XS_PROJECT
• XS_FIRM
前述のフォルダーを使用する場合、システム フォルダー、プロジェクト フォルダ
ー、または企業フォルダーの下にある \AdditionalPSets というフォルダーにフ

ァイルを保存してください。
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プロパティセット設定ファイルの内容

• 設定ファイルには、プロパティセットの構造と、プロパティセット内のプロパ
ティのデータ定義が含まれています。

• テンプレート属性またはユーザー定義情報名。テンプレート属性は
content_attributes_global.lstから、ユーザー定義情報は環境デー

タベースからそれぞれ読み取られます。

• データ型(String、Integer、Float、Timestamp、Boolean、Logical、
PlaneAngleMeasure など)。

• 単位の種類(長さ、面積、体積、量など)。

• ユーザー定義情報の単位のない値の単位値のスケーリング。変換係数を追
加して、単位のない値を変換して IFC ファイルで使用されるグローバル単位
に対応させることができます。面積と体積の単位にはこのような係数が必
要です。

• ユーザー インターフェイスと同じオプション タイプのユーザー定義情報値
を使用する必要がある場合は、[プロパティセットの定義] ダイアログ ボッ
クスで、タイプを [ユーザー定義情報] から [テンプレート属性] に変更でき
ます。

• デフォルト値を使用できるかどうか。

• テンプレート属性またはユーザー定義情報に値が含まれていない場合に、エ
クスポートする設定を無視できるかどうか。

• 設定ファイルには、ルールを IFC エンティティにバインドするプロパティセッ
トを含まれています。

• 建物要素だけでなく、ボルト、鉄筋、および製品のサポートを含む IFC エン
ティティタイプの階層へのバインド。
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• 制限ルールを使用できます。たとえば、数値には Equal、NotEqual、
LessThan、GreaterThan、LessThanOrEqual、および GreaterThanOrEqual、テキ
ストには Equal および NotEqual を使用できます。

これらの制限ルールを追加する場合は、適切なエディタで追加のプロパティ
セット設定ファイルを変更する必要があります。

• プロパティセットのバインドルールの数はいくつでもかまいませんが、

ReferenceIdごとに適用できるプロパティセットの定義は 1 つに限られ

ます。

• プロパティセットはそれぞれ異なる IFC エンティティタイプにバインドで
きます。たとえば、プレートには梁と異なるプロパティセットを指定できま
す。

• エクスポートにおいて、あるプロパティの値が見つからない場合、エクスポー
トではそのプロパティセットがまったく書き込まれません。これを防ぐには、
プロパティセットの該当のプロパティに対して optional=trueを追加しま

す。

IfcPropertySetConfigurations_CV2.xmlファイルの内容の例を次に示し

ます。

IfcPropertySetConfigurations.xmlファイルの内容の例を次に示します。
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3.4 DWG と DXF
DWG は AutoCAD のネイティブファイル形式であり、Autodesk 製品の標準ファイ
ル形式です。DWG は、Tekla Structures でサポートされる 2D/3D CAD データに使用
されます。

DXF (Drawing eXchange Format)は、AutoCAD と他のプログラム間でのデータの相
互運用を可能にするために、Autodesk 社によって開発されました。このファイル形
式にはどの形式の部材 ID も含まれないため、ファイルのさまざまなバージョンに
含まれる各種物理オブジェクト間の変更を追跡することはできません。Tekla
Structures では、DXF ファイルで干渉チェックは実行できません。

DWG/DXF ツールを使用してインポートした DWG/DXF ファイルでは、インポート
したオブジェクトの面は表示されません。表示されるのは、モデルの作成に使用可
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能な補助線 (部材プロファイルに変換された線) だけです。オブジェクトの面を表
示する場合は、DWG/DXF ファイルを参照モデルとして挿入します (160 ページ)。

DWG/DXF のインポートでは、ACAD2012 以前が Tekla Structures によりサポートさ
れます。

DWG ファイルの AutoCAD バージョンを調べるには、そのファイルをテキストエ
ディタで開きます。 初の 6 バイトにバージョンコードが記載されています。

AC1027 = 2013

AC1024 = 2010, 2011, 2012

AC1021 = 2007, 2008, 2009

AC1018 = 2004, 2005, 2006

AC1015 = 2002, 2000i, 2000

AC1014 = 14

AC1012 = 13

AC1009 = 12, 11

AC1006 = 10

AC1004 = 9

AC1002 = 2

詳細情報のリンク:

2D または 3D DWG/DXF ファイルのインポート (229 ページ)

3D DWG または DXF へのエクスポート (230 ページ)

2D DWG または DXF ファイルへの図面のエクスポート (234 ページ)

2D DWG または DXF への図面のエクスポート (古いエクスポート) (245 ページ)

図面内の DWG または DXF へのリンク

2D ライブラリによって、または図面リボン コマンド [DWG/DXF] を使用して図面
に DWG または DXF ファイルへのリンクを追加することもできます。次を参照し
てください。

2D または 3D DWG/DXF ファイルのインポート
DWG/DXF のインポートでは、2D および 3D オブジェクトを部材または参照線 (補
助線) として変換できます。

1. [ファイル] メニューで、[ インポート --> DWG/DXF ] をクリックします。
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2. インポート ファイルの名前を入力します。

[ブラウズ...] をクリックしてファイルをブラウズします。

3. X、Y、および Z からのオフセットを入力します。

4. 縮尺を入力します。

5. インポートする部材の表示方法を選択します。

• [参照線] は、モデルの部材を補助線として表示します。

• [部材] は [ﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ] ボックスと [梁プロファイル] ボックスで定義し
たプロファイル サイズに基づいて、元のモデルの部材の完全なプロファイ
ルを表示します。このオプションでは、パラメトリック プロファイルだけ
を使用できます。

6. [2D インポート使用] を選択して、元のオブジェクトの 2 次元表現をインポー
トします。

[参照線] オプションを選択している場合に便利です。モデルを 3D でインポ
ートする場合は、[2D インポート使用] を選択しないでください。

7. [インポート] をクリックします。

Tekla Structures が指定したファイルをインポートします。 インポートした部材や
参照線を削除する場合は、部材や参照線を選択して Delete キーを押します。

制限事項

DWG プロファイルをインポートする場合は、以下の点に注意してください。

• プロファイルは、DWG ファイル内の唯一のオブジェクトである必要がありま
す。ファイルには、タイトル、ブロック、またはその他のグラフィックを含め
ないでください。

• プロファイルは閉じたポリラインである必要があります。

• ADSK 3D モデルからポリラインを生成するには、プロファイルを削除するため
の多数の手順が必要になります。

• プロファイルは拡大する必要があります。

• DWG/DXF ツールを使用してインポートした DWG/DXF ファイルでは、インポ
ートしたオブジェクトの面は表示されません。表示されるのは、モデルの作成
に使用可能な補助線 (部材プロファイルに変換された線) だけです。オブジェ
クトの面を表示する場合は、DWG/DXF ファイルを参照モデルとして挿入しま
す (160 ページ)。

• インポート機能は、すべての Tekla Structures 構成で使用できるわけではありま
せん。詳細については、「Tekla Structures のライセンス」を参照してください。
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3D DWG または DXF へのエクスポート
選択部材またはモデル全体を 3D DWG にエクスポートできます。3D DWG または
DXF にエクスポートする古いバージョンのエクスポートか、3D DWG にエクスポ
ートする新しいバージョンのエクスポートのいずれかを使用できます。

3D DWG へのエクスポート

• 3D DWG エクスポートでは、Teigha ライブラリが使用されます。

• 部材の面表示がエクスポートされます。ボルト孔はエクスポートには含まれま
せん。

• オブジェクトは、モデル原点、定義した基準点、または作業平面を基準として
エクスポートできます。

• 名前、フェーズ、または任意のテンプレート属性かユーザー定義情報を指定し
てレイヤーをエクスポートできます。

• 色は、クラスまたは保存されたオブジェクト グループ表示別にエクスポートで
きます。

• すべてのオブジェクトまたは選択したオブジェクトをエクスポートできます。
[製品オブジェクトの選択] および [コンポーネントオブジェクトの選択] 選択ス
イッチを使用して、エクスポートするオブジェクトを選択できます。[オブジェ
クトの選択] オプションを使用し、部材を選択するときに [製品オブジェクトの
選択] および [コンポーネントオブジェクトの選択] を使用すると、製品で選択
した部材をエクスポートでき ます。部材を選択せずに製品を選択した場合、製
品部材の 上位レベルがエクスポートに含められます。

• ボルト孔はエクスポートされません。

• 基準線はエクスポートされません。

オブジェクト グループの色表示の作成

エクスポートでオブジェクト グループの色表示を使用する場合は、 初にオブジ
ェクト グループを作成し、オブジェクト グループの色を設定して、表示設定を保
存する必要があります。透明度設定もエクスポートに含まれることに注意してく
ださい。

基準点の作成

基準点を基準としてオブジェクトをエクスポートする場合は、モデル内に基準点を
作成する必要があります。詳細については、「基準点」を参照してください。

1. Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、[エクスポート --> 3D DWG] をクリックします。 
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3. [ファイル名] ボックスに、エクスポート ファイルの名前を入力します。

4. [フォルダ] ボックスで、エクスポート フォルダーのパスを入力するか、フォ
ルダーをブラウズします。

5. [位置] で次のいずれかを選択します。 

• [モデル原点] を選択すると、0、0、0 を基準にしてモデルがエクスポート
されます。

• [作業平面] を選択すると、現在の作業平面座標系を基準にしてモデルがエ
クスポートされます。

• 基準点<基準点の名前> は、基準点の定義から、座標系の値 [東座標]、[北
座標]、[高さ]、[北からの角度]、[緯度] および [経度] を使用して、基準点
を基準としてモデルをエクスポートします。

6. [モデル名] リストで、[全オブジェクト] または [選択されたオブジェクト] を選
択します。選択したオブジェクトをエクスポートする場合は、適切な選択スイ
ッチを使用してオブジェクトを選択します。 

• [部材を選択] および [コンポーネントオブジェクトの選択] 選択スイッチ
をアクティブにすると、選択したすべての部材がエクスポートされます。

• 製品選択またはコンポーネント選択をアクティブにすると、何もエクスポ
ートされません。

7. [オブジェクトの色] で、オブジェクト クラスまたはオブジェクト グループの
どちらの色を使用してオブジェクトをエクスポートするかを選択します。

8. [レイヤ名] で、リストから [名前] または [フェーズ] を選択するか、ボックス
にテンプレートまたはユーザー定義情報名を入力します。エクスポートする
オブジェクトのレイヤー名として、フェーズ、部材名、またはテンプレート属
性かユーザー定義情報を使用できます。
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9. 終了したら、[エクスポート] をクリックして、定義された設定に従ってオブジ
ェクトをエクスポートします。 

Tekla Structures により、指定したフォルダーに <name>.dwg ファイルが作成

されます。

3D DWG/DXF ファイルへのモデルのエクスポート (以前のエクスポート)
3D DWG または 3D DXF ファイル タイプにモデル全体またはモデルの一部をエク
スポートできます。デフォルトでは、Tekla Structures により、現在のモデル フォル
ダーに model.dwg ファイルが作成されます。部材、アイテム、ボルトを 3D
DWG/DXF にエクスポートできます。

制限事項

以前の 3D DWG/DXF エクスポートには次の制限があります。

• ボルト孔はエクスポートされません。

• 梁 (曲) と折れ梁は、それぞれが単一の連続した梁としてエクスポートされま
す。

• 梁 (曲) のセグメント数は、その梁 (曲) の定義に従います。

• 鉄筋はエクスポートされません。

• 基準線はエクスポートされません。

ヒン
ト

部材およびその他のモデル オブジェクトに、色の設定を定義することがで
きます。この方法で、エクスポートした DWG/DXF ファイルのオブジェク
トの色を変更することができます。

1. Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、[ エクスポート --> 3D DWG/DXF ] をクリックします。

3. [エクスポート：3D DWG/DXF] ダイアログ ボックスで、デフォルトのエクス
ポート ファイル名を受け入れるか別のファイル名を入力します。 

既存のエクスポート ファイルを置き換えるには、[...] ボタンをクリックして目
的のファイルを参照します。

4. エクスポートの形式 (DWG または DXF) を選択します。

5. [エクスポートオブジェクト] で、エクスポートされたオブジェクトの表示設定
を選択します。 

• [面] は部材を面としてエクスポートします。

3D DWG または DXF ファイルを [面] としてエクスポートすると、より多
くのメモリが使用され、少し時間がかかることがありますが、結果はより
優れたものになります。

• [ライン] は、プロファイル断面の中心に配置される線として部材をエクス
ポートします。このオプションは解析ソフトウェアにエクスポートする場
合に適しています。

• [中心線] は部材を部材の中心線としてエクスポートします。
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• 参照線 は作成点の間に描画される参照線として部材をエクスポートしま
す。このオプションは解析ソフトウェアにエクスポートする場合に適して
います。

モデルが大きい場合や、使用できるメモリが少ない場合、[参照線] オプシ
ョンの方が処理が速く、結果のファイル サイズも小さくなります。

6. [部材の精度] を選択します。 

• オプションは [高] および [通常] です。[高] ではプロファイル断面の角処
理もエクスポートされます。

7. [ボルトの精度] を選択します。 

• [高] はワッシャーも含め、ボルト セット全体をエクスポートします。

• [通常] はボルトとナットだけをエクスポートします。

• [なし] はボルトをエクスポートしません。

8. [カット] をエクスポートに含めるかどうかを選択します。 

[はい] を選択すると、カットがエクスポートされます。

9. [穴カット] を含めるかどうかを選択します。 

[はい] を選択すると、穴カットが含められます。

10. [エクスポート] リストでエクスポートする内容を選択します。 

• [全オブジェクト] はモデル全体をエクスポートします。

• [選択したオブジェクト] はモデルから選択した部材をエクスポートしま
す。

エクスポートに含める部材だけを選択するには、[部材を選択] および [コンポ
ーネントオブジェクトの選択] の選択スイッチをアクティブにします。必要な
部材およびオブジェクトすべてをエクスポートする選択フィルターを作成す
ることもできます。コンポーネントはこのようにエクスポートすることはで
きず、構成部材をエクスポートするためにコンポーネント内オブジェクトを選
択する必要があります。

11. [作成(R)] をクリックします。

Tekla Structures によってエクスポート ファイルが現在のモデル フォルダーに作成
されます。各部材の ID は属性としてエクスポートされ、各部材のエクスポート フ
ァイルに書き込まれます。

2D DWG または DXF ファイルへの図面のエクスポート
Tekla Structures の図面を 2D DWG および DXF 形式にエクスポートできます。一度
に複数の図面をエクスポートできます。

DWG/DXF エクスポートはオブジェクトに基づいて行われます。たとえば、陰線タ
イプを使用して描画された長方形の部材をエクスポートすると、破線で描画された
長方形のオブジェクトになります。線に基づく古い DWG エクスポートでは、多数
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の別々の短い直線がエクスポートされます。ハッチングは、CAD でもハッチング
オブジェクトとしてエクスポートされ、別々の線にはなりません。

DWG/DXF 図面のエクスポートでは、以下の操作を実行できます。

• 異なるオブジェクトのレイヤーを簡単に設定して、マーク テキストや引出し線
からマーク枠を分離する

• フィルターを使用して各部材を分離する

• 標準の CAD レイヤー設定によって事前定義されているレイヤーを使用する

• 基準点およびモデル座標を使用する

• イメージがリンクとしてエクスポートされないように、エクスポート ファイル
にイメージを埋め込む

DWG/DXF エクスポートの開始

1. 次のいずれかの方法でエクスポートを開始します。

• [ファイル] メニューで、エクスポート --> 図面 をクリックし、表示された
[ドキュメント管理] から図面を選択する。

• 図面とレポート --> ドキュメント管理 をクリックし、[ドキュメント管理]
リストからエクスポートする図面を選択して、[ファイル] メニューで エク
スポート --> 図面 をクリックする。

• 図面とレポート --> ドキュメント管理 をクリックし、[ドキュメント管理]
リストからエクスポートする図面を選択し、右クリックして [エクスポー

ト] を選択するか、下部の [エクスポート]  ボタンをクリックします。
このコマンドは、図面モードで [ドキュメント管理] を開いている状態では
使用できないことに注意してください。

• 図面を開いている状態で、[ファイル] メニューで [図面のエクスポート] を
クリックする。
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2. [プレビューを開く] をクリックし、プレビュー ウィンドウを表示します。エ
クスポートする図面を多数選択している場合、このウィンドウでも図面を変更
することができます。プレビューを初めて表示する場合、[プレビューを更新]
をクリックします。[プレビューを更新] をクリックして、プレビューを再度更
新できます。プレビューは完了までに時間がかかることがあるため、自動的に
は更新されません。
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エクスポートの設定の定義および DWG/DXF へのエクスポート

1. [保存する] リストで、以前に保存した、または事前定義されたエクスポート設
定を読み込みます。将来使用するために変更した設定を別名で保存する必要
がある場合、新しい設定の名前を入力して、[保存する] をクリックします。

2. [ファイルの場所] で、エクスポートされる DWG ファイルの場所を定義しま
す。 

DWG/DXF ファイルのデフォルトの位置は、現在のモデル フォルダーです。
生成された DWG/DXF ファイルのデフォルト フォルダーは、
XS_DRAWING_PLOT_FILE_DIRECTORY 詳細オプションでも制御できます。
出力フォルダー名の前に .\ を付けることで、相対位置をファイルの場所として
使用できます。指定した出力フォルダーが設定に保存されます。[終了時にフ
ォルダを開く] を選択すると、エクスポート後にエクスポート フォルダーが開
きます。

3. [ファイル タイプ] リストで、[DWG] または [DXF] を選択します。

4. エクスポートに使用される DWG バージョンを選択します。複数のバージョ
ンの AutoCAD または DXF 形式を使用できます。デフォルトは 2010 です。

5. 必要に応じて、[オプション] タブで他の設定を定義します。 
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モデル スペース座標 次のいずれかのオプションを選択します。

• ローカル:CAD の座標系の 0 点に図面をエクスポ
ートします。このオプションでは、1 番目のビュー
フレームの左下隅を使用してローカル座標が設定
されます。フレームを拡大すると、ローカルが移
動します。

• モデル:Tekla Structures の 0 点を CAD の 0 点に対
応させ、それに応じて X 座標と Y 座標で CAD の
座標系を回転させます。Z 座標はサポートされな
いことに注意してください。

• 基準点:<name_of_base_point>: 選択した基準点を
CAD の 0 点に対応させ、それに応じて CAD の座
標系を回転させます。[ファイル --> プロジェクト
プロパティ --> 基準点 ] を使用して、Tekla
Structures モデルでの基準点の定義 を行います。

Z 座標はサポートされないことに注意してくださ
い。

ファイルのプレフィック
ス

ファイルのサフィックス

ファイル名に使用する特定のプレフィックスまたは
サフィックスを入力します。それに応じてファイル
名のプレビューが変更されます。

DWG のエクスポートでは、次の図面固有の詳細設定
がサポートされています。これらの詳細設定を使用
して、エクスポートしたファイル名を変更することが
できます。

XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_A
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_C
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_G
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_M
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_W
これらのオプションに指定できる値の詳細について
は、「」を参照してください。

ファイル内に画像を埋め
込む

すべてのイメージをエクスポート ファイル内に埋め
込みます。エクスポートには追加のイメージ ファイ
ルは作成されません。

モデル空間のみにエクス
ポート

含まれているすべてのオブジェクトを CAD ファイル
のモデル スペースおよび用紙スペースにエクスポー
トします。レイヤー設定でのモデル座標と全体座標、
および用紙スペースの切り替えは無視されます。

図面にリンクまたはコピーされたビューがある場合
は、[モデル空間のみにエクスポート] を選択していな
いと、結果の DWG ファイルで図面ビューがお互いに
重なり合ったり、ビューの境界が不正確になったりす
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ることがあります。これが起きるのは、図面ビューと
DWG 形式の用紙スペース表示域が異なる概念である
ためです。

図面に短縮表示部材が含まれる場合に、オブジェクト
を 1:1 の縮尺で配置すると、部材の実際のサイズに合
わせて端部が拡大されます。CAD モデル スペースで
短縮表示部材が拡大されないようにするには、[モデル
空間のみにエクスポート] を選択します。これによ
り、CAD ソフトウェアの図面スペースで短縮表示され
たままになります。

縮尺 エクスポートした DWG の縮尺を定義します。この
オプションは、[モデル空間のみにエクスポート] チェ
ック ボックスをオンにしている場合のみ使用できま
す。

たとえば、座標 0,0 と 800 の間に図面があり、縮尺値
5 を定義する場合、生成される DWG は 5 倍大きくな
り、その DWG は座標 0,0 と 4000 の間に配置されま
す。

別の例として、Tekla Structures の図面ビュー縮尺を
1:50 に設定し、図面を 1:1 の縮尺でエクスポートする
必要がある場合は、エクスポート オプション縮尺値
50 を使用すると目的の結果が得られます。

詳細設定 
XS_EXPORT_DRAWING_TRY_TO_KEEP_LOCATION
を TRUE に設定すると、DWG 原点は図面ビューの原

点として同じ場所に維持されます。この動作は、プラ
ン ビューとエレベーション ビューでのみ実行されま
す。図面に複数のプラン ビューまたはエレベーショ
ン ビューがある場合、DWG 原点は図面枠の左下隅に
配置されます。

ブロックのオブジェクト
のグループ解除

グラフィック オブジェクトを個別のオブジェクトと
してエクスポートします。ブロックにはオブジェク
トが追加されません。たとえば、線、ハッチング、お
よび四角形を、ブロックではなく、DWG オブジェク
トの線、ハッチング、および四角形にします。このオ
プションを選択すると、オプション [Tekla Structures
ラインワークのみ更新] は無効になります。

Tekla Structures ラインワ
ークのみ更新

Tekla Structures の図面の内容を更新して、CAD ソフト
ウェアで作成された他の内容は同じファイルにその
まま残します。Tekla Structures によって作成されたブ
ロック (グループ) は更新されます。

この設定は、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [エク
スポート] カテゴリーで詳細設定 
XS_DWG_EXPORT_UPDATE_TS_LINEWORK_OPTION
を TRUE に設定している場合にのみ表示されます。
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既に同じ図面がエクスポートされており、レイヤーの
設定とテンプレートが以前のエクスポートに使用さ
れたものと同じであることが必要です。CAD ブロッ
クのエディターで編集が行われていない限り、以前に
追加されたすべての CAD の線はファイルに残り、
Tekla Structures の内容のみが更新されます。

ブロック (CAD オブジェクト) の内容を編集してから
[Tekla Structures ラインワークのみ更新] オプション
を選択した場合、ブロック全体が書き換えられ、CAD
で加えられた変更は維持されないことにも注意して
ください。CAD での変更を維持するには、ブロックを
編集する前に分解する必要があります。

たとえば、Tekla Structures から 初に図面をエクスポ
ートした後に CAD ファイルで図面タイトル ブロック
を追加し、これらのタイトル ブロックをそのままに維
持しながら、Tekla Structures からエクスポートしたオ
ブジェクトのみを更新する場合にこの設定が使用で
きます。

6. [レイヤルール] タブで、さまざまなモデル オブジェクトや図面オブジェクト、
またはオブジェクトの部材がエクスポートされるレイヤーを明示的に定義で
きます。たとえば、外周と塗りつぶしやハッチングを区切ることができます。 

また、Tekla Structures の設定または DWG もしくは DXF ファイルで指定され
た対象レイヤーの設定のどちらの線の色、スタイル、および太さを使用するか
を定義できます。Tekla Structures の線の太さ、スタイル、および色は、Tekla
Structures の図面での表示と同じになり、DWG エクスポート用に変更すること
はできないので注意してください。

7. DWG テンプレートを使用するには、[DWG の対象のレイヤ] リストを使用し
て、テンプレート ファイルをブラウズします。指定されている場合、レイヤ
ーの定義にテンプレートが使用されます。DWG テンプレートを使用してエ
クスポートされる図面に表示するオブジェクトが含まれていない限り、このテ
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ンプレートには CAD オブジェクトを含めず、レイヤー設定のみを含めるよう
にしてください。たとえば、すべての事前定義されたレイヤーが含まれる標準
の DWG ファイルを使用できます。 

.\ を入力した後にファイル名を入力できます。この場合、Tekla Structures によ
るファイルの検索が、モデル、プロジェクト フォルダーと企業フォルダー、
詳細設定 XS_DRIVER によって指定されたフォルダー、システム フォルダー、

ユーザー設定フォルダーの順に行われます。

DWG または DXF ファイルが検索されて読み込まれるまで、[ブラウズ(B)...]
ボタンの横に DWG ファイルが見つかりません というテキストが表示されま
す。

[DWG の対象のレイヤ] リストから新しい DWG ファイルが読み込まれるとき
に、対象のレイヤー ボックスが一時的に黄色に変わります。DWG ファイルに
利用可能なレイヤーが存在しない場合は、ボックスが赤色に変わります。

8. 次のようにルールを追加します。 

• 右側の [追加(A)] ボタンをクリックするか、または [コピー] ボタンをクリ
ックして選択したルールをコピーすることによって、新しいルールを作成
できます。複数のルールを選択できます。

• [上] ボタンおよび [下] ボタンをクリックすると、ルールをセットにして上
下に移動できます。複数のルールを選択できます。

• ルールを削除する場合は、そのルールを選択して [削除] をクリックしま
す。一度に複数のルールを削除できます。

9. ルール コンテンツを定義します。 

オブジェクト エクスポートするオブジェクトを選択
します。

一部のオブジェクトには、現在、隣接部
材マークなどのマークが付いており、別
々に表示されないことに注意してくだ
さい。エクスポートでこれらを分離す
るには、[オブジェクトのフィルタリン
グ] を使用して、部材および隣接部材用
の複数のマーク ルールを作成する必要
があります。

[オブジェクト] リストに含まれない他
のすべてのオブジェクトを含めるには、
ルール リストの 後に [すべて] オブジ
ェクト ルールを追加します。これは、ル
ールがリストに表示される順序で読み
取られるためです。

現場打ちコンクリート部材をエクスポ
ートするには、モデルで現場打ちコンク
リート部材を有効にする必要がありま
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す。「XS_ENABLE_POUR_
MANAGEMENT」を参照してください。

表示フィルタリング オブジェクトのどの部材がルールに従
うかを定義します。[すべて] を選択す
ることもできます。

[表示フィルタリング] オプションは、オ
ブジェクト タイプによって異なります。

1 つのルールに複数のフィルターを追加
することはできません。たとえば、マー
ク枠をマーク テキストから分離するに
は、マークに 2 つのルールを作成し、
初のルールで [表示フィルタリング] を
[テキスト] に設定して、次のルールで
[フレーム] に設定する必要があります。
以下の「レイヤー ルールの例」に例を示
します。

オブジェクトのフィルタリング 現在のモデルに定義されている選択フ
ィルターの属性ファイルを読み取りま
す。

これらのファイルは、現在のモデル フォ
ルダーからのみ読み込むことができ、企
業フォルダーやプロジェクト フォルダ
ーからは読み込めません。

対象のレイヤ DWG テンプレートが見つからない、ま
たは独自のレイヤーを作成する場合に
は、[対象のレイヤ] ボックスに新しいレ
イヤーの名前を入力するか、または以前
に使用したレイヤーをリストから選択
します。

DWG テンプレートを追加したら、その
レイヤーが [対象のレイヤ] リストに表
示されることに注意してください。

[DWG の対象のレイヤ] リストから新し
い DWG ファイルが読み込まれるとき
に、対象のレイヤー ボックスが一時的に
黄色に変わります。DWG ファイルに利
用可能なレイヤーが存在しない場合は、
ボックスが赤色に変わります。

色

線スタイル

線の太さ

ラインワークを Tekla Structures の設定
から取得するか、DWG テンプレートか
ら取得するかを定義します。
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用紙スペース 図面オブジェクトを DWG ファイルの
用紙スペースに (ビュー ポータルを使
用せずに) 正しく描画するには、[用紙ス
ペース] チェック ボックスをオンにし
ます。

このチェック ボックスがオンになって
いない場合、用紙スペースにはモデル ス
ペースのポータルのみが表示されます。

マーク、寸法、テキストなどの図面注記
は用紙スペースにのみ追加することを
お勧めします。これにより、Tekla
Structures の図面ビューで部材がカット
される場合などに、これらの図面注記が
正しく表示されます。

含む 終的な DWG にルールを含めるには、
ルールの隣にある [含む] チェック ボッ
クスをオンにします。一部のオブジェ
クトをエクスポートしない場合、[含む]
チェック ボックスをオフにします。

10. エクスポートする前に、プレビューを開き、[プレビューを更新] をクリックし
て結果をプレビューします。

11. [エクスポート] をクリックします。 

定義した設定とルールに基づいて図面がエクスポートされます。ルールはリ
ストに表示されている順番で読み取られます。[終了時にフォルダを開く] を
選択している場合、エクスポート フォルダーが開きます。

エクスポートされた図面が見つからないか、 新の状態でない、またはこれに
似た問題が発生した場合は、図面を読み取ることができません というエラー
メッセージが表示されます。

[エクスポート] ボタンをクリックすると、エクスポートを開始する前に Tekla
Structures によりファイルを書き込むことができるかどうか確認され、必要な
アプリケーションを閉じるように求められます。また、ファイルが既に存在す
るかどうか確認され、既存のファイルを上書きするかどうか尋ねられます。

レイヤー ルールの例

次の例では、3 つの個別のマーク ルールが作成されており、これらがレイヤー 1、
2、および 3 でエクスポートされます。線はレイヤー 1、テキストはレイヤー 2、枠
はレイヤー 3 でエクスポートされます。
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エクスポート後に、CAD ビューワーに表示されているレイヤーに応じて、CAD モ
デルのマークを次の 3 つの方法で表示できます。

すべてのレイヤーを表示する:

線が含まれるレイヤー 1 を非表示にする:

テキストが含まれるレイヤー 2 を非表示にする:

枠が含まれるレイヤー 3 を非表示にする:
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ヒント

• DWG ファイルを 出力ファイル バージョン 2013 にエクスポートする場合に
は、CAD での制限によって、次のように CAD モデルでのレイアウトにワイプ
アウト フレームが表示されます。

これを防ぐには、AutoCAD で作成された DWG ファイルのレイヤー テンプレー
トを使用するか、または 2010 (デフォルト) 以前のバージョンにエクスポートし
ます。

• ワイプアウト フレームが表示される別の理由として、ワイプアウト フレームを
表示するように設定された DWG テンプレートを使用していることが考えられ
ます。CAD テンプレートでワイプアウト フレームを非表示にします。

古い DWG/DXF エクスポートを使用する方法

古い DWG/DXF エクスポートを使用する場合は、詳細設定 
XS_USE_OLD_DRAWING_EXPORT を TRUE に設定します ( .ini ファイル)。この

詳細設定のデフォルトは FALSE.古いエクスポートの使用手順については、2D
DWG または DXF への図面のエクスポート (古いエクスポート) (245 ページ)を参
照してください。

2D DWG または DXF への図面のエクスポート (古いエクスポート)
古い DWG/DXF 図面エクスポートを使用して 2D DWG または DXF 形式で図面を
エクスポートできます。

古い DWG/DXF 図面エクスポートを使用する場合は、.ini ファイルで詳細設定 
XS_USE_OLD_DRAWING_EXPORT を TRUE に設定します。この詳細設定はデフォ

ルトで、FALSE に設定されています。新しい DWG/DXF 図面のエクスポートの使
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用手順については、2D DWG または DXF ファイルへの図面のエクスポート (234 ペ
ージ)を参照してください。

1. [図面とレポート] タブで [ドキュメント管理] をクリックします。

2. エクスポートする図面をリストから選択します。

3. 右クリックして [エクスポート] を選択します。

4. [図面のエクスポート] ダイアログ ボックスの [エクスポートファイル] タブ
で、エクスポート ファイル名を入力します。 

複数の図面をエクスポートする場合は、ファイル名ボックスを空白のままにし
ておきます。

デフォルトでは、図面は現在のモデル フォルダーの \PlotFiles フォルダー

にエクスポートされます。他のフォルダーを使用する場合は、フルパスを入力
します。

Tekla Structures では、次の詳細設定のいずれかを使用して、エクスポート ファ
イルの名前が定義されます。使用される詳細設定は、図面タイプによって異な
ります。

XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_A
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_C
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_G
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_W
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_M.

5. ファイル タイプを選択します ([DXF] または [DWG])。

6. ファイル名にリビジョン マークを含める場合、[ファイル名にリビジョンマー
クの出力] を選択します。

7. [レイヤーのオプション] タブで、レイヤーのオプションを設定します。 

• レイヤルールファイルを選択します。

レイヤーを追加または変更する場合や、オブジェクトグループをさまざま
なレイヤーに割り当てる場合は、[設定...]をクリックします。

• 高度な変換機能を使って、線およびレイヤのタイプ、色、または太さを変
換する場合は、[アドバンスド線種とレイヤー変換の使用] を選択します。

• [変換ファイル] ボックスに、変換で使用するファイルの名前を入力します。

デフォルトでは、Tekla Structures は LineTypeMapping.xml file in
the ..\Tekla Structures\<version>\environments\common
\inp フォルダーを使用します。

独自の線タイプマッピングを定義する必要がある場合は、独自の変換ファ
イルを作成するときに、ファイル LineTypeMapping.xml をテンプレー

トとして使用できます。

• エクスポートに空のレイヤを含める場合は、[未使用レイヤの出力] を選択
します。
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• レイヤーごとに異なる色を使用するには、[オブジェクトをレイヤ色で出
力] を選択します。

8. [オプション] タブで、図面の他のエクスポート オプションを設定します。 

• [図面縮尺] および [線種の縮尺] を設定します。

• DWG/DXF の内容がオブジェクトでグループ化されるように図面をエクス
ポートする場合は、[オブジェクトをグループ化してエクスポート] を選択
します。この場合、Tekla Structures によってオブジェクト (部材、マーク、
寸法線など) ごとに新しいグループが作成されます。

• エクスポートした図面に連続した線 (たとえば、テキストまたは図面マー
クを貫通する線) が表示されないようにする場合は、[テキストでラインを
カットする] を選択します。

• エクスポート先のソフトウェアでのカスタム線タイプの外観と印刷時の外
観が同じになるようにするには、[カスタム線を分割線としてエクスポー
ト]を選択します。[カスタム線を分割線としてエクスポート] を選択する
と、カスタム線タイプが複数の短い線に分割された実線としてエクスポー
トされます。[カスタム線を分割線としてエクスポート] が選択されていな
い場合、TeklaStructures.lin で定義されているとおりにカスタム線

タイプがエクスポートされます。

• [ レイアウト空間を使用] を選択し、モデル スペースと用紙スペースの両方
にエクスポートします。モデル スペースには、図面ビューの内容がそのま
まの縮尺でエクスポートされます。用紙スペースには、図面レイアウトが
エクスポートされます。レイアウトには、モデル スペースの対応する領域
を示す縮尺が調整された表示域が格納されます。

用紙スペースにエクスポートするときは、ビュー内のすべてのオブジェク
トがビュー フレーム内に収まっていることを確認してください。図面の
ビュー フレームに完全に収まっていないオブジェクトはエクスポートさ
れません。

9. [エクスポート] をクリックします。

参照項目

図面のデフォルトの線タイプ (以前のエクスポート) (255 ページ)

図面エクスポートでのカスタマイズされた線タイプ マッピングの定義 (以前のエ
クスポート) (252 ページ)

例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートする (以前のエクスポート) (256 ページ)

エクスポートする DWG/DXF 図面のレイヤ (以前のエクスポート) (248 ページ)

DWG/DXF ファイルへの図面エクスポート用のレイヤの作成 (以前のエクスポー
ト) (248 ページ)

図面エクスポート内のレイヤへのオブジェクトの割り当て (以前のエクスポート)
(249 ページ)

エクスポート レイヤの設定を他のプロジェクトにコピーする (以前のエクスポー
ト) (251 ページ)
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エクスポートする DWG/DXF 図面のレイヤ (以前のエクスポート)

図面の DWG/DXF エクスポートでは、さまざまな図面オブジェクトが属するレイ
ヤを定義できます。エクスポートでレイヤを使用する利点は、図面に表示したくな
いレイヤをオフにできるという点です。

Tekla Structures の選択フィルターを使用して、さまざまなレイヤを定義できます。

LineTypeMapping.xmlファイルを使用して、さまざまなレイヤのオブジェクト

の線のタイプ、太さ、および色を定義できます。TeklaStructures.linファイ

ルでカスタム線タイプを追加し、Tekla Structures の線タイプをエクスポートする
DWG/DXF ファイルの線タイプにマッピングするときに使用することもできます。

[図面エクスポートレイヤ]ダイアログボックスに表示されるすべてのオブジェク
トタイプを、それぞれ独自のレイヤにエクスポートできます。

クモマーク、塗りつぶし、隣接部材、図面内のシンボル、断面図のタイトル、基準
線ラベルのテキスト、寸法ラベル、溶接ラベル、ボルトマークの引出し線、部材マ
ークの引出し線などのオブジェクトは、選択フィルターで個別のオブジェクトとし
て識別できないため、エクスポートでレイヤを使用できません。たとえば、塗りつ
ぶしはその塗りつぶしが属する部材と同じレイヤにエクスポートされます。

参照項目

例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートする (以前のエクスポート) (256 ページ)

DWG/DXF ファイルへの図面エクスポート用のレイヤの作成 (以前のエクス
ポート)
エクスポートする DWG/DXF ファイルに含めるレイヤを定義する必要がありま
す。

注 レイヤを追跡するには、 終 DWG/DXF 図面に必要なすべてのレイヤを同時
に作成します。

1. [ファイル]メニューで、 [エクスポート] --> [図面] をクリックします。

2. [図面のエクスポート]ダイアログボックスで、[レイヤのオプション]タブに移
動し、[レイヤルール]ボックスの横にある[設定]をクリックします。

3. [図面エクスポートのレイヤ]ダイアログボックスで、[レイヤの変更]をクリッ
クします。

4. [追加]をクリックして、レイヤを追加します。 

レイヤは必要な数だけ追加できます。

5. [名前]列の新しいレイヤの行をクリックし、レイヤの名前を入力します。

6. [色] 列の新しいレイヤの行をクリックし、新しいレイヤの色を選択します。 
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7. [OK]をクリックします。

次に、新しいレイヤにオブジェクトを割り当てることができます。

参照項目

図面エクスポート内のレイヤへのオブジェクトの割り当て (以前のエクスポート)
(249 ページ)

例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートする (以前のエクスポート) (256 ページ)

図面エクスポート内のレイヤへのオブジェクトの割り当て (以前のエクス
ポート)
エクスポートする DWG/DXF ファイルの特定のレイヤに対し、そのレイヤにエク
スポートするオブジェクトを定義する必要があります。そのためには、選択フィル
ターを使用してすべてのオブジェクトの中から必要なオブジェクトを特定し、これ
らのオブジェクトを特定のレイヤにエクスポートするルールを作成します。

ルールを作成する前に、まず選択フィルターを作成します。

1. 選択フィルターを作成します。

2. [ファイル]メニューで、 [エクスポート] --> [図面] をクリックします。

3. [図面のエクスポート]ダイアログボックスで、[レイヤーのオプション]タブに
移動し、[設定]をクリックします。

4. グループ名の横のプラス記号をクリックして、オブジェクトグループを開きま
す。 

たとえば、[モデルオブジェクト]の横のプラス記号をクリックします。

5. リストでルールを右クリックし、[サブルールの追加] を選択します。 

たとえば、[部材]を右クリックします。

6. ルールの名前を入力し、作成した選択フィルターを選択します。 
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7. [OK]をクリックします。

8. 作成したルールの下にある行をダブルクリックし、[レイヤ選択]ダイアログボ
ックスでそのルール項目に対するレイヤを選択します。

9. [OK] をクリックします。 

Tekla Structures によって選択したレイヤがルールにマッピングされます。

10. 作成したレイヤルールの設定を今後も使用できるように、[名前を付けて保存]
ボタンの横に名前を入力し、[名前を付けて保存]をクリックして設定を保存し
ます。

注 ルールの順序は重要な意味を持ちます。ルールをリスト内で上下に移動するには、右
クリックでポップアップメニューを表示し、[上に移動]または[下に移動]を選択しま
す。オブジェクトは、 初に一致したレイヤにエクスポートされます。一致したレイ
ヤがない場合、オブジェクトは、[その他のオブジェクト]としてエクスポートされま
す。

例: 梁マークを図面エクスポートの独自のレイヤにエクスポートするため
のルールを作成する (以前のエクスポート)
すべての種類の図面オブジェクトをそれぞれ独自のレイヤにエクスポートできま
す。

この例では、梁マークでこれを実行する方法を示します。ボルトマーク、部材マー
ク、ジョイントマーク、隣接部材マーク、鉄筋マーク、コンポーネントマークな
ど、あらゆる種類のマークを独自のレイヤに個別にエクスポートできます。

まず、梁を選択する選択フィルターを作成する必要があります。選択フィルターを
作成したら、レイヤルールを定義できます。梁の選択フィルターに Beamsという

名前を付けます。

1. [ファイル]メニューで、 [エクスポート] --> [図面] をクリックします。
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2. [図面のエクスポート]ダイアログボックスの[レイヤーのオプション]タブに移
動し、[レイヤルール]ボックスの横の[設定]をクリックします。

3. [図面エクスポートレイヤ]ダイアログボックスの[マーク]で、独自のレイヤに
定義するマーク(部材マーク、ボルトマーク、ジョイントマーク、隣接部材マ
ーク、または鉄筋マーク)のレイヤルールを選択します。 

[部材マーク]を選択します。

4. [部材マーク]を右クリックし、ポップアップメニューから[サブルールの追加]
を選択します。 

[レイヤ管理ルール]ダイアログボックスが開きます。

5. ルール名(例: BeamMark)を入力し、作成したフィルター(Beam)を選択します。 

6. [OK]をクリックします。 

Tekla Structures によって新しいルール(BeamMark)が作成されます。これで、

この新しいルールを梁マーク用に作成したレイヤに関連付け、図面のエクスポ
ート時に使用できるようになります。

参照項目

図面エクスポート内のレイヤへのオブジェクトの割り当て (以前のエクスポート)
(249 ページ)

エクスポート レイヤの設定を他のプロジェクトにコピーする (以前のエク
スポート)
レイヤの設定を他のプロジェクトでも使用する場合は、設定を企業フォルダまたは
プロジェクトフォルダにコピーします。

1. [ファイル] メニューで、 [エクスポート] --> [図面] をクリックします。

2. [レイヤのオプション]タブに移動し、[設定]をクリックします。

3. 必要なルールおよびレイヤの設定を定義します。

4. [名前を付けて保存]ボタンの横にレイヤルール設定ファイルの名前を入力し、
[名前を付けて保存]をクリックします。

5. <your_layer_rule>.ldbファイルを、現在のモデルフォルダの下の

\attributesフォルダから、企業フォルダまたはプロジェクトフォルダにコ

ピーします。
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参照項目

図面エクスポート内のレイヤへのオブジェクトの割り当て (以前のエクスポート)
(249 ページ)

DWG/DXF ファイルへの図面エクスポート用のレイヤの作成 (以前のエクスポー
ト) (248 ページ)

図面エクスポートでのカスタマイズされた線タイプ マッピングの定義 (以
前のエクスポート)
高度な変換機能を使って、線およびレイヤのタイプ、色、または太さを変換できま
す。この方法により、ターゲットソフトウェア(AutoCAD など)で使用する線タイプ
を取得します。

デフォルトでは、..\Tekla Structures\<version>\environments
\common\inpフォルダの LineTypeMapping.xmlファイルが変換に使用され

ます。

線タイプのマッピングを独自に定義する必要がある場合は、
LineTypeMapping.xmlをテンプレートとして使用できます。

注 線タイプマッピングファイルを変更するときは、有効なドキュメント構造を維
持するために、XML の検証機能を備えたエディタを使用します。

独自の線タイプマッピングを定義するには、以下のいずれかの操作を行います。

目的 操作

線タイプのみに従ってマッピングする 1. XML エディタでマッピングファイ
ルを開きます。

2. 線タイプ情報のみを入力します。

たとえば、すべてのレイヤ内にあ
る、線タイプが XKITLINE01のす

べての線が DASHEDにエクスポー

トされます。

3. マッピングファイルをモデルフォ
ルダに保存します。

線タイプとレイヤに従ってマッピング
する

1. XML エディタでマッピングファイ
ルを開きます。

2. 線タイプとレイヤ名を入力します。

マッピングを適用するレイヤを

LayerName属性に定義します。

LayerName属性を設定しない場

合、Tekla Structures ではどのレイヤ
にも使用できる線タイプマッピン
グが使用されます。LayerName属
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目的 操作

性を設定した場合、Tekla Structures
ではそのレイヤだけに対応する線
タイプマッピングが使用されます。

たとえば、BEAMレイヤにある、線

タイプが XKITLINE01のすべての

線が DASHEDにエクスポートされ

ます。Tekla Structures では、デフォ
ルトでこの種類のマッピングが
初に検索されます。

3. 線の色は Color属性に定義しま

す。色の値を AutoCAD カラーイン
デックス(ACI)コード(0～255 の番
号)で入力します。

4. 線の太さは Weight属性に定義し

ます。値を 100 分の 1 ミリメート
ル単位で入力します。

5. マッピングファイルをモデルフォ
ルダに保存します。
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LineTypeMapping.xmlファイルは、次のように構成されます。

1. 初のセクションは、XML とドキュメントタイプの定義で構成されます。こ
のセクションを変更または削除しないでください。

2. ここには、使用可能なマッピングが定義されています。これらのマッピングを
独自のマッピングのテンプレートとして使用できます。
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例

初の例では、新しい Mapping要素が追加されています。ここでは Beamレイヤ

の XKITLINE00線が BORDER線タイプに、色が 10、太さが 1.00mm にそれぞれ

変換されます。

2 番目の例では、新しい Mapping要素が追加されています。ここでは Partレイ

ヤの XKITLINE02線が HIDDEN2線タイプに、レイヤ名が Part_Hidden、色が

8、太さが 1.00mm にそれぞれ変換されます。

LineTypeMapping.xmlファイルを使用すると、陰線を個別レイヤにエクスポー

トできます。陰線は単独のレイヤに定義する必要があります(ここでは、

Part_Hidden)。

注 エクスポートを正常に実行するには、レイヤ(ここでは、Part_Hidden)が[レ
イヤの変更]ダイアログボックスの使用可能なレイヤリストに含まれている必
要があります。

参照項目

図面のデフォルトの線タイプ (以前のエクスポート) (255 ページ)

図面のデフォルトの線タイプ (以前のエクスポート)
Tekla Structures 図面では、デフォルトの線タイプが用意されています。デフォルト
の線タイプを、カスタマイズした線タイプにマッピングできます。カスタマイズは
TeklaStructures.linで定義します。カスタマイズした線タイプは DWG/DXF
ファイルにエクスポートすることもできます。

デフォルトの線タイプとその外観の一覧を次の表に示します。

線タイプ名 線タイプの外観

XKITLINE00
XKITLINE01
XKITLINE02
XKITLINE03
XKITLINE04
XKITLINE05
XKITLINE06
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参照項目

図面エクスポートでのカスタマイズされた線タイプ マッピングの定義 (以前のエ
クスポート) (252 ページ)

例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートする (以前のエクスポート)
この例では、レイヤを定義し、DWG エクスポートで特定のレイヤ上の線タイプを
そのサブレイヤにエクスポートする方法を示します。 ワークフローは、6 つのタス
クで構成されます。

1. 例: DWG エクスポート用に選択フィルターを作成する (以前のエクスポート)
(256 ページ)

2. 例: DWG エクスポート用にレイヤーを作成する (以前のエクスポート) (257 ペ
ージ)

3. 例: 図面 DWG エクスポートのルールを作成し、作成したルールにレイヤを割
り当てる (以前のエクスポート) (257 ページ)

4. 例: DWG エクスポート用にカスタム線タイプを定義する (以前のエクスポー
ト) (258 ページ)

5. 例: DWG/DXF エクスポートにあるレイヤの線タイプと太さを定義する (以前
のエクスポート) (259 ページ)

6. 例: 図面を DWG にエクスポートする (以前のエクスポート) (260 ページ)

例: DWG エクスポート用に選択フィルターを作成する (以前のエクスポート)

初に選択フィルターを作成します。このタスクが、「例: レイヤを設定し、DWG
にエクスポートする (以前のエクスポート) (256 ページ)」ワークフローのフェーズ
1 です。

選択フィルターを作成するには、次のようにします。

1. モデルで、[選択フィルター]スイッチ をクリックします。

2. [オブジェクトグループ - 選択フィルター]ダイアログボックスで、[新しいフィ
ルター]をクリックします。

3. 新しいフィルタールールを追加します。

a. BEAMという名前に基づいて部材を選択するフィルタールールを作成し

ます。

b. S* (鋼材など)という材質に基づいて部材を選択するフィルタールールを

作成します。

4. フィルターを steel-beamという名前で保存します。
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例: DWG エクスポート用にレイヤーを作成する (以前のエクスポート)

選択フィルターを作成したら、次に、エクスポートした DWG に含めるレイヤを作
成します。このタスクが、「例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートする (以前
のエクスポート) (256 ページ)」ワークフローのフェーズ 2 です。

エクスポートする DWG に含めるレイヤを作成するには、次のようにします。

1. [ファイル]メニューで、 [エクスポート] --> [図面] をクリックします。

2. [レイヤのオプション]タブに移動します。

3. [設定]をクリックし、[レイヤの変更]をクリックします。

4. [追加]をクリックして、新しいレイヤを追加します。 

鋼材の梁内で実線の個別レイヤ(steel-beam-layer)と陰線の個別レイヤ

(steel-beam-layer-H)を作成します。

5. レイヤの色を設定します。 

実線を赤に、陰線を青に設定します。

6. [OK]をクリックして、変更内容を適用します。
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例: 図面 DWG エクスポートのルールを作成し、作成したルールにレイヤを割り当てる (以
前のエクスポート)

レイヤを作成したら、次に、オブジェクトグループをレイヤにエクスポートするた
めのルールを作成し、作成したルールにレイヤを割り当てます。このタスクが、
「例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートする (以前のエクスポート) (256 ペー
ジ)」ワークフローのフェーズ 3 です。

オブジェクトグループをレイヤにエクスポートするためのルールを作成し、作成し
たルールにレイヤを割り当てるには、次のようにします。

1. モデルオブジェクト部材ルールを右クリックし、[サブルールの追加]を選択し
ます。

2. ルールの名前(steel-beam-rule)を入力し、鋼材の梁に対して作成した選択

フィルター(steel-beam)を選択します。 

3. [OK]をクリックします。

4. レイヤをルールに割り当てるには、steel-beam-ruleの下の行をダブルク

リックし、レイヤ(この例では steel-beam-layer)を選択します。

5. [OK]をクリックします。 

6. [名前を付けて保存]を使用して、レイヤルールの設定を example1という名前

で保存します。 

7. [OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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例: DWG エクスポート用にカスタム線タイプを定義する (以前のエクスポート)

ルールを作成したら、次に、エクスポートした DWG にある連続した線にカスタム
線タイプを定義します。この例では、線タイプの定義を追加します。このタスク
が、「例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートする (以前のエクスポート) (256 ペ
ージ)」ワークフローのフェーズ 4 です。

カスタム線タイプを定義するには、次のようにします。

1. テキストエディタ( ..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures
\<version>\environments\common\inp )で TeklaStructures.lin
ファイルを開きます。

2. 次の線タイプ定義をファイルに追加します。 

3. ファイルを保存します。 ファイル名拡張子が変更されていないことを確認し
ます。

例: DWG/DXF エクスポートにあるレイヤの線タイプと太さを定義する (以前のエクスポー
ト)

カスタム線タイプを定義したら、LineTypeMapping.xmlファイルを変更し、線

タイプと太さを定義します。このタスクが、「例: レイヤを設定し、DWG にエクス
ポートする (以前のエクスポート) (256 ページ)」ワークフローのフェーズ 5 です。

線タイプと線の太さを定義するには、次のようにします。

1. テキストエディタで LineTypeMapping.xmlファイル( ..\ProgramData
\Trimble\Tekla Structures\<version>\environments\common
\inp )を開きます。

2. 次の図の下部の青い枠に囲まれている部分で示すように、レイヤの線タイプマ
ッピングを追加します。 上部の赤の枠で囲まれている部分は変更しないでく
ださい。

3. ファイルを保存します。 ファイル名拡張子が変更されていないことを確認し
ます。
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1. 線は steel-beam-layerレイヤ上にあります。

2. 線は XKITLINE00(実線)で描画されます。

3. 線は DWG の CONTINUOUS線にエクスポートされます。DWG の線の色は、既

にレイヤプロパティで赤に定義されています。DWG の線の太さは 35 です。

4. 線は steel-beam-layerレイヤ上にあります。

5. 線は XKITLINE02(陰線)で描画されます。

6. 線は DWG の steel-beam-layer-Hと呼ばれる個別レイヤの DASHED線に

エクスポートされます。DWG の線の色は既にレイヤプロパティで青に定義
されています。DWG の線の太さは 35 です。

例: 図面を DWG にエクスポートする (以前のエクスポート)

すべてのレイヤ設定を定義したら、次に、図面をエクスポートします。図面を DWG
にエクスポートする前に、すべての図面プロパティが希望どおりに設定されている
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ことを確認します。このタスクが、「例: レイヤを設定し、DWG にエクスポートす
る (以前のエクスポート) (256 ページ)」ワークフローのフェーズ 6 です。

図面をエクスポートするには、次のようにします。

1. エクスポートする図面を開きます。

2. [ファイル]メニューで、[図面のエクスポート]をクリックします。

3. エクスポートファイルの名前を入力します。

4. [タイプ]を[DWG]に設定します。

5. [レイヤオプション]タブページに移動し、example1という名前で前に保存し

たレイヤルール設定を読み込みます。

6. 次の各チェックボックスをオンにします: [アドバンスド線種とレイヤ変換の
使用]、[未使用レイヤの出力]、および[オブジェクトをレイヤ色で出力]。

7. LineTypeMapping.xmlファイルを参照します。

8. [オプション]タブに移動して、エクスポートの縮尺を設定し、[オブジェクトを
グループ化してエクスポート]チェックボックスをオンにします。また、必要
に応じて、[テキストでラインをカットする]と[カスタム線を分割線としてエク
スポート]をオンにします。

9. [エクスポート]をクリックします。

エクスポートした DWG を適切な DWG ビューアソフトウェアで開きます。 実線
と陰線の鋼材の梁がそれぞれ別々のレイヤにあることがわかります。 また、柱に
ついては、定義したレイヤルールではなく、他のルールに従って処理されているこ
とも確認できます。
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以下の例は、[テキストでラインをカットする]の設定がどのように結果に影響する
かを示しています。

次の例では、[テキストでラインをカットする]が選択されています。

次の例では、[テキストでラインをカットする]が選択されていません。

3.5 DGN
DGN 形式は、特にプラント設計プログラム間でのデータ転送に使用されています。
この形式は、MicroStation で開発されました。DGN は、グラフィックデータ形式で
あるという点で DWG と似ています。DGN には、特定のモデルの一意の部材 ID が
含まれます。Tekla Structures モデルと DGN 参照モデル間で干渉チェックを実行で
きます。

この形式には次の制限があります。

• GUID はサポートされていません。

• DGN 参照モデルのインポートでは、変更管理またはユーザー定義情報はサポー
トされていません。

• 3D DGN のエクスポートでは、部材のみがサポートされています。

参照項目

参照モデルと、互換性のある形式 (158 ページ)

DGN ファイルの挿入 (263 ページ)
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参照モデルの挿入 (160 ページ)

3D DGN へのエクスポート (265 ページ)

DGN ファイルの挿入
DGN ファイルを参照モデルとして Tekla Structures に挿入できます。

DGN ファイルのレベル設定に従って、さまざまな参照モデル レイヤーの DGN 参
照モデル オブジェクトを表示できます。DGN モデルは干渉チェックに使用でき
ます。Tekla Structures 参照モデルの挿入では、V7 および V8 DGN 形式がサポート
されます。

DGN ファイルには、1 つ以上の DGN モデルを追加できます。 DGN モデルは、 設
計モデル、押し出しモデル、およびシート モデルの 3 つのタイプのいずれかにす
ることができます。 このうち、Tekla Structures で も便利なモデルは、適切な構造
データが含まれている設計モデルです。

使用可能なモデルのタイプが DGN ファイルに多数存在する場合は、Tekla
Structures によって、次の順序に従って、挿入されたモデルのタイプが選択されま
す。

1. アクティブなモデルが設計モデルの場合は、そのモデルが挿入されます。

2. デフォルトのモデルが設計モデルの場合は、そのモデルが挿入されます。

3. DGN ファイルに複数の設計モデルが含まれている場合は、 初の設計モデル
が挿入されます。

4. DGN ファイルに設計モデルが含まれていない場合は、モデルタイプに関係な
く 初のモデルが挿入されます。

DGN 参照モデルの挿入では、ユーザー定義情報または変更管理はサポートされて
いません。

DGN ファイルを挿入するには、参照モデルを挿入する Tekla Structures モデルを開

き、サイド パネルの [参照モデル] ボタン  をクリックします。

参照モデルのインポートの詳細については、「参照モデルの挿入 (160 ページ)」を
参照してください。

参照モデルでサポートされている DGN オブジェクト

Tekla Structures では、以下の DGN オブジェクトを参照モデル内に表示できます。

オブジェクト タイプ番号 説明

セル 2 2D/3D 空間で共通の挿入点/原点、縮
尺、および方向を使用するグループ
化されたエンティティの集まり。

ライン 3
ライン文字列 4 一連の相互接続されたライン。
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オブジェクト タイプ番号 説明

形状 6 ライン文字列と似ていますが、閉じ
られています( 初の点= 後の点)。

テキスト節点 7 テキストの複数行のパラグラフ/ブ
ロック。

曲線 11 パラメトリックスプライン曲線。

複雑なチェーン 12 他のエンティティ(ライン、ライン文
字列、円弧、曲線、または B スプラ
イン曲線)のチェーン状の集まり。

複雑な形状 14 複雑なチェーンと似ていますが、閉
じられています( 初の点= 後の
点)。

楕円 15
円弧 16
テキスト 17 TrueType フォントとテキストスタ

イル(太字、下線、斜体など)をサポ
ートします。

3D サーフェス 18 3D ソリッドに似ていますが、端部
にキャップは設定されません。

3D ソリッド 19 境界エンティティ(ライン、ライン文
字列、曲線、円弧、または楕円)から
の投影または回転によって作成さ
れたソリッド。

円錐 23 実際には、平行する 2 つの円で示さ
れた円錐台です。2 つの円の半径が
同じである場合は円柱が生成され
ます。

B スプライン面 24 B スプライン曲線の説明を参照し
てください。面境界エンティティ
(タイプ 25)によって追加データが
提供されます。

B スプライン曲線 27 有理/非有理、等分布/非等分布、開
いた状態/閉じた状態にできます。
エンティティタイプ 27 はヘッダー
データを提供します。棒エンティ
ティ(タイプ 21)、ノットエンティテ
ィ(タイプ 26)、重み係数エンティテ
ィ(タイプ 28)によって追加データ
が提供されます。

共有セル定義 34 DWG ブロック定義と同様です。基
本的にはグループ化されたエンテ
ィティのセットを定義します。

共有セルインスタンス 35 DWG ブロックインスタンスと同様
です。特定のセル'定義'を指定する
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オブジェクト タイプ番号 説明

と、異なる位置、縮尺、および方向
で多数のセル'インスタンス'を作成
できます。

マルチライン 36 (継手部分のシームを表示/非表示に
して)結合することができ、各種端部
キャップ(円形、四角形など)を持つ
平行線のセット。

溶接金網 105 インデックス面ループ、四角形のリ
スト、四角形の基準線、三角形の基
準線、および三角形のリストの溶接
金網をサポートします。

スマートソリッド - スマートソリッド(埋め込まれた
Parasolid/ACIS データから作成され
たソリッド)をワイヤーフレームの
アウトラインとして Tekla Structures
にインポートできます。

3D DGN へのエクスポート
選択した部材またはモデル全体を 3D DGN にエクスポートできます。古いバージ
ョンの v7.0 エクスポートか、新しいバージョンの v8.0 エクスポートを使用できま
す。

3D DGN v8 へのエクスポート

• 3D DGN v8 エクスポートでは、Teigha ライブラリが使用されます。

• 部材の面表示がエクスポートされます。ボルト孔はエクスポートには含まれま
せん。

• オブジェクトは、モデル原点、定義した基準点、または作業平面を基準として
エクスポートできます。

• 名前、フェーズ、または任意のテンプレート属性かユーザー定義情報を指定し
てレイヤーをエクスポートできます。

• 色は、クラスまたは保存されたオブジェクト グループ表示別にエクスポートで
きます。

• すべてのオブジェクトまたは選択したオブジェクトをエクスポートできます。
[製品オブジェクトの選択] および [コンポーネントオブジェクトの選択] 選択ス
イッチを使用して、エクスポートするオブジェクトを選択できます。[オブジェ
クトの選択] オプションを使用し、部材を選択するときに [製品オブジェクトの
選択] および [コンポーネントオブジェクトの選択] を使用すると、製品で選択
した部材をエクスポートでき ます。部材を選択せずに製品を選択した場合、製
品部材の 上位レベルがエクスポートに含められます。

オブジェクト グループの色表示の作成
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エクスポートでオブジェクト グループの色表示を使用する場合は、 初にオブジ
ェクト グループを作成し、オブジェクト グループの色を設定して、表示設定を保
存する必要があります。透明度設定はエクスポートには含まれないことに注意し
てください。

基準点の作成

基準点を基準としてオブジェクトをエクスポートする場合は、モデル内に基準点を
作成する必要があります。詳細については、「基準点」を参照してください。

1. Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、 エクスポート --> 3D DGN v8 をクリックします。 

3. [ファイル名] ボックスに、エクスポート ファイルの名前を入力します。

4. [フォルダ] ボックスで、エクスポート フォルダーのパスを入力するか、フォ
ルダーをブラウズします。

5. [位置] で次のいずれかを選択します。 

• [モデル原点] を選択すると、0、0、0 を基準にしてモデルがエクスポート
されます。

• [作業平面] を選択すると、現在の作業平面座標系を基準にしてモデルがエ
クスポートされます。

• 基準点<基準点の名前> は、基準点の定義から、座標系の値 [東座標]、[北
座標]、[高さ]、[北からの角度]、[緯度] および [経度] を使用して、基準点
を基準としてモデルをエクスポートします。

6. [モデル名] リストで、[全オブジェクト] または [選択されたオブジェクト] を選
択します。選択したオブジェクトをエクスポートする場合は、適切な選択スイ
ッチを使用してオブジェクトを選択します。 

• [部材を選択] および [コンポーネントオブジェクトの選択] 選択スイッチ
をアクティブにすると、選択したすべての部材がエクスポートされます。
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• 製品選択またはコンポーネント選択をアクティブにすると、何もエクスポ
ートされません。

7. [オブジェクトの色] で、オブジェクト クラスまたはオブジェクト グループの
どちらの色を使用してオブジェクトをエクスポートするかを選択します。

8. [レイヤ名] で、リストから [名前] または [フェーズ] を選択するか、ボックス
にテンプレートまたはユーザー定義情報名を入力します。エクスポートする
オブジェクトのレイヤー名として、フェーズ、部材名、またはテンプレート属
性かユーザー定義情報を使用できます。

9. 終了したら、[エクスポート] をクリックして、定義された設定に従ってオブジ
ェクトをエクスポートします。 

Tekla Structures により、指定したフォルダーに <name>.dgn ファイルが作成

されます。

3D DGN v7 へのエクスポート

• 3D DGN v7 エクスポートでは、部材のみがサポートされています。

• 3D DGN v7 エクスポートでは、モデル原点にのみエクスポートできます。作業
平面を変更してもエクスポートには影響しません。

1. Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、エクスポート --> 3D DGN をクリックします。 

[3D DGN エクスポート] ダイアログ ボックスが開きます。

3. [出力ﾌｧｲﾙ] ボックスに、エクスポート ファイルの名前を入力します。 

既存のファイルを置き換える場合は、[...]ボタンをクリックして目的のファイ
ルを参照します。

4. [エクスポート] リストで、[全オブジェクト] または [選択したオブジェクト] を
選択し、エクスポートする部材を選択します。 

エクスポートされた DGN モデルに必要ない場合は、手摺の曲がり部材のよう
な小さい副部材を除外した方がよい場合もあります。これにより、エクスポー
ト ファイルのサイズが小さくなります。

5. [作成(R)] をクリックします。 

Tekla Structures により、現在のモデルフォルダに<name>.dgnファイルが作成

されます。

次の詳細設定を使用して DGN エクスポートを制御することができます。

XS_EXPORT_DGN_COORDINATE_SCALE

XS_EXPORT_DGN_FILENAME

XS_EXPORT_DGN_INCLUDE_CUTS

XS_EXPORT_DGN_INCLUDE_INNER_CONTOUR

XS_EXPORT_DGN_USE_CLASS_AS_COLOR
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3D DGN エクスポートに関連する詳細設定

モデルにチューブ部材があり、DGN ファイルのサイズを削減する場合、またはソ
リッド ビューでの複雑な表示を低減する場合は、次の詳細設定を使用して制御で
きます。

3.6 LandXML
LandXML 参照モデルを Tekla Structures に挿入できます。サポートされる
LandXML ファイルは、地形モデル、道路および鉄道の線形、雨水システムです。

Bentley InRoads、Autodesk Civil、Trimble Business Center などのアプリケーションか
ら .xml 形式でファイルをエクスポートし、.xml ファイルを参照モデルとして

Tekla Structures に挿入できます。LandXML 形式にすると、Tekla Structures の機能が
拡張され、インフラ モデルなどの結合モデルを表示できるようになります。Tekla
Structures は LandXML 1.2 スキーマと単精度浮動小数点形式に対応しています。

LandXML を使用できる典型的な建物の構造の例には、杭の長さを考慮に入れる必
要がある場合に使用される岩盤の表面などがあります。また、LandXML は、掘削
の必要性を推測する場合にも使用できます。LandXML 形式は、橋梁や民間の構造
設計タスクなどで重要な役割を果たします。

インポートされた LandXML 参照モデルの例:

LandXML 参照モデルのレイヤーの例:
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制限事項

LandXML 機能は、LandXML 形式で使用可能なすべてのデータをサポートしている
わけではありません。配置、地形モデル、パイプネットワークなど、LandXML 1.2
スキーマで定義された一部の基本データのみをサポートしています。

• 表面は、図面で正しく表示されません。

• 三角形タイプの表面のみがサポートされています。

• LandXML ファイルにサポートされていないデータが含まれていても警告は表
示されません。

参照項目

参照モデルの挿入 (160 ページ)
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3.7 PDF
参照モデルとして PDF ファイルを Tekla Structures モデルに挿入できます。インポ
ート時に、Tekla Structures により PDF は DXF 形式に変換されます。

モデルへの PDF ファイルの挿入

1. [ファイル] メニューで、インポート --> PDF の挿入 をクリックします。 

[PDF 参照モデルの挿入] ダイアログ ボックスが開きます。

2. [ブラウズ...] をクリックします。

3. 目的の PDF ファイルを参照し、[Open] をクリックします。

4. 参照モデルの縮尺を設定します。

5. 挿入するページ数を入力します。

6. [OK]をクリックします。

7. 参照モデルを配置する点をピックします。 

Tekla Structures によって PDF が DXF 形式に変換されます。変換によって、挿
入するページごとに DXF ファイルが作成されます。各 DXF ファイルは、
Tekla Structures によって PDF と同じフォルダーに保存されます。

制限事項

変換されるのはベクターグラフィックスだけです。ラスターグラフィックスは変
換されません。

3.8 SketchUp
Tekla Structures モデルを.skp形式で SketchUp にエクスポートできます。

Trimble SketchUp は、建築、建設、エンジニアリング、景観設計などに使用される
モデリング ソフトウェアです。3D Warehouse には、参照モデルとして Tekla
Structures にインポートできる数多くの SketchUp モデルが含まれています。

Sketchup ファイルを参照モデルとして Tekla Structures に挿入できます。インポー
トについては、Tekla Structures では、Sketchup 2019 以前のバージョンがサポートさ
れています。参照モデルの挿入の詳細については、「参照モデルの挿入 (160 ペー
ジ)」を参照してください。

Tekla Structures モデルを SketchUp で使用することができる .skp ファイルとして

エクスポートできます。

SketchUp へのモデルのエクスポート

1. エクスポートするモデルオブジェクトを選択します。 

すべてをエクスポートする場合は、何も選択する必要はありません。 大きな
モデルは部分的にエクスポートすることをお勧めします。

2. [ファイル] メニューで、エクスポート --> SketchUp をクリックします。
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3. 出力ﾌｧｲﾙの保存場所を指定し、ファイル名を入力します。

4. [詳細設定]タブで、エクスポートするオブジェクトを選択します。

5. [選択されたアイテムを作成] をクリックします。 

すべての情報をエクスポートするには、[すべてを作成] をクリックします。

3.9 点群
点群とは、Trimble 3D レーザー スキャナなどの 3D レーザー スキャナで作成された
オブジェクトの表面にある一群の測定されたポイントのことです。施工分野では、
主に改装プロジェクトなどで改装する建物や構造物を定義するときに点群が使用
されます。また、点群は、現場で考慮する必要がある、既存の機械、配管、または
地形の正確な位置を把握するためにも使用することができます。さらに、点群をア
ズビルド ポイントとしてモデルにインポートし、それらを設計と比較することで、
出来栄えを確認することもできます。

Tekla Structures の点群について

• 点群を Tekla Structures モデルに関連付けるときには、モデル原点または定義し
た基準点のいずれかを基準にして点群を配置することができます。

• 元の点群ファイルは処理され、Potree 形式のキャッシュ ファイルが作成されま
す。点群の変換はバックグラウンドで処理されるため、その間も Tekla
Structures を使用して作業を続けることができます。

• 点群データは、詳細設定 XS_POINT_CLOUD_CACHE_FOLDER で定義されたフ

ォルダーに保存されます。デフォルトでは、このフォルダーは
%LocalAppData%\Trimble\Tekla Structures\PointClouds (たとえ

ば、C:\Users\<user>\AppData\Local\Trimble\Tekla Structures
\PointClouds) にあります。XS_POINT_CLOUD_CACHE_FOLDER 詳細設定

は、ユーザー固有の設定で、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [ファイルフォ
ルダ] カテゴリーにあります。

• 点群ファイルが既に Potree 形式の場合、変換や ..\Pointclouds フォルダー

へのコピーを行わずに元のファイルが使用されます。

• 同じ点群を複数のモデルで使用する場合、点群を関連付けるときに点群が変換
しなおされたり、複製されたりすることはありません。点群が同じである場合
は、既存の変換されたファイルが使用されます。それ以外の場合は、ファイル
が変換されます。

• これは、プロジェクトの Potree ファイル用のネットワーク ドライブを使用する
場合に便利です。このファイルはローカル コンピューターにはコピーされま
せん。

• 点群をインターネット経由で使用することもできます。点群 Web ストリーミ
ング キャッシュは、Trimble Connect for Windows と共通のキャッシュです。キ
ャッシュ フォルダーは、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [ファイルフォルダ]
カテゴリーの詳細設定 XS_POINT_CLOUDS_WEB_CACHE を使用して定義でき
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ます。デフォルトでは、このフォルダーは %LocalAppData%\Trimble
\Trimble Connect\Import (たとえば、C:\Users\<user>\AppData
\Local\Trimble\Trimble Connect\Import) にあります。キャッシュの

使用により、Web ストリーミングの点群のパフォーマンスが向上します。

• 元のファイル形式で色がサポートされている場合は、Tekla Structures でも点群
に色が付けられます。

• 点群は、OpenGL モデル ビューと DX モデル ビューのどちらでも表示すること
ができます。3D 投影ができる DX モデル ビューのほうが見やすいかもしれま
せん。ただし、データやビューが多すぎると、DX を使用できないことがあり
ます。

互換性のあるファイル形式

ASCII (.asc、.xyz)

E57 (.e57)

LAS (.las)

LAZ (.laz)

PTS (.pts)

PTX (.ptx)

Potree (.js)

Trimble scan 形式 (.tzf)

制限事項

• 一部の基本的な Tekla Structures モデル操作機能 (選択、元に戻す、移動、回転、
コピー、右クリック時のポップアップ メニュー) が使用できません。

• 点群は自動保存されません。

• キーボードの Delete キーを使用して、点群リストから点群を削除することがで
きません。

• 点群は図面には表示されません。

• 点群は Tekla Model Sharing またはマルチ ユーザー モードでは共有されません。

• ASCII および PTS ファイル形式の場合、各テキスト ラインの 初の 3 つのフィ
ールドは x y z である必要があります。色付きの点データの場合、 後の 3 つの
フィールドは r g b である必要があります。

モデルへの点群の関連付け

1. サイド パネルの [点群] ボタンをクリックします。 

2. 作業領域内に点群を配置する場合は、[作業領域内のみを表示] チェック ボッ
クスをオンにします。
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3. 関連付ける をクリックします。

4. 点群ファイルをブラウズするか、点群の URL アドレスを入力します。 

URL を使用する場合は、点群マネージャーで作成できる HTTP ディレクトリ
構造 Potree を作成する必要があることに注意してください。
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5. 必要に応じて、点群の縮尺を変更します。

6. [位置] で、[モデル原点] を選択して点群をモデル原点に配置するか、基準点を
選択して点群を実際の座標に配置します。 

注 点群の座標系がわからない場合は、[自動作成の基準点] を選択して点群を
モデル原点の近くにします。Tekla Structures 原点に境界ボックス 小 x、
小 y、 小 z の座標の自動基準点が作成されます。

7. 点群を関連付ける をクリックします。

8. 点群をモデルに表示するには、点群を表示するモデル ビューを選択し、リス

トの点群の横にある目のボタン  をクリックします。 
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モデル ビューを選択すると、フレームが黄色になります。

モデル ビューに点群を表示するよう設定している場合は、ステータス バーに
点群境界ボックスの 小 x、 小 y、 小 z の座標が表示されます。

点群を非表示にするには、  をクリックします。

モデリングを行うときに、点にスナップして、モデリングを行ったり距離を測定し
たりできます。点群にクリップ平面を使用して、見たいものを完全に表示すること
ができます。たとえば、屋根や床をクリップし、建物の下部床やそこにある計画段
階で確認する必要がある個所をすべて表示することができます。また、Tekla
Warehouse のクリッパー ツールを使用して複数のクリップ平面を同時に操作した
り、モデルを小さく分割して表示およびモデリングしたりすることもできます。

点群プロパティとビジュアル化設定を変更する

点群をアタッチしており、DirectX レンダリングがアクティブな場合は、点群プロ
パティとビジュアル化設定を変更できます。

点群の [ビジュアル化設定] はビューに固有であり、設定は 1 つのビューに対して
のみ有効です。また、その名前は [点群] サイド パネルの上部に表示されます (複数
のビューを選択していない場合)。[プロパティ] 設定は、点群がリストから選択さ
れている場合にのみ有効です。

1. 点群をアタッチしたら、サイド パネルの点群リストから点群を選択します。

2. 点群の位置、縮尺、回転を調整します。値を変更するには、サイド パネルで
点群を選択する必要があります。 

後に点群に保存した値を返すには、[リセット] ボタンを使用します。
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3. [変更] をクリックします。

4. [ビジュアル化設定] で、EDL (アイ ドーム照明) 効果を使用して点群の深度認
識を向上させます。スライダーをドラッグし、点群のアウトラインの太さと濃
さを増減します。EDL 効果を無効にするには、[EDL] ボタンをクリックしま
す。 

5. [ビジュアル化設定] で、スライダーをドラッグしてポイントのサイズと密度を
調整します。

6. [ビジュアル化設定] で、点群の色を変更します。通常、デフォルトの色の値が
使用されています。ビジュアル化設定はビュー固有であるため、ビューごとに
異なる設定を使用できます。 

• スライダーをドラッグすると、高さごとに点群に色を付けることができま
す。
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• 点群に分類が含まれている場合、分類カテゴリー ポイントの色を変更した
り非表示にしたりできます。

• 許容値ごとに異なる色を使用して、干渉と偏差をチェックします。定義し
た設定に基づいて、選択した部材および選択した参照モデル オブジェクト
の中、またはそこから一定の距離内にあるポイントを検出できます。

レンダリングされたオブジェクトの色付けによって、結果がわかりにくく
なる可能性があることに注意してください。明確な結果を得るには、Ctrl
+1 および Shift+1 表示モードを使用することをお勧めします。

7. 将来のニーズに応じて、プロパティとビジュアル化設定を保存します。 

モデルからの点群の切り離し

• 点群を切り離すには、  [ 切り離す ] ([点群 ] リストの点群名の横) をクリック
します。モデルを開きなおすか、モデルを保存します。
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キーボードの Delete キーを押しても、点群を切り離すことはできません。

点群は、デフォルトの場所またはユーザーが指定した場所にキャッシュされま
す。点群がどの Tekla Structures モデルにも使用されなくなると、点群はキャッ
シュから削除されます。

ビュー上の点に対するデフォルトの 大数の設定

詳細設定 XS_SET_MAX_POINT_CLOUD_POINT_COUNT を使用し、ビュー上に表示

される点に対してデフォルトの 大値を設定することができます。 デフォルト値
は 10,000,000 (1,000 万) です。

この詳細設定は、システム固有の設定で、[ビュー（モデル）] ダイアログ ボックス
の [詳細設定] カテゴリにあります。 値を変更した場合は、Tekla Structures を再起
動してください。

点群および参照モデルのみのクリッピング

ユーザー固有の詳細設定 
XS_DO_NOT_CLIP_NATIVE_OBJECTS_WITH_CLIP_PLANE を TRUE に設定して、

点群および参照モデルのみをクリッピング します (その際は、[ クリップ平面 ] コ
マンドを使用します)。ネイティブ Tekla Structures オブジェクトはクリッピングさ
れません。デフォルト値は FALSE です。この詳細設定は、[ ビュー（モデル） ] カ
テゴリ ([ 詳細設定 ] ダイアログ ボックス内) にあります。

値を変更したら、モデル ビューを再描画 します。

点群の例

次の 初の図では、点群がプラン ビューのモデルに関連付けられています。必ず、

モデル ビューを選択した後、目のボタン  をクリックしてください。そうしな
いと、点群は表示されません。
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次の図では、クリップ平面ツールを使用して、床やその他の構造物が切り取られて
います。
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次の図では、断面図で使用できるように、断面が切り取られています。
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後の図は、断面図を示しています。
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他のユーザーとの点群の共有
通常、点群はファイル サイズが非常に大きくなるため、点群をモデル データの一
部として共有することは賢明ではありません。点群は、構造ドメイン データでは
なく、モデルの一部ではないプロジェクト データであるため、モデルの保存に依
存していません。ただし、複数のユーザーが同じ点群モデルを効率的に使用できな
ければなりません。Potree ファイルを使用して点群を共有することができます。
以下に、点群 Potree ファイルをモデル ユーザーと共有する場合のベスト プラクテ
ィスについて説明します。 初に Potree ファイルを作成し、共有場所に Potree ファ
イルをコピーする必要があります。これにより、他のユーザーが Potree ファイルを
各自の Tekla Structures モデルに関連付けられるようになります。

Potree ファイルの作成

オプション 1: Tekla Structures を使用する場合

1. 点群モデルを Tekla Structures モデルに関連付けることで、Potree ファイルを作
成します。

Potree ファイルは、詳細設定 XS_POINT_CLOUD_CACHE_FOLDER で定義され

たフォルダーに作成されます。Potree ファイルには、<potree_name>.db と
いう名前が付けられ、同じ名前のフォルダーがあります。例:
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2. <potree_name>.db ファイルとそれに関連するフォルダーの両方を共有場

所にコピーします。必要に応じて、モデルの名前を変更できます。名前を変更
した場合は、フォルダの名前も変更する必要があります。

注 特に他のユーザーが使用している場合、既存の Potree データを置き換え
ないでください。

オプション 2: 点群マネージャを使用する場合

Tekla Warehouse から Point cloud manager をダウンロードすることができます。

Point cloud manager の使用方法の詳細については、Point cloud manager のヘルプ

を参照してください。ヘルプ ボタン  をクリックすると、ヘルプを開くことが
できます。

Point cloud manager を使用するには、次のようにします。

1. アプリケーションをインストールし、Windows バージョンに従って [スター
ト] メニューまたは [スタート] 画面から起動します。

2. プロジェクトのルート フォルダー (C:\Trimble\PTRS など) を設定します。

3. [新規プロジェクトの追加] ボタンをクリックし、指定された名前でプロジェク
トを作成します。

この名前が Potree データベースと Potree フォルダーの名前となります。
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4.  [ファイルの追加] をクリックして点群ファイルを参照し、1 つまたは複
数の点群モデルをインポートします。

5. 点群がインポートされたら、  をクリックして Potree を作成します。
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6. <potree_name>.db および <potree_name> フォルダーを共有の場所にコ

ピーします。Potree を関連付けるには、<potree_name>.db および

<potree_name> フォルダーの両方が必要です。

注 特に他のユーザーが使用している場合、既存の Potree データを置き換えないで
ください。

共有場所からの Potree の関連付け

1. サイド パネルから Tekla Structures および 点群 パネルを開きます。

2. 点群フォルダ (上記の例では mypotree) を参照し、点群 .js ファイルを選択

します。上記の点群を関連付ける手順に従ってください。

3.10 レイアウト マネージャ
Tekla Structures とフィールド レイアウト デバイス (Trimble® LM80 など) 間でレイ
アウト データをインポートおよびエクスポートするには、レイアウトマネージャ
を使用します。レイアウトマネージャ により、施工現場で正確なモデル データを
使用できるようになります。

レイアウト データをインポートおよびエクスポートする場合、まずレイアウトマ
ネージャでグループをセットアップした後、レイアウト ポイントとレイアウト ラ
インをモデリングした後、グループにまとめることをお勧めします。これらのポイ
ントとラインは、施工現場のレイアウト デバイスで部材を正確に配置するために
使用されます。

レイアウト データを定義および整理したら、レイアウトマネージャからフィール
ド レイアウト デバイスに 3 つのエクスポート形式でデータをエクスポートできま
す。3 つの形式とは、点ファイル (.txt)、ジョブ ファイル (.cnx)、およびフィー

ルド リンク ファイル (.tfl) です。

フィールド レイアウト デバイスを使用して、現場でエクスポートされたレイアウ
ト ポイント (設計ポイント) の位置をチェックおよび測定できます。レイアウト
デバイスにより、部材の境界に沿ったポイントを正しい位置に配置できるので、現
場で部材を正確に配置できます。部材の境界を正確に配置するには、現場で部材の
施工完了時の位置を測定し、部材の境界に沿った測定されたポイントを作成しま
す。
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施工完了時の位置を測定し、測定されたポイントを作成したら、ポイントを Tekla
Structures にインポートできます。まず、レイアウトマネージャでポイントをプレ
ビューできます。 後に、測定されたポイントをモデル内で表示できます。

Trimble® LM80 などのハンドヘルド モバイル デバイスを使用して直接インポート
およびエクスポートするには、コンピュータを装置に接続する必要があります。コ
ンピュータがモバイル デバイスと通信できるようにするためのソフトウェアがコ
ンピュータにインストールされている必要があります。コンピュータを Trimble
レイアウト デバイスに接続する方法については、Trimble のウェブサイトを参照し
てください。

参照項目

レイアウト マネージャでのグループのセットアップ (286 ページ)

レイアウトポイントの作成 (290 ページ)

レイアウトラインの作成 (292 ページ)

レイアウト マネージャからのレイアウト データのエクスポート (293 ページ)

レイアウト データのレイアウト マネージャへのインポート (296 ページ)

例: レイアウト マネージャでの基準点の使用 (301 ページ)

レイアウト マネージャでのグループのセットアップ
レイアウトマネージャでグループを作成し、レイアウト ポイントとレイアウト ラ
インを適切にまとめることができます。

レイアウト マネージャでの基準点

レイアウト ポイントの位置を定義する際、レイアウトマネージャで基準点を使用
できます。既にモデルに存在する基準点を使用できます。ファイル --> プロジェ
クトプロパティ --> 基準点 で新しい基準点を定義することもできます。レイアウ
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トマネージャは、基準点に定義したモデル内の位置座標を使用し、東座標、北座
標、高さの各座標も使用します。

[ファイル --> プロジェクトプロパティ --> 基準点 ] で基準点を追加、変更、または
削除する場合、レイアウトマネージャを再度開くか更新して、基準点データが 新
であることをレイアウトマネージャで確認する必要があります。

• 追加した基準点は、ローカル座標系のグループ化内のグループの [レイアウトマ
ネージャ] リストに表示されます。

• レイアウトマネージャでグループにリンクされた基準点を削除した場合、Tekla
Structures はその基準点を再作成し、レイアウトマネージャで引き続き使用でき
るようにします。

• レイアウトマネージャで使用されている基準点を変更する場合、Tekla Structures
に、レイアウトマネージャでの基準点の使用に関するメッセージが表示されま
す。変更された座標をレイアウトマネージャで使用することも、使用しないこ
とを選択することもできます。使用しないことを選択した場合、基準点の座標
は Tekla Structures とレイアウトマネージャで異なるものになります。

レイアウトマネージャが基準点機能を使用する Tekla Structures のバージョンで既
存のモデルを開くと、レイアウトマネージャはモデル原点 [(0,0,0) & 回転なし] では
ないグループのローカル座標系に基づいて基準点を作成します。作成した基準点
は、レイアウトマネージャのグループに追加され、[ローカル座標系のグループ化]
リストに表示されます。基準点は、ファイル --> プロジェクトプロパティ --> 基準
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点 の基準点リストにも表示されます。[基準点] ダイアログ ボックスの説明テキス
トには、基準点がレイアウトマネージャにより作成されたことが示されます。

グループのデフォルト座標系の定義

デフォルトの基準点を定義し、レイアウトマネージャで作成するすべての新しいグ
ループにデフォルト座標系を設定できます。レイアウトマネージャでグループを
使用し、レイアウト ポイントとレイアウト ラインをまとめることができます。

1. [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。

2. レイアウトマネージャで、[レイアウトマネージャのオブジェクトグループ] を
選択して使用可能な [新規グループのローカル座標系のグループ化] リストを
表示します。

3. 使用する基準点、モデル原点、または現在の作業平面をリストから選択しま
す。 

モデル内で定義した基準点をリストで使用できます。レイアウトマネージャを開
いてからモデルに新しい基準点を追加した場合、新しい基準点をリストで使用でき
るようにするにはレイアウトマネージャを再度開くか更新します。

グループのデフォルトの座標系は、リストから別のオプションを選択することでい
つでも変更できます。デフォルトの座標系は新しいグループのみに適用されるこ
とに注意してください。既存のグループは変更されません。

グループのナンバリング設定の定義
レイアウトマネージャのすべてのグループで同じナンバリング設定を使用するよ
うに指定できます。設定を変更すると、変更後に作成するすべてのグループで変更
後の設定が使用されます。既存のグループの設定は変更されません。

1. [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。

2.  をクリックして設定を開き、[グループ] をクリックします。

3. ナンバリング設定を定義します。

a. [頭マーク] ボックスに頭マークを入力します。

b. [開始番号] ボックスに開始番号を入力します。

c. [数値の 大長] ボックスに番号の 大長を入力します。

d. [区切り文字] ボックスに頭マークと番号を区切るための区切り文字 (ハイ
フンまたはスペース) を入力します。
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e. [手前のスペースの塗りつぶし] リストから、数字の前にある先頭スペース
に 0 を入力するかどうか (たとえば、PFX 00001 と PFX 1 のどちらにす

るか) を選択します。

4. [OK] をクリックします。

5. ナンバリング設定をグループ内のポイントとラインに適用するには、グループ
を右クリックし、[自動命名] を選択します。

注 デフォルトの設定を使用しない場合は、個々のグループのナンバリング設定を変更で
きます。グループを選択し、設定を変更します。デフォルト設定に戻すには、[リセッ
ト] をクリックします。

レイアウト マネージャでのグループの作成

1. [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。

2. [レイアウトマネージャのオブジェクトグループ] を右クリックして [グループ
の追加] を選択します。 

ポイントとラインをモデリングしたときにそれらをグループにまとめること
ができるように、複数のグループを設定します。レイアウトマネージャでは
大 255 個のグループを設定できます。

3. 必要に応じて、グループをクリックして名前を変更します。 

グループ名には 18 文字使用できます。

4. グループのナンバリング設定を定義します。

5. [ローカル座標系のグループ化] を選択します。 

座標は、選択するとすぐに適用されます。

デフォルトの基準点を使用しない場合、他の適切な基準点、モデル原点、また
は現在の作業平面を選択できます。

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 289 レイアウト マネージャ



グループの座標系を選択してそれにレイアウト ポイントを追加した場合、レイア
ウトマネージャでポイントの位置座標を表示できるようになりました。レイアウ
トマネージャでポイントを選択し、レイアウトマネージャでポイントの座標を表示
します。

• [モデル内の位置] には、モデル原点と比較したポイント位置が表示されます。

• [グループ内の位置] には、グループ ローカル座標系と比較したポイント位置が
表示されます。

• [東、北、高さ] には、対応する X、Y、Z 座標を表す座標が表示されます。

ヒ
ン
ト

[レイアウトマネージャ] でフィート・インチ単位を表示するには、XS_IMPERIAL を
TRUE に設定します。それ以外の場合、メートル法が使用されます。XS_IMPERIAL
が TRUE に設定されている場合、[レイアウトマネージャ] の設定  でフィート・イ

ンチ単位の距離精度設定を変更できます。

注 レイアウトマネージャで、ツリー構造内に [未割り当て] グループが表示される場合が
あります。[未割り当て] グループには、不適切なグループ情報が含まれているレイア
ウト ポイントとレイアウト ラインが表示されます。通常、これらのポイントとライン
は、以前のバージョンのレイアウトマネージャで作成されたものです。

レイアウトポイントの作成
レイアウト ポイントを作成するには、[アプリケーションとコンポーネント] カタ
ログの [レイアウトポイント] ツールを使用します。モデル内で作成するレイアウ
ト ポイントは、Trimble® LM80 などのレイアウト デバイスにエクスポートできる
設計ポイントです。
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作業を始める前に、[コンポーネントの選択]  選択スイッチが有効になってい
ることを確認します。

1. [アプリケーションとコンポーネント] カタログで、レイアウトポイント ツー
ルをダブルクリックします。

2. [パラメーター] タブで、レイアウト ポイントのプロパティを定義します。

a. レイアウト ポイントの名前と説明を入力します。 

レイアウトポイント名では、特殊文字(_ ~ % ! @ # & . = + -)とス

ペースを使用できます。

レイアウト データを .cnx および .tfl 形式にエクスポートする場合、

名前の 大長は 16 文字であることに注意してください。テキスト ファ
イルにエクスポートする場合、名前の文字数に制限はありません。説明の
大長は 24 文字です。

b. [サイズ] ボックスでレイアウト ポイントの径を入力します。 

[レイアウトマネージャ] では、 XS_IMPERIAL 詳細設定を使用して単位が

決定されます。 XS_IMPERIAL を TRUE に設定すると、フィート・インチ

単位で表示されます。

c. レイアウト ポイントが参照点かどうかを選択します。 

参照点とは、地理空間座標系などの別の座標系や地域の記念碑にマッピン
グされる点です。

d. レイアウトポイントの色を選択します。

e. レイアウトポイントの形状を選択します。

f. リストからグループを選択するか、名前を入力して新しいグループを作成
します。

インポートされたポイントについて、[ステークアウトポイント] には、測定さ
れたポイントがモデル内に作成された対応するレイアウト ポイントからずれ
ている場合、その測定されたポイントが Trimble® LM80 デバイスで確保され
ているかどうかが表示されます。[フィールドポイント] には、ポイントが施工
現場で測定され、Tekla Structures にインポートされたフィールド ポイントかど
うかが表示されます。

3. モデル内のレイアウトポイントの位置を選択します。 

位置を選択すると、レイアウトポイントが作成されます。

4. [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。

5. [更新]  をクリックして、追加したポイントを表示します。

ヒ
ン
ト

[レイアウトマネージャ] でグループにレイアウト ポイントを追加することもでき
ます。まずグループを選択してから、モデル内のポイントを選択します。グループ
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を右クリックし、[選択部材の追加] を選択します。[更新]  をクリックして、ポイ
ントを表示します。

ヒ
ン
ト

モデル内のレイアウト ポイントにズームインするには、[レイアウトマネージャ] で
ポイントを右クリックし、[選択部材にズーム] を選択します。

[レイアウトマネージャ] でレイアウト ポイントをハイライトするには、[レイアウト

マネージャ] で  をクリックして、[選択したモデル点をハイライト] を選択しま
す。ハイライトを削除するには、[再描画] を選択します。

参照項目

レイアウト マネージャでのグループのセットアップ (286 ページ)

レイアウトラインの作成
レイアウト ラインを作成するには、[アプリケーションとコンポーネント] カタロ
グの [レイアウトライン] ツールを使用します。レイアウト ラインは、レイアウト
ポイントの間に作成されます。

作業を始める前に、[コンポーネントの選択]  選択スイッチが有効になってい
ることを確認します。モデル内でレイアウト ポイントを作成します。

1. [アプリケーションとコンポーネント] カタログで、レイアウトライン ツール
をダブルクリックします。

2. レイアウト ラインのプロパティを定義します。

a. レイアウトラインの名前と説明を入力します。

b. [サイズ] ボックスでレイアウト ラインの径を入力します。 

[レイアウトマネージャ] では、 XS_IMPERIAL 詳細設定を使用して単位が

決定されます。 XS_IMPERIAL を TRUE に設定すると、フィート・インチ

単位で表示されます。

c. レイアウトラインの色を選択します。

d. リストからグループを選択するか、名前を入力して新しいグループを作成
します。

[フィールドライン] に、そのラインが施工現場で測定され、Tekla Structures に
インポートされたフィールド ラインかどうかが表示されます。

3. 1 つ目のレイアウトポイントをピックします。

4. 2 つ目のレイアウトポイントをピックします。 

始点と終点を同じ場所にすることはできません。

レイアウトラインが作成されます。

5. [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。
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6. [更新]  をクリックして、追加したラインを表示します。

ヒ
ン
ト

[レイアウトマネージャ] でグループにレイアウト ラインを追加することもできま
す。まずグループを選択してから、モデル内のラインを選択します。グループを右

クリックして [選択部材の追加] を選択します。ラインを表示するには、[更新] 
をクリックします。

ヒ
ン
ト

モデル内のレイアウト ラインにズームインするには、[レイアウトマネージャ] でラ
インを右クリックし、[選択部材にズーム] を選択します。

[レイアウトマネージャ] でレイアウト ラインをハイライトするには、[レイアウトマ

ネージャ] で  をクリックして、[選択したモデル点をハイライト] を選択します。
ハイライトを削除するには、[再描画] を選択します。

参照項目

レイアウト マネージャでのグループのセットアップ (286 ページ)

レイアウトポイントの作成 (290 ページ)

レイアウト マネージャからのレイアウト データのエクスポート
レイアウトマネージャを使用すると、モデルからレイアウト デバイス (Trimble®
LM80 など) にレイアウト データをエクスポートできます。

レイアウト データのエクスポート

エクスポートには 2 つのオプションがあります。

• レイアウトマネージャからレイアウト データをファイルにエクスポートし、そ
の後でファイルをレイアウト装置に移動します。

• ファイルをレイアウト デバイスに直接エクスポートします。USB 接続または
Bluetooth 接続を使用してレイアウト デバイスをコンピュータに接続している
場合もこれを行うことができます。

エクスポート前に、レイアウトマネージャの設定  でデフォルト エクスポート設
定を定義できます。

1. [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。

2. 設定  で、デフォルト エクスポート設定が意図したとおりであることを確認
します。

3. エクスポートするグループ (286 ページ)を選択します。 

グループ内のポイントは、グループ ローカル座標系に従ってエクスポートさ
れます。ポイントのローカル座標はエクスポート ダイアログ ボックスに表示
されます。
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4.  をクリックし、エクスポートの適切なファイル タイプを選択します。 

• 座標ファイル(.txt)のエクスポート: レイアウト ポイント (290 ページ)をエ
クスポートします。

• ジョブファイル(.cnx)のエクスポート: モデル内のすべてのレイアウト デ
ータを Trimble® LM80 にエクスポートします。

• フィールドリンクファイル(.tfl)のエクスポート: モデル内のすべてのレイ
アウト データを Trimble フィールド リンク デバイスにエクスポートしま
す。

Trimble デバイスに加えて、その他のレイアウト デバイスも .txt およ

び .cnx ファイル タイプを読み込むことができます。

注 モデル内で作成するレイアウト ポイントは、レイアウト デバイスにエク
スポートできる設計ポイントです。

レイアウト データを .cnx および .tfl 形式にエクスポートする場合、

レイアウト ポイント名の 大長は 16 文字です。テキスト ファイルにエ
クスポートする場合、名前の文字数に制限はありません。説明の 大長は
24 文字です。

5. エクスポート先フォルダを選択し、エクスポート ファイルの名前を入力しま
す。

6. [ローカル座標系のエクスポート] リストからエクスポートの座標系を選択し
ます。 

• 1 つのグループをエクスポートする場合、[ローカル座標系のエクスポー
ト] リストにグループの基準点が表示されます。リストから別のオプショ
ンを選択すると、座標を変更できます。

• 複数のグループをエクスポートするが、グループに同じローカル座標系が
ない場合、[ローカル座標系のエクスポート] リストはテキストを表示しま
す。グループのローカル座標系.エクスポートでこのオプションを使用し
た場合、各グループで定義されている基準点が使用されます。

[ローカル座標系のエクスポート] リストから座標系を選択することで、エ
クスポート内のすべてのグループに 1 個の基準点を使用することもできま
す。

7. 必要に応じて、[マップファイル(.dxf)] で図面を選択します。 

ジョブ ファイル (.cnx) および Trimble フィールド リンク ファイル (.tfl) を
エクスポートするときに、レイアウト図面を添付できます。レイアウト図面
は、レイアウト デバイスでレイアウト ポイント データと共に使用できます。
図面を正しくエクスポートするには、図面の縮尺を定義する必要があります。

8. エクスポートするエクスポートをクリックします。
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デフォルトのエクスポート設定の定義

エクスポートのファイル タイプごとにデフォルトのエクスポート設定を定義でき
ます。点ファイル (.txt)、Trimble LM80 ジョブ ファイル(.cnx)、および Trimble
フィールド リンク (.tfl).単位は、 ファイル メニュー --> 設定 --> オプション -->
単位と小数点 の設定によって異なります。

1. [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。

2. をクリックして設定を開きます。

3. 点ファイル (.txt) のエクスポート設定を定義するには、[点ファイル] をクリ

ックします。

a. 単位を選択します。

b. 区切り文字を選択します。

c. 点ファイル内の列見出しの順序を指定します。リストで見出しを右クリ
ックし、[上] または [下] を選択します。

4. Trimble ® LM80 ジョブ ファイル (.cnx) のエクスポート設定を定義するには、

[Trimble LM80] をクリックします。

a. [デフォルトフォルダ] を選択します。

b. デフォルトの [長さ単位] を選択します。 

メートル、フィート・インチ、またはサーベイ フィートでのエクスポー
トを選択できます。

c. 平面 [角度単位] を選択します。 

デフォルトの角度単位は、度です。

d. Trimble® LM80 デバイスの [バージョン] を選択します。 

デフォルトのバージョンは V4 です。使用しているレイアウト デバイス
のバージョンと設定が一致していることを確認します。

5. [Trimble フィールドリンク] をクリックして、Trimble フィールド リンク ファ
イルのデフォルト フォルダー (.tfl) を定義します。

6. [OK] をクリックします。

図面の縮尺の定義

エクスポート ダイアログ ボックスで図面を [レイアウトマネージャ] ボックスに
追加することにより、ジョブ ファイルまたはフィールド リンク ファイル内のすべ
てのレイアウト データをマップファイル(.dxf)からエクスポートするときに図面を
含めることができます。図面は、 .dxf または .dwg 形式でエクスポートされま

す。図面を正しくエクスポートするには、図面の縮尺を定義する必要があります。

1. モデルの一般図 (GA 図) を作成します。 

レイアウト デバイスで図面が正しく表示されるように、部材と基準線だけを
含めて、図面をできる限り単純にすることをお勧めします。レイアウトマネー
ジャでのエクスポート専用に図面レイアウトを作成できます。
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2. 図面レイアウトとして使用する図面を開きます。

3. 図面ビューのフレームをダブルクリックしてビュープロパティを開きます。

4. 図面の縮尺をコピーします。

5. 図面を閉じます。

6. モデル ビューの [管理] タブで、[レイアウトマネージャ] をクリックします。

7. [図面縮尺計算]  をクリックします。

8. [縮尺の分母(例: 48、128)] ボックスに図面縮尺を入力します。

9. [計算] をクリックします。 

図面の縮尺が [縮尺] ボックスに表示されます。

10. [縮尺] ボックスから図面縮尺をコピーし、[図面縮尺計算] ダイアログ ボックス
を閉じます。

11. [ファイル] メニューで、[エクスポート --> 図面 ] をクリックします。 

Tekla Structures に [ドキュメント管理] ダイアログ ボックスと [図面を
DWG/DXF にエクスポート] ダイアログ ボックスが開きます。

12. [ドキュメント管理] ダイアログ ボックスで、エクスポートする図面を選択し
ます。

13. [図面を DWG/DXF にエクスポート] で、以下の操作を行います。

a. [ファイルの場所] で、エクスポート フォルダを選択します。

b. [モデル空間のみにエクスポート] チェック ボックスをオンにします。 

[縮尺] ボックスが表示されます。

c. [縮尺] ボックスに図面縮尺を入力します。

14. [エクスポート] をクリックします。

レイアウト データのレイアウト マネージャへのインポート
レイアウトマネージャを使用すると、Trimble® LM80 などのレイアウト装置からモ
デルにレイアウト データをインポートして、施工完了時の状態を確認できます。

レイアウト データのインポート

インポートには 2 つのオプションがあります。

• レイアウト データが含まれたファイルをフィールド データ コレクタからコン
ピュータにコピーし、後でそのファイルをレイアウトマネージャにインポート
します。

• ファイルを直接レイアウトマネージャにインポートします。USB 接続または
Bluetooth 接続を使用してレイアウト デバイスをコンピュータに接続している
場合もこれを行うことができます。
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1. [管理] タブで [レイアウトマネージャ] をクリックします。

2. レイアウトマネージャで [インポート]  をクリックします。

3. 適切なインポート ファイル オプションを選択します。 

• 座標ファイル(.txt)のインポート: レイアウト ポイント (290 ページ)をイン
ポートします。

サイトで測定されたかどうかに関係なく、点ファイル (.txt) は常に [設計

ポイント] タブにインポートされます。

• ジョブファイル(.cnx)のインポート: Trimble® LM80 ジョブ ファイル内の
すべてのレイアウト データをインポートします。

ジョブ ファイル (.cnx) は [測定されたポイント] タブにインポートされま

す。

• フィールドリンクファイル(.tfl)のインポート: Trimble フィールド リンク
ファイル内のすべてのレイアウト データをインポートします。

Trimble フィールド リンク ファイル (.tfl) は、Tekla Structures から 初に

エクスポートされた設計ポイントと、サイトで測定済みの測定されたポイ
ントの両方をインポートします。インポート ダイアログ ボックスでは、ポ
イント名が既に存在している、つまりポイントが既に存在している場合は、

設計ポイントにフラグ  が設定されます。既存の設計ポイントはインポ
ートしないことをお勧めします。インポートから既存のポイントを除外す

るには、フラグの横のチェックボックスをオフにします 。

4. インポートするファイルを選択します。 

ファイルを選択すると、名前にファイル名を含む新しいグループが作成されま
す。レイアウトマネージャでは 大 255 個のグループを設定できます。

5. レイアウト データがインポートされるグループ (286 ページ)を選択するか、
[新規] をクリックして新しいグループを作成します。 

ジョブ ファイル (.cnx) と Trimble フィールド リンク ファイル (.tfl) には、

レイアウト ポイント グループが含まれている場合があります。グループがこ
れらのファイルにある場合、グループは、[グループ] リストで選択可能なグル
ープのリストに表示されます。

6. グループ座標系を確認します。 

[ローカル座標系のグループ化] には、選択したグループ座標オプションが表示
されます。リストから別のオプションを選択すると、座標を変更できます。

インポート ファイル名を持つグループを選択した場合、[レイアウトマネージ
ャのオブジェクトグループ] で定義されたグループのデフォルト座標系が使用
されます。

7. インポート ファイルの内容を表示するには、[表示] をクリックします。

8. 必要に応じて、[テキストファイルのインポート - 列見出しのマッピング] ダイ
アログ ボックスで点ファイルの列を定義します。
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9. [OK] をクリックして、[テキストファイルのインポート - 列見出しのマッピン
グ] ダイアログ ボックスを閉じます。 

インポート ダイアログ ボックスに点が表示されるようになりました。

10. [インポート] をクリックします。 

インポートされた点はモデルで作成され、インポート ダイアログ ボックスで
選択したグループの [レイアウトマネージャ] ダイアログ ボックスに表示され
ます。

注 設計ポイントは、Tekla Structures モデルで作成されたレイアウト ポイントです。測定
されたポイントは、施工現場で測定されたレイアウト ポイントです。

点ファイルの列の定義

レイアウト ポイント名と点の座標がリストされている点ファイル内のモデルにレ
イアウト ポイントをインポートできます。点ファイルにヘッダーがない場合、ま
たはレイアウトマネージャがヘッダーを認識しない場合、[テキストファイルのイ
ンポート - 列見出しのマッピング] をクリックしてインポート ダイアログ ボック
スにファイルの内容を表示すると、[表示] ダイアログ ボックスが表示されます。

ヘッダーのない点ファイルの例

[テキストファイルのインポート - 列見出しのマッピング] ダイアログ ボックスで
は、下部に点ファイルの内容が表示され、上部に列見出しが表示されます。

1. 点ファイルの内容が適切な列見出しの下部に表示されていることを確認しま
す。 

• [名前列] には、レイアウト ポイントの名前が表示されます。

• [X 列] には、x 座標が表示されます。

• [Y 列] には、y 座標が表示されます。

• [Z 列] には、z 座標が表示されます。

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 298 レイアウト マネージャ



2. 必要に応じて、リストから適切な列を選択してダイアログ ボックスの上部に
ある列を変更します。

3. 測定単位を選択します。

4. [ 初の線を処理] 設定で、点ファイルの 1 行目がヘッダー行であるかどうかを
選択します。 

• [はい] は、1 行目がヘッダー行ではなく、レイアウト ポイント データが含
まれていることを示します。

• [いいえ] は、1 行目がヘッダー行であることを示します。

5. [OK] をクリックします。

レイアウト マネージャにおける測定されたポイント

測定されたポイントは、レイアウト装置を使用して施工現場で測定され、Tekla
Structures にインポートされたポイントです。測定されたポイントのプロパティ
は、レイアウトマネージャまたは [レイアウトポイント] ツール ダイアログ ボック
スで表示できます。名前、直径、形状などの一般的なポイントのプロパティの他
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に、測定されたポイントには、Tekla Structures で変更できない測定されたポイント
のプロパティがあります。

測定されたポイントのプロパティを表示するには、レイアウトマネージャでポイン
トを選択するか、モデル内のポイントをダブルクリックします。

測定されたポイントのプロパティを以下に示します。

プロパティ 説明

ステークアウトポイント 測定されたポイントが、モデル内に作成
された対応するレイアウト ポイントか
らずれている場合、その測定されたポイ
ントを Trimble® LM80 デバイスで確保
されているものとしてラベル付けでき
ます。

このプロパティは [レイアウトポイン
ト] ツール ダイアログ ボックスに表示
されます。

フィールドポイント フィールド ポイントは、施工現場で測定
され、Tekla Structures にインポートされ
ています。

[フィールドライン] は、レイアウト ライ
ンの、対応するプロパティです。

このプロパティは [レイアウトポイン
ト] ツール ダイアログ ボックスに表示
されます。

HR バーの高さ (Height of Rod) は、柱の上の
角柱の高さです。これは、機器の高さ、
つまり、測定されたポイントの観測高度
を決定するために使用されます。

HA 水平角 (Horizontal Angle) は、バックサイ
トまたは 0 角度から測定された角度で
す。

VA 鉛直角 (Vertical Angle) は、機器のスコー
プの水平位置からの角度測定における
差です。

SD 斜距離 (Slope Distance) は、エレベーショ
ンの変化に関係のない実際の距離です。
水平角は、水平面に沿った距離です。

PPM 百万分率 (Parts Per Million) は、天候条件
と天候条件が光の射し方にどのように
影響するかを考慮する測定を行うため
に使用される係数です。このプロパテ
ィは、測定値の計算上およびその精度を
確保するうえで重要です。
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プロパティ 説明

ベンチマークオフセット ベンチマーク オフセットは、エレベーシ
ョンの測定値を計算する際の基準とな
るベンチマークを定義する測定値です。

例: レイアウト マネージャでの基準点の使用
この例では、モデルにレイアウト ポイント、制御点、および行政原点が含まれて
いるさまざまなモデル ビューを示しています。行政原点は基準レベル、つまり国
土調査ネットワークの基本的ベンチマーク点です。

1. ファイル --> プロジェクトプロパティ --> 基準点 で制御点を作成します。 

2. [レイアウトポイント] ツールを使用してレイアウト ポイントを作成し (290 ペ
ージ)、レイアウト ポイントをモデルに追加します。 
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以下の図は、3D モデル ビューの点の位置を示しています。

• 左下隅の緑色の点が行政原点です。

ここでは、[東座標] と [北座標] が縮尺に含まれていない点に注意してくだ
さい。

• 青色の点は制御点、つまり作成した基準点です。

• 黄色の正方形で囲まれた図にある赤色の円錐はレイアウト ポイントです。

• 緑色のボックスは、基準線交点 A-1 にあるモデル原点です。

3. レイアウトマネージャで、レイアウト ポイントをグループ (286 ページ)に追加
します。グループのローカル座標系のグループ化として使用する、作成した基
準点「制御点 1」を選択します。 

4. レイアウト ポイントの座標を確認します。 

• モデル内の位置:モデル原点まで距離。

• グループ内の位置: レイアウト ポイント グループに選択された基準点まで
の距離。

• 東、北、高さ: 行政原点までの距離。
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以下の図は、モデル内の点のさまざまなビューと測定値を示しています。

エレベーション ビュー

平面図

拡大平面図
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5. レイアウト ポイントをエクスポートします (293 ページ)。 

エクスポート ダイアログ ボックスの X、Y、および Z 座標は、レイアウトマ
ネージャの点プロパティで表示できる [東、北、高さ] (X、Y、Z) 座標です。
これらの座標がエクスポートされます。
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3.11 解析システム

解析システムは、構造内のフレームやコンポーネントの設計と解析に使用されま
す。これらのアプリケーションでは、要素の荷重、応力、およびひずみが計算され
ます。また、さまざまな荷重条件下でのオブジェクトのモーメント、せん断力、お
よびたわみも計算されます。

解析アプリケーションでは、従来の 1 次解析(静的)、2 次解析(P-Delta)、形状非線形
解析、座屈解析などの各種解析が使用されます。また、関連する国内外の設計基準
に合わせた鉄骨要素、コンクリート要素、および材木要素の寸法設定と共に、モー
ダル解析や時刻歴/応答スペクトル解析などの各種動的解析も使用できます。

解析システムの例として、Tekla Structural Designer、ETABS、STAAD.Pro、
SAP2000、Robot、ISM、S-Frame、MIDAS、Dlubal、SCIA、Powerframe、GTStrudl、
Strusoft、AxisVM などがあります。

参照項目

解析直接リンク (305 ページ)

Tekla Structural Designer (305 ページ)

STAAD.Pro (316 ページ)

SAP2000 (315 ページ)

Robot (315 ページ)

ISM (316 ページ)

S-Frame (317 ページ)

FEM (318 ページ)

解析直接リンク

解析および設計アプリケーションへの直接リンクを使用している場合、そのアプリ
ケーションを使用して Tekla Structures から解析モデルをエクスポートすると、アプ
リケーションでモデルが開きます。Tekla Structures と解析および設計アプリケー
ションは、同じコンピューターにインストール する必要があります。

解析および設計直接リンクは、Tekla Open API または以前の COM リンク (共通オブ
ジェクト モデル転送テクノロジ) を使用して作成されます。AxisVM、Diamonds、
Dlubal、ETABS、GTStrudl、ModeSt、MIDAS、NISA、Powerframe、ISM、Robot、
SAP2000、SCIA、S-Frame、STAAD.Pro、STRUDS、Strusoft など、多数の直接リン
クを使用できます。

直接リンクの多くは Tekla Warehouse でダウンロードできます。Tekla Warehouse で
入手できないアプリケーションについては、リンクをベンダーの Web サイトから
ダウンロードするか、ベンダーに問い合わせてダウンロードすることができます。
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Tekla Structural Designer
Tekla Structural Designer は、RC や鉄骨の建物を設計できるソフトウェアです。梁、
柱、スラブなどの実際のオブジェクトと連動させることができます。転送される情
報は、形状、断面サイズ、等級、属性付きデータなどの物理情報です。Tekla Structures
で、Tekla Structural Designer からのインポートおよび Tekla Structual Designer へのエ
クスポートができます。

Tekla Structural Designer は、コードベースのモデリング ツールであり、構造設計者
が構造のコード準拠設計の確立や計算とスキーマ設計の計算などを行うことがで
きます。すべての設計/コードデータは、常に Tekla Structural Designer 内に保持され
ます。

Tekla Structural Designer は、構造を解析し、さまざまな国際基準に合わせて設計し
ます。

初のモデルは、プロジェクトのニーズに応じて、Tekla Structures または Tekla
Structural Designer で開始することができます。何回もインポートおよびエクスポ
ートを行うことができるので、効率的な変更管理機能として活用できます。

統合処理を使用すると、Tekla Structural Designer と Tekla Structures との間でモデル
を渡すことができ、両方の側でモデルを更新できます。モデルはソフトウェア ア
プリケーション間で統合されるため、変更が更新されます。前回の統合操作以降に
実行された変更はモデル内に維持されます。

鉄筋のインポートを含む完全統合プロセスの場合、互換性のあるバージョンの
Tekla Structures と Tekla Structural Designer を同じコンピューターにインストールし
て、元の Tekla Structures Designer ファイル (.tsmd) にアクセスする必要がありま

す。それ以外の場合、Tekla Structural Designer および Tekla Structures では、.cxl ニ
ュートラル ファイル形式のファイルを受け入れて生成できます。.cxl ファイル

形式は、アプリケーションを Tekla Structural Designer にリンクさせることができる
XML ベースのニュートラル ファイル形式です。

Tekla Structures は Tekla Structural Designer 2016 以降で作成されたファイルをサポ
ートしています。

ここでは、Tekla Structural Designer からのインポート (308 ページ) および再インポ
ート (311 ページ)、ならびに Tekla Structural Designer へのエクスポート (312 ペー
ジ)に関する手順のみを記載しています。Tekla Structural Designer、および Tekla
Structural Designer と Tekla Structures の統合の詳細については、Tekla Structural
Designer と Tekla Structures の統合についてのガイダンス ノート を参照してくださ
い。このページには、.pdf 形式の "Tekla Structures との統合" ガイドへのリンクが

あります。

Tekla Structural Designer の Tekla User Assistance にある下記のその他の関連情報も
参照してください。

Getting started guide (英語のみ)

製品ガイド

ナレッジベースの記事

ビデオ
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Tekla Structures と Tekla Structural Designer の間の統合ワークフローの例

Tekla Structures と Tekla Structural Designer の間の統合は、設計プロセスを中断せず
にどちらのツールでも 初のモデルを開始できるように開発されました。 この柔
軟性の向上により、企業は自社のソフトウェアソリューションとワークフローを密
接にそろえることができます (つまり、 初のモデルはエンジニアが Tekla
Structural Designer で作成することも、技術者が Tekla Structures で作成することもで
きます)。

Tekla Structures モデルは BIM ドキュメントにもリンクされているため、このモデル
を形状変更の「マスターモデル」とそいて使用することをお勧めします。 モデル
の形状に加えられた変更は、Tekla Structures モデルを変更し、Tekla Structural
Designer を通じて転送して再設計することにより、 適な方法で処理されます。

プロジェクトのさまざまなステージにおける一般的なワークフローと意思決定プ
ロセスは次のようになります。

初期計画ステージ

• 初のモデルは、プロセスを中断せずに Tekla Structures または Tekla Structural
Designer で開始できます。

• モデリングプロセスの開始に使用されるソフトウェアは、スタッフの空き状況
や実現可能な要件など、多くの要素によって決まります。

• 外部ドライバがある場合を除き、初期ステージで実現可能なアイテムの大部分
が Tekla Structures により提供されるため、Tekla Structures はモデルのスタート
地点として 適であることがわかります。

• モデルが建物全体をカバーする必要はありません。たとえば、一般的な柱間や
床でもかまいません。

• 生成された構造は、初期ステージにおいて Tekla Structural Designer で初期断面
サイズを設計し、再度 Tekla Structures に同期して初期図面または材質リスト作
成を行うことができます。

• このステージで、簡単な図面を作成できます。これは、Tekla Structures または
Tekla Structural Designer で行うことができます。

• 原価見積り用の初期材質リストは、このステージで生成できます。

詳細設計ステージ

• 計画全体に変更が加えられ、初期計画モデルには反映されない可能性があるた
め、必ずしもモデルを初期計画ステージから詳細設計ステージに進めるのが適
切とは限りません。 モデルをやり直した方が適切な場合もあります。

• モデルは、ユーザーに合わせて Tekla Structures または Tekla Structural Designer
で開始できます。 その後、モデルを別のモデリングシステムに転送できます。

• 重要なのは、2 つのモデルの作業を同時に行うことができ、ワークフローに合
わせて 2 つのモデルの同期が行われるということです。

• Tekla Structural Designer は、構造の詳細な設計と側面的な設計に使用できます。

• Tekla Structures 内では、前のステージレベルとして、または承認のために建物
管理に提出された一般図として図面を生成することができます。
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施工ステージ

• 詳細設計ステージのモデルを使用すると、他の分野との統合を含めることがで
きるように、施工ステージプロセスの多くは Tekla Structures で行われます。

• クライアントが変更の要件を推進しているのでなければ、設計は変更されませ
ん。

• 構造の再設計が必要な場合、ユーザーに合わせて Tekla Structures モデルと Tekla
Structural Designer モデルの同じ動機が実行されます。

• モデルは Tekla Structures 内で完成し、構造の施工レベル図面とともに部材の詳
細な図面を作成できます。

• 他の分野(機械エンジニアや電気エンジニアなど)との詳細な統合チェックは、
このステージで実行されます。

Tekla Structural Designer からのインポート
Tekla Structural Designer からのインポートでは、インポートされる Tekla Structural
Designer ファイル (.tsmd) またはニュートラル ファイル (.cxl) の内容に基づい

て、梁、柱、スラブ、せん断壁などの Tekla Structures 部材が作成されます。鉄筋を
インポートするには、Tekla Structures および Tekla Structural Designer の互換性のあ
るバージョンを同じコンピューターにインストールして、元の Tekla Structures
Designer ファイル (.tsmd) にアクセスする必要があります。

1. インポート先の Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、インポート --> Tekla Structural Designer をクリックし
ます。

3. [Tekla Structural Designer のインポート] ダイアログ ボックスにおいて、[ファ
イルのインポート] ボックスにインポート .cxl ファイルまたは元の .tsmd
ファイルのパスを入力するか、ボックスの横の [...] ボタンをクリックしてファ
イルを参照します。 

有効なファイルを選択すると、インポート設定と [インポート] ボタンが有効
になります。

4. オブジェクトの位置を更新する必要がない場合、[プロファイルおよび材質の
変更のみを考慮する] チェック ボックスをオンにします。

5. 以下の基準線オプションのいずれかを選択します。 

• インポートファイルからグリッドをインポート:インポート ファイルから
基準線が Tekla Structures モデルにインポートされます。基準線パターンが
作成され、インポートされたすべての基準線が個々の基準平面としてこの
パターンに追加されます。

• 既存の Tekla Structures グリッドの削除:インポートすると、現在の Tekla
Structures モデルからすべての基準線/平面が削除されます。

6. 以前に Tekla Structural Designer からインポートされた Tekla Structures モデル
でスラブおよび壁の開口部を削除する場合は、[以前にインポートした開口部
を削除する] チェック ボックスをオンにします。
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7. [位置] セクションを開き、モデルをインポートする 位置を指定します。以下
のいずれかの操作を行います。 

• [X]、[Y]、および [Z] の各ボックスに、Tekla Structures モデルの全体座標原
点に対するインポートされたモデルのオフセットを入力します。

• [ピック] をクリックし、Tekla Structures モデル内のインポート モデル基準
点の位置をピックします。

回転を指定することもできます。

8. [鉄筋] セクションで、鉄筋をインポートするかどうか、どのようにインポート
するかを定義します。[鉄筋] セクションは、インポート ファイルとし
て .tsmd ファイルを選択した場合にのみ使用できるようになります。 

オプション 説明

鉄筋のインポート 鉄筋のインポートを有効または無効に
します。

古い鉄筋の削除 Tekla Structural Designer インポートを使
用して以前にインポートされた鉄筋を
削除します。

鉄筋の作成 ネイティブ鉄筋:鉄筋を標準 Tekla
Structures 鉄筋として作成します。

鉄筋セットは、現場打ちコンクリート パ
ッド フーチング、ストリップ フーチン
グ、梁、柱、および壁のフリーの鉄筋に
作成されます。溶接金網は転送されま
せん。

参照鉄筋:モデル フォルダーに保存する
参照モデルとして鉄筋を作成します。

作成オプション 一本のみ:鉄筋をグループ化してはいけ
ません。このオプションを選択しない
場合、鉄筋は、可能であれば鉄筋セット
または鉄筋グループとしてインポート
されます。

簡略化された鉄筋:鉄筋はフックまたは
短縮なしでインポートされ、梁の長手方
向鉄筋は、終点に柱を入力する前にカッ
トされます。

設計グループ毎に一度:同じ設計グルー
プ (梁、柱、パッド フーチングなど) に
属する部材の鉄筋は、グループ内の 1 つ
の部材にのみ追加されます。

鉄筋のインポート: 鉄筋をインポートするオブジェクトを
選択します:[梁]、[柱]、[壁]、[スラブ]、
または [杭基礎]。
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9. インポート ファイルを読み込み、使用が推奨されるプロファイル、材質、お
よび鉄筋の等級変換をすべて表示するには、[変換] セクションを開いてプレビ
ュー ボタンをクリックします。 

インポートでは、標準プロファイルおよび等級を含む内部変換リストが使用さ
れます。内部変換を使用して、いずれかのオブジェクトのプロファイルまたは
等級を変換できない場合、[変換] テーブル内で Tekla Structures 名がテキスト
「–-- 一致なし –--」に置き換えられます。

10. テキスト「–-- 一致なし –--」が表示された場合、次の方法でプロファイ

ル、材質、鉄筋の等級を手動で変換できます。

a. テキスト エディタで、ファイル名拡張子 .cnv を使用して、プロファイ

ル、材質、鉄筋の等級変換ファイルを作成します。 

変換ファイルは、標準変換を上書きする場合も使用できます。

b. テキスト ファイルで、.cxl/.tsmd のプロファイル、材質、または鉄筋

の等級名、等号 (=)、対応する Tekla Structures 名を入力します。 

これを行う場合、必要に応じて 寄りの Tekla サポートにお問い合わせく
ださい。

鉄筋の等級変換ファイルで、等級名の下の行に、等級のサイズ マッピン
グを同じ方法 (タブでインデント) でリスト表示します。

c. [プロファイル変換ファイル]、[材質変換ファイル]、[鉄筋変換ファイル]
の各ボックスで、プロファイルおよび等級のマッピングに使用する変換フ
ァイルを指定します。 

[鉄筋変換ファイル] ボックスは、互換性のあるバージョンの Tekla
Structural Designer がインストールされており、.tsmd インポート ファイ

ルが選択されている場合にのみ使用できます。

変換ファイルを使用しない場合でも、変換できないプロファイルまたは材質を
持つ部材が作成されますが、Tekla Structures では無効な可能性があるインポー
ト ファイル プロファイルまたは材質が使用されます。この場合、モデル内の
部材は線として描画されますが、Tekla Structures では手動で編集できます。

11. [インポート] をクリックします。

インポート ファイル内のどのオブジェクトもまだ現在のモデルにインポートされ
ていない場合、Tekla Structures により、選択されたインポート ファイルの内容がイ
ンポートされ、Tekla Structures モデルで必要なオブジェクトがすべて作成されま
す。Tekla Structures モデルが空の場合、ファイルのプロジェクト プロパティがモデ
ルのプロジェクト プロパティに書き込まれます。モデルがオブジェクトを含んで
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いる場合、.cxl/.tsmd モデル データは無視され、既存のプロジェクト プロパテ

ィは変更されません。

注 Tekla Structural Designer からのモデルおよびオブジェクトのエクスポートの詳
細については、Tekla Structural Designer の製品ガイド を参照してください。

制限事項

• 良の結果を得るには、[詳細設定 --> コンクリート詳細設計] の 
XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENT が TRUE に設定されていることを確認しま

す。

• 干渉は解決されません。

• ラップをモデリングすることはできません。

• サイズと等級のマッピングは、UK モデルと USA モデルの標準設定でのみ機能
します。

参照項目

Tekla Structural Designer からの再インポート (311 ページ)

Tekla Structural Designer からの再インポート
Tekla Structural Designer からインポートをすると、Tekla Structures モデルに加えら
れる変更を制御できます。インポート ファイル内のどのオブジェクトもまだ
Tekla Structures にインポートされていない場合、インポートは Tekla Structures が必
要なオブジェクトを作成した後完了します。オブジェクトが既に存在する場合、新
しいオブジェクトは新規としてリストされますが、オブジェクトが存在しない場合
は、インポートが行われるだけです。

1. Tekla Structural Designer からのインポート (308 ページ) の手順に従います。加
えて、[Tekla Structural Designer のインポート] ダイアログ ボックスで、次の
いずれかの操作を行います。

a. オブジェクトの位置を更新する必要がない場合、[プロファイルおよび材
質の変更のみを考慮する] チェック ボックスをオンにします。 

これにより、オブジェクトのプロファイルと材質のみが更新され、他の変
更は無視されます。

b. ダイアログボックスの下部にある [モデル比較ツールの表示] チェック ボ
ックスをオンにします。 

[インポート] をクリックした後に、[モデル比較ツール] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

2. [モデル比較ツール] で、適切なタブに移動します。([追加済み]、[更新済み]、
[削除済み]、または [未変更])。
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3. オブジェクトのプロパティを表示するには、左側のリストからオブジェクトを
選択します。 

選択したオブジェクトが更新または削除された場合や、変更されていない場合
は、モデル内でもそのオブジェクトがハイライトされます。

4. 比較ツール リストで Tekla Structures オブジェクト ID をオブジェクト名に付
加する場合は、[部材 ID を表示] チェック ボックスをオンにします。

5. Tekla Structures モデルに存在しないオブジェクトをインポートするには、次の
ようにします。

a. [追加] タブで、インポートするオブジェクト (またはオブジェクト タイ
プ) ごとに、オブジェクト名の後にあるチェック ボックスがオンになって
いることを確認します。

b. [モデル比較ツール] ダイアログ ボックスの下部で、[新しいオブジェクト
の追加] チェック ボックスをオンにします。 

このチェック ボックスをオフにした場合、インポート ファイルに含まれ
ているが Tekla Structures モデルに以前は存在しなかったオブジェクトは、
インポートから除外されます。

6. 以前にインポートしたオブジェクトのプロパティを更新するには、[更新済み]
タブに移動して、次の操作を行います。

a. 更新するオブジェクト (またはオブジェクト タイプ) ごとに、オブジェク
ト名の後にあるチェック ボックスがオンになっていることを確認しま
す。

b. 更新されたオブジェクトに関する情報の量を減らすには、[変更されたフ
ィールドのみ表示] チェック ボックスをオンにします。 

すべてのオブジェクト プロパティではなく、変更された値のみ表示され
ます。

c. 更新するオブジェクトごとに左側のリストからオブジェクトを選択した
後、プロパティのリストで、更新対象の値を持つオブジェクト プロパテ
ィごとに [更新の適用] チェック ボックスをオンにします。

7. 現在 Tekla Structures モデルに存在するが、インポート ファイルにないオブジ
ェクトを削除するには、次のようにします。

a. [削除済み] タブで、削除するオブジェクト (またはオブジェクト タイプ)
ごとに、オブジェクト名の後にあるチェック ボックスがオンになってい
ることを確認します。

b. [モデル比較ツール] ダイアログ ボックスの下部で、[現在のオブジェクト
の削除] チェック ボックスをオンにします。 

このチェック ボックスをオフにすると、オブジェクトは削除されません。

8. 現在の設定を使用してインポートを実行するには、[変更を受け入れる] をクリ
ックします。

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 312 解析システム



Tekla Structural Designer へのエクスポート
Tekla Structural Designer へのエクスポートでは、Tekla Structures モデル全体または
モデルの選択したサブセットをエクスポートできます。エクスポートした .cxl
ファイルを Tekla Structural Designer にアップロードしてモデルを更新したり、Tekla
Structures モデルを基に新しい Tekla Structural Designer モデルを作成したりできま
す。

互換性のあるバージョンの Tekla Structures と Tekla Structural Designer がコンピュ
ーターにインストールされている場合、エクスポート時に対応する Tekla Structural
Designer モデル (.tsmd ファイル) を作成または更新することもでき、その後 Tekla
Structural Designer で自動的に開きます。

注 Tekla Structures 解析モデルを使用して Tekla Structural Designer にエクスポート
する方法については、「Tekla Structural Designer への解析モデルのエクスポー
ト」を参照してください。

1. エクスポート元の Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、エクスポート --> Tekla Structural Designer をクリック
します。

3. [Tekla Structural Designer のエクスポート] ダイアログ ボックスで、[ファイル
のエクスポート] ボックスにエクスポート ファイルのパスを入力するか、末尾
の [...] ボタンをクリックしてフォルダーをブラウズし、ファイルの名前を入力
します。 

互換性のあるバージョンの Tekla Structural Designer がインストールされてい
る場合、.tsmd ファイル タイプが自動的に選択されます。

有効なファイルを選択すると、[エクスポート] ボタンと [変換] セクションが有
効になります。

4. [基準線] リストで、エクスポートする Tekla Structures 基準線を指定します。
[すべて]、[選択対象]、または [なし] を選択できます。 

[選択対象] を選択した状態で、モデル内の基準線を選択します。

5. [モデル オブジェクト] リストで、エクスポートするオブジェクトを指定しま
す。 

特定のオブジェクトのみをエクスポートするには、[選択対象] を選択し、モデ
ル内のオブジェクトを選択します。

設計が必要なモデルまたはオブジェクトの構造部材だけがエクスポートされ
るようにするため、選択フィルターと表示フィルターの使用が推奨されます。

6. モデルを処理し、使用が推奨されるプロファイルおよび材質等級変換をすべて
表示するには、[変換] セクションを開いてプレビュー ボタンをクリックしま
す。 

エクスポートでは、標準プロファイルおよび等級を含む内部変換リストが使用
されます。内部変換を使用して、いずれかのオブジェクトのプロファイルまた
は材質を変換できない場合、[変換] テーブル内でエクスポート名がテキスト
「–-- 一致なし –--」に置き換えられます。
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7. テキスト「–-- 一致なし –--」が表示された場合、次の方法でプロファイル

と材質を変換できます。

a. テキスト エディターで、ファイル名拡張子 .cnv を使用して、プロファ

イル/材質変換ファイルを作成します。 

変換ファイルは、標準変換を上書きする場合も使用できます。

b. テキスト ファイルで、.cxl/.tsmd プロファイルまたは材質等級名、等

号 (=)、対応する Tekla Structures 名を入力します。 

これを行う場合、必要に応じて 寄りの Tekla サポートにお問い合わせく
ださい。

c. [Tekla Structural Designer のエクスポート] ダイアログ ボックスの [プロ
ファイル変換ファイル] および [材質変換ファイル] ボックスで、プロファ
イルおよび材質等級のマッピングに使用する変換ファイルを指定します。

変換ファイルが使用されない場合でも、変換できないプロファイルまたは材質
を持つ部材が作成されますが、無効な可能性があるエクスポート ファイル プ
ロファイルまたは材質が使用される可能性があります。

8. [エクスポート] をクリックします。 

[処理ログ] セクションに、エクスポートの結果が表示されます。

指定したフォルダーに指定したファイル名で .cxl ファイルが作成されます。

また、.tsmd エクスポート ファイル タイプを使用すると、.cxl ファイルが

初に作成され、ファイル名の後にタイムスタンプが追加されます。

9. 互換性のあるバージョンの Tekla Structural Designer がインストールされてお
り、エクスポートファイル タイプとして .tsmd が選択されている場合、BIM
統合: 構造 BIM インポート ウィザードが表示されます。次の操作を行いま
す。

a. 必要に応じてウィザードの設定を確認して変更し、各ステップで [次へ]
をクリックします。 

たとえば、建物コードを設定し、Tekla Structures から Tekla Structural
Designer に初めて転送するのか、既存のモデルの更新なのかを選択できま
す。

オプションの詳細については、Tekla Structural Designer 製品ガイドの
'Import a project from a Structural BIM Import file'を参照してください。

b. 設定に満足したら、ウィザードの 後の手順で [終了] をクリックします。
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指定したフォルダーに指定したファイル名で Tekla Structural Designer モ
デル ファイル (.tsmd) ファイルが作成されます。

Tekla Structural Designer が開き、Tekla Structural Designer でモデルの操作を
開始できます。

たとえば、.cxl ファイルを別のコンピューターの Tekla Structural Designer にイン

ポートするには、Tekla Structural Designer 製品ガイドの'Import a project from a
Structural BIM Import file'を参照してください。

Robot
Robot Millennium 解析アプリケーションは、Autodesk Inc.が所有しています。製品
の詳細については、Robot Millennium の Web サイトを参照してください。

• このアプリケーションは基本的な相互運用に適しており、cis/2ファイルのエ

クスポートとインポートが可能です。

• Tekla Structures と Robot Millennium を同じコンピュータにインストールする
と、直接リンクを使用できます。

• 現時点では、直接リンクの使用時に Robot で使用できる設計基準は、EC3、
LRFD、CM66、E32、ANS のみです。

• Robot 2012 にアップグレードする場合は、Autodesk Robot Structural Analysis の
リンクと共に Robot 2011 をアンインストールする必要があります。アンイン
ストール後、Robot 2012 をインストールし、リンクを再度インストールします。
これにより、Tekla Structures は Robot 2012 アプリケーションを参照するように
なります。

詳細を確認してダウンロードするには、「Tekla Warehouse」を参照してくださ
い。

参照項目

Tekla Structures と Robot のリンク

解析直接リンク (305 ページ)

SAP2000

SAP2000 解析アプリケーションは、Computers & Structures, Inc.によって作成されま
した。製品の詳細については、同社の Web サイトを参照してください。

• SAP2000 解析アプリケーションでは、CIS/2 ファイルと IFC ファイルをエクス
ポートおよびインポートでき、SDNF ファイルをエクスポートすることもでき
ます。

• Tekla Structures と SAP2000 を同じコンピュータにインストールすると、直接リ
ンクを使用できます。
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• SAP2000 を初めて実行するときは、リンクを読み込む前に、SAP2000 をスタン
ドアロンアプリケーションとして実行することが重要です。SAP2000 を起動
し、新しいモデルを作成したら、モデルを保存して SAP2000 を閉じます。これ
により、リンクに必要なレジストリが更新されます。

詳細を確認してダウンロードするには、「Tekla Warehouse」を参照してください。

参照項目

Tekla Structures と SAP2000 をリンクする

解析直接リンク (305 ページ)

STAAD.Pro
STAAD.Pro 解析アプリケーションは、Bentley Systems, Incorporated が所有していま
す。 製品の詳細については、同社の Web サイトを参照してください。

• STAAD.Pro では、std 形式と共に、CIS/2 ファイルをエクスポートおよびインポ
ートできます。STAAD.Pro は、特にプラントエンジニアリングと重工業の分野
で準工業規格になっています。

• Tekla Structures と STAAD.Pro を同じコンピュータにインストールすると、直接
リンクを使用できます。

• TeklaStructures\TS_STAADフォルダにある

ProfileExportMapping.cnvファイルと ProfileImportMapping.cnv
ファイルで、Tekla Structures と Bentley で使用されるプロファイルをマッピング
することにより、さまざまなインストール環境のプロファイルマッピングを行
うことができます。現時点では、これらのファイルはインポートにのみ使用さ
れます。

詳細を確認してダウンロードするには、「Tekla Warehouse」を参照してください。

参照項目

Linking Tekla Structures with STAAD.Pro

解析直接リンク (305 ページ)

ISM
Bentley の Integrated Structural Modeling (ISM)は、構造モデリング、解析、設計、製
図、ディテールアプリケーション間で構造エンジニアリングプロジェクト情報を共
有するためのテクノロジです。

ISM は Building Information Modeling (BIM)に似ていますが、建物や橋などの構造物
の荷重支持コンポーネントの設計、施工、および変更において重要な情報に重点を
置いています。 製品の詳細については、同社の Web サイトを参照してください。
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ISM リンクは、解析モデルと同時に物理モデルも転送され、ISM モデルを空の Tekla
Structures モデルにインポートできるという点で、他の解析リンクとは異なります。
シンクロナイザーによってモデル情報のラウンドトリップも制御されます。

Tekla Structure と、ISM 対応の解析アプリケーションまたは Bentley Viewer v8i を同
じコンピュータにインストールすると、直接リンクを使用できます。

リンクを使用するには、リンクの前に ISM Structural Synchronizer バージョン 3.0 を
読み込む必要があります。

詳細を確認してダウンロードするには、「Tekla Warehouse」を参照してください。

参照項目

Linking Tekla Structures with an ISM enabled Analysis & Design application

解析直接リンク (305 ページ)

S-Frame

S-Frame Analysis は、S-FRAME Software Inc. によって所有および開発されていま
す。鋼材、コンクリート、線形および非線形構造モデルのすべて揃った 4D 構造モ
デリング、解析、および設計ソリューションです。

• Tekla API リンクを使用すると、Tekla で開いているモデルに接続し、モデルを
照会または操作するコードを記述できます。このリンクは、S-Frame と Tekla
API の両方を使用して確立されました。ライブラリ データベースを使用して、
Tekla Structures と S-Frame の間でアイテムが管理されます。

• S-Frame では、.dxf ファイルのエクスポートとインポートを行うことができま

す。Tekla Structures と S-Frame を同じコンピューターにインストールすると、
直接リンクを使用できます。リンクのコピーと、リンクの使用手順については、
https://s-frame.com からリクエストできます。リンクの説明については、Building
Information Modeling (BIM) のリンクにあります。

• 一部の地域では、S-Frame は CSC により配布されています。その場合、インス
トールは別のフォルダをポイントしています。モデル名にはスペースを使用し
ないでください。スペースが含まれている場合、解析および設計フレームが作
成されないため、現在のところ問題が発生します。

処理全体に含まれる手順は、S-Frame へのインポート、インポートしたアイテムの
表示、S-Frame からのエクスポートです。この処理については以下で説明します。

S-Frame へのオブジェクトのインポートとオブジェクトの表示

1. S-Frame ソフトウェアは、Tekla API を使用して Tekla Structures に開いているモ
デルがあるかどうかを確認します。

2. 接続が確立可能な場合、Tekla Structures モデルに対してモデルオブジェクト(モ
デリングされた部材やパネルなど)のリストが照会されます。

3. 返されたオブジェクトが繰り返され、認識されたタイプが処理され、同等の
S-Frame オブジェクトがライブラリデータベースに追加または更新されます。
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4. Tekla Structures と S-Frame の間でアイテムをマッピングできるように、Tekla
Structures による ID が保存されます。

5. オブジェクトが繰り返されると、ライブラリデータベースが照会され、ライブ
ラリで参照されている更新済みまたは作成済みオブジェクトが S-Frame 表示
ウィンドウに表示されます。

S-Frame からのエクスポート

1. S-Frame に対して、S-Frame 表示オブジェクトに表示されたオブジェクトが照
会されます。

2. ライブラリは、Tekla Structures と S-Frame の間でマッピング可能な既知のオブ
ジェクト(部材とパネル)のタイプごとに繰り返されます。

3. インポート時に保存された一意の ID を使用して、アイテムが存在するかどう
かが Tekla Structures モデルに対して照会されます。存在しない場合、アイテム
を作成し、ライブラリを更新する必要があります。

4. その後、アイテムを Tekla Structures に追加または更新して、S-Frame と合わせ
ることができます。

FEM
Tekla Structures の FEM インポートおよびエクスポート ツールでは、複数の形式を
サポートしており、モデルをインポートおよびエクスポートするためのオプション
がいくつか用意されています。

FEM (有限要素法) は、構造エンジニアリングで使用される解析計算法です。この
要素法では、ターゲットを節点と呼ばれる点で相互に接続された適切な有限要素に
分割します。

FEM インポート ツールを使用して、次の形式を Tekla Structures にインポートでき
ます。

オプション ソフトウェア

DSTV DSTV (Deutsche Stahlbau-Verband) 形式のデータ。RSTAB
静的ソフトウェアや Masterseries 解析システムなどの各
種システム。

DSTV 製作形式は、NC (数値制御) 機械で鉄骨コンポーネ
ントの製作に使用される標準形式です。DSTV には、解析
モデルを 3D 物理モデルに転送する際に使用される解析
形式もあります。

プログラムによってそれぞれ異なる DSTV ファイルが生
成されます。たとえば、RSTAB 静的ソフトウェアで生成
される DSTV ファイルには、静的モデルだけが含まれま
す。Tekla Structures では、静的モデル
(CROSS_SECTION) 、CAD モデル (MEMBER_LOCATION)
のどちらか一方がエクスポートされます。

SACS SACS モデリング/解析ソフトウェア。
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オプション ソフトウェア

S-Frame FASTSOLVE などの解析ソフトウェア。

Monorail Monorail システム。

STAAD STAAD (Structural Analysis And Design) 形式のデータ。
STAAD モデリング/解析システム。

FEM インポートは STAAD データをインポートする古い
方法です。Tekla Warehouse で使用できる、ISM または
STAAD.Pro への直接リンクを使用することをお勧めしま
す。Tekla Structures と STAAD.Pro または ISM が同じコン
ピューターに読み込まれている場合、直接リンクを使用
できます。

Tekla Structures の STAAD インポートと互換性のある
STAAD 入力ファイルを作成するには、STAAD で [Joint
coordinate format (Single)] オプションを使用して入力フ
ァイルを保存します。これにより、座標を 1 行に 1 つず
つ記述した入力ファイルが作成されます。

STAN 3D STAN 3D 解析ソフトウェア。

BUS BUS 2.5 解析ソフトウェア。

FEM のインポート

1. [ファイル] メニューで、 インポート --> FEM をクリックします。

2. [新規インポートモデル] ダイアログ ボックスで、[FEM ｲﾝﾎﾟｰﾄ] を選択します。

3. リストから import model (デフォルト) を選択するか、新しい名前を入力し

ます。

4. [OK] をクリックします。

5. [プロパティ...] をクリックしてダイアログ ボックスを開きます。このダイア
ログ ボックスで、インポート ファイルの設定を定義できます。 

設定 説明

[変換] タブ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換

材質変換ﾌｧｲﾙ

ﾂｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換ﾌｧｲﾙ

使用する変換ファイルを定義します。

変換ファイルでは、プロファイル名および材質名を
Tekla Structures と他のソフトウェアの間でマッピング
します。

変換ファイルの詳細については、「変換ファイル
(154 ページ)」を参照してください。

[ﾊﾟｰﾂ] タブ

部材 ﾏｰｸ

製品 ﾏｰｸ

頭マークと開始位置番号を入力します。
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設定 説明

[ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブ

入力ﾌｧｲﾙ インポートするファイルの名前。目的のファイルを
ブラウズすることもできます。

タイプ 入力ファイル タイプ (DSTV、SACS、Monorail、
Staad、STAN 3D、BUS) を選択します。

原点 X, 原点 Y, 原点 Z ファイルを特定の位置に配置する場合は、原点座標を
定義します。

標準降伏応力度

降伏応力が限度以上の場
合の標準材質

降伏応力が限度より小さ
い場合の標準材質

[降伏応力が限度より小さい場合の標準材質] 設定は、
SACS インポート ファイルに使用されます。降伏応
力が制限値を下回る場合に使用する材質を定義しま
す。

[降伏応力が限度以上の場合の標準材質] 設定は、
SACS または DSTV インポート ファイルに使用しま
す。SACS の場合、このフィールドで降伏応力が制限
値以上の場合に使用する材質を定義します。DSTV の
場合、インポート ファイルに材質が含まれていない場
合に、ここで材質を入力できます。

複合要素

複合の際の 大長さ

FEM モデルの複数の要素を Tekla Structures で 1 つの
部材に結合し、[複合要素] を [はい] に設定します。

たとえば、ファイル内の梁が複数の要素で構成されて
いる場合、[はい] を選択すると、要素が結合されて
Tekla Structures モデルで 1 つの梁を形成します。

[いいえ] を選択すると、Tekla Structures によって FEM
モデルの要素ごとに梁が作成されます。

[複合の際の 大長さ] は、[複合要素] を [はい] に設定
した場合にのみ適用されます。この設定を使用して
複合要素の 大長を定義します。要素を結合したと
きの長さがここで入力した値よりも短い場合にのみ、
Tekla Structures により要素が 1 つの部材に結合されま
す。

[Staad] タブ

材質 材質を選択します。

[レポートの作成] タブ

レポートの作成 [はい] に設定すると、レポートが作成されます。

ﾚﾎﾟｰﾄを表示する [はい] に設定すると、レポートが表示されます。

ﾚﾎﾟｰﾄﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ レポート テンプレートを選択します。テンプレート
をブラウズすることもできます。
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設定 説明

ﾚﾎﾟｰﾄﾌｧｲﾙ名 レポート ファイルの名前を入力するか、レポート フ
ァイルをブラウズします。

レポートに名前を指定しないと、レポートは
import_revision_report.rpt という名前でモデル フォル
ダーに保存されます。

[DSTV] タブ

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ DSTV のバージョンを選択します。

ｽﾀﾃｨｯｸ部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ

その他の部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ

インポートする DSTV ファイルに静的モデルと CAD
モデルが含まれている場合、インポートするモデルを
選択できます。

[ｽﾀﾃｨｯｸ部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ] で [はい] を選択すると、静的モ
デルがインポートされます。

[その他の部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ] で [はい] を選択すると、CAD
モデルがインポートされます。

[Stan 3d] タブ

縮尺 インポート モデルの縮尺を指定します。Tekla
Structures モデルとインポート モデルがどちらもミリ
メートル単位であれば、縮尺を指定せずに STAN 3D
をインポートできます。STAN 3D ファイルがミリメ
ートル単位の場合は、縮尺 1 を使用します。STAN 3D
ファイルがメートル単位の場合は、縮尺 1000 を使用
します。

材質 インポートする部材の材質を入力します。

[Bus] タブ

ﾏｰｸ インポートする梁、柱、ブレース、および片持ち梁の
[ﾏｰｸ] を指定します。

材質 インポートする部材の材質を入力します。

名前 インポートする部材の名前を入力します。

ｸﾗｽ インポートする部材のクラスを入力します。

梁上面をﾌﾛｱｰﾚﾍﾞﾙに配置 [はい] を選択すると、すべての梁の上面が床面レベル
で揃えられます。

[詳細設定] タブ  
...の際に実行する ｵﾌﾞｼﾞｪｸ
ﾄの状態は (比較すると)

[前回の] [ｲﾝﾎﾟｰﾄ] には、インポートするファイル内の
オブジェクトと比較したモデル内のオブジェクトの
状態が示されます。[新規の]、[変更された]、[削除済
み]、[同一の] の 4 つに分類しています。

Tekla Structures により、インポートするオブジェクト
の状態がモデル内のオブジェクトの状態と比較され
ます。[ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、[同一の] の 3 つに分
類しています。
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設定 説明

[ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、および [同一の] の下にあ
るオプションを使用して、変更されたオブジェクトを
インポートするときの処理を指定します。指定可能
なオプションは、[実行しない]、[コピー]、[変更する]、
または [削除] です。

通常は、デフォルト値を変更する必要はありません。

6. [OK] をクリックして、[モデルのインポート] ダイアログ ボックスに移動しま
す。

7. インポートするモデルを選択します。

8. [インポート] をクリックします。 

Tekla Structures に [インポートモデル情報] ダイアログ ボックスが表示されま
す。

9. どのバージョンの部材をインポートするのかを選択します。

10. [すべて更新] をクリックします。 

変更したモデルを再インポートする場合、[すべて破棄] をクリックしてすべて
の変更を破棄することも、[個別に部材指定...] をクリックして個々の変更を承
諾または破棄することもできます。

11. Tekla Structures に メッセージ「今後インポート比較のためにインポートモデル
を保存しますか?」が表示されます。[はい] をクリックします。 

インポート モデルが Tekla Structures のモデル ビューに表示されます。

12. モデル ビューを右クリックし、[作業領域を全モデルにフィット] を選択して、
インポートされたモデルが完全に表示されるようにします。

13. 部材が表示されない場合は、[デプスアップ] ダイアログ ボックスで、[デプス
ダウン] と [ビュープロパティ] の値を確認し、必要に応じて値を変更します。

FEM のエクスポート

1. Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、 エクスポート --> FEM をクリックします。 

[FEM ｴｸｽﾎﾟｰﾄ] ダイアログ ボックスが開きます。

3. [変換] タブに移動し、変換ファイル (154 ページ)の名前を入力するか、目的の
ファイルをブラウズします。

4. [ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブに移動し、出力ファイルの名前を入力するか、目的のファイルを
ブラウズします。

5. 出力ファイル タイプ (DSTV、MicroSAS、または Staad)。

6. Tekla Structures モデルの部材をエクスポート後のモデルで複数の要素に分割
するには、[分割要素] を [はい] に設定します。
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7. MicroSAS にエクスポートする場合、複数の部材を結合してエクスポート後の
モデルで 1 個の部材にするには、[分割要素(ﾐｸﾛSAS)を結合] を [はい] に設定し
ます。 

たとえば、梁を複数の要素に分割している場合に [はい] を選択すると、Tekla
Structures によりそれらの要素を 1 つの部材に結合してモデルをエクスポート
することができます。[いいえ] を選択すると、モデルに含まれている梁の各要
素が個別の梁を形成するようにエクスポートされます。

8. Staad にエクスポートする場合は、[Staad] タブに移動します。 

• [ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾃｰﾌﾞﾙ] リストからオプションを選択します。

• 設定 [可能な場合にﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸﾌﾟﾛﾌｧｲﾙを使用] を使用して、Tekla Structures か
ら PL、P、D、PD、SPD の各プロファイルを STAAD にエクスポートする
方法を指定します。[はい] を選択すると、STAAD がプロファイルを正確に
識別できるように、プロファイルがパラメトリック形状としてエクスポー
トされます。[いいえ] を選択すると、すべてのプロファイルが STAAD の
標準形状としてエクスポートされます。

プレート PL10*200 をパラメトリック形状としてエクスポートした場合
([はい] を選択した場合) の例を次に示します。

13 PRI YD 200.000000 ZD 10.000000.

同じプレートを標準形状としてエクスポートした場合 ([いいえ] を選択し
た場合) の例を次に示します。

13 TABLE ST PL10*200

9. DSTV にエクスポートする場合は、[DSTV] タブに移動します。 

• バージョン リストから DSTV のバージョンを選択します。

• [ｴﾚﾒﾝﾄ参照] で、静的モデル (断面) と CAD モデル (部材位置) のどちらにエ
クスポートするかを選択します。

10. モデルでエクスポートする部材を選択します。

11. [適用(A)] および [作成(R)] をクリックします。 

Tekla Structures によってエクスポート ファイルが現在のモデル フォルダーに
作成されます。

サポートされている DSTV エンティティ

DSTV エンティティを以下に示します。Tekla Structures でサポートされているエン
ティティには、アスタリスク (*) が付けられています。詳細については、DSTV 規
格『Stahlbau - Teil 1. März 2000』を参照してください。

静的データ:
vertex (*)

polyline

substructure (*)
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node (*)

element (*)

element_eccentricity (*)

raster

boundary_condition

elastic_support

nodal_reaction

element_reaction

一般データ:
material (*)

cross_section (*)

CAD データ:
member (*)

member_location (*)

construction-data

cutout

hole

STAAD テーブル タイプの仕様

Tekla Structures でサポートされている STAAD テーブル タイプの仕様は、以下のと
おりです。

• ST (標準の組み込みテーブルから取得した単一の断面)

• ST PIPE (パラメトリック)

• ST TUBE (パラメトリック)

• RA (Y_Z 軸が反転したシングル アングル)

• D (ダブル チャンネル)

• LD (長い脚、ツイン アングル)

• SD (短い脚、ツイン アングル)

• TC (上面カバー プレート付きの梁)

• BC (下面カバー プレート付きの梁)

• TB (上下面カバー プレート付きの梁)

上記のほか、タイプ CM および T、ユーザー定義の鋼テーブル タイプ (UPT)、その
他の非標準プロファイルも、プロファイル変換ファイルで定義しておけばインポー
トが可能です。STAAD 名ではアンダースコアを使用する必要があります(例:
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UPT_1_W10X49)。Tekla Structures では、このインポート ルーチンでツイン プロフ

ァイルが自動的に変換されます。

3.12 鉄骨製作

製作とは、鋼製のコンポーネントを切断、成形、および組み立てて、構造物を構築
することです。一般的に鉄骨ファブリケーターは、多機能の機械を非常に多く使
い、前処理、溶接、および組み立てを中心に行っています。

構造物の鉄骨製品の製作 (切断および穴開け) は、これまでずっと職人によって手
作業で行われてきました。それらは、現在も製作方法として存続しています。CNC
(コンピューター数値制御) テクノロジーの登場により、それらの技術に自動化とさ
らなる精密さがもたらされました。その結果、個々の製作タスクに特化した専用の
機械が多種生まれました。

以下のツールは、インストールした時点で Tekla Structures に含まれている鉄骨製作
用のツールです。

NC/DSTV (325 ページ)

MIS (361 ページ)

Fabtrol XML (362 ページ)

ASCII (363 ページ)

PDMS/E3D (363 ページ)

その他にも Tekla Warehouse から鉄骨ツールをダウンロードすることができます。

NC ファイル
Tekla Structures では、DSTV 形式で NC ファイルが生成されます。NC ファイルと
NC ファイル ヘッダーに含める情報を選択できます。また、必要なポップマークお
よび罫書きのオプションを定義できます。DSTV 標準に従って、MIS (製作情報シ
ステム) リスト ファイルを生成することもできます。

NC (数値制御) は、工作機械の動作をコンピューターで制御する方法を指します。
NC データにより、CNC (コンピューター数値制御) 工作機械の動作が制御されま
す。製作工程では、工作機械や機械加工センターで、材質の穿孔、カット、または
成形を行います。

Tekla Structures モデルの詳細設計が終了したら、Tekla Structures から NC データを
NC ファイルとしてエクスポートして、CNC 工作機械で使用できます。Tekla
Structures により、部材の長さ、孔の位置、開先、ノッチ、およびカットが座標値
に変換されます。この座標値を工場の工作機械で使用して部材を作成できます。
CNC 工作機械だけでなく、MIS および ERP ソフトウェア ソリューションでも NC
ファイルを使用できます。

NC ファイルのデータは、Tekla Structures モデルから取得されます。NC ファイルを
生成する前に、詳細設計を完了し、図面を作成しておくことをお勧めします。
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Tekla Structures では、NC ファイルは DSTV (Deutscher Stahlbau-Verband) 形式で現在
のモデル フォルダーに生成されます。ほとんどの場合、部材ごとに独自の NC ファ
イルがあります。DSTV ファイルを DXF ファイルに変換することで、NC ファイル
を DXF 形式で作成することもできます。

DSTV は数値制御を備えたポストプロセッサにおける鉄骨構造部材の幾何学的記
述の標準的なインターフェースです。このインターフェースの基本的な目的は中
立的であること、つまり、複数の異なる NC 機械を管理できる単一の標準的な記述
であることです。このインターフェースは、CAD プログラムやグラフィック シス
テムの間の接続を、NC 機械用の CAM ファイルによって標準化します。部材の形
状は完全に中立的に導入され、NC 機械のパラメータが分かれば、ポストプロセッ
サはこの中立的な言語を NC 機械の言語に翻訳することができます。詳細につい
ては、http://www.deutscherstahlbau.de/dstv/der-verband を参照してください。

メモと制限:

• NC DSTV エクスポートでは、部材で重複するボルト (同じ位置にある別のボル
ト) がデフォルトで無視されます。重複とみなされるボルトの許容距離は、詳細
設定 XS_BOLT_DUPLICATE_TOLERANCE で調整できます。

• DSTV 標準が梁 (曲) をサポートしていないため、Tekla Structures では、梁 (曲)
の NC ファイルは作成されません。梁 (曲) の代わりに折れ梁を使用してくださ
い。

DSTV 形式での NC ファイルの作成

1. [ファイル] メニューで、エクスポート --> NC ファイル をクリックします。

2. 事前定義された設定を使用する場合は、上部の設定ファイル リストから設定
を選択し、[読み込み(L)] をクリックします。

3. [NC ファイル] ダイアログ ボックスで、[プレートの DSTV] や [プロファイル
の DSTV] の横にある [作成] 列のチェック ボックスをオンにします。

4. NC ファイル設定を変更するには、NC ファイル設定の行を選択して [編集...]
をクリックします。 

[NC ファイル設定] ダイアログ ボックスで、[ファイルと部材選別]、[孔とカッ
ト]、[ハードスタンプ]、[詳細設定] の各タブの設定を変更します。[OK] をク
リックして NC ファイル設定を保存し、[NC ファイル設定] ダイアログ ボック
スを閉じます。

メイン部材と副部材の両方のハード スタンプを作成できます。デフォルトで
は、Tekla Structures によりメイン部材のハード スタンプだけが作成されます。
副部材のハード スタンプも作成するには、詳細設定 を TRUE に設定します。

作成対象として、DSTV ファイルのみ、MIS ファイルのみ、両方、または MIS
ファイルに埋め込まれた DSTV ファイルを選択できます。

新しい NC ファイル設定を追加する場合、[追加...] をクリックします。[NC フ
ァイル設定] リストに新しい行が追加され、[NC ファイル設定] ダイアログ ボ
ックスが表示されて、設定に新しい名前を付けることができるようになりま
す。
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[名前を付けて保存] を使用して、設定の一意の名前を入力できます。設定は、
Tekla Structures により現在のモデル フォルダーの下の ..\attributes フォ

ルダーに保存されます。

NC ファイル設定の詳細については、以下の「NC ファイル設定」を参照して
ください。

5. NC ファイルに情報を表示する順序をカスタマイズしたり、NC ファイル ヘッ
ダーに個々の部材の情報を追加したりできます。NC ファイル ヘッダーに含
める情報を選択するには、[ヘッダー...] をクリックして情報を変更し、[OK]
をクリックします。 

• [NC ファイルヘッダー情報] ダイアログ ボックスで、[マークの内容] リス
トに目的のファイル ヘッダー情報のオプションを移動し、[上] ボタンと
[下] ボタンを使用して、オプションを目的の順序に並べ替えます。

• 必要に応じて、個々の部材に関する情報を追加します。

[部材 1 のテキスト情報] ～ [部材 4 のテキスト情報] の各ボックスにテキ
ストを入力できます。必要なテンプレート属性を二重山括弧で囲んで入力
します。たとえば、部材の重量を表示するには、「<<WEIGHT>>」と入力し

ます。

• デフォルトのファイル ヘッダー情報に戻すには、[NC ファイルヘッダー情
報] ダイアログ ボックスで [デフォルト] ボタンをクリックします。
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6. ポップマークを作成し、ポップマーク設定を変更するには、[ポップマーク...]
をクリックします。 

ポップマークの作成およびポップマーク設定の詳細については、以下の「NC
ファイルでのポップマークの作成」を参照してください。

7. 罫書きを作成し、罫書き設定を変更するには、[罫書き] をクリックします。 

罫書きの作成および罫書き設定の詳細については、以下の「NC ファイルでの
罫書きの作成」を参照してください。

罫書きの詳細については、サポート記事「鋼材の梁に罫書きを作成する方法」
を参照してください。

8. 変更した設定を後で使用できるように別の名前で保存するには、[名前を付け
て保存] の隣に新しい名前を入力し、[名前を付けて保存] をクリックします。

9. [NC ファイル] ダイアログ ボックスで、[全部材] または [選択部材] を使用し
て、すべての部材の NC ファイルを作成するか、選択した部材の NC ファイル
だけを作成するかを選択します。 

[選択部材] オプションを使用する場合は、モデルで部材を選択する必要があり
ます。

10. [作成] をクリックします。 

Tekla Structures により、定義した NC ファイル設定を使用して、部材の .nc1
ファイルが作成されます。デフォルトでは、NC ファイルは現在のモデル フォ
ルダーに作成されます。部材番号に拡張子 .nc1 を付けたものが、これらのフ

ァイルの名前になります。

11. [NC ログを表示] をクリックして、エクスポートされた部材とエクポートされ
なかった部材を示すログ ファイル dstv_nc.log を作成して表示します。 

指定の部材の一部がエクスポートされていない場合は、エクスポートされなか
った部材が、NC ファイル設定で設定されているプロファイル タイプ、サイ
ズ、孔などの制限をすべて満たしていることを確認してください。

NC ファイル設定

[ファイルと部材選別] タブ

設定 説明

ファイル形式 使用可能な値は [DSTV] だけです。

ファイル配置 デフォルトのフォルダは、現在のモデルフォルダの下
の\DSTV_Profilesまたは DSTV_Platesです。

NC ファイルの別の作成先フォルダを定義するには、
次のいずれかの方法を使用します。

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 328 鉄骨製作

http://teklastructures.support.tekla.com/en/support-articles/how-create-contour-marking-steel-beams-cnc-machine-data


設定 説明

• [ファイル配置] ボックスにフォルダー パスを入力
します。目的のパスをブラウズすることもできま
す。

たとえば、「C:\NC」と入力します。

• フィールドを空のままにした場合、NC ファイルは
現在のモデルフォルダに作成されます。

• 現在のモデル フォルダー内の特定のフォルダーに
NC ファイルを作成するには、.\<folder_name>
という形式で入力します。

たとえば、「.\MyNCFiles」と入力します。

• モデル固有の詳細設定 XS_MIS_FILE_
DIRECTORY を使用して、NC ファイルと MIS ファ
イルの作成先のフォルダーを定義します。[CNC]
ダイアログ ボックスの [詳細設定] カテゴリーに
移動し、詳細設定 XS_MIS_FILE_DIRECTORY の
目的のフォルダーのパスを入力します。NC ファ
イルは、指定されたフォルダー内にある現在のモ
デル名と同じ名前のフォルダーの下に作成されま
す。

たとえば、C:\NCと定義し、現在のモデルの名前

が MyModelの場合、NC ファイルはフォルダ

C:\NC\MyModelに作成されます。

ファイル拡張子 デフォルト値は .nc1 です。

ファイル名にリビジョン
マークの追加

NC ファイル名にリビジョンマークを追加します。

この場合、ファイル名にファイルのリビジョンを示す
番号が含まれるようになります。たとえば、
P176.nc1は P176_1.nc1になります。

作成方法 作成するファイルのタイプを選択します。

[NC ファイル] では、DSTV ファイルだけが作成され
ます。

[部材リスト] では、MIS リスト ファイル (.xsr) だけ

が作成されます。

MIS リスト ファイルを作成する場合は、[部材リスト
ファイル名] ボックスにリストの名前を入力します。
さらに、[部材リストファイル保存先] ボックスの横の
[ブラウズ...] ボタンをクリックして、リストを保存す
る場所を参照する必要もあります。
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設定 説明

NC ファイルと部材リスト では、DSTV ファイルと
MIS リストファイルの両方が作成されます。

NC と部材リスト では、DSTV ファイルが MIS リスト
ファイル (.xsr ) に埋め込まれます。

大サイズ このオプションでは、工作機械が処理できる部材の
大長、 大幅、および 大高さを指定します。 大サ
イズを超える部材は他の機械に送られます。

プロファイルタイプ [[はい]] リストで プロファイルタイプ に設定されて
いるすべてのプロファイルを工作機械で処理できま
す。プロファイル タイプには、DSTV 標準に従って名
前が付けられています。

I:H 形鋼･I 形鋼

U:U 断面と溝形鋼

L:山形鋼(アングル鋼)

M:角鋼管

R:棒鋼と丸鋼管

B:板プロファイル

CC:リップ溝形鋼

T:T 形鋼

SO:Z 形鋼と他のすべてのプロファイルタイプ

デフォルトでは、Tekla Structures はラウンド チューブ
をプレート プロファイルとして出力し、NC ファイル
ヘッダー データのプレート プロファイル タイプ B を
使用します。 これを変更するには、詳細設定 XS_
TUBE_UNWRAP_USE_PLATE_PROFILE_TYPE_IN_
NC を使用します。

大孔の設定 [ 大孔の設定] オプションでは、工作機械が穿孔でき
る孔のサイズを指定します。部材に含まれる孔また
は部材の材質厚が指定した値よりも大きい場合、NC
ファイルは作成されません。孔のサイズは材質厚 (ま
たは板厚) に接続されています。

各行には、 大孔径と材質厚が示されています。その
両方の条件を満たさないと NC ファイルは作成され
ません。たとえば、値が 60 45の行は、材質厚が

45mm 以下で孔径が 60mm 以下の場合に NC ファイル
が作成されることを意味します。行は必要な数だけ
追加できます。

次の例は、[ 大孔の設定] を定義する方法を示してい
ます。この例の状況は次のとおりです。
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設定 説明

• 厚さの異なる 3 つのプレート

• 同じサイズの 2 つのボルトグループと、サイズが
大きい 1 つのボルトグループ

[ 大孔の設定] は、次のように定義されます。

Test1では、モデルフォルダの下に次の条件を満たす

プレートのフォルダを作成します。

• 孔径:22
• 板厚:10
Test2では、モデルフォルダの下に次の条件を満たす

プレートのフォルダを作成します。

• 孔径:22
• 板厚:20
プレートの CNC ファイルを作成すると、Test1フォ

ルダにプレート PL350*10が格納され、Test2フォ

ルダにプレート PL350*20が格納されます。プレー

ト PL350*15は、孔のサイズの条件を満たしていない

ためどちらのフォルダにも格納されません。

条件を入力するときは、 も限定的な条件から順番に
入力することが重要です。条件を定義する順序を変
更すると結果も変わります。
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[孔とカット] タブ

「XS_DSTV_CREATE_NOTCH_ONLY_ON_BEAM_CORNERS」も参照してくださ
い。

設定 説明

内角の形状 [内角の形状] オプションでは、梁端部の
ウェブ ノッチやフランジ カットなどの
形状を指定します。

[内角の形状] オプションは、フランジの
カットにも影響します。

[内角の形状] オプションは、部材の中央
にある四角形の開口部には適用されま
せん。

[内角の形状] オプションは、モデルで既
に丸みが付けられている穴カットには
適用されません。モデルの元の値が維
持されます。

次の例は、内角の形状の各種オプション
を指定した場合に NC ファイルの部材
にどのように影響するかを示していま
す。次のように、モデル内の元の部材は
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設定 説明

フランジが完全にカットされ、ウェブが
ノッチ処理されています。

オプション [0]: 半径

内角が、指定された半径の孔のような形
状になります。NC ファイルに個別の 
BO ブロックは書き込まれません。

オプション [1]: 接線

[半径] ボックスの値に基づいて、内角に
丸みが付けられます。

オプション [2]: 四角形

角の形状はモデル内の形状と同じにな
ります。

オプション [3]: ドリル孔
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設定 説明

内角にドリル孔が追加されます。孔径
は [半径] ボックスの値と同じです。孔
は個別の BO ブロックとして NC ファイ

ルに書き込まれます。

オプション [4]: ドリル孔 (接線)

内角に接するドリル孔が追加されます。
孔径は [半径] ボックスの値と同じです。
孔は個別の BO ブロックとして NC ファ

イルに書き込まれます。

機械処理不可能のウェブ範囲（フランジ
から）

[機械処理不可能のウェブ範囲（フラン
ジから）] オプションでは、フランジのク
リアランス領域の高さが定義されます。
クリアランス チェックは、I、U、C、L
の各 DSTV プロファイル タイプにのみ
影響します。

モデルで部材のカット部分がクリアラ
ンスよりもフランジに近い位置にある
場合、そのクリアランスの内側にあるカ
ット点は、NC ファイルに書き込まれる
ときにクリアランス領域の境界に移動
されます。

モデリングされた部材の状態。カット
部分が、NC ファイル設定で定義されて
いるフランジ クリアランスよりも上部
フランジに近い位置にあります。
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設定 説明

NC ファイルに書き込まれた部材の状
態。寸法はクリアランスを示していま
す。元のカット部分の上端が、クリアラ
ンス領域が確保されるように移動され
ています。カット部分の下端は移動さ
れません。

長孔処理方法 [長孔処理方法] オプションでは、長孔の
作成方法が定義されます。

無視:NC ファイルに長孔は作成されま
せん。

長孔の中心に一つの孔:長孔の中心に孔
を 1 つあけます。

角に四つの小さい孔:コーナーごとに計
4 つの小さい孔を加工します。

長孔を開口に変換:孔を開口としてフレ
ーム切断します。

長孔:長孔を元の状態のままにします。

穿孔対処の 大径 [穿孔対処の 大径] オプションでは、
大孔径が定義されます。 大孔径より
も大きい孔や長孔は開口として製作さ
れます。

ドリルする円カットの 大径 [ドリルする円カットの 大径] では、
大円カット部材が定義されます。設定
で定義された値よりもカットの径が小
さい場合、これらのカットは孔として書
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設定 説明

き込まれます。小さい内部円カットは
孔に変換されます。

[ハード スタンプ] タブ

設定 説明

ハードスタンプの作成 選択すると、ハード スタンプが作成され
ます。

ハードスタンプ内容 [項目] リストでは、ハード スタンプに含
める項目と、ハード スタンプに項目を表
示する順序を指定します。[テキスト高
さ] と [文字変換] を指定することもでき
ます。

プロジェクト番号:ハード スタンプにプ
ロジェクト番号を追加します。

ロット番号:ハード スタンプにロット番
号を追加します。

フェーズ:ハード スタンプにフェーズ番
号を追加します。

部材マーク:部材の頭マークと位置番
号。

製品マーク:製品の頭マークと位置番
号。

材質:部材の材質。

仕上げ:仕上げのタイプ。

ユーザー定義情報:マークにユーザー定
義情報 (ユーザー フィールド 1～4) を追
加します。

テキスト:ハード スタンプにユーザー定
義のテキストを追加できるダイアログ
ボックスを開きます。

ハードスタンプに部材マークや製品マ
ークを含めると、次のように NC ファイ
ル名に反映されます。

• 部材マーク: P1.nc1、P2.nc1
• 製品マーク:A1.nc1、A2.nc1
• 製品マークと部材マーク: A1-

P1.nc1、A2-P2.nc1
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設定 説明

次の例では、[フェーズ]、[部材マーク]、
[材質]、[テキスト] の各要素を含むハー
ド スタンプを示します。

H ハードスタンプ配置 オプション [方向マーク基準] を [はい]
に設定した場合、L プロファイル、四角
チューブ、および棒鋼についてはデフォ
ルトの面が下面 (u) から上面 (o) に変更

されます。

[側] オプションでは、ハード スタンプを
配置する部材の側面を定義します。

[部材軸方向の位置] オプションと [部材
デプス内の位置] オプションでは、部材
上のハード スタンプの位置を指定しま
す。

これらのオプションでは、ハードスタン
プを作成時と同じ面で移動できますが、
別の面に移動することはできません。
たとえば、面が下フランジである場合、
ハードスタンプを下フランジの異なる
位置に移動することはできますが、上フ
ランジに移動することはできません。

各種プロファイルのデフォルトの面:

H 形鋼・I 形鋼:下フランジ(u)

U 断面と溝形鋼:ウェブの背面(h)

山形鋼(アングル鋼): 背面(h)または下面
(u)

四角チューブ:下フランジ(u)

棒鋼:下フランジ(u)

丸鋼管:正面(v)

T 形鋼:ウェブの背面(h)

板プロファイル: 正面(v)

「XS_SECONDARY_PART_
HARDSTAMP」も参照してください。
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[詳細設定] タブ

設定 説明

小数点以下の桁数 NC ファイルに表示される小数点以下の
桁数を定義します。

外部ポリゴン(AK ブロック)の半径記号
の変更

上面 (o) と背面 (h) での AK ブロック
(曲) の半径記号を変更します。この変
更は上面 (o) と背面 (h) のみに適用され
ます。

[外部ポリゴン(AK ブロック)の半径記号の変更] が選択されていない例を以下に
示します。

[外部ポリゴン(AK ブロック)の半径記号の変更] が選択されている例を以下に示
します。

内部ポリゴン(IK ブロック)の半径記号
の変更

上面 (o) と背面 (h) での IK ブロック
(曲) の半径記号を変更します。この変
更は上面 (o) と背面 (h) のみに適用され
ます。

曲線検出：

弦許容値：

[曲線検出：] は、3 つの点を 2 本の直線
ではなく曲線として読み取るかどうか
を制御します。[曲線検出：] が [はい] に
設定されている場合、Tekla Structures は、
エッジにより記述された仮想曲線に対
してソリッドのエッジを確認し、[弦許
容値：] の値に基づいてエッジが曲線か
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直線かを調べます。[弦許容値：] 値をミ
リメートル単位で入力します。[曲線検
出] はデフォルトで有効になっていま
す。

弦許容値を次の図に示します。

フランジが見つからない場合、I プロフ
ァイルを T プロファイルに変換

フランジがない場合に H 形鋼・I 形鋼を
T 形鋼に変換するかどうかを選択しま
す。[はい] または [いいえ] のいずれか
を選択できます。

不必要な点のスキップ ほぼ同一直線上にある点を維持するか、
スキップするかを選択します。

ポリゴン プレートの作成点と直線との
ずれが 0.3 mm 以内の場合、この設定を
選択していると NC ファイルでは作成
点がスキップされます。設定が選択さ
れていない場合は、プレートの作成点が
NC ファイルに書き込まれます。

不必要な点のスキップが選択されてい
ない:

不必要な点のスキップが選択されてい
る:
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次に対する KA ブロックの作成 NC ファイルの KA ブロックの折れ板ま
たは折れ梁プレートの曲げ線情報を表
示します。 [展開した折れ板] および [展
開した折れ梁プレート] のいずれかを選
択します。

「XS_DSTV_DO_NOT_UNFOLD_
POLYBEAM_PLATES」も参照してくだ
さい。

NC ファイルでのポップマークの作成
ポップマークは、工場で個々の部材を取り付けて製品を形成するときに役立つ小さ
な孔です。Tekla Structures では、製品のメイン部材に手動で溶接する部材の配置に
役立つポップマーク情報を NC ファイルに書き込むことができます。通常、ポップ
マークは材質の表面に小さな孔をあける穿孔機械を使用して作成されます。

制限事項: Tekla Structures のポップマークは、折れ梁では機能しません。

Tekla Structures では、ポップマーク設定が定義されている部材にのみ、ポップマー
クが作成されます。ポップマーク設定は、.ncp ファイルに保存できます。このフ

ァイルは、Tekla Structures によりデフォルトで現在のモデル フォルダーの下
の ..\attributes フォルダーに保存されます。

注 ポップマークはナンバリングに影響します。2 つの部材の間でポップマーク
が異なっている場合や、一方だけにポップマークがあり、もう一方にはポップ
マークがない場合、Tekla Structures により、それらの部材に異なる番号が付け
られます。

1. [NC ファイル] ダイアログ ボックスで、[ポップマーク] 列の対応するチェック
ボックスをオンにして、ポップマークを作成する部材を選択します。

2. [ポップマーク...] ボタンをクリックします。

3. [ポップマーク設定] で、[追加] をクリックして新しい行を追加します。

4. ポップマークを作成する部材とポップマークを作成する場所を定義するには、
行の各項目に情報を入力するか、選択します。 
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[ポップマーク設定] ダイアログ ボックスでは、行の順序が重要となります。
も限定的な定義を 初に入力し、 も汎用的な定義を 後に入力します。

まず、[ポップマーク対象の部材] タブでポップマーク設定を定義します。

オプション 説明

メイン部材プロファイル
タイプ

ポップマークを作成するメイン部材を選択しま
す。
このリストには、DSTV 標準に対応するプロファ
イルが含まれています。

メイン部材名 メイン部材プロファイルの名前を入力しま
す。複数の部材名をカンマで区

切って入力できます (例:
COLUMN, BEAM)。

ワイルドカード (* ? [ ]) を使用できます。[ ] ).た
とえば、HE* は、プロファイル名が "HE" で始ま
るすべての部材に対応します。

部材名には、カンマ区切りで複数の名前を含め
ることができます。

副部材プロファイルタイ
プ

副部材のプロファイル タイプを選択します。

副部材名 副部材プロファイルの名前を入力します。複
数の部材名をカンマで区切って入力できま
す。

ワイルドカード (* ? [ ]) を使用できます。[ ] ).

部材名には、カンマ区切りで複数の名前を含め
ることができます。

ポップマーク位置 副部材をメイン部材に投影する方法を選択しま
す。

• 左側:副部材の左側面をメイン部材にマー
クします。左側面は、副部材の側面の中
でメイン部材の始点に も近い側面で
す。
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オプション 説明

• 右側:副部材の右側面をメイン部材に
マークします。

• 両側:[左側] を [右側]を結合します。

• 中心:副部材の中心。

• 孔位置・部材の左側:副部材の左側面にあ
る孔の位置でメイン部材をマークしま
す。

• 孔位置・部材の右側:副部材の右側面にあ
る孔の位置でメイン部材をマークしま
す。

• 孔位置・部材の両側:[孔位置・部材の左
側] を[孔位置・部材の右側]を結合しま
す。

• 中心線:副部材の X 軸の中央線上の 2 点を
マ ークします。

フランジに出力 ポップマークをメイン部材のフランジのどの
部分に移動するかを選択しま

す。オプションは [なし]、[両フランジ]、[上フ
ランジ]、および [下フランジ]です。

縁端距離 ポップマークからメイン部材の縁端までの
小距離を入力します。この距

離の内側には、Tekla Structures によってポップ
マークが作成されません。

指定した縁端距離の範囲内にポップマークが
ある

場合、Tekla Structures によ ってそのポップマー
クは移動されます。ただし、

[ポップマーク位置] が [中心] に設定されている
場合を除きます。
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オプション 説明

副部材のポップマーク ポップマークを副部材に作成するか
どうかを選択します。

ポップマークを現場溶接部材に追加 現場溶接部材にポップマ ークを作成
するかどうかを選択します。

次に、[ポップマークのオプション] タブでポップマーク設定を定義します。

オプション 説明

裏面にポップマークまたは他のアイテ
ムのみがある場合に部材を回転

まず、[裏面のポップマーク] チェック ボ
ックスをオンにしてから、いずれかのオ
プションを選択します。

[ 孔径] も設定します。

裏面に他のアイテムまたは他のポップ
マークのみがある場合に部材を回転し
て、回転後の裏面ポップマークを貫通孔
に変換

ポップマーク以外の裏面データがない
場合に裏面ポップマークを貫通孔に変
換

重なる孔にポップマークを作成しない 重なる孔にポップマークを作成しない
場合に選択します。

スタッドの中心にポップマークを追加 スタッドの中心にポップマークを作成
する場合に選択します。

モデル上に表示 モデル上にポップマークを表示する場
合に選択します。

孔径０をポップマークと見なす ゼロ径のボルト孔をポップマークとし
て書き込みます。

5. [OK] をクリックします。

6. モデルで部材を選択し、NC ファイルを作成します。

DSTV ファイルの BO ブロックに、径が 0 mm の孔としてポップマークが書き込ま

れます。

必要に応じて、ポップマークを図面に表示することもできます。図面で、[ポップ
マーク] を選択します。ポップマークを表示するには、部材プロパティでチェック
ボックスをオン/オフします。

ポップマークのデフォルト シンボルは、xsteel@0 です。必要に応じて、詳細設

定 XS_POP_MARK_SYMBOL を使用して記号を変更します。
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Tekla Structures により、太い赤ラインで更新されたモデル ビューにポップマーク
ペアが表示されます。

例

Tekla Structures によりメイン部材のすべての棒鋼副部材の中心点にポップマーク
が作成され、メイン部材の縁端まで 10 mm 未満の領域にはポップマークは作成さ
れません。

Tekla Structures により副部材のプレートの孔の位置がメイン部材に投影されます。

NC ファイルでの罫書きの作成
Tekla Structures では、NC ファイルに罫書きを定義して生成できます。つまり、溶
接される部材とその位置に関する情報を NC ファイルに追加し、工作機械に渡すこ
とができます。

制限事項: Tekla Structures の罫書きは、折れ梁では機能しない場合があります。 折
れ梁の罫書きの視覚的な配置が改善されています。

Tekla Structures では、罫書き設定が定義されている部材にのみ、罫書きが作成され
ます。罫書き設定は、.ncsファイルに保存できます。このファイルは、Tekla
Structures によって、デフォルトで現在のモデルフォルダの下の..\attributes
フォルダに保存されます。
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罫書きは、メイン部材と副部材の両方に追加できます。

注 罫書きはナンバリングに影響します。たとえば、2 つの部材の罫書きが異なる
場合や、一方の部材には罫書きがあり、もう一方にはない場合には、Tekla
Structures によって各部材に異なる番号が付けられます。

1. [NC ファイル] ダイアログ ボックスで、[罫書き] 列の対応するチェック ボック
スをオンにして、ポリゴン マークを作成する部材を選択します。

2. [NC ファイル] ダイアログ ボックスで、[罫書き...] ボタンをクリックします。

3. [罫書き設定] ダイアログ ボックスで、[追加] をクリックして新しい行を追加し
ます。

4. 罫書きを作成する部材と罫書きの作成方法を定義するには、行の各項目に情報
を入力するか選択します。

オプション 説明

メイン部材プロファイルタイプ 罫書きを作成するメイン部材を選択し
ます。このリストには、DSTV 標準に対
応するプロファイルが含まれています。

メイン部材名 メイン部材プロファイルの名前を入力
します。複数の部材名をカンマで区切
って入力できます (例: COLUMN,
BEAM)。

ワイルドカード(* ? [ ])を使用できるの
は、[ ] ).たとえば、HE*は、プロファイ
ル名が"HE"で始まるすべての部材に対
応します。

カンマで区切ることで、部材名にさらに
名前を追加することができます。

副部材プロファイルタイプ 副部材のプロファイルタイプを選択し
ます。このリストには、DSTV 標準に対
応するプロファイルが含まれています。

副部材名 副部材プロファイルの名前を入力しま
す。複数の部材名をカンマで区切って
入力できます。

ワイルドカード(* ? [ ])を使用できるの
は、[ ] ).

カンマで区切ることで、部材名にさらに
名前を追加することができます。

副部材の罫書き 副部材に罫書きを作成するかどうかを
選択します。

孔あけまたは粉砕 リストで、部材に罫書きを作成する方法
を選択します。

• 孔あけ:部材に孔をあけます。
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オプション 説明

• 粉砕:部材に粉砕マークを付けます。

• 両方:両方の方法を使用します。

ハードスタンプ ハードスタンプを作成するかどうかを
選択します。

[現場溶接部材をマーク] 溶接される部材をマークするかどうか
を選択します。

縁端距離 罫書きからメイン部材の縁端までの
短距離を定義します。この距離の内側
には、Tekla Structures によって罫書きが
作成されません。

5. [OK] をクリックし、NC ファイルを作成します。

DSTV ファイルの PUブロックと KOブロックに、罫書きが書き込まれます。

Tekla Structures では、罫書きはモデルビューにマゼンタの太線として表示されま
す。

NC ファイル内のフィッティングとラインカット
DSTV 形式の NC ファイルを作成する場合、梁端部のカットに使用する方法が NC
ファイル内の梁の長さに影響します。

• フィッティングは、NC ファイル内の梁の長さに影響します。

• ラインカットは、NC ファイル内の梁の長さに影響しません。

梁端部をカットする場合は、NC ファイル内の梁の長さが正しい長さになるフィッ
ティング方法を使用します。
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フィッティングを適用した状態での梁の純長さが梁の全長になります。これは、
Tekla Structures で梁の長さを計算するときにフィッティングが考慮されることを
意味します。

ライン、ポリゴン、または部材カットでは、カットが梁の長さに影響することはあ
りませんが、NC ファイル内の全体の長さは梁の総長さ( 初にモデリングされた長
さ)になります。

1. フィッティング

2. ラインカット

3. ポリゴンまたはラインカット

4. フィッティング

小の長さ

NC ファイル内で可能な限り短い長さを使用する場合は、詳細設定
XS_DSTV_NET_LENGTH を使用します。

純長さと総長さ

純長さと総長さの両方を NC ファイル ヘッダー データに含める場合は、詳細設定
XS_DSTV_PRINT_NET_AND_GROSS_LENGTH を使用します。

DSTV ファイルの説明
Tekla Structures では、DSTV 形式で NC ファイルが生成されます。DSTV (Deutsche
Stahlbau-Verband)形式は、German Steel Construction Association によって定義された
工業規格です。DSTV ファイルは、ASCII 形式のテキストファイルです。ほとんど
の場合、部材ごとに独自の DSTV ファイルがあります。

DTSV の構文に関する詳細については、『Standard Description for Steel Structure
Pieces for the Numerical Controls』 (数値制御のための鉄骨構造部材の標準的な説明)
を参照してください。

ブロック

DSTV ファイルは、ファイルの内容を記述するブロックに分割されます。
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DSTV ブロック 説明

ST ファイルの先頭

EN ファイルの末尾

BO 孔

SI ハードスタンプ

AK 外側輪郭

IK 内側輪郭

PU 粉砕

KO マーク

KA 曲がり

プロファイルタイプ

プロファイルタイプには、DSTV 標準に従って名前が付けられています。

DSTV プロファイルタイプ 説明

I H 形鋼･I 形鋼

U U 断面と溝形鋼

L 山形鋼(アングル鋼)
M 角鋼管

RO 棒鋼

RU 円形鋼管

B 板

CC リップ溝形鋼

T T 形鋼

SO Z 形鋼と他のすべてのプロファイルタ
イプ

部材面

DSTV ファイルでは、部材面が 1 文字で示されます。

文字 部材面

v 前面

o 上面

u 下面

h 背面
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DSTV の DXF 変換マクロを使用して、NC ファイルを DXF 形式で作成する
[DSTV の DXF 変換] マクロを使用して、作成した NC ファイルを DXF 形式に変換
できます。

制限事項: このマクロは、シンプルな形状の板用に設計されています。そのため、
梁、柱、および曲げられたポリビームについては正しい変換結果が得られない場合
があります。

1. DSTV 形式で NC ファイルを作成します。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [DSTV の DXF 変換] リストに [アプリケーション] が表示されていない場合
は、非表示アイテムの表示 カタログの下部にある [[アプリケーションとコン
ポーネント]] チェック ボックスをオンにします。

5. [DSTV の DXF 変換] をダブルクリックして [DSTV の DXF 変換] ダイアログ
ボックスを開きます。

6. DXF ファイルに変換する NC ファイルが格納されたフォルダを参照します。

7. NC ファイルを選択し、[開く] をクリックします。

Tekla Structures によりモデル フォルダーに NC_dxf フォルダーが自動的に作

成され、このフォルダーに DXF ファイルが作成されます。

tekla_dstv2dxf.exe を使用した DXF 形式の NC ファイルの作成
別の Tekla Structures プログラムである tekla_dstv2dxf.exeを使用して、DSTV
ファイルを DXF 形式に変換できます。部材の 1 つの側面(前面、上面、背面、また
は下面)だけがファイルに書き込まれるので、このエクスポート形式はプレートに
も適しています。

このプログラムは、..\Tekla Structures\<version>\nt\dstv2dxfフォル

ダにあります。

1. NC ファイル用のフォルダー (c:\dstv2dxf など) を作成します。

フォルダー パスにスペースを使用しないでください。たとえば、\Program
Files フォルダーの下の Tekla Structures フォルダーなどのように、フォルダ

ー パスにスペースが含まれるフォルダーにファイルを保存しないでくださ
い。

2. C:\Program Files\Tekla Structures\<version>\nt\dstv2dxfか

ら作成したフォルダ(C:\dstv2dxf)にすべてのファイルをコピーします。

3. DSTV ファイルを作成し、作成したフォルダ(C:\dstv2dxf)にファイルを保

存します。

4. 適切な dstv2dxf_conversion.bat ファイルをダブルクリックします。
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同じフォルダ内のファイルが DXF 形式に変換されます。

変換設定を調整する必要がある場合は、該当する
tekla_dstv2dxf_<env>.def ファイルで設定を変更し、変換を再開しま

す。詳細については、以下の tekla_dstv2dxf_<env>.def ファイルの記述

を参照してください。

変換ファイルについて説明された PDF ファイルは、tekla_dstv2dxf.exe
プログラムと同じフォルダーに置かれています。

tekla_dstv2dxf_<env>.def ファイルの説明
tekla_dstv2dxf_<env>.defファイルは、tekla_dstv2dxf.exeを使用して

DSTV を DXF 形式に変換する場合に使用されます。このファイルには、必要なす
べての変換設定が含まれています。.def ファイルは、..\Tekla Structures
\<version>\nt\dstv2dxfフォルダにあります。

以下では、DSTV から DXF への変換設定について説明します。

環境設定[ENVIRONMENT]
INCLUDE_SHOP_DATA_SECTION=FALSE
Shop Data Systems によって作成された CNC ソフトウェアに DXF ファイルをより
正確にインポートできるように、特殊なデータセクションを DXF ファイルに含め
るかどうかを指定します。この特殊なデータセクションを DXF ファイルに含める
と、AutoCAD で DXF ファイルが読み取れなくなります。

オプション: TRUE, FALSE
NO_INFILE_EXT_IN_OUTFILE=TRUE
入力ファイル拡張子を出力ファイルに追加する場合に使用します。

オプション:

TRUE: p1001.dxf

FALSE: p1001.nc1.dxf

DRAW_CROSSHAIRS=HOLES
孔および長孔に十字を描画します。

オプション: HOLES, LONG_HOLES, BOTH, NONE
HOLES:

LONG_HOLES:
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BOTH:

NONE:

SIDE_TO_CONVERT=FRONT
部材のどちら側を変換するかを定義します。

オプション: FRONT, TOP, BACK, BELOW
どの面を DXF ファイルに表示するかを定義します。この設定は、当初はプレート
用に設計されたものです。

FRONTは、 も一般的なオプションです。プレートをさらに回転させる必要があ

る場合は、この設定を BACKに変更すると実現できることがあります。その場合、

SIDE_TO_CONVERTの設定に加えて、プレートの背面データを NC ファイルに含め

るために、NC ファイルを作成するときに詳細設定

XS_DSTV_WRITE_BEHIND_FACE_FOR_PLATEを TRUEに設定する必要がありま

す。

OUTPUT_CONTOURS_AS=POLYLINES
ポリゴンをポリラインまたはラインと円弧に変換します。

オプション: POLYLINES, LINES_ARCS

注 OUTPUT_CONTOURS_AS=LINES_ARCSに設定した場合:

• 長孔の直線と円弧にギャップ/オフセットが生じることがあります。
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• 2D DXF の代わりに、3D DXF が生成されることがあります。

OUTPUT_CONTOURS_AS=POLYLINESに設定する場合は、NC を作成するとき

に内角=0 に設定していないと、DXF ファイルが正しく作成されないことがあ
ります。

CONTOUR_DIRECTION=REVERSE
ポリゴンの方向を定義します。このオプションを設定すると、頂点の座標および記
述順序が変更されます。DXF ファイルをテキストエディタで開くと、違いがわか
ります。"reverse"は時計回りになり、"forward"は反時計回りになります。

オプション: REVERSE, FORWARD
CONTOUR_DIRECTIONは、OUTPUT_CONTOURS_AS=POLYLINESに設定されてい

る場合にのみ機能します。LINES_ARCSを使用するように設定している場合は、

常に FORWARD(反時計回り)で出力されます。

CONVERT_HOLES_TO_POLYLINES=TRUE
孔をポリラインに変換します。

オプション: TRUE, FALSE
MAX_HOLE_DIAMETER_TO_POINTS=10.0
小さな孔を点に変換して DXF ファイルに出力します。

MAX_HOLE_DIAMETER_TO_POINTSに値を設定すると、その値より小さい直径の

孔は、HOLE_POINT_SIZEおよび HOLE_POINT_STYLEの設定に従います。この

種類の点のビジュアル化を行うと、孔シンボルにどちらの孔が大きいまたは小さい
かは表示されなくなり、すべて同じサイズとして表示されるようになります。

HOLE_POINT_STYLE=33 and HOLE_POINT_SIZE=5
孔の代わりに表示する点のスタイルとサイズ。
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1 = 円(ただし、この設定は使用されていません)

2 = +

3 = X

4 = 短い線

33 = 円

34 = +付きの円

35 = X 付きの円

36 = 短い線付きの円

SCALE_DSTV_BY=0.03937
フィート・インチ単位に変換するには、0.03937 を使用します。

メートル単位に変換するには、1.0 を使用します。

ADD_OUTER_CONTOUR_ROUNDINGS=FALSE
孔を丸めに追加します。これは、[内角の形状] を使用して作成された丸めにのみ影
響します ([NC ファイル設定] ダイアログ ボックスにある [孔とカット] タブの [1]
設定)。孔のサイズの情報は、[NC ファイル設定] ダイアログ ボックスの [半径] 値
から DSTV ファイルに取得されます。dstv2dxf コンバーターでは、孔のサイズ

を調整することはできません。

オプション: TRUE, FALSE
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ADD_OUTER_CONTOUR_ROUNDINGS=FALSE:

ADD_OUTER_CONTOUR_ROUNDINGS=TRUE:

MIN_MATL_BETWEEN_HOLES=2.0
長孔変換時に孔どうしをどれくらい近づけることができるかを定義します。

INPUT_FILE_DIR= and OUTPUT_FILE_DIR=
入力および出力ファイルのフォルダ。

DEBUG=FALSE
DOS ウィンドウで処理されているデータを表示します。

オプション: TRUEまたは FALSE

テキストの仕様[TEXT_SPECS]
TEXT_OPTIONS=PQDG
DXF ファイルで使用するテキストオプションを定義します。

S: 側面記号を追加します(Side: v)

P: 部材マークを追加します(Part: P/1)

B: 部材マークおよび側面記号を追加します(Part: P/1 Side: v)

Q: 数量を追加します(Quantity: 5)

G: 鋼材の等級を追加します(Material: A36)

T: 厚さを追加します(Thickness: 3)
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D: プロファイルの説明を追加します(Desc: FL5/8X7)

TEXT_POSITION_X=30.0 および TEXT_POSITION_Y=30.0
DXF ファイルの原点<0,0>を基準としたテキストの 初の行の左下隅の X/Y 位置。

TEXT_HEIGHT=0.0
TEXT_HEIGHT は使用されていません。テキストおよびテキストレイヤの高さは
常に 10.0 です。

テキスト項目の頭マーク

テキスト項目にはさまざまな頭マークを定義することができます。頭マークは、オ
プション CONCATENATE_TEXTが 0に設定されている場合にのみファイルに書き

込まれます。

次の頭マーク定義を使用できます。

PART_MARK_PREFIX=Part:
SIDE_MARK_PREFIX=Side:
STEEL_QUALITY_PREFIX=Material:
QUANTITY_PREFIX=Quantity:
THICKNESS_PREFIX=Thickness:
DESCRIPTION_PREFIX=Desc:
CONCATENATE_TEXT=1
テキスト項目(部材マーク、数量、プロファイル、等級)を 1 行または 2 行にまとめ
ます。

オプション:

0:テキスト行はまとめられません。頭マークは、このオプションを選択した場合に
のみ機能します。

1:部品マークテキストを 1 行目に表示し、その他のテキストを別の行にまとめま
す。

2:すべてのテキストを 1 行にまとめます。

CONCATENATE_CHAR=+
テキスト項目の区切り文字( 大 19 文字)を定義します。

さまざまなテキスト仕様の例

以下の例では、次の設定が使用されています。

TEXT_OPTIONS=PQDG
TEXT_POSITION_X=30.0
TEXT_POSITION_Y=30.0
TEXT_HEIGHT=0.0
PART_MARK_PREFIX=Part:
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SIDE_MARK_PREFIX=Side:
STEEL_QUALITY_PREFIX=Material:
QUANTITY_PREFIX=Quantity:
THICKNESS_PREFIX=Thickness:
DESCRIPTION_PREFIX=Desc:
CONCATENATE_TEXT=1
CONCATENATE_CHAR=+

以下の例では、次の設定が使用されています。TEXT_OPTIONS=B,
CONCATENATE_TEXT=0:

その他のレイヤ[MISC_LAYERS]

エンティティ レイヤ名 色 テキストの高さ 出力形式

TEXT TEXT 7 使用されていま
せん。常に一般
的なテキストの
高さの定義
(10.0)と同じ高
さになります。

OUTER_CONTOUR CUT 7
INNER_CONTOUR CUTOUT 4
PART_MARK SCRIBE 3 このオプション

には、値を設定
しないでくださ
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エンティティ レイヤ名 色 テキストの高さ 出力形式

い。値を設定す
ると、DXF ファ
イルは作成され
ません。

PHANTOM LAYOUT 4
NS_POP_PMARK NS_POP_MAR

K
5 POP_CIRCLE

2.0(POP_CIRCL
Eまたは

POP_POINTの

後にサイズを続
けます)

FS_POP_PMARK FS_POP_MAR
K

6 1.0

この「1.0」は、
向う側のポップ
マークに使用さ
れる孔の直径で
す。この値は、
machinex.ini
ファイルの「ド
リルスルー」オ
プションの値と
同じにする必要
があります。

POP_CIRCLE
2.0(POP_CIRCL
Eまたは

POP_POINTの

後にサイズを続
けます)

カラー表

1 = 赤

2 = 黄

3 = 緑

4 = シアン

5 = 青

6 = マゼンタ

7 = 白

8 = 濃い灰色

9 = 淡い灰色

孔レイヤ[HOLE_LAYERS]

レイヤ名 小直径 大直径 色

P1 8.0 10.31 7
P2 10.32 11.90 7
P3 11.91 14.0 7
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長孔レイヤ[SLOT_LAYERS]
シンボルのタイプおよび色を定義できます。長孔のアウトラインまたは矢印(想像
線)の色については、MISC_LAYERS定義の PHANTOMレイヤ定義で定義します。

レイヤ名 小
直径

大
直径

小
「b」

大
「b」

小
「h」

大
「h」

タ
イ
プ

色 想像線

13_16x1 20.62 20.65 4.75 4.78 0.0 0.02 3 3 PHANTOM_O
UTLINE

13_16x1-7_8 20.62 20.65 26.97 26.99 0.0 0.02 3 3 PHANTOM_O
UTLINE

以下に、想像線タイプの異なる 3 つの例を示します。その他の設定は、Slot
type=1、HOLE_POINT_STYLE=33、および HOLE_POINT_SIZE=1です。

PHANTOM_ARROW:

PHANTOM_BOTH:

PHANTOM_OUTLINE:

PHANTOM_NONE:

「b」および「h」寸法については、以下の図を参照してください。
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長孔タイプの例

以下の例では、異なる長孔タイプが使用されていますが、その他の設定は同じで
す。

• 長孔レイヤの色は 3(緑)です。

• 孔レイヤの色は 6(マゼンタ)です。

• 想像線レイヤの色は 1(赤)です。

• 長孔レイヤの想像線タイプ: PHANTOM_OUTLINE
• 孔の点設定: HOLE_POINT_STYLE=35, HOLE_POINT_SIZE=10

長孔タイプ 説明

SLOT_TYPE_1 長孔の中心に 1 つの孔シンボルが作成されます。孔シンボ
ルは、HOLE_POINT_STYLEおよび HOLE_POINT_SIZEの設

定に従います。長孔シンボルは、選択した想像線設定(この例
では PHANTOM_OUTLINE)に従って作成されます。円の色は

長孔レイヤの色に従い、長孔の色は想像線レイヤの色に従い
ます。

SLOT_TYPE_2 長孔に 2 つの孔シンボルが作成されます。孔シンボルは、

HOLE_POINT_STYLEおよび HOLE_POINT_SIZEの設定に

従います。長孔シンボルは、選択した想像線設定(この例では
PHANTOM_OUTLINE)に従って作成されます。孔シンボルの

色は孔レイヤの色に従い、長孔の色は想像線レイヤの色に従
います。

SLOT_TYPE_3 長孔の中心に 1 つの円が作成されます。円のサイズは、実際
の孔サイズに対応しています。円の色は長孔レイヤの色に
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長孔タイプ 説明

従い、長孔の色は想像線レイヤの色に従います。長孔シンボ
ルは、選択した想像線設定(この例では PHANTOM_OUTLINE)
に従って作成されます。

SLOT_TYPE_4 長孔に 2 つの円が作成されます。円のサイズは、実際の孔サ
イズに対応しています。円が互いに接する場合は、1 つの円
のみが長孔の中央に作成されます。長孔シンボルは、選択し
た想像線設定(この例では PHANTOM_OUTLINE)に従って作成

されます。円の色は孔レイヤの色に従い、長孔の色は想像線
レイヤの色に従います。

SLOT_TYPE_5 孔シンボルが 初の長孔中心点に作成されます。孔シンボ
ルは、HOLE_POINT_STYLEおよび HOLE_POINT_SIZEの設

定に従います。長孔シンボルは、選択した想像線設定(この例
では PHANTOM_OUTLINE)に従って作成されます。孔シンボ

ルの色は孔レイヤの色に従い、長孔シンボルの色は想像線レ
イヤの色に従います。

SLOT_TYPE_6 1 つの円が 初の長孔中心点に作成されます。長孔シンボル
は、選択した想像線設定(この例では PHANTOM_OUTLINE)に
従って作成されます。円の色は孔レイヤの色に従い、長孔シ
ンボルの色は想像線レイヤの色に従います。

SLOT_TYPE_7 孔シンボルは作成されません。長孔シンボルは、選択した想
像線設定(この例では PHANTOM_OUTLINE)に従って作成され

ます。長孔の色は長孔レイヤの色に従います。

ラウンド チューブの NC ファイルの作成
チューブの NC ファイルを作成できます。これにはまず、特定のチューブ コンポー
ネントを使用してジョイントを作成する必要があります。

チューブとチューブの接続およびチューブとプレートの接続を作成します。 

Tube-Chamfer

Tube-CrossingSaddle

Tube-MitreSaddle+Hole

Tube-Saddle+Hole

Tube-SlottedHole

コンポーネントを使用したら、データ エクスポート用の NC ファイルを作成できま
す。チューブの NC ファイルを作成すると、モデル データを含む XML ファイルが
作成されます。
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制限事項:
チューブの NC エクスポートで正しい結果を得るために、次の制限事項に注意して
ください。

• 手動または他のコンポーネントを使用して作成したライン カットとフィッテ
ィングは、単純な角処理としてエクスポートされます。

• ボルトによって作成された孔はサポートされていないため、エクスポートされ
ません。

• 梁 (曲) はサポートされていません。

• 正方形または長方形チューブの場合、ファイル --> エクスポート --> NC ファイ
ル を使用して DSTV ファイルを作成します。

1. [ファイル] メニューで、エクスポート --> Tube NC ファイル をクリックしま
す。

2. [丸鋼管の NC ファイルの作成] ダイアログ ボックスで、エクスポート ファイ
ルの名前を入力し、ファイルの保存先をブラウズします。

デフォルトでは、ファイルはモデル フォルダーに保存されます。

3. ファイルを選択した部材について作成するかすべての部材について作成する
かを選択します。

4. [作成] をクリックします。

Tekla Structures により指定した場所に XML ファイルとログ ファイルが作成
されます。

MIS リスト
MIS リストをファイルにエクスポートすることができます。

モデル データを MIS (製作情報システム) にエクスポートできます。MIS エクスポ
ートでは、次の形式をサポートしています。

• DSTV - エクスポートされるファイルに DSTV 形式で記述された MIS 情報が含
まれます。

• KISS - FabTrol データをエクスポートする場合は、MIS エクスポートではなく、
FabTrol レポートを使用することをお勧めします。FabTrol レポートは、米国環
境で鉄骨詳細設計の役割に使用できます。適切な環境を使用できない場合は、
FabTrol ファイルについて 寄りのサポートにお問い合わせください。

• EJE - 米国環境、米国フィート インチ環境設のみ。Structural Material Manager で
は、すべての寸法が 1/16 単位で内部的に保存されます。External Data Interface
では、梁とチャンネルの記述を除き、幅や長さなどのすべての寸法が 1/16 イン
チ単位で記述されます。たとえば、長さ 12'-8 7/8 は 2446/16 になります。これ
は、(フィート * 192) + (インチ * 16) + (分子 * 2) = (12 * 192 + 8 * 16 + 7 * 2) で計
算されます。

• EPC - SDS/2 の EPC (Estimating and Production Control) モジュールでは、マルチ
ナンバリングを有効にする必要があります。
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• Steel 2000

MIS リストのエクスポート

1. [ファイル] メニューで、[ エクスポート --> MIS] をクリックします。

[MIS エクスポート] ダイアログ ボックスが開きます。

2. [MIS タイプ] リストからファイル タイプを選択します。

3. [KISS] または [Steel 2000] を選択した場合は、追加のオプションを定義しま
す:

• KISS

[顧客名] ボックスに顧客名を入力します。

作業関連の情報 (孔、溶接、キャンバー、予備マークなど) をリストに追加
するには、[完全材料リスト] チェック ボックスをオンにします。

• Steel 2000

リスト ファイルにワークショップ ボルトのみを含める場合は、[工場ボル
トのみエクスポート] チェック ボックスをオンにします。

4. [MIS リストファイル] ボックスにリスト ファイルの名前を入力します。

デフォルトでは、リスト ファイルはモデル フォルダーに保存されます。

[ブラウズ...]をクリックして、リスト ファイルを保存するフォルダーを選択す
ることもできます。

5. 選択スイッチ [コンポーネントオブジェクトの選択] が選択されていることを
確認します。スイッチ [製品の選択] を選択した場合、[Tekla Structures] により
空のファイルが作成されます。

6. [すべてを作成] または [選択されたアイテムを作成] をクリックして、MIS リ
スト ファイルをエクスポートします。

FabTrol XML ファイル
FabTrol で作成された XML ファイルから、部材の製作状況の情報を Tekla Structures
モデルにインポートできます。

FabTrol は、見積もり、在庫、および生産を管理するために、鉄骨製造元で一般的
に使用される MRP (Material Resource and Planning) システムです。データは、KISS
形式のエクスポートで FabTrol に出力できます。また、プロジェクト ライフサイク
ルで製品の状態を追跡するために、Tekla Structures からテキストベースのレポート
で直接出力することもできます。FabTrol XML のインポートを使用して、FabTrol
に入力された追跡情報を Tekla Structures に再インポートし、モデルの色付けに使用
できます。これは、ユーザー定義情報 (UDA) の事前設定されたコレクションにデ
ータを格納することによって実行されます。FabTrol XML のインポートは Tekla
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Structures のすべての設定 (プロジェクト ビューワーを含む) で可能ですが、モデリ
ング設定または管理設定でのみ、データを UDA に保存できます。

XMLTrans.trn ファイルを詳細設定 XS_SYSTEM で定義されているシステム フォ

ルダーに置く必要があります。このファイルは、FabTrol XML 名を Tekla Structures
UDA 名にマッピングします。

Fabtrik XML のインポート

1. [ファイル]メニューで、 [インポート] --> [FabTrol XML] をクリックします。

2. [入力ファイル]ボックスの横の[...]ボタンをクリックして、目的の XML ファイ
ルを参照します。

3. [ログ ファイルを作成する] リストから適切なオプションを選択します。

• [作成]を選択すると、XML ファイルをインポートするたびに新しいログフ
ァイルが作成され、以前のログファイルが削除されます。

• [追加]を選択すると、ログファイルの情報が既存のログファイルの末尾に
追加されます。

• ログファイルが不要な場合は、[いいえ]を選択します。

4. [ログ ファイルを表示する] リストから適切なオプションを選択します。

• ログファイルを表示しない場合は、[なし]を選択します。

• ログ ファイルを表示するには、[ダイアログ上で] を選択します。

5. [作成]をクリックしてステータス情報をインポートします。

PDMS/E3D
Tekla Warehouse には、ダウンロードできる次のツールがあります。

PDMS/E3D と Tekla Structures の相互運用性: PDMS/E3D へのエクスポート

PDMS/E3D と Tekla Structures の相互運用性: PDMS/E3D の拡張

BIM Publisher

Tekla User Assistance には、PDMS/E3D に関する次の記事が含まれています。

PDMS/E3D および Tekla Structures の相互運用性: Q&A、2017 年 3 月 7 日収集

AVEVA PDMS/E3D と Tekla Structures の相互運用性: PDMS/E3D の拡張

PDMS
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ASCII ファイル
ASCII は、American Standard Code for Information Interchange の略語です。プラント
設計システムの中には、ASCII ファイルをエクスポートするものがあります
(ModelDraft、PDS、PDMS など)。

ASCII 形式を使用して、プロファイルや梁として作成されたプレートをインポート
およびエクスポートできます。ポリゴン プレートはインポートできません。

ASCII 形式でのモデルのインポート

1. Tekla Structures 内で新規モデルを作成します。

2. 新しい 3D ビューを作成します。

3. ASCII ファイルをモデルフォルダにコピーします。

4. ファイルに import.ascという名前を付けます。

5. [ファイル]メニューで、 [インポート] --> [ASCII] をクリックします。

ASCII ファイルから作成されたメイン部材が Tekla Structures のモデルに表示
されます。

ASCII 形式へのモデルのエクスポート

1. エクスポートする Tekla Structures モデルを開きます。

2. モデルでエクスポートする部材を選択します。

3. [ファイル]メニューで、 [エクスポート] --> [ASCII] をクリックします。

Tekla Structures によって現在のモデルフォルダに model.ascファイルが作

成されます。

ASCII ファイルの記述

import.ascファイルでは、1 つの部材が 8 行で記述されます。 転送する部材ご

とにこれらの行が繰り返されます。 単位は常にミリメートルであり、区切り文字
として空白が使用されます。

梁部材の記述例を以下に示します。
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ライン 説明

行 1 4169 HEA300 1 = ID プロファイル タイプ

• ID (4169): 一意の ID (整数)

• PROFILE (HEA300): プロファイル名(文字列)

• TYPE (1): プロファイルタイプ(整数)

使用できるプロファイルタイプは次のとおりです。

0 = 自由断面(データベースにない特殊なプロファイルに使用可能)

1 = H 形鋼・I 形鋼

2 = 溶接された中空プロファイル(HK、HQ)

3 = U 断面

4 = 山形鋼(アングル鋼)

5 = 棒鋼

6 = 丸鋼管

7 = 角鋼管(RHS、P)

8 = T 形鋼

9 = 角鉄筋(FL、PL)

10 = Z 形鋼

11 = 溝形鋼

12 = オメガプロファイル

13 = シグマプロファイル

14 = 手摺財

16 = 鉄筋(DH)

行 2 行 2 の内容は、部材のプロファイルによって異なります。

• ポリゴンプレート:

N_POINTS COORDINATES

N_POINTS: タイプ 0 のプロファイルの場合。

COORDINATES: 角となる点の数(整数)

平面の角の X 座標と Y 座標(浮動小数点数)。回転方向は時計回りで
す。座標は全体座標系に従います。Z 座標値は、板厚方向の中心線から
取得されます。

行 2 はファイル内で複数の行に分割されている場合があります。
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ライン 説明

• プロファイルリスト:

プロファイルタイプ 1～16では、この行に断面の物理的寸法が含まれ

ます。

HEIGHT S W1 T1 W2 T2: 290.000000 8.500000 300.000000
14.000000 300.000000 14.000000
• HEIGHT 290.000000: 断面の高さ

• S 8.500000: ウェブ厚

• W1 300.000000: 上フランジの幅

• T1 14.000000: 上フランジの厚さ

• W2 300.000000: 下フランジの幅

• T2 14.000000: 下フランジの厚さ

行 3 A/6 BEAM = マーク 名前

• MARK (A/6): 部材の位置マーク(文字列)

• NAME (BEAM): 部材名(文字列)
行 4 S235JR S235JR = 材質

部材の材質(文字列)。
行 5 0.000000 = 回転

梁のローカル X 軸回りの回転角度(度単位)。
行 6 16.500000 24000.000000 4855.000000 = X1 Y1 Z1

梁の始点の座標。Z 座標値は中心線の座標値です。

行 7 6000.000000 24000.000000 4855.000000 = X2 Y2 Z2

梁の終点の座標。Z 座標値は中心線の座標値です。

行 8 16.500000 24000.000000 5855.000000 = X3 Y3 Z3

ローカル Z 軸の方向を示す方向ベクトル。

Tekla EPM
Tekla Structures モデル データは、圧縮された .zip パッケージとして Tekla EPM に
エクスポートできます。パッケージには、図面リビジョン、部品表、ユーザー定義
情報が含まれた XML ファイル、CNC ファイルと図面ファイルが存在するディレク
トリが含まれています。

Tekla EPM へのモデルのエクスポート

1. [ファイル] メニューで、 エクスポート を選択します。
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2. [Tekla EPM プラグイン] ダイアログ ボックスの [Tekla EPM にエクスポート]
タブで、[ファイル名を自動生成] を選択するか、[Tekla EPM XML ファイル
名] ボックスにエクスポート ファイルの名前を入力します。

3. [エクスポート設定] セクションで、XML エクスポート ファイルに含める情報
を選択します。

4. [図面ファイル] セクションで、エクスポートする図面ファイル、および各種タ
イプの図面の保存場所を選択します。

5. [CNC ファイル] セクションで、CNC ファイルをエクスポートするかどうかと
その方法を選択します。

6. Tekla EPM にエクスポート をクリックします。

エクスポート設定は、後で使用できるように保存されます。

ファイルが 新でない場合や、エクスポートに見つからない場合、これらのフ
ァイルについて通知する警告メッセージが表示されます。

7. メッセージ ボックスで、次のいずれかの操作を行います。

• ファイルが見つからなくても続行するには、[はい] をクリックします。

• エクスポートをキャンセルするには、[いいえ] をクリックします。

警告とエラー メッセージが、[Tekla EPM プラグイン] ダイアログ ボックスの下部
にある白いボックスに表示されます。エクスポートが完了すると、エクスポートさ
れたファイルへのパスがこのテキスト ボックスに表示されます。

次に、XML ファイルを Tekla EPM にインポートできます。詳細については、Tekla
EPM 製品ガイドの手順を参照してください。

エクスポート設定の詳細については、以下の表を参照してください。

Tekla EPM のエクスポート設定

設定 説明

Tekla EPM XML ファイル名 [ファイル名を自動生成] オプションが
選択されていない場合、ファイル名を入
力し、[...] をクリックして XML ファイ
ルを保存するフォルダーをブラウズお
よび選択できます。

ファイル名を自動生成 [ファイル名を自動生成] オプションを
選択すると、エクスポート ファイルがモ
デル フォルダーの下の Tekla EPM フォ
ルダーに保存されます。

ファイル名の形式は、<プロジェクト番

号>_<エクスポート番号> です。たとえ

ば、モデルのプロジェクト番号が PROJ-
NUM の場合、 初のエクスポートは
TeklaStructuresModels
\PowerFab-01\Tekla EPM\PROJ-
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設定 説明

NUM_1.zip. に保存されます。次のエ

クスポートは同じパスになりますが、番
号は 2 になります。

図面のエクスポート エクスポートに含める図面情報を選択
します。

• [すべて] では、モデル内のすべての
図面の情報をエクスポートします。

• [図面リストから選択済み] では、[ド
キュメント管理] で現在選択されて
いる図面の情報のみをエクスポート
します。

• [モデルから選択済み] では、モデル
で現在選択されている図面の情報の
みをエクスポートします。

製品図を含める このオプションを選択すると、エクスポ
ートに製品図面情報が含められます。
図面ファイルは、[図面ファイルをエク
スポートしない] オプションを選択して
いない場合にも含められます。

このオプションを選択しない場合、製品
図面情報と CNC ファイルがエクスポー
トから除外されます。

単品図を含める このオプションを選択すると、エクスポ
ートに単品図情報が含められます。図
面ファイルは、[図面ファイルをエクス
ポートしない] オプションを選択してい
ない場合にも含められます。

一般図を含める このオプションを選択すると、エクスポ
ートに一般図情報が含められます。図
面ファイルは、[図面ファイルをエクス
ポートしない] オプションを選択してい
ない場合にも含められます。

マルチ図を含める このオプションを選択すると、エクスポ
ートにマルチ図情報が含められます。
図面ファイルは、[図面ファイルをエク
スポートしない] オプションを選択して
いない場合にも含められます。

図面の UDA を含める このオプションを選択すると、図面のユ
ーザー定義情報がエクスポートに含め
られます。

右側のリストで、含める情報を選択しま
す。
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設定 説明

• [レポートから] では、450
TeklaEPM_Drawing_UserDefine
d_v1.rpt レポートからの情報が含

められます。デフォルトでは、[作図
者]、[確認]、[確認日] の各値が含ま
れています。

• [図面から (低速)] では、すべてのユ
ーザー定義情報が図面に含められま
す。これにはしばらく時間がかかる
場合があることに注意してくださ
い。

• [両方から (低速)] では、450
TeklaEPM_Part_UserDefined_v
1.rpt レポートと図面の両方の情

報が含められます。これにはしばら
く時間がかかる場合があることに注
意してください。

エクスポート ファイルのユーザー定義
情報をカスタマイズするには、「ユーザ
ー定義情報のカスタマイズ」の手順を参
照してください。

部材の UDA を含める このオプションを選択すると、部材のユ
ーザー定義情報がエクスポートに含め
られます。

右側のリストで、含める情報を選択しま
す。

• [レポートから] では、450
TeklaEPM_Part_UserDefined_v
1.rpt レポートからの情報が含め

られます。デフォルトでは、ユーザ
ー定義フィールド 1-4 とコメントが
含まれています。

• [モデルから] では、モデルから直接
部材情報が生成されます。

• [両方から] では、450
TeklaEPM_Part_UserDefined_v
1.rpt レポートとモデルの両方の

情報が含められます。

エクスポート ファイルのユーザー定義
情報をカスタマイズするには、「ユーザ
ー定義情報のカスタマイズ」の手順を参
照してください。
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設定 説明

ボルト - ナット - ワッシャーを含める このオプションを選択すると、エクスポ
ートにはボルト、ナット、ワッシャー情
報が含められます。

ボルト - ナット - ワッシャー UDA を含
める

このオプションを選択すると、ボルト、
ナット、ワッシャーのユーザー定義情報
がエクスポートに含められます。

右側のリストで、含める情報を選択しま
す。

• [レポートから] では、450
TeklaEPM_BoltNutWasher_User
Defined_v1.rpt レポートからの

情報が含められます。デフォルトで
は、GUID、IsBoltNutWasher 値、コ
メントが含まれています。

• [モデルから] では、モデルから直接
ナット、ボルト、ワッシャー情報が
生成されます。

• [両方から] では、450
TeklaEPM_BoltNutWasher_User
Defined_v1.rpt レポートとモデ

ルの両方の情報が含められます。

エクスポート ファイルのユーザー定義
情報をカスタマイズするには、「ユーザ
ー定義情報のカスタマイズ」の手順を参
照してください。

スタッドを含める このオプションを選択すると、エクスポ
ートにスタッド情報が含められます。

スタッド UDA を含める このオプションを選択すると、スタッド
のユーザー定義情報がエクスポートに
含められます。

右側のリストで、含める情報を選択しま
す。

• [レポートから] では、450
TeklaEPM_Stud_UserDefined_v
1.rpt レポートからの情報が含め

られます。デフォルトでは、スタッ
ド GUID とコメントが含まれていま
す。

• [モデルから] では、モデルから直接
スタッド情報が生成されます。

• [両方から] では、450
TeklaEPM_Stud_UserDefined_v
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設定 説明

1.rpt レポートとモデルの両方の

スタッド情報が含められます。

エクスポート ファイルのユーザー定義
情報をカスタマイズするには、「ユーザ
ー定義情報のカスタマイズ」の手順を参
照してください。

図面ファイルをエクスポートしない このオプションを選択すると、エクスポ
ートに図面ファイルは含まれません。

フォルダーの図面ファイルを使用 このオプションを選択すると、以下に定
義されているフォルダーの図面ファイ
ルがエクスポートに含まれます。

フォルダーを変更するには、テキスト ボ
ックスの横にある [...] をクリックしま
す。次に、フォルダーをブラウズして選
択します。

図面ファイル名は、ファイル拡張子を除
く図面番号と一致する必要があること
に注意してください。たとえば、図面
200 の適切なファイル名は 200 です。

製品図サブフォルダー

単品図サブフォルダー

一般図サブフォルダー

マルチ図サブフォルダー

異なるフォルダーへの図面タイプの保
存はオプションです。同じ名前の異な
るタイプの図面がある場合、そのように
することをお勧めします。フォルダー
ごとに図面タイプを分けると、Tekla
EPM が適切な図面ログに図面を配置し
やすくなります。

フォルダーを選択するには、各テキスト
ボックスの横にある [...] をクリックし
ます。次に、現在の図面タイプを保存す
るフォルダーをブラウズして選択しま
す。

CNC ファイルをエクスポートしない このオプションを選択すると、CNC フ
ァイルはエクスポートに含められませ
ん。

CNC ファイルの生成 - 設定 このオプションを選択すると、Tekla
Structures により現在のモデルから CNC
ファイルが生成されます。

以下のリストで、使用する CNC エクス
ポート設定ファイルを選択します。
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設定 説明

フォルダーの CNC ファイルを使用 このオプションを選択すると、以下のフ
ォルダーにある CNC ファイルがエクス
ポートに含められます。

フォルダーを変更するには、[...] をクリ
ックし、フォルダーをブラウズして選択
します。

ファイル名は、ファイル拡張子を除く、
部品マークと一致する必要があること
に注意してください。たとえば、部品マ
ーク w104 の正しい CNC ファイル名は
w104 です。

エクスポート用のユーザー定義情報のカスタマイズ

エクスポート用のユーザー定義情報は、次のレポートから取得され、エクスポート
に含める情報を調整するためにカスタマイズできます。

• 450 TeklaEPM_Drawing_UserDefined_v1.rpt
• 450 TeklaEPM_Part_UserDefined_v1.rpt
• 450 TeklaEPM_Stud_UserDefined_v1.rpt
• 450 TeklaEPM_BoltNutWasher_UserDefined_v1.rpt

注 • Tekla EPM プラグインに関連する他のレポートはカスタマイズしないでく
ださい。

• カスタマイズしたレポートの追加コピーは、必ず別のフォルダーに保存し
てください。

1. レポートが保存されている環境フォルダーを開きます。

たとえば、「C:\ProgramData\Trimble\Tekla Structures\2021.0
Daily\Environments\Steel\reports」と入力します。

2. 目的のレポートのコピーを作成し、別のフォルダーに移動します。

3. メモ帳などのテキスト エディターでコピーを開きます。

4. 必要に応じて、コピーをカスタマイズします。

次の点に注意してください。

• 各フィールドは、タブ文字で区切る必要があります。

• レポートには、各フィールドの名前を含む 1 行のヘッダーが必要です。こ
れらのフィールド名はエクスポート ファイルに含められるため、ユーザー
は情報をマッピングする Tekla EPM フィールドを決定できます。

• 各フィールド名は一度しか使用できません。

• レポートの各フィールドは、1 行で構成されている必要があります。
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• 450 TeklaEPM_Part_UserDefined_v1.rpt レポートでは、 初のフ

ィールドを部材 GUID にする必要があります。また、 初のフィールドの
レポート ヘッダーの名前は GUID にする必要があります。

• 450 TeklaEPM_Drawing_UserDefined_v1.rpt レポートでは、 初

のフィールドを図面 ID にする必要があります。また、 初のフィールド
のレポート ヘッダーの名前は ID にする必要があります。

5. コピーを保存します。

6. コピーを適切なフォルダーに移動し、既存のレポートを上書きします。

3.13 自動プレキャスト制作
Tekla Structures では、構想設計と詳細設計を、製造、プロジェクト管理、および効
率的な情報共有と統合することで、さまざまなタイプのプレキャスト コンクリー
ト製品を適切なタイミングで適切な場所に効率的に提供することができます。

プレキャスト ファブリケーターの場合の目的は、モデリングから製作、また現場
での施工までのプレキャスト施工プロセス全体を 適化し、各段階での間違いや無
駄を 小限に抑え、また設計、生産、および現場施工を担当するプロジェクト当事
者間のコラボレーションを向上させるのに役立つ機能を提供することです。

提供されている商品には、次のようなさまざまな製品があります。

ユニテクニック

ユニテクニック形式 (ユニテクニック社提供) は、プレキャストおよび金網の形状、
また生産データをエクスポートする際に もよく使用される形式です。ユニテク
ニック形式は、プレキャスト パネルおよびスラブ、ならびにパレット循環方式で
製造されたその他の製品、また溶接金網に適しています。

ユニテクニック形式は、UniCAM だけでなく、Leit2000 などのその他の業界ソリュ
ーションでも使用されています。

バージョン 5.0c ～ 6.1 のユニテクニックへのエクスポート (374 ページ) が、 も広
範なプレキャストに関連した構成の Tekla Structures コア インストールでサポート
されています。

エリプラン

エリプランは、機械メーカーの Elematic 社から提供されている ERP ソフトウェア
です。ファイル形式 .eli には、CAM を使用した中空スラブの生産に関する生産

データや形状も含まれています。

EliPLAN エクスポートとインポート (461 ページ) ( Tekla Structures における) の両
方が、 も広範なプレキャストに関連した構成の Tekla Structures インストールでサ
ポートされています。

HMS
HMS は、中空製品向けの CAM ソフトウェアです。

HMS ソフトウェアへのエクスポート (481 ページ) が、 も広範なプレキャストに
関連した構成の Tekla Structures インストールでサポートされています。
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BVBS
鉄筋の形状を German BVBS (Bundesvereinigung Bausoftware) 形式にエクスポートで
きます。エクスポートすると、ASCII 形式のテキスト ファイルになります。

カットおよび曲げ鉄筋、鉄筋グループ、溶接金網をエクスポートできます。これら
は、四角形、ポリゴン、曲げなし、または曲げありのいずれかであり、カットが含
まれている可能性があります。また、フックのエクスポートもサポートされていま
す。

サポートされている BVBS 形式のバージョンは、2000 年以降の 2.0 です。

BVBS エクスポート (448 ページ) が、 も広範な構成の Tekla Structures インストー
ルでサポートされています。

UXML
UXML (ユニテクニック社提供) は、プレキャスト パネルおよびスラブ、ならびに
パレット循環方式で製造されたその他の製品、また溶接金網に適しています。

Tekla Structures では、ユニテクニック形式と UXML 形式の両方へのエクスポート
がサポートされています。

UXML 向けのプレキャスト製品のエクスポートが Tekla Warehouse の拡張機能とし
て提供されています。エクスポートを使用する手順については、「プレキャスト製
品のエクスポート」を参照してください。

PXML
progressXML (PXML とも呼ばれる) というデータ形式は、プレキャスト ソリューシ
ョン プロバイダーの Progress Group の一員である Progress Software Development に
よって開発されました。これは、階層構造の XML に基づいた、プレキャストまた
は鉄筋の事前製作工場でのデータ生成、生産管理、スケジュールのためのデータ形
式です。PXML には、生産で使用される製品形状、および関連プロセスを管理する
ための属性データ (ERP データ) の両方が含まれています。このデータ形式は特に
次の 2 つの用途に使用されます。

• 製造元が異なるシステム間のインターフェイス

• CAD/CAM システムのデータの内部 (専用) ストレージ

PXML は、詳細設計者の Tekla Structures と工場の Progress ソフトウェア (ebos、
erpbos、ProFit、AviCAD など) との間で設計形状の取り込みを行うための主なデー
タ形式です。

PXML 向けのプレキャスト製品のエクスポートが Tekla Warehouse の拡張機能とし
て提供されています。エクスポートを使用する手順については、「プレキャスト製
品のエクスポート」を参照してください。

ユニテクニック
キャスト ユニットの 3D 形状をユニテクニック形式にエクスポートできます。エ
クスポートすると、ASCII 形式のテキスト ファイルになります。
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サポートされているユニテクニック形式のバージョンは次のとおりです。

• 6.1.0 17.9.2009

• 6.0.0 14.6.2005

• 5.2b 11.9.2000

• 5.0c 30.10.1997

ユニテクニック形式は、パレットまたはテーブルが生成されたプレキャスト要素
(ソリッド ウォール、サンドイッチ パネル、2 重壁、さらにパネル スラブ、ハーフ
スラブなど) の形状の生成を目的としています。コンクリート、鋼材、および表面
材質から構成されるキャスト ユニットをエクスポートできます。鉄筋 (曲げ加工
あり、および曲げ加工なし)、鉄筋グループ、およびフック付きの溶接金網のエク
スポートもサポートされます。

例

エクスポートされたキャスト ユニット:

(1) 孔
(2) 鋼製埋込み材

(3) 鉄筋 (ケージもサポートされる) (UT バージョン 6.1.0)

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 375 自動プレキャスト制作



(4) 断熱プレート (緑)

UXML および PXML 形式へのエクスポートの詳細については、「プレキャスト製品
のエクスポート」を参照してください。「プレキャスト製品のエクスポート」は
Tekla Warehouse からダウンロードできます。

ユニテクニック エクスポートの制限事項

ユニテクニック形式は、パレット循環プラントで生産される平面パネルおよびスラ
ブに使用します。これはさまざまな生産システムのマスター コンピューターで使
用されるオープン形式であるため、フィールドの文字数の制限など、非常に厳密な
仕様が設定されています。提供するソリューション プロバイダーや、提供される
マスター コンピューターが異なる場合、ユニテクニック データの解釈も異なりま
す。元の形式は 2000 年代初期に開発されており、多くの点で古くなっています。
そのため、ユニテクニック形式には一定の制限があります。

• キャスト ユニット種別が現場打ちのキャスト ユニットはエクスポートされま
せん。

• すべてのユニテクニック フィールドには、形状情報と属性情報の両方について
大文字数が設定されています。

• Tekla Structures ではより長い文字列の入力がサポートされますが、データの
切り取りや簡略化が必要とされたり、エクスポート行うことができない場合
があります。この場合にはログによって通知されます。

• 特定の形状フィールドに負の値 (パレットの負の X、Y、Z 座標など) が設定
されていると、モデルから形状が正しく表現される場合でも、生産システム
でエラーが発生します。

• 階層オブジェクトごとのフィールド数も制限されています。ただし、顧客固
有の事例によって未指定の予約フィールドもあります。

• 3D 形状はサポートされません。

• 3D コンクリート形状はサポートされません (ライン プロパティの縁端形状
を除く)。

• 3D 埋込み材形状はサポートされません。

• 3D 曲げ鉄筋形状はサポートされません。

• 終了フック曲げ形状を使用する場合、鉄筋と溶接金網は 1 方向 (フック上、フッ
ク下など) にしか曲げることができません。

• 1 つのユニテクニック ファイルの HEADER ブロックは 1 つのみですが、
SLABDATE ブロックは複数の場合があります。

• 2 重壁要素は例外です。この要素は、各シェルに固有の HEADER 情報を設
定して 1 つのファイルでエクスポートする必要があります。

ユニテクニック形式へのエクスポート

1. エクスポートする部材の部材プロパティに移動して、必要に応じて [ユニテク
ニック データ] タブと [搬入] タブ (または鉄骨部材の場合は [ユニテクニック
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取り付け部材] タブ) でユーザー定義情報を編集します。ユーザー定義情報は
環境に固有であり、下記の設定すべてが使用可能でない可能性があります。 

[ユニテクニック データ] タブ:
製作タイプ 製作タイプは、CAM ソフトウェアでの

オブジェクト タイプを特定する際に重
要です。製作タイプが未定義の場合、製
品データ ファイルのインポート中にエ
ラー通知が表示されます。製作タイプ
を定義するには、オプションの 1 つを選
択するか、ユーザー定義テキストを作成
します。

ユーザー定義製品タイプ 製作タイプのオプションのフィールド。

製品グループ 製作グループのオプションのフィール
ド。製品グループは SLABDATE ブロッ
クで使用されます。

製品の追加 この属性はユニテクニック エクスポー
ト (79) によって、オブジェクトの
SLABDATE ブロックに代理番号 00-03
としてエクスポートされます。使用で
きるオプションは、[Standard 要素]、[バ
ルコニー]、[屋根]、および [しっくい要
素] です。

階 (UT_storey) 輸送および架設プロセスの計画に使用
するオプションのフィールド。

表面スムージング 表面をスムージングするかどうかを選
択します。デフォルト値は、空白です。

コンクリート ID (LOT ブロック) [特殊処理なし] と [コンクリートのシャ
ベル] から選択するか、フィールドを空
のままにしておきます。

レイヤー分割の厚み 名前と厚みによってレイヤーを手動で
定義します。

エクスポートしないレイヤー エクスポートしないレイヤーを指定し
ます。

UDA の取り付け部材データ ユーザー定義情報から取り付け部材デ
ータをエクスポートするかどうかを選
択します。

エクスポートから除外 エクスポートから取り付け部材を除外
するかどうかを選択します。

取り付け ID 次のいずれかのオプションを選択しま
す。

取り付け (0)
プロットのみ (1)
取り付けのみ (2)
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取り付けなし、プロットなし (3)
鉄筋での取り付け (4)
自動取り付け (5)

取り付け部材のタイプ ユーザー定義情報を入力して取り付け
部材のタイプを定義します。

参照番号 ユーザー定義情報を入力して取り付け
部材の参照番号を定義します。

MOUNTPART 名 取り付け部材の名前を入力します。

情報 1 テキスト (UT 6.0) 必要に応じて、さらに情報を指定しま
す。

情報 2 テキスト (UT 6.0) 必要に応じて、さらに情報を指定しま
す。

[搬入] タブ:
読み込み解除タイプ 読み込み解除タイプを指定します。

輸送タイプ パレット (00)
A-フレーム (01)
内部ローダー (02)

輸送ユニット番号

輸送シーケンス番号

輸送および架設プロセスの計画に使用
するオプションのフィールド。これら
をエクスポート設定で定義し、
SLABDATE ブロックの一部として含め
ることもできます。

輸送杭の数 輸送杭の数を指定するオプションのフ
ィールド。

輸送杭レベル数 輸送パイル レベルの数を指定するオプ
ションのフィールド。要素が縦に並ん
でいて、同じレベルで重ねる必要がある
場合は、パイルの輸送シーケンス番号が
同じならばパイル レベルを使用します。
これをエクスポート設定で定義し、
SLABDATE ブロックの一部として含め
ることもできます。

たとえば、パイルに 6 つのスラブが含ま
れている場合、それぞれに連続したパイ
ル レベル番号 (1、2、3..) が付けられま
す。6.

2. ユーザー定義鉄筋属性の [ユニテクニック データ] タブで設定を確認し、必要
に応じて変更します。鉄筋が誤って金網またはケージにグループ化されない
ようにしてください。 

ユニテクニック鉄筋タイプ 要素または金網内の鉄筋/金網ワイヤー
レイヤーを定義するために使用される
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自動割り当てユニテクニック鉄筋タイ
プを上書きします。

ケージ グループ番号 特定の鉄筋をケージにグループ化する
場合に使用します。

梯子タイプ ユニテクニック梯子タイプのデータ属
性

梯子の形状 ユニテクニック梯子の形状のデータ属
性

溶接金網タイプ 自動割り当てユニテクニック金網タイ
プを上書きします。

3. キャスト ユニット上面を定義することをお勧めします。これは図面を作成す
る前に行います。 

詳細については、「部材のキャスト方向の定義」を参照してください。

4. ナンバリングを更新します。 

[エクスポート ユニテクニック] では、部材のマーク シリーズからデータが読
み取られ、エクスポートされます。エクスポートされるすべての部材が正しく
ナンバリングされていることが重要です。誤ってナンバリングされている部
材はエクスポートされません。

5. [ファイル] メニューで、 [エクスポート] --> [ユニテクニック] をクリックしま
す。 

[エクスポート ユニテクニック] ダイアログ ボックスが表示されます。

6. 各タブでユニテクニック エクスポートのプロパティを定義します。

7. [主部材] タブで [作成元] に選択したオプションに応じて、[製品の選択] (推奨)
または [製品オブジェクトの選択] を使用してオブジェクトを選択します。手
動でエクスポートするキャスト ユニット位置も入力できます。

8. [作成] をクリックします。 

デフォルトで .uni 出力ファイルは、現在のモデル フォルダーの下の

\UT_Files フォルダーに作成されます。出力ファイルの数は、[主部材] タブ

の [作成元] リストで選択したオプションと、選択した部材、キャスト ユニッ
ト、または製品の合計数によって異なります。

エクスポート ログが表示されます。追加のログ オプションについては、[ログ
ファイル] タブを参照してください。
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エクスポートされる項目またはレイヤの 大数は 99 に制限されています。こ
の上限を超えた場合は、コンソールとログ ファイルにメッセージが表示され
ます。

ユニテクニック エクスポート: [メイン] タブ

オプション 説明

ユニテクニックのバージ
ョン

ユニテクニックのバージョンを選択します。

作成元 エクスポートする部材またはキャスト ユニットを選
択します。

• 選択されたキャスト ユニット

モデル内で選択した部材を 1 つ以上含むキャスト
ユニットだけがエクスポートされます。キャスト
ユニットごとに 1 つの出力ファイルが作成されま
す。[キャスト ユニット ID] または [キャスト ユ
ニット位置] を選択します。

• 全部材

すべてのキャスト ユニットがエクスポートされま
す。キャスト ユニットごとに 1 つの出力ファイル
が作成されます。[キャスト ユニット ID] または
[キャスト ユニット位置] を選択します。

• 選択部材 (個別)
選択したコンクリート部材 (および選択した部材
に属する埋込み材と断熱材) だけがエクスポート
されます。部材ごとに 1 つの出力ファイルが作成
されます。

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 380 自動プレキャスト制作



オプション 説明

• 選択部材 (キャスト ユニット)
1 つのキャスト ユニットに属する選択部材がグル
ープ化され、1 つの出力ファイルにエクスポートさ
れます。[キャスト ユニット ID] または [キャスト
ユニット位置] を選択します。

• 選択された製品

このオプションはほとんどの場合に推奨されま
す。選択したすべての製品がエクスポートされま
す。1 つの製品が 1 つのキャスト ユニットに相当
し、1 つの出力ファイルが作成されます。サブアセ
ンブリを選択することもできます。

• リストのキャスト ユニット

入力した [キャスト ユニット位置リスト] からエ
クスポートのキャスト ユニットを選択します。

• キャスト ユニット ID
キャスト ユニットごとに独自の出力ファイルが作
成されます。

• キャスト ユニット位置

同一のキャスト ユニットが 1 つの出力ファイルを
共有します。

フィルターを使用してエ
クスポート

選択フィルターを使用して、エクスポートする部材を
選択します。部材をエクスポートに含めるか除外す
るかを選択フィルターで指定できます。

エクスポートから除外す
る部材 (クラスまたは名
前)

一部の部材をエクスポートしない場合は、それらの部
材のクラスまたは名前を入力します。この設定を使
用して鉄筋を除去することもできます。このリスト
に含まれるクラスの部材はエクスポートされません。

フォルダー パス エクスポート ファイルの保存先を指定します。デフ
ォルトのフォルダーは、現在のモデル フォルダーの下
の .\UT_Files です。

ファイル名

拡張

リストから出力ファイルの名前を選択し、ファイル名
拡張子を指定します。

大 5 つの文字列を使用してエクスポート ファイル
の名前を生成できます。リストからオプション (定義
値または属性、およびオプションの文字数制限) を選
択します。5 つすべての文字列を必要としない場合、
ボックスを空白のままにしておきます。文字列の間
に区切り文字としてピリオド (.)、ハイフン (-)、また
はアンダースコア (_) を使用できます。
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オプション 説明

• [プロジェクト番号] はプロジェクトの番号です。

• [プロジェクト名] はプロジェクトの名前です。

• [CU 番号] は、キャスト ユニットのメイン部材の
製品位置番号です。

• [フェーズ] は現在のフェーズです。

• [CU マーク] は、キャスト ユニットのメイン部材
の製品位置です。

• [ACN] は、製品管理番号です。製品管理番号
(ACN) を生成するには、[図面とレポート] タブで、
ナンバリング --> 製品管理番号のナンバリング を
クリックします。

• 部材 ID は、10 桁の ID 番号です。この ID 番号が
10 桁でない場合、10 桁になるように ID 番号の前
に 0 (ゼロ) が付加されます。たとえば、ID 番号 
456999 は 0000456999 になります。

• [カウンタ] は、名前が既に存在する場合にファイ
ル名の末尾に番号を追加します。

• 他のオプションとして、[日付]、[時刻]、[日時]、
[UDA]、[テキスト]、[テンプレート]、および
[Project UDA] があります。

[日付]、[日時]、および [時刻] では、yyyy-mm-dd-
hh-mm の形式が使用されます。

[テンプレート] はテンプレート属性を意味しま
す。[UDA] および [テンプレート] は常にメイン部
材から読み取られます。

さらにファイル名拡張子を指定します。デフォルト
は [テキスト] および [uni] です。リストから他のオプ
ションを選択できます。

ファイル名マスク 出力ファイル名およびファイル名拡張子の形式 (長
さ)。この数値は出力文字列の長さを表します。選択
したオプションより長い名前は切り落とされます。

エクスポート後にフォル
ダーを開く

出力ファイルの保存先のフォルダーをエクスポート
後に開くかどうかを選択します。
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オプション 説明

出力ファイル構造 エクスポートされるファイルの構造 (SLABDATE と
LAYER の部材)。

ほとんどの場合、この設定を使用する必要はありませ
ん。

• 複数レイヤー

1 つの SLABDATE ブロックに複数のレイヤーが設

定されます。キャスト ユニットごとに独自の 
LAYER ブロックが作成されます。埋込み材、鉄筋、

および断熱材が 1 つのコンクリート部材に含ま
れ、関連する LAYER ブロックにエクスポートされ

ます。

レイヤが正しく定義されていない場合、エラーに
なります。

• 単一レイヤ、1 SLABDATE、1 部材

キャスト ユニットごとに独自の SLABDATE ブロ

ックが作成されますが、LAYER ブロックは作成さ

れません。

• 単一レイヤ、n SLABDATE、n 部材

同じ形状のキャスト ユニットが、1 つの 
SLABDATE ブロックにまとめられます。LAYER ブ
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オプション 説明

ロックと LOT ブロックは定義されません。同じ形

状のキャスト ユニットに属する埋込み材、鉄筋、
および断熱材が 1 つの SLABDATE ブロックにまと

められ、エクスポートされます。

• 単一レイヤ、1 SLABDATE、n 部材

類似する壁シェルがそれぞれ別の SLABDATE ブロ

ックに定義されるのではなく、すべて 1 つの 
SLABDATE ブロックに定義されます。このオプシ

ョンは、特殊埋込み材をエクスポートする場合に
役立ちます。

• 結合、n 個の SLABDATE、1 個の部材

複数のキャスト ユニットを含めることができる結
合されたエクスポート。エクスポートされたキャ
スト ユニットは、[パレット] タブで定義された順
序ロジックに応じて横に並べて配置されます。

• 単一レイヤ、1 SLABDATE、n STEELMATS
キャスト ユニットのメイン部材のみを Slabdate お
よび金網としてエクスポートし、キャスト ユニッ
ト全体から X 軸方向の 1 行に 1 mm のギャップで
埋め込みます。

• 1 SLABDATE、スキャンされたレイヤー

モデル内でモデリングする場合と同じ順序で要素
レイヤーをエクスポートします。同じデプス レベ
ルの複数の部材が 1 つ のレイヤーとして認識され
ます。

初にエクスポートされ
たレイヤー

初の LAYER にエクスポートする部材を選択しま

す。このオプションを使用すると、 初にパレットに
配置される壁シェルを定義できます。

次のオプションがあります。

• (キャスト ユニットの) メイン部材

• 大部材

• も重い部材
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オプション 説明

レイヤ分割の厚みを考慮
してください

キャスト ユニットのレイヤーをエクスポートする方
法を選択します。このオプションは、[出力ファイル構
造] を [複数レイヤー] に設定している場合に使用でき
ます。

• いいえ

キャスト ユニットは、1 つのレイヤーにエクスポ
ートされます。

• はい

部材のユーザー定義情報の [ユニテクニック デー
タ] タブで設定された手動レイヤーが使用され、キ
ャスト ユニットは 2 つまたは 3 つのレイヤーにエ
クスポートされます。

エクスポートされるファ
イル内の空欄記号

エクスポート ファイルで使用する空欄記号を選択し
ます。

"_"記号の例:

" "記号の例:

ユニテクニックエクスポート: [TS コンフィギュレーション]タブ

オプション 説明

回転 スキャンの方向を選択します。これによってパレッ
ト ベースの向きになるメイン部材面が決まります。
ユニテクニック エクスポートでは、スキャン レイヤ
を使用してキャスト ユニットのすべての部材の形状
を取得します。

スキャンの方向は、キャストユニットのメイン部材の
平面によって決まります。床面は下部から上部へス
キャンされます。壁パネルと柱は一方から他方へと
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オプション 説明

スキャンされます。エクスポートされるキャストユ
ニットの基本的な図形の位置と方向は、回転によって
決まります。

表面オブジェクトのユーザー定義情報 [パレット ベー
スプレートとしてサーフェスを使用] を使用すると、
エクスポート設定で上面や回転を変更することなく、
オブジェクトの向きを設定できます。

いいえ

床: 下部から上部

壁: 前面から背面 (モデリング方向 による)

柱: 一方から他方

180
床: 上部から下部

壁: 背面から前面

柱: 片側から反対側

 +90 X 軸回り

床: 左から右へ

壁: 上から下へ

柱: 一方から他方へ
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オプション 説明

 -90 X 軸回り

床: 右側から左側

壁: 下部から上部

柱: 片側から反対側

-90 Y 軸回り

床: 背面から前面

壁: 右側から左側

柱: 上部から下部

 [上面] オプションを選択する場合、定義された上面に
よって、反対側の面がパレットの方を向くようにスキ
ャンの方向が変わります。
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オプション 説明

 回転の例:

• 誤ったスキャン平面(右側から左側):
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オプション 説明

• 正しいスキャン平面(奥から手前へ)

回転 z 軸回りの回転、それによるパレットの回転を選択し
ます。z 軸は同じ方向ですが、x 方向と y 方向が変更
されます。

実際の座標系を表示するには、[パレット]タブで[パレ
ット軸を作画]を[はい]に設定します。

• いいえ

追加の回転を行いません。

• X/Y 交換

X 軸と Y 軸を交換します。

• X=max(X_dim,Y_dim) メイン部材

メイン部材の長辺が X 軸になります。

• X=min(X_dim,Y_dim) メイン部材

メイン部材の短辺が X 軸になります。

• X=max(X_dim,Y_dim) キャスト ユニット

キャストユニットの長辺が X 軸になります。
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オプション 説明

• X=min(X_dim,Y_dim) キャスト ユニット

キャストユニットの短辺が X 軸になります。

• +90 Z 軸回り

X 軸と Y 軸を Z 軸回りに 90 度回転します。

• - 90 Z 軸回り

X 軸と Y 軸を Z 軸回りに-90 度回転します。

• 180 Z 軸回り

X 軸と Y 軸を Z 軸回りに 180 度回転します。

次の例は、回転設定が指定されていない座標系を示し
ています。パネル 1 では、Z 軸が短辺に平行に設定さ
れています。ユニテクニック形式ではこれは正しく
ないため、座標系を回転させる必要があります。パネ
ル 2 は、Z 軸回りに 90 度回転したものです。

パレット上で自動回転 要素長さがパレットの長さを超えている場合や、要素
幅が要素長さを超えている場合に、エクスポートの座
標系を +90° または -90° 自動回転するかどうかを選択
します。

形状の回転 このオプションは、[回転] および [パレット上で自動
回転] 設定を使用して計算された回転角度に適用され
ます。

SLABDATE 回転角度 要素を回転し、回転角度を各 SLABDATE フィールド
の値としてエクスポートします。

ポリゴンのエクスポート 要素のポリゴンのエクスポート方法を選択します。
オプションは、[スキャン済み]、[周囲ボックス]、[簡
略] です。

[スキャン済み] オプションは、2D スキャン平面を使
用してモデリングされた 3D 形状を照会します。以下
の [位置をスキャン] 設定の説明を参照してください。
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オプション 説明

[周囲ボックス] オプションは、(x, y) 座標の 小値と
大値の間の 4 本の垂直線としてポリゴンを定義しま
す。

[簡略化] オプションは、要素の 4 個の x, y 角を使用し
て簡略化されたポリゴンをエクスポートします。境
界ボックスと同様に、縁で対角線を表します。

位置をスキャン 上記の回転設定によって定義されたスキャン方向に
キャスト ユニットをスキャンすると、要素のポリゴ
ン、切り取り部、およびライン プロパティが定義され
ます。スキャン平面は、ビュー デプスのない断面と同
等に機能します。エクスポート アプリケーションで
は、(出力ファイル構造設定に関係なく) エクスポート
されるキャスト ユニットに含まれる各部材に対して
1 つまたは 2 つのスキャン平面が使用されます。

オフセットはスキャン平面からパネルの中央の向き
に設定されますが、負または正の値にすることができ
ます。

スキャンレイヤの数は、選択したスキャン位置の数で
決まります。キャストユニットの各オブジェクトは
同じ方向にスキャンされます。

すべての部材をスキャンする位置を選択します。各
部材は個別にスキャンされます。スキャン平面は、基
本形状の平面に平行になります。

• 下と上

スキャンされた部材の上下に 2 つのスキャン平面
が配置されます。

• 下のみ

底面に 1 つのスキャン平面が配置されます。
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オプション 説明

• 上のみ

上面に 1 つのスキャン平面が配置されます。

• 中間のみ

スキャンされた部材の中間点に 1 つのスキャン平
面が配置されます。

• 上部、下部、および中間

3 つのスキャン平面が、スキャンされた部材の上
面、底面、および中間点に 1 つずつ配置されます。

正確なスキャン平面の位置を移動するには、[オフセッ
ト量をスキャン]ボックスを使用して始点オフセット
と終点オフセットを指定します。

ポリゴン レイヤを結合 エクスポートできるのはスキャンされた 1 つのレイ
ヤだけです。スキャンされたレイヤが 2 つある場合
は、1 つのレイヤに結合する必要があります。

• 交点

2 つの仕上げ形状が重なる部分からポリゴンを作
成します。
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オプション 説明

1. 初にスキャンされたレイヤ

2. 2 番目にスキャンされたレイヤ

3. レイヤ

• 統合

2 つの仕上げ形状を結合してポリゴンを作成しま
す。

切り取り部のエクスポー
ト

切り取り部のエクスポートを防止するには、[いいえ]
を選択します。

[除外が選択されました] では、モデリングされたカッ
ト部材をクラスまたは名前で定義してエクスポート
から除外します。

[選択部材のみ] では、カット部材をクラスまたは名前
で定義してエクスポートに含めます。

CUTOUT レイヤを結合 孔のみを対象とすることを除き、[ポリゴンのエクスポ
ート]と同じです。

切り取り部を結合 オーバーラップしている切り取り部を結合する方法
を選択します。複数の小さな切り取り部によって作
成された大きな切り取り部を別個の切り取り部とし
てエクスポートすることができます。次のオプショ
ンがあります。

1. 1 つの切り取り部に結合する

2. 切り取り部を結合せずに重ねる

3. 切り取り部を結合せずに重ねない
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オプション 説明

ポリゴンを拡張して型枠
を追加

突き出ている鉄筋または埋込み材に応じてポリゴン
を拡張するかどうかを選択します。この設定によっ
てポリゴンが拡張され、拡張された領域に追加の型枠
取り付け部材が追加されます。

同じ形状を持つ埋込み材が既に存在する場合、型枠は
追加されません。

ポリゴンは、電気チューブの埋込み材では拡張されま
せん。

追加型枠 (埋込み材) の名
前

埋込み材の名前を指定します。

形状エクスポート エクスポートする部材 (コンクリートのポリゴン、切
り取り部、取り付け部材) の形状をポリゴンと線のど
ちらで表すかを選択します。

エクスポートされたポリゴン:
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オプション 説明

 エクスポートされた線:

丸孔を円 (K) としてエク
スポート

丸孔を円 (K) としてエクスポートするかポリゴン/線
としてエクスポートするかを選択します。

2 重壁 - 回転 パレットの 2 重壁の 1 つ目のシェルを回転するかど
うかを選択します。この要件は、受け取り側のマスタ
ー コンピューター システムによって異なります。次
のオプションがあります。

いいえ、1 つの座標系です: モデルのとおりにエクスポ
ートされ、正面に shell1、背景に shell2 が配置されま
す。

はい、シェル 1 を回転します: シェル 1 が y 方向のパ
レット幅 ([検証] タブで定義) だけオフセットされ、x
軸回りで反転されます。

はい、シェル 1 を回転します - 固定エッジ アップ: こ
れは、特殊な機械の場合に使用します。

いいえ、シェル固有の座標系です: 2 番目のシェルをパ
レットの下部から Z 方向に上にエクスポートする場
合に使用します。
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ユニテクニック エクスポート: [埋込み材] タブ

オプション 説明

通常埋込み材 埋込み材と見なす部材を選択します。埋込み材は、

MOUNPART ブロックにエクスポートされます。

埋込み材ブロックが複数の部材で構成されている場
合、すべての埋込み部材を 1 つのサブアセンブリ ブロ
ックに結合し、サブアセンブリとしてキャスト ユニッ
トまたはコンクリート シェル サブアセンブリに追加
すると便利です。単品の埋込み材はそのままキャス
ト ユニットに追加できます。

• 選択された + 鋼材

[埋込み材クラス] ボックスに表示されるすべての
クラスが埋込み材と見なされます。エクスポート
から除外されていない限り、すべての鉄骨部材も
埋込み材と見なされます。

• 選択された

[埋込み材クラス] ボックスに表示されるクラスの
み埋込み材と見なされます。

• エクスポートしない

[埋込み材クラス] ボックスを無視し、すべての鉄
骨部材を標準の部材としてエクスポートします。

• 選択対象 (鉄筋を含む) + 鋼材

[埋込み材のクラスまたは名前] ボックスに表示さ
れるすべての部材および鉄筋が埋込み材と見なさ
れ、線としてプロットされます。また、周囲ボッ
クスも使用できます。すべての鉄骨部材も埋込み
材と見なされます。

埋込み材のクラスまたは
名前

埋込み材のクラスまたは名前を入力します。

製品をエクスポート 埋込み材および鉄骨ブロックの 2D 形状をエクスポー
トする方法を選択します。

埋込み材が部材としてエクスポートされます。すべ
ての埋め込み金物の溶接と製品関連部材は無視され
ます。
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オプション 説明

埋込み金物の溶接と製品ブロックは、完全なサブアセ
ンブリの周囲ボックス形状を使用して 1 つの部材と
してエクスポートされます。

埋込みブロックまたは埋込み製品のメイン部材だけ
がエクスポートされます。

埋込みブロックのメイン部材が、埋込みブロックのす
べての部材を覆う位置まで X 方向に拡張され、エクス
ポートされます。

埋込みブロックまたは埋込み製品のメイン部材を囲
む周囲ボックスだけがエクスポートされます。

メイン部材周囲ボックスの角シンボルをエクスポー
トします。
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オプション 説明

 

埋込み材サブアセンブリ周囲ボックスの角シンボル
をエクスポートします。

角シンボルの幅/高さ 角シンボルの幅と高さを入力します。

デフォルトのエクスポー
ト コード

埋込み材の挿入点と方向の計算方法を定義します。
指定できる値は、0、1、2、3、11、12、21、22、
23、31、32、41、42、43 です。

ほとんどの場合、交差中心点は、[製品をエクスポー
ト] の設定に応じて埋込み材サブアセンブリまたはメ
イン部材の重心を示します。

0 = シンボルを無視し、挿入点の重心の設定 (1 ～ 5) に
応じてサブアセンブリの周囲ボックスの設定 (PLATE
0 0 4 など) を使用します。

1 = 挿入点は埋込み材の中心点で、方向はエクスポー
トされる取り付け部材の形状の も長い辺と平行に
なります。デフォルトは 1 です。

2 = 挿入点は埋込み材の中心点になり、方向はエクス
ポートされる取り付け部材の形状の も短い辺と平
行になります。

3 = 挿入点は埋込み材の中心点になります。メイン部
材が対称の場合には、メイン部材の COG からサブア
センブリの COG までの線に沿って取り付け部材の方
向を計算します。

11 = 挿入点は埋込み材の も短い辺の中央の点にな
り、方向は も長い辺に沿った向きになります。

12 = 挿入点は埋込み材の も長い辺の中央の点にな
り、方向は も短い辺に沿った向きになります。

21 = 挿入点は埋込み材に も近いポリゴンの上端に
なり、方向はエクスポートされる取り付け部材の形状
の も長い辺と平行になります。

22 = 挿入点は埋込み材に も近いポリゴンの上端に
なり、方向はエクスポートされる取り付け部材の形状
の も短い辺と平行になります。

23 = 挿入点は埋込み材に も近いポリゴンの上端に
なります。メイン部材が対称の場合には、メイン部材
の COG からサブアセンブリの COG までの線に沿っ
て取り付け部材の方向を計算します。
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オプション 説明

31 = 挿入点は埋込み材とコンクリート部材面との間
の、コンクリート部材の も近い頂点になり、方向は
も長い辺に沿った向きになります。

32 = 挿入点は埋込み材とコンクリート部材面との間
の、コンクリート部材の も近い頂点になり、方向は
も短い辺に沿った向きになります。

41 = 挿入点は埋込み材製品の重心で、方向は始点から
終点への軸の向きになります。

42 = 挿入点は埋込み部材の始点で、方向は終点の向き
になります。

43 = 挿入点は埋込み材製品の重心で、方向は 長の縁
端の軸の向きになります。

製品外形をカットする コンクリート要素の外部にある埋込み材をエクスポ
ートする方法を選択します。

埋込み材のすべての部材がエクスポートされます。

コンクリート要素の内部にある埋込み材だけがエク
スポートされます。コンクリート要素の外部にある
埋め込み金物部材は無視されます。埋め込み金物部
材の一部がコンクリート要素内部にある場合、埋め込
み金物部材のエクスポートされた形状はカットに変
更されます。

前のオプションと同じですが、[外形のみのクラスをカ
ットする] で指定されたクラスの埋込み材だけが考慮
されます。

外形のみのクラスをカッ
トする

[製品外形をカットする] リストの 後のオプション
を選択している場合に、形状をカットに変更する部材
のクラスを入力します。

製品エクスポート

製品エクスポートファイ
ル名

オプションは、[いいえ]、[はい,
(spec_assemblies_def.txt)]、および [はい、パレットで
は非回転] です。

これらのオプションは、埋込み材のエクスポートされ
る形状に影響します。実際の形状は、テキスト ファイ
ルに定義された形状に置き換えられます。このテキ
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スト ファイルのデフォルトの名前は
spec_assemblies_def.txt です。このファイル

は、モデル フォルダーで検索されます。[製品エクス
ポートファイル名] を使用して、テキスト ファイルの
名前と場所を指定します。

特別な製品記号の定義ファイルは、埋込み材のテンプ
レート プロパティとその値、または空白を含む埋込み
材名をサポートします。埋込み材のテンプレート プ
ロパティ値または埋込み材名は、引用符で囲む必要が
あります。

デフォルトでは、記号の定義はエクスポートされた埋
込み材の指定に従ってマッピングされます。指定は、
[MOUNTPART 名] 設定を使用して [MOUNPART ブ
ロック データ] タブで制御される任意の部材プロパテ
ィにすることができます。

テキスト ファイルに必要な構造は次のとおりです。

• Designation(text)
Number_of_lines_defined(number)

• S(representing single line)
Start_coors-X,Y (number number)
End_coors-X,Y(number number)

• S(representing single line)
Start_coors-X,Y(number number)
End_coors-X,Y(number number)

ファイルの例:

特別な製品記号の定義ファイルに含まれる埋込み材
は、エクスポートされた埋込み材の指定ではなく、テ
ンプレートのプロパティと [TEMPLATE:VALUE] の
形式の値で指定することもできます。

テンプレート プロパティの使用例:
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すべての埋込み材 (この例では、Quicky、QuickyS、E-
Doze の指定) の形状が、テキスト ファイルに定義され
た形状に置き換えられます。次の例では、部材番号 1
(名前は Beam) はテキスト ファイルで見つからなかっ
たため、エクスポート ダイアログのデフォルト設定に
従って形状がエクスポートされています。これに対
して、部材番号 2 (名前は Quicky) はテキスト ファイル
で見つかったため、形状が置き換えられています。

定義の 初の行に、エクスポート コード、挿入点ロジ
ック、および埋込み材の z 位置を指定することもでき
ます。

Designation(text)
Number_of_lines_defined(number)
Def_export_code(number, see above)
Insertion_position(number 1-5) z-
position (PALLET / BOTTOM / MIDDLE)
spec_assemblies_def.txt ファイルを使用して

埋込み材の挿入点位置を指定するには、次のようにし
ます。

1 = サブアセンブリの重心
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2 = サブアセンブリの周囲ボックスの重心

3 = メイン部材の重心

4 = 拡張メイン部材の重心

5 = メイン部材の周囲ボックスの重心

[はい、パレットでは非回転] を選択すると、埋込み材
シンボルがパネルの回転に応じて配置されますが、シ
ンボル自体は回転しません。

埋込み材 Z 位置 埋込み材 Z 位置を選択します。オプションは、[パレ
ットに対する 小値]、[始点]、および [Z=0] です。
[Z=0] を選択すると、エクスポートされたすべての取
り付け部材がパレット平面上にプロットされます。

spec_assemblies_def.txt ファイルを使用して、

埋込み材の位置を設定することができます (上記参
照)。

未割り当ての場合、ダイアログ ボックスでの選択がデ
フォルトで使用されます。

例:

上記の例の 初の行では、埋込み材シンボルを配置す
るためのオプションを追加しています。

Quicky は埋込み材の名前です。

4 は以降の行の数です。

1 は埋込み材の取り付けタイプです。これには、1、2、
3、11、12、21、22、23、31、32 (上記参照) がありま
す。

1 は、重心の計算に使用される形状を定義します。選

択肢は 1 ～ 5 です (上記参照)。 1 は、シンボルの位置

が、取り付け部材のサブアセンブリ周囲ボックス全体
の重心によって定義されることを意味します。

Z=0 のプロットについては pallet、パレットに対す

る 小値 については bottom、始点 については 
middle と特別な製品記号がそれぞれ割り当てられて

います。

断熱材 断熱材のクラスまたは名前を定義します。対応する
部材が断熱材としてエクスポートされます。断熱材
と見なされるすべての部材が MOUNPART ブロックに
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エクスポートされます。断熱材の取り付け部材のデ
フォルトのタイプは、上書きされていない限り、03 で
す。

電気チューブ 電気チューブのクラスまたは名前を定義します。対
応する部材は線形状を持つ MOUNPART としてエクス

ポートされます。電気インストールの取り付け部材
のデフォルトのタイプは、上書きされていない限り、
07 です。

開口埋込み材 開口埋込み材のクラスまたは名前を定義します。対
応する部材は、通常埋込み材として MOUNPART ブロッ

クにエクスポートされます。コンクリート部材の 
CONTOUR ブロックと CUTOUT ブロックでは、形状は

考慮されません。

開口切り取り部 開口切り取り部のクラスまたは名前を定義します。
対応する部材は、コンクリート部材の CUTOUT ブロッ

クでのそれらの形状に関連する場合にのみエクスポ
ートされます。これらの部材は、MOUNPART ブロック

にはエクスポートされません。

以前のカット部材 MOUNPART ブロックでクラスまたは名前によって指

定されたカットをエクスポートします。切り取り部
ボックスの取り付け部材のデフォルトのタイプは、上
書きされていない限り、21 です。

開口 角シンボルあり 取り付け部材シンボルではなく角シンボルと一緒に
エクスポートされる開口に埋込み材のクラスまたは
名前を指定します。

角シンボルとしてのすべ
ての切り取り部

クラスまたは名前を定義して、長方形の切り取り部を
4 つの角シンボル付きの取り付け部材としてエクスポ
ートします。シンボルのサイズをダイアログ ボック
スで定義できます。

断熱材をエクスポート 断熱材を埋込み材として MOUNPART ブロックにエク

スポートする場合は [(MOUNPART) として] オプショ
ンを使用し、コンクリート パネルとして SLABDATE
ブロックにエクスポートする場合は [コンクリート パ
ネルとして] オプションを使用し、レイヤーとして 
SLABDATE ブロックおよび埋込み材として 
MOUNPART ブロックにエクスポートする場合は [レイ

ヤーと埋込み] オプションを使用します。

面をエクスポート 仕上げ材を埋込み材として MOUNPART ブロックにエ

クスポートするか、コンクリートパネルとして 
SLABDATE ブロックにエクスポートするかを選択し

ます。仕上げ材をエクスポートしない場合は [いい
え] のオプションも使用できます。
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縁端のカットをエクスポ
ート

端部のカットを MOUNPART ブロックとしてエクスポ

ートする方法を選択します。次のオプションがあり
ます。

• ライン カット

• 角

• ライン カットと角処理

形状は単純な線になり、MOUNPART には固定名が割り

当てられます。端部のカットに沿ってライン カット
と継手がプロットされます。角処理は、角処理したエ
ッジの内側の線にプロットされます。

この設定は、たとえば、標準のスラブへの鋸引きの表
示に使用することができます。

取り付け ID MOUNPART ブロックの取り付け ID を選択します。

オプションは、[取り付け (0)]、[プロットのみ (1)]、[取
り付けのみ (2)]、[取り付けなし、プロットなし (3)]、
[鉄筋での取り付け (4)]、[自動取り付け (5)] です。

ユニテクニック エクスポート: [鉄筋] タブ

シングル鉄筋、直線の鉄筋のグループ、曲げた鉄筋のグループ、長方形の溶接金
網、ポリゴンの溶接金網、曲げた溶接金網をエクスポートできます。鉄筋グループ
と長方形またはポリゴンの溶接金網は、複数のシングル鉄筋に分割されます。すべ
ての鉄筋は、RODSTOCK ブロックにエクスポートされます。

オプション 説明

鉄筋エクスポート - 直線 フックされた鉄筋は、[折り] 設定ではなく、[直線] 設
定によって制御されることに注意してください。

フック付きを含むすべて - 直線の鉄筋がエクスポート
されます。フックがサポートされています。

フックなしすべて - 直線の鉄筋がフックなしでエクス
ポートされます。

収集済み - 未収集の鉄筋がエクスポートから除外され
ます。

鉄筋をエクスポート - 折
り

すべて - 曲げた鉄筋がエクスポートされます。

収集済み - 未収集の鉄筋がエクスポートから除外され
ます。

[メッシュ筋エクスポー
ト]

[はい] に設定すると、ポリゴンまたは長方形の溶接金
網がエクスポートされます。フックがサポートされ
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ています。直線の溶接金網と曲げ溶接金網を別々に
指定できます。

長のラインに沿って展開するか、パレットに平行に
展開するかも選択できます。

曲げ鉄筋(展開) [はい] に設定すると、曲げ鉄筋が展開された状態でエ
クスポートされます。

展開鉄筋ではフックもサポートされ、[はい、終了フッ
クを使用します] を選択できます。フックの形状は、
0、2、5 が検出されます。

[終了フック付きの曲げた溶接金鋼] は、ユニテクニッ
ク仕様に従って、終了フック形状 L、S、U (曲げ形状
1、4、5) を終了フックとしてエクスポートします。そ
の他の形状は、以前と同様に曲げ自在形状としてエク
スポートされます。

オプション [溶接金網のみ] を使用すると、別の曲げ鉄
筋を曲げた状態でエクスポートしながら、曲げ溶接金
網を折梁展開された状態でエクスポートできます。

2 つの鉄筋の始点 ([展開された鉄筋の原点] または [始
点鉄筋点の原点]) から選択できます。[展開された鉄
筋の原点] では、エクスポートでの鉄筋の方向に応じ
て、鉄筋または溶接金網ワイヤーのメインの脚の第 1
点が使用されます。このオプションは、インポートさ
れたユニテクニック ファイルの Z レベル鉄筋にも影
響します。始点は展開オプションの影響を受けませ
ん。

[金網のエクスポート形
式]

エクスポート ファイルの金網平面の回転を設定しま
す。次のオプションがあります。

標準

埋込み材: 取り付け部材としてエクスポートされま
す。

パレットに対して回転: すべての金網がパレット軸に
従って別々に回転されます。

トラス梁のクラスまたは
名前

トラス梁を表す鉄筋、鋼材ロッド、またはプロファイ
ルのクラスまたは名前を入力します。たとえば、15
17 5 は、クラス 15、17、または 5 の部材をトラス梁

と見なすことを意味します。

STEELMAT ブロック内でオプション [STEELMAT ブ
ロック内] を使用して、STEELMA T ブロック内にトラ
ス梁をエクスポートできます。また、オプション [コ
ンクリート カバーなし] を使用して、トラス梁 Z 座標
を 0 としてエクスポートすることもできます。デフ
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ォルトでは、トラス梁は STEELMAT ブロックの外部
にエクスポートされます。

トラス梁は単線として表され、以下の選択に基づいて
配置されます。

• トラス梁上弦プロファイルとして (デフォルト):
主弦 (上弦) の形状とすべての情報がエクスポート
に含まれます。

• トラス梁下弦プロファイルとして:トラス梁は 1 つ
のオブジェクトとしてエクスポートされますが、
数量は 2 で、間隔が含まれます。

• 弦プロファイルすべてトラス梁として:上記と同じ
く 1 つのオブジェクトですが、数量は 3 です。

• 終了シンボルを持つ上弦プロファイルとして:2 つ
の取り付け部材シンボルが、トラス梁の方向に向
いて上弦の終点に配置され、線の長さは 20 mm で
す。また、上記の BRGIRDER 情報が含まれます。

• 終了シンボルを持つ下弦プロファイルとして:4 つ
の取り付け部材シンボルが、トラス梁の方向に向
いて下弦の終点に配置され、線の長さは 20 mm で
す。また、上記の BRGIRDER 情報が含まれます。

• 上弦プロファイル終了シンボルのみ:2 つの取り付
け部材シンボルが、トラス梁の方向に向いて上弦
の終点に配置され、線の長さは 20 mm です。
BRGIRDER はありません。

• 下弦プロファイル終了シンボルのみ:4 つの取り付
け部材シンボルが、トラス梁の方向に向いて下弦
の終点に配置され、線の長さは 20 mm です。
BRGIRDER はありません。

鉄筋のエクスポートタイ
プ

鉄筋のエクスポートするファイルの構造を定義しま
す。

配置ロボット専用工場

溶接金網オブジェクトを含むすべての鉄筋が
SLABDATE 内の個別の RODSTOCK としてエクスポ
ートされます。
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溶接組された鉄筋の製作

エクスポートタイプが [溶接組された鉄筋の製作] に
設定されている場合、鉄筋グループが個別の
RODSTOCK としてエクスポートされ、溶接金網オブ
ジェクトが STEELMAT ブロック内の RODSTOCK と
してエクスポートされます。

出力ファイルの構造は次のとおりです (1 つの 
SLABDATE だけが示されています)。

 鉄筋を集計

出力ファイルの構造は、[溶接組された鉄筋の製作] の
場合と同じです。このオプションを使用すると、金
網、単一の鉄筋、および鉄筋グループが収集され、1
つの STEELMAT ブロックにエクスポートされるグル

ープにまとめることができます。グループは、[基づい
て集計] フィールドに基づいて集計されます。さまざ
まなキャスト ユニットに属する溶接金網をまとめる
こともできます。
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1 (オレンジ): 溶接金網がキャスト ユニットの下パネ
ルに属しています。溶接金網の名前は MESH1 です。

2 (青): 2 本のシングル鉄筋です。名前は MESH1 です。

3 (緑): 1 つの鉄筋グループが上パネルに属していま
す。名前は MESH1 です。

[鉄筋のエクスポートタイプ] が [鉄筋を集計] に設定
されていて、[基づいて集計] が [名前] に設定されてい
る場合、3 種類すべての鉄筋タイプが収集されて 1 つ
の金網にまとめられ、この金網が 1 つの STEELMAT ブ
ロックにエクスポートされます。

指定されていない他の鉄筋のグループは、個別の
RODSTOCK としてエクスポートされます。集計され
た溶接金網の鉄筋が 1 つだけの場合、STEELMAT なし

で個別の RODSTOCK としてエクスポートされます。

 指定溶接鉄筋

このオプションは、[溶接組された鉄筋の製作] と同様
に機能しますが、[基づいて集計] オプションと同時に
使用して、鉄筋タイプ 1 または 2 でメイン レイヤーを
形成する鉄筋を指定できます。ただし、オブジェクト
タイプによっては鉄筋は RODSTOCK のままになりま

す。
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基づいて集計 溶接金網をまとめる方法を選択します。鉄筋が 1 本
の溶接金網は、シングル鉄筋としてエクスポートされ
ます。

• 名前

同じ名前の溶接金網、シングル鉄筋、および鉄筋
グループが溶接金網にまとめられます。同じ名前
の溶接金網、シングル鉄筋、および鉄筋グループ
が、エクスポートされたファイルで 1 つの溶接金
網になります。

• [クラス]
同じクラス番号の溶接金網、シングル鉄筋、およ
び鉄筋グループが溶接金網にまとめられます。同
じクラス番号の溶接金網、シングル鉄筋、および
鉄筋グループが、エクスポートされたファイルで
1 つの溶接金網になります。

• 等級

同じ等級の溶接金網、シングル鉄筋、および鉄筋
グループが溶接金網にまとめられます。

• ユーザー定義情報

同じユーザー定義情報を持つ溶接金網、シングル
鉄筋、および鉄筋グループが溶接金網にまとめら
れます。

このオプションの横にあるボックスに UDA 値を
入力します。

距離が短い場合はまとめ
る

1 つの STEELMAT として集計される溶接金網鉄筋間

の 大距離を定義します。

鉄筋グループ化 等間隔の類似した鉄筋をグルーピングします。類似
した鉄筋が、1 つ RODSTOCK 行を使用して、適切な
数量と間隔でエクスポートされます。オプションは
[はい] および [いいえ] (デフォルト) です。

鉄筋グループ化は、単純な金網および鉄筋の製作に使
用することを主な目的としています。

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 409 自動プレキャスト制作



オプション 説明

鉄筋の長さ 鉄筋の長さの計算方法を選択します。

• 中央の線
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• 端の線 (全長のみ)

• 端の線 (すべての脚の長さ)では、鉄筋端部で鉄筋
脚の長さが計算されます。
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• GetValue(Length) (全長のみ)

鉄筋径 鉄筋径をエクスポートする方法を選択します。次の
オプションがあります。

• 外径または呼び径
(XS_USE_ONLY_NOMINAL_REBAR_DIAMETE
R)
詳細については、「XS_USE_ONLY_NOMINAL_
REBAR_DIAMETER」を参照してください。

• サイズ

• 実際

• 呼び径

この選択は、[鉄筋の長さ] オプションの結果に影響し
ます。

鉄筋の角度方向の許容範
囲

一部の生産インターフェイスでは必要に応じて、XY
平面での鉄筋の開始方向が制限されるかどうかを選
択します。

• いいえ

鉄筋が Tekla Structures でモデリングされたとおり
にエクスポートされます。
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オプション 説明

• 0 ～ 180
開始角度制限が 180 度未満になるように鉄筋がエ
クスポートされ、常にパレットの正の y 軸方向に
開始する向きになります。

この場合、鉄筋の始点は常に、Y 座標が 小値の
鉄筋端部になります。

• 0 ～ 180 の順

上記と同じです。ただし、鉄筋の角度方向に基づ
いて鉄筋を並べ替えます。角度の小さいものから
順に鉄筋を並べ替えます。

• 180 ～ 0 の順

鉄筋の角度方向に基づいて鉄筋を並べ替えます。
角度の大きいものから順に鉄筋を並べ替えます。

初の曲げ角度 曲げ自在 RODSTOCK の 初の曲げ角度をプラスまた
はマイナス (特定のインターフェイスで必要) に設定
することができます。次のオプションがあります。

• 常にプラス

• 正または負の値を許可

鉄筋タイプ エクスポートする溶接金網の鉄筋タイプを選択しま
す。ほとんどのオプションでは、ユーザー定義情報を
指定することもできます。次のオプションがありま
す。

• 1、2、4 を使用

• 1、2、4、5、6、8、およびユーザー定義情報 (デフ
ォルト) を使用します。

• 1、2、8、ユーザー定義情報を使用

• 1、2、4、8、ユーザー定義情報を使用

• 1、2、ユーザー定義情報を使用

1 および 2 は、底面の長手方向鉄筋および横筋のロッ
ドを表します。[1、2、ユーザー定義情報を使用] オプ
ションを使用すると、同じ方向のすべての鉄筋を含む
も低い鉄筋レイヤーが鉄筋タイプ 1 でエクスポー

トされ、その他のすべてのレイヤーがタイプ 2 として
エクスポートされます。

5 および 6 は、上面の長手方向鉄筋および横筋のロッ
ドを表します。

4 は、要素の鉄筋に配置された他の鉄筋を表します。
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オプション 説明

8 は、事前に製作された溶接金網に溶接されたフリー
の鉄筋を表します。

さらに、[下段鉄筋 = タイプ 1] オプションを使用して、
パレットの溶接金網方向に関係なく、鉄筋タイプ 1 の
鉄筋が常に溶接金網の も低い鉄筋となるように指
定できます。

フリー鉄筋のクラス (タイ
プ 8)

収集するフリーの鉄筋のクラスを入力します。これ
らの鉄筋は溶接金網の一部であり、鉄筋タイプ 8 とし
てエクスポートされます。

[配置が自動化されていな
い鉄筋のクラス]

自動化されていない生産の注記を付ける鉄筋のクラ
スを入力します。

スペーサー タイプ 鉄筋の 初のレイヤー (ユニテクニック鉄筋タイプ 1)
にスペーサー タイプ情報を追加できます。スペーサ
ー タイプは、Unitechnik ファイル内の rodstock にある
個々のスペーサー タイプ ブロックに追加されます。
次のオプションがあります。

自動、鉄筋タイプ 1: かぶり厚に従って、スペーサー
タイプを自動的に計算します。鉄筋タイプが 1 で、要
素が 100 mm と薄い場合、スペーサー タイプがエクス
ポートされます。

自動、すべての鉄筋タイプ: スペーサー タイプは、常
に鉄筋ごとに計算されます。

ユーザー定義スペーサー タイプ:すべての 初のレイ
ヤーの鉄筋に入力するスペーサー タイプを入力しま
す。

いいえ:スペーサー タイプを 0 のままにします。

スペーサー開始位置 鉄筋の始点からの 初のスペーサー開始位置を 500
(mm) のように入力します。

スペーサー ピッチ 始点からのスペーサー ピッチ情報を 1000 (mm) のよ

うに入力します。

溶接金網ワイヤー レイヤ
ー レベル

溶接金網ワイヤー レベルの計算方法を選択します。
次のオプションがあります。

• 実際レベル: これは、モデル内の相対ワイヤー レベ
ルです。

• 高レベルで: レイヤー内のすべてのワイヤーは、
z 位置が も大きいワイヤーのレベルに移動され
ます。

• ワイヤー サイズで: 2 番目のレイヤーの相対レベ
ルは、ワイヤーのサイズに従って書き込まれます。

• [手動]: 2 番目のレイヤー ワイヤー レベルは手動
で定義できます。
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オプション 説明

金網安定ワイヤーの追加 溶接金網ワイヤーを開口から伸ばし、溶接金網を安定
させるかどうかを選択します。開口が大きい溶接金
網に使用します。

安定ワイヤーの 大間隔 溶接金網を安定させるワイヤーの 大間隔を指定す
る値を入力します。これにより、追加ワイヤーの 小
数は、開口部付近の も近い完全ワイヤーからのピッ
チ値の範囲内で拡張されます。

金網の並べ替え 溶接金網を並べ替えるかどうかを選択します。

金網のオフセット 溶接金網に STEELMAT ブロック内で定義されたオフ

セットを設定するかどうかを選択します。このオプ
ションを [はい] に設定すると、X 方向と Y 方向の値は
0 に設定されます。このオプションが [いいえ] に設
定されている場合、X および Y の値はモデル化された
状況に従ってエクスポートされます。

ユニテクニック エクスポート: [検証] タブ

オプション 説明

スキャンされた形状を作
図

エクスポートされる形状は、[スキャンされた形状を作
図] を使用して表示できます。

エクスポートされた部材の形状が正しいかどうかを
確認するかどうかを選択します。基本形状のエクス
ポートされた四角形と、部材、カット、埋込み材、お
よび鉄筋のエクスポートされた形状を表す線が表示
されます。埋込み材は基本形状の平面に投影されま
す。鉄筋の線は、[鉄筋] タブの [曲げ鉄筋 (展開)] 設定
で選択されたオプションに応じて、曲がった状態また
は展開された状態で各鉄筋の内側に配置されます。
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オプション 説明

1. パレットの予測領域

2. メイン要素の形状とスキャン平面の位置

3. カットの形状

4. 回転方向を持つ埋込み材形状および参照挿入点

この設定は、エクスポートの処理速度に大きな影響を
与える可能性があることに注意してください。

パレット軸を作画 座標系を表示するかどうかを選択します。軸は点線
で表示されます。

壁とパレット間のチェッ
ク

エクスポートでパレット サイズに対して壁サイズを
チェックするかどうかを選択します。[はい、超過した
場合はエクスポートしません] を選択した場合は、[パ
レット幅]、[パレットの長さ]、[ 大キャスト ユニッ
ト厚] の各オプションを空白にすることはできませ
ん。

パレット幅 パレットの幅を指定します。

[壁とパレット間のチェック] オプションでは、パレッ
トの幅と長さに基づいて、壁要素が大きすぎてパレッ
トに合わない状態になっていないかどうかをチェッ
クすることができます。壁要素がパレットに合わな
い場合、壁要素が回転されます。

パレットの長さ パレットの長さを指定します。
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オプション 説明

大キャスト ユニット厚 大キャスト ユニット厚を指定します。

乾燥室との干渉を防ぐには、キャスト ユニットの 大
厚を乾燥室の 大開口部より小さくする必要があり
ます。

鉄筋径の制限 エクスポートする鉄筋の 小径と 大径。

鉄筋の長さの制限 エクスポートする鉄筋の 小長と 大長。

鉄筋脚の長さの制限 エクスポートする曲げ鉄筋の各脚部分の 小長と
大長。

溶接金網ワイヤーの長さ
の制限 (縦筋)

エクスポートする縦筋鉄筋の 小径と 大径。

溶接金網ワイヤーの長さ
の制限 (横筋)

エクスポートする金網における横筋鉄筋の 小長と
大長。

溶接金網ワイヤー脚の長
さの制限

エクスポートする曲げ金網ワイヤーにおける各脚部
断面の 小長と 大長。

溶接金網ワイヤーの張出
し制限

初の交差ワイヤー溶接ポイントの前および 後の
交差ワイヤー溶接ポイントの後ろの、エクスポートす
る曲げ金網ワイヤー張出し面の 小長と 大長。

溶接金網ワイヤーの間隔
制限

空白で区切られた、エクスポートする溶接金網ワイヤ
ーの間隔に対して許容される間隔。値が追加されて
いない場合、間隔に制限はありません。

他をエクスポート 以下の操作は、検証に失敗したオブジェクトに対する
ものです。

• 無効な溶接金網ワイヤーを削除:溶接金網ワイヤー
に検証に失敗したものがある場合、溶接金網全体
ではなく、無効な溶接金網ワイヤーのみを除外し
ます。

• はい、フリーとして (タイプ 4 または 8): 無効な鉄
筋を、タイプ 4 または 8 のフリー鉄筋としてエク
スポートします。

• はい、制限を無視します: 径と長さの制限を無視し
ます。

• はい - 非自動: 有効でない鉄筋を非自動としてエ
クスポートします。

• エクスポートを許可しない

• すべて除外:いずれかの溶接金網ワイヤーの検証に
失敗した場合、エクスポートから溶接金網全体を
除外します。

鉄筋の検証に失敗した場合、ログ メッセージで通知さ
れます。
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ユニテクニック エクスポート: [鉄筋データ] タブ

必要に応じて、右側の列にカスタムまたはユーザー定義情報文字列を入力します。
このタブでは、データ属性のみを追加できます。形状属性を追加することはできま
せん。追加した情報によって、鉄筋単位データ (1 つの鉄筋、溶接金網、トラス梁、
ケージ) が制御されます。属性は省略可能または必須です。一部のフィールドでは
UT 形式で長さが制限されているため、文字列を短くします。

設定に応じて、[名前]、[材質]、[クラス]、[鉄筋 ID]、[溶接金網 ID]、[溶接金網位
置]、[ユーザー定義情報]、[ユーザー定義情報 (メイン部材)]、[ユーザー定義情報
(鉄筋)]、[部材のユーザー定義情報]、[メイン部材のユーザー定義情報]、[フェー
ズ]、[ユーザー定義テキスト]、[ユーザー定義テキスト + クラス]、[テンプレート]、
[テキスト [テンプレート] #Counter] の各属性を追加できます。

テキスト [テンプレート] #Counter:

• テキストには、句読点を含む任意のテキストを使用できます。

• テンプレートはブラケット [] で囲みます。

• # は、複数のエントリでデータ内容が同じ場合に番号を追加します。

• 複数のテンプレートを入力して、[ASSEMBLY_POS]-[REBAR_POS] のようにテ
キスト区切り文字を使用できます。

• テンプレートを指定して [テキスト [テンプレート] #Counter] を開始する場合、
ブラケットの前の 初の文字としてスペースを追加します。

• テンプレート属性は、1 つの鉄筋、溶接金網、トラス梁、またはケージから読
み取られます。

• 別の階層レベル (鉄筋の製品ユーザー定義情報など) に対応する属性を使用す
ることもできます。

• 部材のユーザー定義情報を確認するには <VALUE> を使用し、製品のユーザー

定義情報を確認するには {VALUE} を使用できます。これにより、テンプレー

ト プロパティを使用してユーザー定義情報を指定するよりも文字列を短くす
ることができます。

オプション 説明

[鉄筋]: [記事番号 - 鉄筋] 鉄筋に対して鉄筋の記事番号としてエクスポートす
るプロパティを選択します。

鉄筋: [記事番号 - 溶接金
網]

鉄筋に対して溶接金網の記事番号としてエクスポー
トするプロパティを選択します。

[溶接金網]:[記事番号 - 鉄
筋]

溶接金網に対して鉄筋の記事番号としてエクスポー
トするプロパティを選択します。

溶接金網:[記事番号 - 溶接
金網]

溶接金網に対して溶接金網の記事番号としてエクス
ポートするプロパティを選択します。

[溶接金網]:[金網の指定] エクスポートする溶接金網の情報を選択します。

[溶接金網]:[情報 1 テキス
ト (UT 6.0)]

情報フィールドには選択したデータが入力されます。
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オプション 説明

[溶接金網]:[情報 2 テキス
ト (UT 6.0)]

情報フィールドには選択したデータが入力されます。

溶接された脚の指定 交差ワイヤーに溶接された脚が 1 本のみの場合は、折
れ溶接金網の溶接された脚を指定します。[はい] を
選択すると、溶接された脚の指定に関する情報がエク
スポートされます。

[緊張材 UT (6.0)]:[引張力
(KN)]

メイン部材のユーザー定義情報 ([UDA (メイン部材)])
または鉄筋のユーザー定義情報 ([UDA (鉄筋)]) を使
用して、ユニテクニック エクスポートに引張荷重情報
を含められるようになりました。

[空] を選択すると、引張荷重情報はエクスポートされ
ません。

この設定は、鉄筋のユーザー定義プロパティで、[ユニ
テクニック データ タブの [ユニテクニック鉄筋タイ
プ] ボックスにタイプ [9] が設定されている鉄筋にの
み有効です。

[BRGIRDER ブロック]:
[トラス梁タイプ]

エクスポートされたファイルの BRGIRDER ブロック

のガーダー タイプ フィールドの文字列を選択しま
す。

• [空]
文字列はエクスポートされません。

• [名前]
トラス梁タイプの名前がエクスポートされます。
トラス梁の上部の名前が空白の場合、ロッドの名
前がチェックされます。

• [ユーザー定義情報]
トラス梁タイプ (type)、トラス梁の記事番号

(art_number)、またはトラス梁の製造元

(fabricator) のユーザー定義情報の値をエクス

ポートできます。

システム コンポーネントとして [トラス梁 (88)] ま
たは [トラス梁 (89)] を使用して部材が作成されて
おり、コンポーネントのダイアログ ボックスで必
要な値を入力していれば、UDA をトラス梁に追加
できます。

• [ユーザー定義テキスト]
このオプションの横にあるボックスに入力した値
がエクスポートされます。

[CAGE ブロック]: [梯子
の指定]

CAGE ブロック (UT 6.1) にエクスポートするケー

ジの情報を選択します。
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オプション 説明

[CAGE ブロック]: [ベー
ス ケージの形状]

ベース ケージの形状として表示する情報を選択しま
す。

[CAGE ブロック]: [情報 1
テキスト]

情報フィールドには選択したデータが入力されます。

[CAGE ブロック]: [情報 2
テキスト]

情報フィールドには選択したデータが入力されます。

ユニテクニック エクスポート: [HEADER ブロック データ] タブ

必要に応じて、右側の列にカスタムまたはユーザー定義情報文字列を入力します。
このタブでは、データ属性のみを追加できます。形状属性を追加することはできま
せん。属性は省略可能または必須です。一部のフィールドでは UT 形式で長さが
制限されているため、文字列を短くします。

設定に応じて、[プロジェクト番号]、[プロジェクト名]、[キャストユニット位置]、
[キャストユニットの位置情報]、[製品管理番号 (ACN)]、[キャストユニット ID]、
[キャストユニット頭マーク (2 桁)]、[キャストユニット図のリビジョンマーク]、
[プロジェクト プロパティ - 名前]、[プロジェクト プロパティ - アドレス]、[ファイ
ル名 (拡張子付き)]、[ファイル名 (拡張子なし)]、[Tekla Structures のバージョン]、
[メイン部材 ID]、[プロジェクト UDA]、[メイン部材のユーザー定義情報]、[メイン
部材ユーザー定義情報 (UT_product_code)]、[フェーズ]、[ユーザー定義テキスト]、
[ユーザー名]、[メイン部材テンプレート]、[テンプレート]、[テキスト [テンプレー
ト] #Counter] の各属性を追加できます。

テキスト [テンプレート] #Counter:

• テキストには、句読点を含む任意のテキストを使用できます。

• テンプレートはブラケット [] で囲みます。

• # は、複数のエントリでデータ内容が同じ場合に番号を追加します。

• 複数のテンプレートを入力し、テキストの区切り文字を入力できます。

• テンプレートを指定して [テキスト [テンプレート] #Counter] を開始する場合、
ブラケットの前の 初の文字としてスペースを追加します。

• テンプレート属性はメイン部材から読み取られます。

• 別の階層レベルを示す属性も使用できます。

• 部材のユーザー定義情報を確認するには <VALUE> を使用し、製品のユーザー

定義情報を確認するには {VALUE} を使用できます。これにより、テンプレー

ト プロパティを使用してユーザー定義情報を指定するよりも文字列を短くす
ることができます。
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オプション 説明

Order 名 選択したデータが HEADER ブロックの注文フィール

ドに入力されます。

ファイル名セクション:[主部材] タブで指定されてい
るエクスポート済みファイル名マスクの 6 つのセク
ションに対応する番号で構成された文字列を指定し
ます。1 ～ 6 の番号と区切り文字「,」、「.」、「_」、およ
び「-」を空の入力フィールドに入力し、任意の順序で
ファイル名に使用した文字列の組み合わせをエクス
ポートできます (例: 1-2-3、2_5_6)。

コンポーネント名 選択したデータが HEADER ブロックのコンポーネン

ト フィールドに入力されます。

図面番号 選択したデータが HEADER ブロックの図面番号フィ

ールドに入力されます。

ファイル名セクション:[主部材] タブで指定されてい
るエクスポート済みファイル名マスクの 6 つのセク
ションに対応する番号で構成された文字列を指定し
ます。1 ～ 6 の番号と区切り文字「,」、「.」、「_」、およ
び「-」を空の入力フィールドに入力し、任意の順序で
ファイル名に使用した文字列の組み合わせをエクス
ポートできます (例: 1-2-3、2_5_6)。

図面リビジョン HEADER ブロックにある図面のリビジョンのフィール

ドには、選択したデータと図面リビジョン マークが入
力されます。

製品コード 選択したデータが HEADER ブロックの製品コード フ
ィールドに入力されます。

プロジェクト テキスト 1
行目 - プロジェクト テキ
スト 4 行目

選択したデータが HEADER ブロックのプロジェクト

情報フィールド (3 行目) に入力されます。

ファイル作成者 (UT 6.0) Tekla Structures のバージョン情報、ユーザー名、また
はユーザー定義テキストを HEADER ブロックにエク

スポートするときに選択できます。

自由フィールド (UT 5.2) Unitechnik 5.2 の場合のみ。HEADER ブロックにユー

ザー名、ユーザー定義テキスト、ファイル名 (拡張子
付き)、ファイル名 (拡張子なし)、またはモデル名など
の情報をエクスポートするかどうか選択することが
できます。

建設現場 - 名前 建設現場の名前。

建設現場 - 番地 建設現場の番地。

建設現場 - 郵便番号 建設現場の郵便番号。

建設現場 - 場所 建設現場がある市町村。

建物オーナー - 名前 建物オーナーの名前。
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建物オーナー - 番地 建物オーナーの番地。

建物オーナー - 郵便番号 建物オーナーの郵便番号。

建物オーナー - 場所 建物オーナーの番地がある市町村。

データ フィールド テンプ
レート単位: 小数点以下の
桁数

データ フィールド テンプレート単位における小数点
以下の桁数を指定します。

ユニテクニック エクスポート: [SLABDATE ブロック データ] タブ

必要に応じて、右側の列にカスタムまたはユーザー定義情報文字列を入力します。
このタブでは、データ属性のみを追加できます。形状属性を追加することはできま
せん。属性は省略可能または必須です。一部のフィールドでは UT 形式で長さが
制限されているため、文字列を短くします。

設定に応じて、[カウンタ]、[キャスト ユニット番号]、[キャスト ユニット位置]、
[部材マーク]、[部材番号]、[部材名]、[キャスト ユニット位置コード]、[キャスト
ユニット名]、[キャストユニット GUID]、[製品管理番号 (ACN)]、[キャスト ユニ
ット ID]、[キャスト ユニット頭マーク]、[キャスト ユニット厚]、[コンクリート部
材厚]、[キャスト ユニットの幅]、[コンクリート部材の幅]、[メイン部材厚]、[メイ
ン部材 ID]、[メイン部材 GUID]、[メイン部材のユーザー定義情報]、[材質]、[名
前]、[ユーザー定義情報]、[ユーザー定義テキスト]、[フェーズ]、[部材総量]、[メ
イン部材テンプレート]、[部材の重量]、[ユニット重量]、[キャスト ユニット重量]、
[はい、X 軸と Y 軸を入れ替えます]、[テンプレート]、および [テキスト [テンプレ
ート] #Counter] の各属性を追加できます。

テキスト [テンプレート] #Counter:

• テキストには、句読点を含む任意のテキストを使用できます。

• テンプレートはブラケット [] で囲みます。

• # は、複数のエントリでデータ内容が同じ場合に番号を追加します。

• 複数のテンプレートを入力し、テキストの区切り文字を入力できます。

• テンプレートを指定して [テキスト [テンプレート] #Counter] を開始する場合、
ブラケットの前の 初の文字としてスペースを追加します。

• テンプレート属性はメイン部材から読み取られます。

• 別の階層レベルを示す属性も使用できます。

• 部材のユーザー定義情報を確認するには <VALUE> を使用し、製品のユーザー

定義情報を確認するには {VALUE} を使用できます。これにより、テンプレー

ト プロパティを使用してユーザー定義情報を指定するよりも文字列を短くす
ることができます。
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オプション 説明

スラブ番号 選択したデータが SLABDATE ブロックのスラブ番号

フィールドに入力されます。

ファイル名セクション:[主部材] タブで指定されてい
るエクスポート済みファイル名マスクの 6 つのセク
ションに対応する番号で構成された文字列を指定し
ます。1 ～ 6 の番号と区切り文字「,」、「.」、「_」、およ
び「-」を空の入力フィールドに入力し、任意の順序で
ファイル名に使用した文字列の組み合わせをエクス
ポートできます (例: 1-2-3、2_5_6)。

読み込み解除タイプ 読み込み解除タイプを指定します。次のオプション
があります。

• 横向き

• 傾斜テーブル

• メイン部材 UDA
プレキャスト コンクリート部材の [ユニテクニックデ
ータ] タブでこの設定を上書きできます。これによ
り、エクスポート ダイアログ ボックス設定が上書き
されます。

輸送タイプ 輸送手段の情報をエクスポートします。

プレキャスト コンクリート部材の [ユニテクニックデ
ータ] タブでこの設定を上書きできます。これによ
り、エクスポート ダイアログ ボックス設定が上書き
されます。

輸送ユニット番号、輸送シ
ーケンス番号

SLABDATE ブロックの輸送ユニット番号と輸送シー

ケンス番号の値を指定します。

これは、部材のユーザー定義情報で定義できます。

輸送杭レベル数 SLABDATE ブロックの輸送パイル レベルの数を指定

します。要素が縦に並んでいて、同じレベルで重ねる
必要がある場合は、パイル レベルを使用します。

たとえば、パイルに 6 つのスラブが含まれている場
合、それぞれに連続したパイル レベル番号 (1、2、3..)
が付けられます。6.

これは、部材のユーザー定義情報で定義できます。

露出クラス 露出クラスをエクスポートします。部材のユーザー
定義情報から読み取るか、別のオプションを使用する
かを選択できます。

総厚 どの値を総厚としてエクスポートするかを選択しま
す。オプションは、[キャスト ユニット厚]、[コンクリ
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オプション 説明

ート部材厚]、[メイン部材厚]、[テンプレート]、[2 重
壁の幅] です。

[2 重壁の幅] は、[キャスト ユニット厚] と同じですが、
モデリング方法に関係なく、常にメインのキャスト ユ
ニットから照会されます。次に、2 番目のシェルにも
キャスト ユニットの総幅が表示されます。

製作上の厚さ キャスト ユニットの幅、コンクリート部材の幅、2 重
壁の幅に基づいて SLABDATE ブロックの製作上の厚

さが計算されます。

[2 重壁の幅] は、[キャスト ユニット幅] と同じですが、
モデリング方法に関係なく、常にメインのキャスト ユ
ニットから照会されます。次に、2 番目のシェルにも
キャスト ユニットの総幅が表示されます。

2 重壁をエクスポートする場合:[キャストユニットの
幅] オプションを使用すると、両方のシェルのキャス
トユニット厚がエクスポートされます。

シェル ギャップ幅のエク
スポート

ギャップ幅の値のエクスポートを制御または無効に
します。次のオプションがあります。

• いいえ: ギャップはエクスポートされません。

• 2 重壁のみ: ギャップは 2 重壁の場合のみエクスポ
ートされます。このオプションは、ほとんどの制
御システムで 2 重壁と共に使用することをお勧め
します。

• レイヤー パネル: 2 重壁やサンドイッチ パネルな
ど、複数のコンクリート レイヤーがあるすべての
パネルのギャップがエクスポートされます。

製品重量 SLABDATE 重量のタイプを設定します。オプション
は [部材の重量]、[ユニット重量]、[キャスト ユニット
重量]、および [テンプレート] です。

コンクリート体積 体積のタイプを設定します。コンクリート部材を選
択するか、ユーザー定義コンクリート体積テンプレー
ト プロパティを指定できます。

寸法 ( 大) SLABDATE の 大部材の長さと幅をエクスポートす

る方法を指定します。次のオプションがあります。

• メイン部材周囲ボックス (デフォルト): メイン部
材形状をチェックします。

• キャスト ユニット周囲ボックス: 突き出ているす
べての埋込み材を含む、キャスト ユニット形状全
体をチェックします。

• スキャン済みのポリゴン: すべてのポリゴンをチ
ェックします。
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• スキャン z じゅみのすべての部材: すべてのポリ
ゴンと埋込み材のポリゴンをチェックします。

レイヤー品質 SLABDATE の品質を設定します。オプションには
[名前]、[テンプレート]、[材質]、および [UDA] があり
ます。

アイテムの指定 エクスポートした要素に関するデータを指定します。

情報 1 テキスト (UT 6.0)
～ 情報 4 テキスト (UT
6.0)

選択したデータが、SLABDATE ブロックと MOUNPART
ブロックの情報フィールド (1 ～ 4) に入力されます。

プロジェクト座標のエク
スポート

プロジェクト座標をエクスポートする方法を選択し
ます。

次のオプションがあります。

いいえ

はい、モデル原点です: モデル原点を使用します。

はい、X 軸と Y 軸を入れ替えます: X 軸と Y 軸を交換
します。

はい、特殊変形 A (バージョン 5.2 b): IDAT スタッカー
ソフトウェアと互換性のあるユニテクニック データ
ファイルをエクスポートます。これは、5.2b バージョ
ンのユニテクニックデータでのみ使用できます。

はい、プロジェクト基準点です: プロジェクト基準点
を使用します。

はい、現在の基準点です: モデル内で現在選択されて
いる基準点を使用します。

エクスポート数量 要素の数量を SLABDATE ブロックにエクスポートで

きます。エクスポートされたセットに複数のキャス
ト ユニットがある場合、SLABDATE 参照番号フィー
ルドにマークされた数量が割り当てられます。エク
スポート セットは、ファイル名定義またはキャスト
ユニット位置によって定義されます。次のオプショ
ンがあります。

• いいえ: フィールドに書き込まれた 000 (デフォル
ト)

• 常に 1: ファイル名が一意であるかどうかに関係な
く、フィールドに書き込まれた 001

• 選択範囲から: エクスポートの選択対象となるキ
ャスト ユニットのファイル名が同じ場合、1 ファ
イルのみでエクスポートされ、セットの合計数量
がフィールドに書き込まれます。
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• モデルの合計から: モデル内の同一位置にあるキ
ャスト ユニットの合計数量がフィールドに書き込
まれます。

ユニテクニック エクスポート: [MOUNPART ブロック データ] タブ

このタブでは、データ属性のみを追加できます。形状属性を追加することはできま
せん。属性は省略可能または必須です。一部のフィールドでは UT 形式で長さが
制限されているため、文字列を短くします。

[テキスト [テンプレート] #Counter] の使用方法

• テキストには、句読点を含む任意のテキストを使用できます。

• テンプレートはブラケット [] で囲みます。

• # は、複数のエントリでデータ内容が同じ場合に番号を追加します。

• 複数のテンプレートを入力し、テキストの区切り文字を入力できます。

• テンプレートを指定して [テキスト [テンプレート] #Counter] を開始する場合、
ブラケットの前の 初の文字としてスペースを追加します。

• テンプレート属性は、埋込み材製品のメイン部材から読み取られます。

• 別の階層レベルを示す属性も使用できます。

鉄骨部材には、[ユニテクニック取り付け部材] タブがあります。このタブでデータ
を指定すると、[エクスポートユニテクニック (79)] ダイアログ ボックスの
[MOUNPART ブロック データ] タブで定義された設定を上書きできます。

オプション 説明

[取り付け部材のタイプ] ユーザー定義情報、クラス、または名前
によって、MOUNTPART ブロックに取り

付け部材のタイプを定義できます。

[参照番号] ユーザー定義情報によって、

MOUNTPART ブロックに取り付け部材の

参照番号を定義できます。

[MOUNTPART 名] MOUNTPARTの名前を入力します。

情報 1 テキスト(UT 6.0) 情報フィールドには選択したデータが
入力されます。

情報 2 テキスト(UT 6.0) 情報フィールドには選択したデータが
入力されます。

ユニテクニック エクスポート: [ライン プロパティ] タブ

ライン プロパティは、要素と開口部の縁端形状に応じて自動的にエクスポートさ
れます。工場でユニテクニック標準ライン属性コードを使用していない場合、エク
スポートされたこれらのコードを上書きできます。ユニテクニック ファイルにエ
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クスポートされるライン プロパティ値が特定の状況に適さない場合があります。
たとえば、モデルの明るさを保ったり、広範な製品規制を順守するために、実際の
構造よりもモデルの角処理を少なくする場合があります。このような理由でモデ
ルの明るさを保つためにエクスポートの一部のライン プロパティを上書きして
も、エクスポートされたユニテック ファイルに問題はありません。この設定を行
うには、[ラインプロパティ] タブのオプションを使用します。

オプション 説明

ポリゴンを線要素として
エクスポート

エクポートでライン プロパティ値をポリゴン ([ポリ
ゴンを線要素としてエクスポート]) または孔 ([カット
を線要素としてエクスポート]) に使用するかどうか
を選択します。

• なし

ライン プロパティ値は使用されません。

• すべてのライン

すべてのラインにライン プロパティ値が使用され
ます。

• 外ラインのみ

部材の も外側のラインにのみ、ライン プロパテ
ィ値が使用されます。

このオプションはポリゴンでのみ使用できます。

スキャンされたライン プ
ロパティの上書き

上書きを特定の状況に限定します。オプションは、[す
べて] ]、[回転した]、[回転なし]、[1 つ目のシェル]、
[2 つ目のシェル] です。 初のオプションは上の 3 つ
の上書き設定に影響を与え、2 番目のオプションは下
の 3 つの設定に影響を与えます。

[回転した] と [回転なし]] は、XY 方向のすべての回転
(手動と自動) に適用されます。

[境界線の上書き] ライン プロパティのエクスポートでは、境界線の 大
6 つの変更を入力できます。

境界線は上書きされません。
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開始位置にある垂直方向の も外側の境界線が上書
きされます。

下部にある水平方向の も外側の境界線が上書きさ
れます。

終了位置にある垂直方向の も外側の境界線が上書
きされます。

上部にある水平方向の も外側の境界線が上書きさ
れます。

垂直方向の も外側の境界線が上書きされます。

水平方向の も外側の境界線が上書きされます。

水平および垂直方向の も外側の境界線が上書きさ
れます。
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傾斜している も外側の境界線がすべて上書きされ
ます。

も外側の境界線がすべて上書きされます。

も外側の境界線を除くすべての垂直方向の境界線
が上書きされます。

も外側の境界線を除くすべての水平方向の境界線
が上書きされます。

も外側の境界線を除くすべての垂直および水平方
向の境界線が上書きされます。

も外側の境界を除くすべての境界線が上書きされ
ます。
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水平および垂直方向の も外側の境界線を除くすべ
ての境界線が上書きされます。

すべての境界線が上書きされます。

スキャンされた CUTOUT ライン プロパティが上書き

されます。これは、たとえば窓の開口部に影響を与え
ます。

元のプロパティ、新しいプ
ロパティ

元のプロパティ ([元のプロパティ]) とエクスポートに
使用するプロパティ ([新しいプロパティ]) を定義しま
す。).

次の例では、上部にある水平方向の も外側の境界線
は、ライン プロパティ値 0033 を本来取得しています

が、この値が上書きされ、ユニテクニック ファイルの
ライン プロパティ値は 0040 になります。

埋込み材用の特殊な型枠
(クラスまたは名前)

クラスまたは名前を使用して特殊な埋込み材を指定
します。この埋込み材でエクスポートされたポリゴ
ンの縁端は、デフォルトではコード 0002 でエクスポ
ートされます。

[属性コード] では、埋込み材の特殊な型枠のカスタム
ライン属性コードを指定できます。

カットを線要素としてエ
クスポート

開口部のライン プロパティをすべてエクスポートす
るかどうかを選択します。
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大、 小 角処理の幅は 大 30 mm、割り込みとグルーブのデプ
スは 大 30 mm です。許容値の範囲内でない場合、特
殊型枠 0002 として処理されます。

初と 後の垂直方向の
境界線の角度をエクスポ
ート

初と 後の垂直方向の境界線のカット角度をエク
スポートするかどうかを選択します。

ユニテクニックエクスポート: [パレット]タブ

オプション 説明

パレットに配置 パレットの始点または終点から配置を確認するかど
うかを指定します。

始点または終点で X オフ
セット

パレットの始点または終点で X オフセットを確認す
るかどうかを指定します。

配置からの Y オフセット パレット上の要素の Y オフセットを指定します。

Y 軸で整列 要素を Y 方向に整列させます。以下の整列オプショ
ンから選択できます。

• 要素の上端をパレットの上端に

• 要素の上端をパレットの中心線に

• 要素の中心線をパレットの中心線に

• 要素の下端をパレットの中心線に

• 要素の下端をパレットの下端に

• 要素を Y 方向のパレットの中心に

キャストユニット間の隙
間

キャスト ユニット間の隙間を確認するかどうかを指
定します。

同じキャストユニット厚
が必要

キャスト ユニット厚を確認するかどうかを指定しま
す。

パレットのシーケンス

シーケンス順序

[結合、n 個の SLABDATE、1 個の部材] タブで出力フ
ァイル構造として [主部材] を選択している場合、メイ
ン部材またはキャスト ユニットの ACN または番号、
メイン部材のユーザー定義情報またはメイン部材テ
ンプレート、もしくはユニテクニック輸送 UDA を使
用して、パレットのシーケンス パネルのロジックを選
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オプション 説明

択できます。シーケンスは [昇順] または [降順] に設
定できます。

ユニテクニックエクスポート: [ログファイル]タブ

オプション 説明

ログファイルのフォルダ
パス

ログファイルのパスを指定します。パスが空白の場
合、ログファイルはエクスポートファイルと同じ場所
に保存されます。

メインログファイルを作
成

1 つのメインログファイルを作成するかどうかを選択
します。

ファイルごとにログファ
イルを作成

エクスポートファイルごとにログファイルを個別に
作成するかどうかを選択します。

[ログファイルと UDA に
履歴を書き込む]

エクスポートされた部材の履歴を含むログ ファイル
を作成します。 メイン部材のユーザー定義情報 
UT_export_history に情報を記述することもでき

ます。 収集されるデータは、 エクスポート時間、部
材情報、エクスポート パスとエクスポート ファイル、
およびエクスポートを実行したユーザーです。

エラーダイアログを表示 エクスポートされた部材が正しくナンバリングされ
ていない場合、または埋込み材に親部材がない場合な
どに、エラー メッセージを表示するかどうかを選択し
ます。

ユーザー定義情報にファ
イル名を書き込む

完全なエクスポート ファイル名 ([ファイル名(拡張子
付き)]) またはファイル名拡張子のないエクスポート
ファイル名 ([ファイル名(拡張子なし)]) を書き込み、
メイン部材のユーザー定義情報 UT_FILE_NAME を非

表示にする場合に選択します。

モデリング、検証、ユニテクニックへのエクスポートのベスト プラクティ
ス

事前調査

モデリングを開始する前に、次のことを確認します。

• 製作の要件と拘束は?

• 製品の複雑度は?

• モデルから必要な情報は?

• 溶接金網、フリー鉄筋、埋込み材の製品形状

• プロジェクトと製品属性

• CAM システムでサポートされているユニテクニックのバージョンは?
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初のプロジェクトの前に:

• 一般的な製品それぞれを使用してテスト モデルをモデリングします。

• モデリング コンポーネントとモデリング設定を選択します。

• 一般的な製品それぞれを使用してユニテクニック エクスポートをテストし、適
切な設定のドラフトを作成します。

• モデリング、図面作成、エクスポート、およびその他の作業に関する情報を 1
つの場所で収集するための、会社のモデリング ガイドラインのドラフトを作成
します。

モデリング(&M)

一般

設計者は、製品の製作要件を考慮に入れた適切な精度でモデリングを行う必要があ
ります。必要なレベルの精度は製品ごとに異なります。正確な形状が必要なディ
テールもありますが、製作の目的を満たすように属性として含めることができるデ
ィテールもあります。

製作に必要な情報の量が限られているため、エクスポート ファイル内で使用しな
いデータを図面に含める必要がある場合や、そうではない場合があります。目標
は、図面およびエクスポート ファイルの作成時に情報を簡単に含めたり除外した
りできるように、統制のとれた構造化された方法でモデリングされたエラーのない
モデルを作成することです。すべての情報は製作で使用されるため、データが見つ
からない場合 (材質データなど) はエクスポートされなくなる可能性もあるため、
正確な情報を使用することが非常に重要です。ミスは、実際の製作段階まで気付き
にくいものです。

ユーザー定義情報 (UDA) を使用して、図面ファイルと製作ファイルの両方に追加
情報を含めることができます。これらは、各オブジェクト内に含めることも、プロ
ジェクト レベルで含めることもできます。ユーザー定義情報は、[エクスポート]
ダイアログ ボックスの [HEADER ブロック データ仕様]、[SLABDATE ブロック デ
ータ仕様]、[取り付け部材データ仕様]、[鉄筋データ仕様] の各タブで定義されてい
ます。プロジェクト番号、製品タイプ、図面番号などの必須フィールドを指定され
たように入力する必要があります。そうでない場合、インポートは行われません。
各タブの詳細については、「ユニテクニック (374 ページ)」を参照してください。

ベスト プラクティスは次のとおりです。

1. 製品のディテールを完成させます。

2. (その製品タイプの) 既定の設定を使用して製品のテスト エクスポートを行
い、結果のファイルを確認して、必要に応じて調整を行います。

3. 図面を作成し、編集します。

4. 図面を完成させ、承認を受けるために図面と製作ファイルをチーム メンバー
に送信します。

5. その後、指定された人が適切なセットで製作ファイルを送信します。

6. モデル内のオブジェクト レベルの設計状況を管理して、設計、承認、変更、
およびエクスポート ファイル セットを追跡します。
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オブジェクト形状は、プロットと型枠、およびメッシュの製作、鉄筋のカットおよ
び曲げに使用されます。各オブジェクト タイプには、エクスポート コンテンツを
後で管理できるように、個別の名前とクラス設定が必要です。

モデルでは、オブジェクトは階層的に表示されます。これは、エクスポートするオ
ブジェクトがキャスト ユニットであり、キャスト ユニット内にコンクリート メイ
ン部材があることを意味します。他の部材または鉄筋は、メイン部材に直接接続す
るか、または先にサブアセンブリを作成して独自の階層構造とメイン部材を持つよ
うにしてから接続することができます。

ユニテクニック形状オブジェクト

3D Tekla Structures オブジェクトは、ユニテクニック形式に合わせて変換されます。
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(1) ポリゴン

(2) 切り取り部

(3) 取り付け部材 (埋込み材)

(4) Rodstock (鉄筋)

(5) Steelmat (金網)

(6) BGrinder (トラス梁)

ポリゴンと開口部

各オブジェクトでは、統一されたポリゴンが必要です。要素を通る開口部がある場
合があります。

複数のポリゴンがあると、ポリゴンをプロットして型枠を配置するときに問題が発
生します。複数のポリゴンは、通常は意図されたものではなく、埋込み材として指
定されていないコンクリート部材があるか、カットまたはリセスによってポリゴン
スキャンが 2 つの別のオブジェクトになることで起こります。

オブジェクトとポリゴンの方向は、モデル内の上面設定と エクスポート ダイアロ
グ ボックス内のさまざまな設定を使用して、モデリング方向で制御します。モデ
ル内の上面の設定は、Tekla Structures がオブジェクトの生成方法をどのように解釈
するを設定し、エクスポート ファイルと図面の両方に影響するため重要です。目
安として、スラブとパネルは、パレットの方向に部材または鉄筋を延長せず、パレ
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ットに対して追加のフィラー部材が必要となる埋込み材や隙間がないように、幅広
の面にレイアウトする必要があります。これらのフィラー埋込み材は、重量が 0
で、図面と体積の計算から除外する必要があります。

縁端に、型枠ロボット向けに指定する必要がある形状がある場合、縁端は (角処理、
リセス、または歯の) ライン属性コードを使用して示されます。これらは、既定の
コンポーネント、角処理、カットを使用してモデリングする必要があります。これ
らは常に幾何学的なオブジェクトのポリゴンと切り取り部に含まれます。エクス
ポートでは、ユニテクニック標準に従ってこれらを自動的にマッピングすること
も、ユーザーがエクスポートで自動上書きを設定することもできます。

通常は、CUTOUT はフル デプスの開口部を表し、面のリセスは埋込み材、
MOUNPART によって表されます。

プレストレス スラブなどの標準化された形状を持つ要素の場合、プロファイルを
属性情報として含めることができます。

モデル内でのポリゴンの制御は、メイン部材形状を作成するために押し出されるよ
うにオブジェクト プロファイルを持たせることによって行います。この基本形状
は、モデル内のカットを使用して調整できます。各カットには個別のクラスまたは
部材セットが必要であるため、それらをエクスポート形状に含めるか除外するかを
後で調整できます。カットとフィラー埋込み材は秩序立った方向でモデリングす
ることをお勧めします。たとえば、開始ハンドルと終了ハンドルもパネルの長さ方
向でモデリングする必要があります。

初期カット部材はキャスト ユニットに追加されます。これらはレポートに表示さ
れ、図面に表示されます。これらの単なる製作のみに関連する要素をレポートと図
面から除外するには、フィルターとルールを使用します。

次の例では、初期カット部材が維持され、キャスト ユニットに追加されています。
部材名は「FORMWORK」に設定されており、クラスは 111 (オレンジ)、材質名は
Zero_weight です。
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次の例は、まったく同じ壁パネルを示していますが、型枠部材がありません。これ
らはフィルターで除外されています。
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カットのモデリング用のクラスの例 (カットを含む = CUTOUT として、取り付け部
材を含む = MOUNPART として):

カットのタイプ モデリング済み エクスポート済み

窓開口 クラス 601 のカット (コン
ポーネント)

カットを含む

ドア開口 クラス 601 のカット (コン
ポーネント)

カットを含む

要素を通るその他の開口 クラス 601 のカット (コン
ポーネント)

カットを含む

要素の中央にある長方形
のリセス

クラス 602 のカット、クラ
スを持つフィラー埋込み
部材

カットを除外、フィラー
MOUNPART を含む

ポリゴン上の長方形のリ
セス

クラス 602 のカット、クラ
スを持つフィラー埋込み
部材

カットを除外、フィラー
MOUNPART を含む

長方形以外のリセス クラス 602 のカット、クラ
スを持つフィラー埋込み
部材

カットを除外、フィラー
MOUNPART を含む
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カットのタイプ モデリング済み エクスポート済み

埋込み材コンポーネント
を中心にカットする

クラス 602 のカット カットを除外

縁端の角処理 クラス 603 の角処理また
はカット

ライン属性として

縁端のグルーブまたは割
込の形状

クラス 603 のカット (コン
ポーネント)

ライン属性として

埋込み材

埋込み材は取り付け部材として表示されます。取り付け部材の例として、ジョイン
ト用プレート、吊り埋込み材、電気ボックス、グラウト チューブなどがあります。
各埋込み材は、サブアセンブリとしてメイン キャスト ユニットに追加する必要が
あります。埋込み材は、通常、既定のコンポーネントでモデリングされているた
め、ツールに適切な材質と属性があり、埋込み材階層が正しいことを確認すること
が重要です。埋込み材は、個別のクラスで分類されている必要があります (100 ～
109 を推奨、その他の鉄骨部材は 99)。鉄骨部材を自動的に認識させることもでき
ます。

• 埋込み材の表示に使用できるオプションとして、正確な形状、周囲ボックス、
またはシンボルがあります。

• 鉄筋としてモデリングされた埋込み材は、取り付け部材に変換できます。

• 通常、埋込み材モデリング コンポーネント内の小さなカットは除外しておく必
要がありますが、これらはクラスで個別に識別して行うことができます。

• 断熱材レイヤーは、クラスで識別された取り付け部材として追加できます。

• 仕上げ材は、取り付け部材としてエクスポートできます。表面オブジェクトは
サポートされていません。

• 各取り付け部材に追加属性を追加できます。

次の点に注意してください。

• コンポーネント メイン部材などの埋込み材には、わかりやすい名前または識別
コードを適用します。

• キャスト ユニットに追加された埋込み材とサブアセンブリは、Tekla Structures
のキャスト ユニットに完全に追加する必要があります。Tekla Structures のキャ
スト ユニットに割り当てられていない埋込み材またはその他のジョイントは、
UT ファイルへのエクスポート時には考慮されません。

• 論理階層構造を使用して、埋込み材サブアセンブリの適切なメイン部材を選択
します。

• サブアセンブリの階層をチェックします。サブアセンブリ内は 2 つのレベルの
みとすることを推奨します。

• 配置、クラス、位置付け、命名をチェックします。

• 埋込み材表示の調整に使用する [埋込み材 UDA] タブの設定
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• 名前やクラスを含む、プロジェクト内のすべての埋込み材および鉄筋のリスト
を維持します。

カットおよび曲げ鉄筋と溶接金網

カットおよび曲げ鉄筋は、標準の鉄筋モデリング機能またはコンポーネントを使用
してモデリングできます。鉄筋は適切なメイン部材に正しく接続されている必要
がありますが、モデリングが慎重に行われていればこの問題はめったに起こりませ
ん。

通常、要素には非常に多くの鉄筋がありますが、必ずしもすべてをエクスポート フ
ァイルに含める必要はなく、含める必要があるのは、正確な形状に従って生成する
必要がある要素や定量化する必要がある要素のみです。場合によっては、エクスポ
ートが適切になるように、キャスト ユニットから突き出た鉄筋を除外することを
お勧めします。曲げ鉄筋の形状は、ほとんどのビューワーでは、折梁展開として xy
平面で表示されます。3D 曲げ鉄筋は、その形式ではサポートされていません。

鉄筋には、生産システムで鉄筋を指定するための鉄筋タイプが自動的に割り当てら
れます。目的のグループの鉄筋のユーザー定義情報に鉄筋タイプを手動で追加す
ると、このロジックを上書きできます。

溶接金網は、鉄筋タイプ 1 と 2、または 5 と 6 に自動的に割り当てられます。タイ
プ 1、2、5、および 6 は、フォームのインストール レイヤーを示します。下面の金
網が 1 と 2、上面の金網が 5 と 6 です。

鉄筋は、鉄筋のユーザー定義情報を使用することで、グループ化してケージ オブ
ジェクトとして分類できます。鉄筋が誤ってメッシュまたはケージにグループ化
されないようにすることが非常に重要です。

追加属性は、各鉄筋グループと各鉄筋に追加できます。
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ユニテクニックは、平面金網と折れ溶接金網の両方をサポートします。金網は、金
網オブジェクトとして、または横筋グループとしてモデリングできます。鉄筋グル
ープとしてモデリングされている場合は、[エクスポート] ダイアログで鉄筋がクラ
ス (2 桁のクラス、13 ～19 などを推奨) または名前で識別されるようにする必要が
あります。金網として指定される鉄筋グループがない場合は、この設定を使用しな
いことが重要です。

モデリングされたカットは、Tekla Structures オブジェクト内で金網と鉄筋のカット
にも使用されます。

Tekla Structures には、溶接金網、溶接金網の列、壁パネル鉄筋など、プレキャスト
オブジェクトの金網を作成するための複数のツールが用意されています。

追加属性を金網内の各金網オブジェクトや各鉄筋に追加することができます。

次の点に注意してください。

• 製作拘束に従ってモデリングします。

• 配置、クラス、位置付け、命名をチェックします。

• 金網は、金網オブジェクトを使用して Tekla Structures モデル内で設計または作
成することができますが、鉄筋グループを使用することもできます。2 方向に
折れ溶接されている場合は、鉄筋グループとしてのみモデリングできます。UT
ファイル エクスポートには、金網作成を 終結果に近づけるためのいくつかの
オプションがあります。

• 長手方向と横筋方向のワイヤーで構成される Tekla Structures キャスト ユニッ
トの金網は、次のいずれかで定義されている必要があります。

• 同じクラス (色)

• 同じ名前

• 1 つの壁のシェル内の下部および上部の金網など、各金網の名前とクラスを区
別します。

• さらに、フリー鉄筋や追加の鉄筋を専用のクラスに適用することをお勧めしま
す。工場設備や関連するプロセスによっては、UT ファイルにエクスポートする
ときに、キャスト ユニットから特定の鉄筋を除外する必要がある場合がありま
す。これは、エクスポートから該当のクラスの鉄筋を除外することで簡単にで
きます。クラスを使用して、自動化されていない生産用の鉄筋を区別すること
もできます。

• 金網を検証したり、金網に開口がある場合にワイヤーを追加して安定化させた
りするための高度な機能があります。[鉄筋 (374 ページ)] タブのダイアログ ボ
ックス設定を確認します。

次の例では、壁パネルの鉄筋と金網は、推奨されるロジックに基づいて作成されて
います。

金網の色が赤、クラス 79 に設定されており、追加鉄筋は青、クラス 88 に設定され
ています。他の鉄筋 (後の製作プロセスで金網に追加される) は、黄、クラス 6、
緑、クラス 87 に設定されます。埋込み材に属する鉄筋は紫、クラス 7 に設定され
ます。このような構造を使用することで、自動金網製作から鉄筋を除外したり、工
場または MC の要件に従って UT ファイルの内容を宣言したりすることが非常に
簡単になります。
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トラス梁

ハーフ キャスト構造または層構造用のトラス梁は、鉄筋グループで構成されるサ
ブアセンブリを使用し、[エクスポート] ダイアログ ボックスで定義された特定の
クラス (推奨クラス 105) で指定することによって識別されます。上弦プロファイ
ルはサブアセンブリのメイン部材である必要があります。

鉄骨部材または鉄筋からモデリングされた梁はどちらもサポートされますが、鉄筋
からモデリングすることをお勧めします。

トラス梁をモデリングする も良い方法は、Tekla Warehouse の トラス梁 ツールな
どのモデリング コンポーネントを使用することです。
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緊張材

緊張材は、鉄筋グループとしてモデリングする必要があります。通常、緊張剤鉄筋
グループは鉄筋タイプ 9 です。緊張材をモデリングする も良い方法は、中空緊張
材ツールです。

緊張材はほとんど標準であるため、製作ファイルで緊張材を緊張材コードなどメイ
ン部材内の識別子と緊張材の数量で表すことができます。中空緊張材ツールを使
用すると、このような緊張材コードを SLABDATE データに自動的に含めることが
できます。このツールを使用しない場合は、ユーザー定義情報を使用して手動で制
御する必要があります。

製品情報

形状以外の製品情報は、テキストまたは数値情報として追加できます。このデータ
は、階層の任意のレベルに配置することができますが、 も重要な製品情報は、
HEADER と SLABDATE に含まれます。

次のものが自動的に追加されます。

• 要素の順序と名前 (ただし、[エクスポート] ダイアログで設定する必要がある)

• スラブブロックの製品の 大寸法、長さ、スラブの幅、および製品ブロックの
製品の厚さ

• SLABDATE ブロックの総重量

• レイヤー データの SLABDATE ブロックに含まれる製品の材質。多くのレイヤ
ーはエクスポートできますが、ほとんどの場合、1 つのレイヤーを使用するだ
けで 適な結果が得られます。

• HEADER ブロックのプロジェクト (モデル) 内の製品座標

• 製品タイプ (メイン部材のユーザー定義情報で設定する必要がある)

• RODSTOCK ブロックの鉄筋タイプ

• 鉄筋ケージ グループ番号

• 輸送情報

その他の推奨される手動情報:
• モデラーの名前

• 設計の状況

• 鉄筋と取り付け部材のラベル

• 緊張材の数量 (該当する場合)

• 建て方手順 (該当する場合)

その他のオプションの手動情報:
• プロジェクト情報

• 取り付け部材の特別指示
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• コンクリートの特別指示

さらに、ユーザー定義情報または手動テキストをフィールドに追加することもでき
ます。

製作タイプ

必須の設定として、キャスト ユニットの各メイン部材には UT 製品タイプを設定す
る必要があります。

デフォルトでは、製品タイプは設定されていません。登録済みのオプション リス
トで、モデルから選択した要素の製品タイプを選択します。

モデリング設定とコンポーネントに UT 製品タイプを保存することをお勧めしま
す。

も一般的に使用されるタイプは次のとおりです。

• ソリッドウォール

• 要素スラブ

• 層要素

• 2 重壁 (第１ステージ)

• 2 重壁 (第 2 ステージ)

• ソリッド床

両方のシェルに対して、2 重壁とサンドイッチ パネルを正しく定義することが非常
に重要です。

登録済みのタイプに加えて、独自の製品タイプを定義することもできます。

また、製品に関する情報を体系的に収集し、 新の状態に維持することをお勧めし
ます。

会社固有のモデリング ガイドライン

• クラスを使用して、要素の形状と部材/鉄筋のフィルタリングを制御します。

• 追加/除外、自動/非自動、金網/フリー鉄筋

• UDA 内容を定義して製品を定義する

• プロジェクト UDA
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• ユニテクニック製品タイプ、場所、追加情報

• さまざまなタイプの要素の開口とリセスを使用して行うこと

• 型枠、プロット、または除外

• 標準の縁端の型枠形状を使用する

• 工場の要件に従って、標準の金網、鉄筋、および埋込み材を定義する

• ワイヤー サイズ、間隔、曲げ、張出し、 大寸法、カット

• パレット方向の上面を定義する

• 製品ごとにエクスポート設定を作成し、プロジェクトごとに調整する

属性情報

製品属性

効率化して可能な限り 適な結果を得るために、適切な構造のユニテクニック フ
ァイルで Tekla Structures キャスト ユニットをエクスポートして処理することを強
くお勧めします。モデリングのテクニックは、UT ファイルの結果に直接影響を与
えます。

以下の手順は、Tekla Structures モデルで設定する必要がある必須の設定と も必要
な設定に関するガイドラインを示しています。

UT ファイルには、製造するキャスト ユニットが属するプロジェクトについての一
般情報が記載された専用の HEADER ブロックが含まれています。

[UT ファイルエクスポート] ダイアログ ボックス内の、UT ファイル HEADER ブロ
ックの内容は、Tekla Structures モデルのプロジェクト設定を使用して定義できま
す。関連するすべての情報は、プロジェクトの開始時に [プロジェクトプロパティ]
で設定する必要があります。
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ユーザー定義情報 (UDA)
UT ファイルにエクスポートする Tekla Structures のキャスト ユニットの各メイン
部材では、追加情報をモデルに保存する必要があります。そのために、ユーザー定
義情報 (UDA) を使用できます。ユーザー定義情報は、各構成用に存在する Tekla
Structuresobjects.inp ファイルで定義されますが、その内容は Tekla Structures ユ
ーザーの役割によって異なる場合があります。プレキャスト構成では、このファイ
ルは ..\ProgramData\Tekla Structures\<version>\environments
\common フォルダーにあります。

UT ファイル エクスポートでは、プレキャスト要素に対して [ユニテクニック] タブ
を使用できます。

要素の命名

UT ファイルには、製造するキャスト ユニットの形状情報と、名前や材質などのプ
ロパティが含まれています。

キャスト ユニットのすべての要素 (メイン部材、埋込み部材、鉄筋) にわかりやす
い名前を付けることをお勧めします。これにより、プレキャスト生産管理システム
で確認するときに、UT ファイルの可読性が上がります。ほとんどのシステムでは、
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PDF 図面名がユニテクニック エクスポート ファイル名と一致する必要がありま
す。

要素のナンバリング

通常は一意のナンバリングが必要です。ACN ナンバリングは、エクスポートで各
部材が追跡可能な固有のエクスポート ファイルと PDF 図面に分割されるようにす
る場合に非常に便利です。鉄筋の位置は、製作に適したロジックを使用して鉄筋オ
ブジェクトに含めることができます。

要素のカラー コードの設定

部材や鉄筋などの Tekla Structures 要素は、クラスで簡単にフィルターできます。

エクスポート ファイルの自動検証

• エクスポート後に検証します。

• スラブブロック内の幾何学オブジェクトを確認して、1 つずつ表示します。

• 通知、ログ、およびビューワーで、考えられるエラーを確認します。

• ファイルの更新日時と命名を確認します。

• HEADER と SLABDATE の主な属性を確認します。

• パレット上の方向を確認します。

• ポリゴンとライン プロパティを確認します。

• エクスポートされたオブジェクトの数量を確認します。

• 鉄筋と金網の形状をスモーク テストします。金網製作の拘束が考慮され、正し
く変換されていることを確認します。

• 結果の埋込み材プロットを確認します。

• 問題がある場合は、Tekla Structures で修正し、再エクスポートして再検証しま
す。

• 必ずエクスポート ファイルを適切に確認し終わってから、CAM にインポート
してください。

• 別のフォルダーに保存します (チェック対象/問題あり/チェック済みでインポ
ート準備完了)。

BVBS
鉄筋の形状を BVBS (Bundesvereinigung Bausoftware) 形式にエクスポートできます。
その結果、ファイル名拡張子 .abs が付いた ASCII 形式のテキスト ファイルにな

ります。
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サポートされている BVBS 形式のバージョンは、2.0 year 2000 です。

曲げ鉄筋、鉄筋グループ、溶接金網をエクスポートできます。これらは、四角形、
ポリゴン、曲げなし、または曲げなしのいずれかであり、カットが含まれている可
能性があります。また、フックのエクスポートもサポートされています。

半径の可変値を複数を持つ曲げが設定された鉄筋は、BVBS 仕様に完全に準拠して
エクスポートされるため、半径要素と脚部要素を別個に書き込むことができます。
これにより、ご使用の環境や BVBS ファイルを使用する他のツールで互換性の問題
が生じた場合でも、.ini ファイル (user.ini など) で詳細設定 
XS_BVBS_EXPORT_ARC_COMPATIBLE_TO_OLDER_METHOD を TRUE に設定する

ことで、以前のエクスポート方法に戻すことができます。

BVBS 形式へのエクスポート

1. ナンバリングが 新の状態であることを確認します。

2. エクスポートするキャスト ユニットおよび鉄筋のプロパティに移動して、必
要に応じて [BVBS] タブでユーザー定義情報を編集します。ユーザー定義情
報は環境固有です。

3. 使用する鉄筋の内容とキャスト ユニットを選択するか、鉄筋を選択します。

4. [ファイル] メニューで、 エクスポート --> BVBS をクリックします。 

[BVBS エクスポート] ダイアログ ボックスが表示されます。

5. BVBS エクスポート設定を定義します。

a. [パラメーター] タブ: 

• エクスポートする鉄筋の選択

• BVBS ファイルをエクスポートする方法と場所を定義し、ファイル名
にリビジョンを含める

• エクスポートする BVBS 要素を選択する

• 梁のクラス番号を定義する

保存された選択フィルターを使用して、選択したフィルターに一致する鉄
筋または溶接金網を除外できます。

b. [データ内容] タブ: 

• 図面データをエクスポートする方法を定義する

• 鉄筋位置のソースを指定する

• プロジェクト番号を指定する

• 機密データ ブロックをエクスポートするかどうかを選択し、この追加
ブロックのデータ項目を選択する

c. [詳細設定] タブ: 

• 2D 曲げ鉄筋の鉄筋の長さを丸める

• 円弧の長さの計算に使用する曲げ半径を定義する
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• 鉄筋から金網を作成し、グループ化のために UDA 名を指定する

• エクスポートに溶接金網の詳細データを含める

• テーパー鉄筋グループを複数の個別の鉄筋アイテムとしてエクスポ
ートする

• 出力ファイルでアイテムの順序を定義する

• 鉄筋カプラー データのエクスポートの定義

• シングル鉄筋または鉄筋グループを、合計鉄筋数に対するその位置番
号に基づいて結合するか、個々の鉄筋または鉄筋グループを個別に処
理するかを指定します。

BVBS エクスポートでは、次の 2 つの場合に円弧形状が使用されます。

• スパイラルやフープなどの円形鉄筋の場合。

• 曲げ鉄筋に複数の曲げ半径がある場合、半径が大きい方の曲げが円弧
断面としてエクスポートされます。

d. [確認] タブで、鉄筋の追加チェックを実行するかどうかを選択します。

e. [UDA] タブでは、使用するユーザー定義情報フィールド、および鉄筋、
部材、キャスト ユニット、現場打ちコンクリート オブジェクトの UDA
に書き込む内容を指定します。

6. [エクスポート] をクリックします。

[出力ﾌｧｲﾙ] 領域で指定されたフォルダーに、.abs 形式の BVBS ファイルがエクス

ポートされます。エクスポート レポートを確認するには、ダイアログ ボックスの
下部に表示されたレポート リンクをクリックします。

BVBS エクスポート設定
BVBS エクスポート設定の制御には、[BVBS エクスポート] ダイアログ ボックスを
使用します。

[パラメーター] タブ

オプション 説明

エクスポートするモデル
オブジェクト

エクスポートする鉄筋または溶接金網を選択します。

• モデル内の全キャストユニットの鉄筋:モデル内の
すべてのキャスト ユニットの鉄筋または溶接金網
をエクスポートします。鉄筋も溶接金網も含まれ
ていないキャスト ユニットがある場合、空のファ
イルは作成されません。

• 選択したキャストユニットの鉄筋:モデル内で選択
したキャスト ユニットの鉄筋または溶接金網をエ
クスポートします。

• 選択した鉄筋のみ:モデルまたは図面内で選択した
鉄筋または溶接金網をエクスポートします。この
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オプション 説明

オプションを選択した場合、エクスポート先のフ
ァイルは 1 つに限られます。

• 選択したキャストユニットの鉄筋（すべての位置
の合計）:選択されているキャスト ユニット位置と
キャスト ユニット位置が同じであるすべてのキャ
スト ユニットの鉄筋または溶接金網をエクスポー
トします。

たとえば、キャスト ユニット位置が W-120 のキャ

スト ユニットが選択されている場合、位置が 
W-120 のキャスト ユニットがすべて選択されて

いるわけではなくても、該当するすべてのキャス
ト ユニットの鉄筋または溶接金網がエクスポート
されます。

• 選択した現場打ちコンクリートの鉄筋: 選択した
現場打ちコンクリートの鉄筋セットをエクスポー
トします。現場打ちコンクリート ビューで現場打
ちコンクリートを選択します。[現場打ちコンクリ
ートユニットを計算] コマンドを使用して、鉄筋を
現場打ちコンクリートに含めたことを確認し ま
す。

フィルターで鉄筋を除外 選択フィルターを選択して鉄筋または溶接金網を除
外します。フィルターに一致する鉄筋または溶接金
網が除外されます。

出力ファイル - 単一ファ
イル

すべての BVBS 情報を 1 つの .abs ファイルにエク

スポートします。ボックスにファイル名を入力する
か、[...] ボタンをクリックしてファイルをブラウズし
ます。パスを指定しなければ、モデル フォルダーにフ
ァイルが保存されます。

出力ファイル - キャスト
ユニットごとに 1 ファイ
ル

各キャスト ユニットの鉄筋の内容を独自のファイル
にエクスポートします。

各ファイルは、[フォルダ名] ボックスで指定したフォ
ルダーに作成されます。[...] ボタンを使用して、フォ
ルダーをブラウズすることもできます。

[ファイル名テンプレート] リストを使用して、作成さ
れたファイルに自動的に名前を付ける方法を選択し
ます。ファイル名には、複数の製品テンプレート プロ
パティを使用できます。テンプレート プロパティを
ボックスに入力し、スペースで区切ります。エクスポ
ートされたファイル名では、組み合わせはアンダース
コアで区切られます。
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オプション 説明

ファイル名にリビジョン
を追加

ファイル名にリビジョンを追加する場合に選択しま
す。

次のいずれかのオプションを選択して、出力ファイル
名に含めます。

• リビジョンマーク: REVISION.MARK (デフォルト

値)

• リビジョン番号: REVISION.NUMBER
• Rev<リビジョン マーク>: [リビジョン マーク] と

同じだが先頭にテキスト Rev が付く

• Rev<リビジョン番号>: [リビジョン番号] と同じだ
が先頭にテキスト Rev が付く

エクスポートする BVBS
要素

エクスポートするアイテム タイプを選択します。次
のオプションがあります。

• 2D 鉄筋(BF2D)
• 3D 鉄筋(BF3D)
• 螺旋形状の鉄筋コイル(BFWE)
• 溶接金網(BFMA)
• 格子梁(BFGT)

[格子梁(BFGT)] を選択した場合、[梁のクラス番
号] ボックスにモデルで使用されている格子梁の
クラス番号を入力します。格子梁には、2 つまたは
3 つの弦材と、1 つまたは 2 つの Z 字型斜め鉄筋を
含めることができます。格子梁の長さとその他の
属性は主弦 (通常上弦プロファイル) から取得され
ます。

梁のクラス番号 格子梁を認識するためのクラス属性を入力します。
梁内のすべての鉄筋のクラスは同じにする必要があ
ります。

[データ内容] タブ

オプション 説明

図面名のソース BVBS ファイルでは、各行/鉄筋に 
Drawing number of the
respective drawing (図面名) と 
Index of the respective
drawing (図面リビジョン) のデータ

フィールドがあります。[図面名のソー
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オプション 説明

ス] オプションで、これらのデータ フィ
ールドの値の設定方法を制御できます。

キャストユニットマーク

図面名

図面マーク

図面タイトル 1
図面タイトル 2
図面タイトル 3
固定テキスト:これを選択した場合、[ユ
ーザー定義図面名] にテキストを入力し
ます。

鉄筋 UDA
鉄筋テンプレート

製品テンプレート

[固定テキスト] オプションを選択する
ことで、ダイアログ ボックスに値を入
力でき、エクスポートされるすべての鉄
筋に同じ ("fixed") 値が書き込まれます。

他のオプションが選択されている場合、
図面名、図面リビジョンは鉄筋のキャス
ト ユニットまたはキャスト ユニット図
から取得されます。

このデータの重要性と目的は、BVBS フ
ァイルの受信側のシステムによって変
わります。Tekla Structures においては、
このデータ フィールドの使用は必須で
はありません。

ユーザー定義図面名 エクスポートで図面に使用するテキス
ト文字列を入力します。

このオプションは、[図面名のソース] で
[固定テキスト] オプションを選択した
場合にのみ使用できます。

リビジョン 図面リビジョン (インデックス)。

このオプションは、[図面名のソース] で
[固定テキスト] オプションを選択した
場合にのみ使用できます。

位置ソース 位置のソースを定義します。オプショ
ンは [鉄筋位置]、[鉄筋 UDA]、[鉄筋テ
ンプレート]、および [固定テキスト] で
す。
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オプション 説明

ユーザー定義鉄筋位置 鉄筋ユーザー定義情報の位置番号を定
義します。エクスポートされるアイテ
ムの位置番号が同じでユーザー定義情
報の位置番号が異なる場合、異なる行に
エクスポートされます。

プロジェクト番号 プロジェクト番号を定義します。次の
オプションがあります。

プロジェクトプロパティ:エクスポート
は、Tekla Structures で設定されたプロジ
ェクト プロパティからプロジェクト番
号情報を取得します。

プロジェクトプロパティユーザー定義
情報:エクスポートでは、[ユーザー定義
プロジェクト番号] ボックスに入力され
たユーザー定義情報名が使用されます。

固定テキスト:エクスポートでは、[ユー
ザー定義プロジェクト番号] ボックスに
入力されたテキストが使用されます。

ユーザー定義プロジェクト番号 プロジェクト番号として使用する UDA
プロジェクト番号またはテキスト文字
列を定義します。

プライベートデータブロック [プライベートデータブロック] では、機
密データブロックをエクスポートする
かどうかを制御したり ([プライベート
データブロックのエクスポート])、この
追加ブロックのデータ項目を選択した
りできます。次のデータ タイプを使用
できます。

- 鉄筋レポート プロパティ (整数、浮動
小数点、テキスト)

- ユーザー定義情報 (整数、浮動小数点、
テキスト)

- Open API オブジェクト プロパティ

- 製品レポート プロパティ (整数、浮動
小数点、またはテキスト)

[新規...] ボタンをクリックして、事前定
義された新しいプライベート データ フ
ィールドをリストに追加します。デー
タ項目に関する情報を入力します。

• リスト内の名前

[プライベートデータブロック] リス
トに表示されるテキスト。
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オプション 説明

• FixedID（小文字 1 文字）

プライベート データ ブロックの個
々のデータ フィールドを区別する
フィールド コード。これは小文字
でもかまいません。通常は、データ
項目ごとに異なる値を使用すること
が推奨されますが、これは必須では
ありません。受信側のシステムは、
特定のデータ フィールドだけを読
み取ることができる場合もありま
す。

• プロパティ名または UDA 名

この値により、鉄筋オブジェクトか
ら照会するデータが指定されます。
既存のプロパティ以外のプロパティ
はエクスポートされません。

• プロパティのデータタイプ

この値は、実際に選択したプロパテ
ィと一致する必要があります。次の
オプションがあります。

• 鉄筋レポート プロパティ整数/
鉄筋レポート プロパティ浮動小
数点/鉄筋レポート プロパティ
テキスト

• ユーザー定義情報 - 整数/ユーザ
ー定義情報 - 浮動小数点/ユーザ
ー定義情報 - テキスト

• Open API オブジェクトプロパ
ティ

• 製品レポート プロパティ整数/
製品レポート プロパティ浮動小
数点/製品レポート プロパティ
テキスト

データ フィールドを編集、削除したり、
順序を変更したりすることもできます。

[詳細設定] タブ

オプション 説明

切り上げｶﾞｾｯﾄ

長さの丸め先

脚の長さの丸め先

2D 曲げ鉄筋の鉄筋の長さを丸めます。
溶接金網と 3D 鉄筋には影響しません。
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オプション 説明

長さを丸めるには、まず [切り上げｶﾞｾｯ
ﾄ] 設定のオプションを選択します。次
のオプションがあります。

はい(Y) - も近い丸め値を使用します。

上 - 長さを切り上げます。

下 - 長さを切り下げます。

[切り上げｶﾞｾｯﾄ] オプションの [上] と
[下] では、長さの差が小さい (0.2 mm 以
下) 場合は丸めを実行する前に予備許容
値が適用されます。これにより、値が正
確な増分に非常に近い場合、不必要に丸
められることがなくなります。

長さの丸め先: HEADER ブロックの対
応する BVBS フィールドで、鉄筋の全体
の長さが丸められます。使用できる値
は、1 (デフォルト)、5、10、25 です。

脚の長さの丸め先: 形状ブロックの脚の
長さが丸められます。使用できる値は、
1 (デフォルト)、5、10 です。

折れ脚の円弧半径 この設定では、円弧の長さの計算に使用
する曲げ半径を定義します。つまり、ほ
とんどのインターフェイスのデフォル
トである鉄筋中心線 (中心線)、または鉄
筋の内縁端 (内縁端) への曲げ半径です。
[内縁端] を選択すると、曲げ半径は鉄筋
の公称直径の半分で短縮されます。

BVBS エクスポートでは、次の 2 つの場
合に円弧形状が使用されます。

• スパイラルやフープなどの円形鉄筋
の場合。

• 曲げ鉄筋に複数の曲げ半径がある場
合、半径が大きい方の曲げが円弧断
面としてエクスポートされます。

鉄筋の金網を作成してみてください エクスポートでシングル鉄筋または鉄
筋グループの溶接金網を自動的に形成
し、個別の 2D 鉄筋ではなく、1 つの溶
接金網としてエクスポートするかどう
かを選択します。次のオプションがあ
ります。

はい、鉄筋をクラスでグループ化します

はい、鉄筋を名前でグループ化します

はい、鉄筋を材質でグループ化します
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オプション 説明

はい、鉄筋を UDA でグループ化します

溶接金網を形成するには、各鉄筋が同じ
部材に属しており、直線で同じ平面にあ
り、フィルター属性値が同じである必要
があります。

グループ化の UDA 名 [鉄筋の金網を作成してみてください]
の値 [はい、鉄筋を UDA でグループ化し
ます] を選択した場合、グループ化する
ユーザー定義情報名を入力します。

溶接金網データのエクスポート
(@X..@Y..)

この設定を使用して、エクスポートする
溶接金網データに溶接金網の詳細デー
タを含めるかどうかを制御します。該
当するオプションは、受信側のシステム
のニーズと機能によって異なります。
このデータは、溶接金網の製作などに使
用する場合に必要となります。

• カスタマイズされた金網とカットさ
れたカタログ金網のみ:カスタマイ
ズされた金網と、追加のカット、開
口、または斜めのエッジがあるカタ
ログ金網にのみ鉄筋の詳細データが
含められます。

• すべての金網:すべての金網に鉄筋
の詳細データが書き込まれます。

• 金網なし:いずれの金網にも鉄筋の
詳細データは書き込まれません。

段付鉄筋を個別のアイテムとしてエク
スポート

デフォルトでは、段付のグループは特定
のデータ ブロックで定義される段の長
さと合わせて、1 つの文字列としてエク
スポートされます。

[溶接金網データのエクスポート
(@X..@Y..)] で値 [はい] を選択すると、
テーパー鉄筋グループが等間隔になっ
ており、1 つの段付き鉄筋アイテムとし
てエクスポートできる場合でも、すべて
のテーパー鉄筋グループが複数の個別
の鉄筋アイテムとしてエクスポートさ
れます。

グループ内のすべてのテーパー鉄筋の
形状と長さが同じ場合、この設定に関係
なく、通常のグループと同様に 1 つの
BVBS 文字列内でエクスポートされま
す。
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オプション 説明

並び替えアイテム この設定を使用して、出力ファイル内の
アイテムの順序を指定します。次のオ
プションがあります。

並び替えなし

直径、小さい順

直径、大きい順

マーク

カプラー カプラーおよびねじ切りデータをエク
スポートできます。

カプラーまたはねじ切りデータをエク
スポートするには、[鉄筋カプラー デー
タのエクスポート] を [はい] に設定しま
す。

鉄筋始端部と鉄筋端部の接続方法、製
品/サプライヤー、および製品コードの
ユーザー定義情報を個別に入力します
(METHOD_START、PRODUCT_START、
CODE_START と METHOD_END、
PRODUCT_END、CODE_END など)。

ユーザー定義情報は作成ツールによっ
て異なるため、例とは異なる場合がある
点に注意してください。方法を表すユ
ーザー定義情報は整数型である必要が
あり、製品とコードを表すユーザー定義
情報は文字列型である必要があります。

シングル鉄筋と鉄筋グループ 次のいずれかのオプションを選択しま
す。

• はい(Y):シングル鉄筋または鉄筋グ
ループは、合計鉄筋数に対するその
位置番号に基づいて結合されます。
これはデフォルトのオプションで
す。

• いいえ:個々の鉄筋または鉄筋グル
ープが個別に処理され、エクスポー
トされます。これにより、BVBS フ
ァイルが大きくなりますが、個々の
鉄筋と鉄筋グループを独自の GUID
で識別して処理できます。BVBS フ
ァイルには、モデル オブジェクトま
たは IFC でエクスポートされた鉄筋
が反映されます。
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[確認] タブ

オプション 説明

鉄筋のチェック 以下の追加チェックを実行するかどう
かを選択します。

鉄筋径 (スペース区切り)

鉄筋の [カット部材の 小長]

鉄筋の [カット部材の 大長]

曲げ間の直線区間の [脚の 小長さ]

個々の鉄筋の [ 大重量]

[鉄筋のチェック] チェックボックスを
オンにすると、エクスポートされた鉄筋
の値が 小値より小さい、または 大値
よりも大きい場合、エクスポート ログ
ファイルに警告が書き込まれます。

ログ ファイル エントリには、鉄筋の ID
が含まれます。ログ ファイル内の該当
する行を選択することで、モデル内で鉄
筋を特定できます。警告が書き込まれ
ても、鉄筋は引き続き通常どおりにエク
スポートされます。

チェックが有効の場合、格子梁の長さも
チェックされることに注意してくださ
い。チェックが失敗するとログに警告
が追加されます。エクスポートする格
子梁の長さは主弦の長さによって定義
されます。

[UDA] タブ

このタブでは、使用するユーザー定義情報フィールド (UDA)、および鉄筋、部材、
キャスト ユニット、現場打ちコンクリート オブジェクトの UDA に書き込む内容
(UDA 内容) を指定できます。リリース コード、リリース ステータス、リリース
日、およびリリース期限の情報に基づいて、ユーザー定義情報に注記を付けること
ができます。[既存の UDA の確認] の設定を使用して、既存のユーザー定義情報を
確認および処理するかどうかも選択できます。オプションは、[いいえ]、[エクスポ
ートを許可しない]、[ログにレポート]、[ログにレポートして上書き]、および [上
書きのみ] です。

BVBS エクスポート ファイル説明 (.abs)

BVBS エクスポート ファイル .abs の内容を以下に示します。このサンプル デー

タ構造は、直線である 2D 鉄筋、または 大で 1 つの平面上にある曲がった 2D 鉄
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筋を表しています。セクション H はヘッダー セクション (ID および一般情報) で
あり、セクション G は形状セクション (製品形状) です。

(1) BVBS 要素 (製品タイプ)

(2) プロジェクト番号

(3) 図面番号 (この例では、キャスト ユニット位置番号)

(4) 図面のリビジョン番号 (この例では使用されません)

(5) 鉄筋位置番号

(6) シングル鉄筋の長さ

(7) 製品数量

(8) シングル鉄筋の重量

(9) 鉄筋径

(10) 材質グレード

(11) 曲げ径 (直線の鉄筋)

(12) 鉄筋レイヤー (BVBS エクスポートは使用しません)

(13) エクスポート設定でグループ化テーパーが有効になっている場合のテーパー
鉄筋シリーズのステップのテーパー (この例ではテーパーなし)

(14) 脚の長さ (この例では 1 脚のみ)

(15) 脚の後の曲げ角度

(16) 正しいデータ転送のチェックサム
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BVBS エクスポートでの鉄筋の長さの計算

鉄筋の長さは、BVBS の仕様に従って計算されます。また、長さは曲げ角度によっ
て異なります。長さ L1 と L2 がエクスポートされます。

詳細設定 XS_USE_USER_DEFINED_REBAR_LENGTH_AND_WEIGHT を TRUEに

設定すると、鉄筋の全体の長さとしてユーザー定義の長さの値がエクスポートされ
ます。

BVBS 形式の仕様では、データに実際の形状データが含まれている場合に鉄筋の全
体の長さが無視されることが定義されています。他の一部のソフトウェアアプリ
ケーションでは、数量の計算に BVBS ファイル内の全体の長さの値が使用される場
合があります。Tekla Structures でエクスポートされる全体の長さは、レポートに示
される長さと同じです。

EliPlan
Elematic EliPlan は、組み立てコンクリート製作用のリソース プランニング、スケ
ジューリング、管理を行うためのソフトウェアです。EliPlan インポート/エクスポ
ートでは、Tekla Structures と EliPlan 間のデータ転送が自動化されます。

Tekla Structures と EliPlan 間のデータ転送は、4 つの部分で構成されています。

1. Tekla Structures からの EliPlan データ ファイルのエクスポート

2. EliPlan への EliPlan データ ファイルのインポート
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3. EliPlan からの EliPlan ステータス データ ファイルのエクスポート

4. Tekla Structures への EliPlan ステータス データ ファイルのインポート

EliPlan への EliPlan データ ファイルのインポートでは、増分アプローチをサポート
しています。つまり、EliPlan 側でデータベース内の部材を作成、更新、および削
除できます。組み立てコンクリートのディテール担当者は、Tekla Structures モデル
が変更されても、いつでも 新のデータ ファイルをエクスポートすることができ
ます。

Tekla Structures への EliPlan ステータス データ ファイルのインポートでも、同様の
増分アプローチがサポートされています。Tekla Structures モデルでステータス デ
ータとスケジュール データを 新の状態に保つために、ステータス データを定期
的に更新することをお勧めします。

EliPlan エクスポートでは、部材の形状 (プロファイル、カット、開口、ノッチ) は
常に自動的にエクスポートされます。プロッター データと必要な属性を定義する
必要があります。EliPlan で適切な変更管理を行えるように、エクスポートするた
びに、以前にエクスポートしたすべての部材をエクスポートする必要があります。
同じことがインポートにも当てはまります。エクスポートは部材の GUID に基づ
いており、インポートはプロジェクト名/番号と部材の GUID に基づいています。

注 Tekla Structures にインポートされる EliPlan ステータス データ ファイルの形式と内容
は、Tekla Structures から EliPlan にエクスポートされるデータファイルとは異なりま
す。

EliPLAN エクスポートのベスト プラクティスの詳細については、「EliPlan エクスポ
ートのベスト プラクティス (480 ページ)」を参照してください。

EliPlan のデータ ファイルのエクスポート

準備ができているものをすべてエクスポートする必要があります。共有モデルを
使用している場合は、 初に図面などを確認して状況を確認します。

1. EliPlan 情報を部材の EliPlan ユーザー定義情報に追加します。 

オプションで、製品タイプと製品コードが自動的に定義されます。エクスポー
ト用にこれらを変更するには、手動でユーザー定義情報を取り扱う以外にも、
たくさんの方法があります。以降のセクションを参照してください。

ユーザー定義情報の詳細については、この記事の「EliPlan ユーザー定義情報」
を参照してください。

2. [ファイル] メニューで、[ エクスポート --> ELiPLAN ] をクリックします。 

[エクスポート：ELiPLAN] ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [ﾊﾟﾗﾒｰﾀ]、[プロッタデータ]、[データ内容]、および [データ設定] タブで、
ELiPLAN エクスポートのプロパティを定義します。各タブのエクスポートの
プロパティの詳細については、この記事で後述します。
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4. [ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブで、[エクスポート範囲] を [すべて] または [選択された] に設定
します。 

すべての設計変更がシステムにも取り込まれるように、必ず ELiPLAN の準備
ができたすべての要素を毎回エクスポートする必要があります。モデルには、
関連のない、または準備ができていないキャスト ユニットが含まれている場
合があります。このため、[選択された] を使用し、エクスポートする要素を制
御することをお勧めします。概略キャスト ユニットを取り込むこともできま
すが、その場合、ユーザー定義情報などを使用して、それらの要素を追跡する
必要があります。後でエクスポートするときも、GUID は同一のままであるこ
とを確認する必要があります。

5. [作成] をクリックします。 

デフォルトでは、エクスポート ファイル eliplan.eli が現在のモデル フォ

ルダーの .\EP_files サブフォルダーに作成されます。

EliPlan のエクスポート設定
[エクスポート：ELiPLAN] ダイアログ ボックスを使用して、EliPlan エクスポート
のプロパティを制御します。

[パラメータ] タブ

設定 説明

エクスポート範囲 すべての部材をエクスポートするか、選
択した部材だけをエクスポートするか
を選択します。EliPlan では増分インポ
ートが実行されるため、次回のエクスポ
ート時に、すべての設計変更がシステム
にも取り込まれるように、同じ部材と必
要に応じて追加部材を再度選択する必
要があります。そうでない場合、以降の
ファイルで見つからない部材は、Tekla
Structures モデルで削除されたものと見
なされます。

[すべて] オプションを常に選択するこ
とを推奨します。未完了のモデルまた
は特殊な状況で部材をエクスポートす
る場合は、初めて部材をエクスポートす
るときに [選択された] オプションを使
用します。製品またはフェーズの範囲
を制御するには、フィルタリング オプシ
ョンを使用します。

フィルターを使用してエクスポート 選択フィルターの指定エクスポートす
る部材は、指定した選択フィルターに基
づいて選択されます。

エクスポートするにはナンバリングは
新である必要があります

[はい] に設定すると、ナンバリングが
新でない場合にエクスポートが中止さ
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設定 説明

れます。これにより、未完成のキャスト
ユニットがエクスポートされるのを防
ぐことができます。

エクスポートバージョン番号 これらの要素には、一意の識別子が必要
です。オプションは、GUID、ID、ACN、
および FloorMES です。

ID は変更されるため、[1.01 (ID)] は 1 回
しかエクスポートしない場合にのみ使
用してください。

モデルを再度開くと ID が変更され、エ
クスポート時に重複が生じるため、[2.00
(GUID)] を使用します。

ACN を使用して要素をエクスポートす
るには、[2.00 (ACN)] を選択します。

[3.0 (FloorMES)] バージョン ファイル
形式は、新しい Elematic FloorMES バー
ジョンとのインターフェイスを目的と
しており、GUID にも基づいています。
ファイル形式は、追加のデータ フィール
ドによって拡張されているため、下位互
換性がありません。

エクスポートのバージョン 3.0 では、プ
ロッタ データへのアクセサリ コードの
エクスポート、および開口部のアクセサ
リ コードのエクスポートがサポートさ
れています。さらに、エクスポート バー
ジョン 3.0 では、中空要素でタイプ BL
のプロッター レコードがエクスポート
され、カットされた側面が定義されま
す。境界線レコードは、中空要素の長い
方の側面と平行に線としてエクスポー
トされます。

出力ファイル名 作成されるエクスポート ファイルの名
前と場所。デフォルトの名前は、
eliplan.eli です。このファイルを

EliPlan にインポートできます。別の場
所を選択するには、[...] ボタンを使用し
ます。

eliplan.eli ファイルには、材質情報

が含まれます。アクセサリー コード
(材質の説明) は、#Materials ブロック

にあります。
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設定 説明

次のように、アクセサリー コードは材質
タイプに基づきます。

• コンクリート材質の場合、デフォル
トのアクセサリー コードは材質名
と同じです。

• 溶接金網、鉄筋、または緊張材の場
合、デフォルトのアクセサリー コー
ドは grade|size です。

• 埋込み材質の場合、デフォルトのア
クセサリー コードは name|size|
material です。

データ変換ファイル このファイルを使って、パラメトリック
プロファイル名を EliPlan 製品コードに
変換し、材質の説明を EliPlan アクセサ
リー コードに変換できます。必要に応
じて、自分でファイルを作成する必要が
あります。

デフォルトのファイル名は
eliplan_export.dat で、このファイ

ルは任意のフォルダーに配置できます。
別の場所を選択するには、[...] ボタンを
使用します。

データ変換ファイル
eliplan_export.dat には、1 つ以上

のタブで区切られた文字列ペアが含ま
れています。左側の文字列は、プロファ
イル名または Tekla Structures の材質の
説明であり、右側の文字列は対応する
EliPlan データです。一致する大文字小
文字を使用していることを確認してく
ださい。

EliPlan コードは工場によって異なりま
す。多くの場合、ある工場で有効なコー
ドであっても、他の工場では無効なコー
ドです。

[データ変換ファイル] 設定の横の [有
効/無効] チェック ボックスをオフにす
ることで、データ変換ファイルの使用を
無効または有効にすることができます。

データ変換ファイルの内容の例につい
ては、
Sample_for_Eliplan_Data_Conversion.dat
を参照してください。
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設定 説明

部材によるフィルター:要素データ エクスポートから除外する、またはエク
スポートに含めるクラスのリストを入
力します。これには、コンクリート部材
に使用されているクラス番号または名
前が含まれます。クラスまたは名前は
スペースで区切ります。

要素データ、材質、または副コンクリー
ト要素をフィルタリングするための選
択フィルターを指定することもできま
す。

部材によるフィルター:材質量 エクスポートから除外する、またはエク
スポートに含めるクラスのリストを入
力します。これには、材質に使用されて
いるクラス番号または名前が含まれま
す。クラスまたは名前はスペースで区
切ります。

材料をフィルタリングするための選択
フィルターを指定することもできます。

部材によるフィルター:副部材コンクリ
ート

エクスポートから除外する、またはエク
スポートに含めるクラスまたは名前の
リストを入力します。これには、副コン
クリート部材に使用されているクラス
番号または名前が含まれます。クラス
または名前はスペースで区切ります。

また、副コンクリート要素をフィルタリ
ングするための選択フィルターを指定
することもできます。

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙを作成する ログ ファイルを作成するかどうかを選
択します。エクスポートされたファイ
ルが正しいことを確認するため、ログ フ
ァイルを作成することをお勧めします。

たとえば、次の場合にログを確認するこ
とで、エクスポートされたキャスト ユニ
ットの数を知ることができます。

• ナンバリングが実行されなかったた
め、エクスポートに失敗した場合。

• 一部のキャスト ユニットをエクス
ポートできなかった場合。

• フィルターによりキャスト ユニッ
トが無視された場合、またはキャス
ト ユニットが CIP である場合。
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設定 説明

• プロットする必要がある埋込み材ま
たはカットが完全に部材の外側にあ
る場合。

• 一部の材質または製品タイプ デー
タ変換マッピングが認識されない場
合。

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名 作成されるログ ファイルの名前と場所。
別の場所を選択するには、[...] ボタンを
使用します。

[プロッタデータ] タブ

オプション 説明

中空ボイド スラブ製品

切り取り部データのエクスポート 切り取り部データをエクスポートする
方法を選択します。次のオプションが
あります。

• すべて:すべてのデータをエクスポ
ートします。

• フルデプスカットのみ:部材全体に
わたるカットのデータのみをエクス
ポートします。リセス データはエ
クスポートしません。

• なし:切り取り部データをエクスポ
ートしません。

小さいリセスは両面のプロットに含ま
れてしまうため、[フルデプスカットの
み] を使用することをお勧めします。

オーバーラップする切り取り部は、エク
スポート ファイル内で統合されます。

この設定は、中空ボイド スラブ製品や壁
およびサンドイッチ パネル製品向けに
個別に用意されています。

埋込み材データのエクスポート 埋込み材のデータをエクスポートする
かどうかを選択します。次のオプショ
ンがあります。

• はい:埋込み材のデータをエクスポ
ートします。

• いいえ:埋込み材のデータをエクス
ポートしません。
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オプション 説明

この設定は、中空ボイド スラブ製品や壁
およびサンドイッチ パネル製品向けに
個別に用意されています。

水抜き孔のエクスポート 水抜き孔のデータをエクスポートする
かどうかを選択します。次のオプショ
ンがあります。

• エンド ゾーンのみ: 水抜き孔は、中
空のスラブ エンド ゾーンにのみあ
ります。

• エンド ゾーンと塗りつぶされた中
核: 中空のエンド ゾーンに水抜き孔
を追加し、塗りつぶしコアの両側に
水抜き孔を追加することもできま
す。塗りつぶされた中核部材はクラ
スまたは名前で指定できます。

• 塗りつぶされた中核のみ: 水抜き孔
は、塗りつぶされた中核の周囲にの
みあります。

• いいえ (デフォルト): 水抜きのデー
タをエクスポートしません。

また、[水抜き孔のオフセット] を指定し
たり、[中間のみ、次の長さ未満] 設定に
指定された長さより短い部材の中央で
のみ水抜き孔をエクスポートしたりで
きます。

塗りつぶされた中核のエクスポート 塗りつぶされたスラブ中核の形状をエ
クスポートするかどうかを選択します。
次のオプションがあります。

• はい:塗りつぶされたスラブ中核の
形状をエクスポートします。

• いいえ:塗りつぶされたスラブ中核
の形状をエクスポートしません。

壁およびサンドイッチパネル製品: 上記の [切り取り部データのエクスポート] お
よび [埋込み材データのエクスポート] の説明を参照してください。

プロット追加鉄筋 周囲ボックスとしてのプロット追加鉄
筋。

次のオプションがあります。

• なし

• ｸﾗｽ

• 名前

• 等級
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オプション 説明

切り取り部/埋込み材を線としてプロッ
ト

切り取り部と埋込み材を線としてエク
スポートします。

次のオプションがあります。

• なし

• ｸﾗｽ

• 名前

• 材質/グレード

プロット不規則切り取り/へこみ [ラインとして] オプションを選択する
と、斜め縁端に重なる境界ボックス切り
取り部とリセスがラインとしてエクス
ポートされます。デフォルトでは、ボッ
クスとしてエクスポートされます。

プロット リフター リフター形状をプロットする方法 (アウ
トラインまたは中心点として) を指定し
ます。

カット部材を除外 カット部材のプロパティに基づいて、エ
クスポートからカット部材を除外する
ために使用します。

次のオプションがあります。

• なし

• ｸﾗｽ

• 名前

• 材質

この設定は、プロットの端部切断の量を
減らすことができる便利なフィルター
です。

埋込み材を除外 エクスポートされたプロット データの
埋込み材から、次の基準で埋込み材を除
外する場合に使用します。

• なし

• ｸﾗｽ

• 名前

• 材質

選択したプロパティで 1 つまたは複数
の値を定義できます。

上の Z 位置の除外 指定した Z 位置の上側にある、エクスポ
ートされたプロット データの埋込み材
またはカットから除外するかどうかを
選択します。Z 位置は、パレット上の要
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オプション 説明

素の深さ (埋込み材の 下部の点がパレ
ット表面から何ミリメートル上側にあ
るか) を示しています。

選択したプロパティで 1 つまたは複数
の値を定義できます。

次のオプションがあります。

• なし

• 埋込み材

• カット

• 埋込み材とカット

[データ内容] タブ

オプション 説明

[プロジェクト名]、[プロジェクト番号] エクスポートされたファイルでプロジ
ェクト番号とプロジェクト名を指定す
るには、これらの設定を使用します。オ
プションとして [Project UDA]、[プロジ
ェクト テンプレート]、および [ユーザー
定義テキスト] があります。

ｺﾒﾝﾄ 1 - 3 コメント フィールドでは、エクスポート
ファイルの先頭に追加情報を含めるこ
とができます。

次のオプションがあります。

コメントなし

Tekla Structures バージョン

モデル名

ユーザー名

ユーザー定義テキスト

コメントは、エクスポート ファイルを表
示するためのものであるため、EliPLAN
には読み込まれません。

製品コード デフォルトの製品コード マッピングを
選択します。これは、任意のデータ変換
文字列に対応する必要があります。

アクセサリー コード 鉄骨部材などの標準埋込み材のアクセ
サリー コードを指定します。これは、
#Plotter ブロック (該当する場合) および
#Materials ブロックの各埋込み材に書き
込まれるコードであり、選択したオプシ
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オプション 説明

ョンは、さらにデータ変換マッピングの
ベースとして使用する必要があります。
既定のオプションは NAME|PROFILE-
LENGTH|MATERIALGRADE です。

架設断面 ユーザー定義情報 (UDA) またはカスタ
ム プロパティ (テンプレート) から、架
設断面を読み込み ます。

建て方手順 ユーザー定義情報 ( UDA) またはカスタ
ム プロパティ (テンプレート) から、建
て方手順を読み込みます。

エクスポート：材質データ 部材の詳細な材質データ (レシート) を
含めるか除外するかを選択します。

材質データを EliPlan で使用しない (材
質処理モジュールが EliPlan にない) 場
合は、[いいえ] を選択してファイルから
このデータを除外し、ファイル サイズを
削減します。

一度でも材質データを含めて ([はい])
ファイルを転送した場合、それ以降のエ
クスポートで材質データのエクスポー
トを無効にする ([いいえ]) ことはでき
ません。この操作を行った場合、レシー
トも EliPlan データベースから消去さ
れ、すべての変更内容が失われます。

エクスポート：鉄筋加工データ 詳細な鉄筋加工情報を含めるか除外す
るかを選択します。

このデータが EliPlan に必要ない場合
は、[いいえ] を選択してファイルからこ
のデータを除外し、ファイル サイズを削
減します。

一度でも鉄筋の曲げに関するデータを
含めて ([はい]) ファイルを転送した場
合、それ以降のエクスポートでこのデー
タのエクスポートを無効にする ([いい
え]) ことはできません。

埋込み材の Z 位置のエクスポート Z レベルの埋め込み材を含めるか除外
するかを選択します。

メモ ユーザー定義情報またはテンプレート
属性を使用して補足情報 (設計状況、変
更状況、一般的なコメントなど) を追加
し、工場で表示できるようにします。

どのタイプのメモをエクスポートする
かを選択します。ユーザー定義情報、テ
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ンプレート属性、またはテキストを選択
できます。その後、ユーザー定義情報、
テンプレート属性、またはテキストを入
力します。

スタック, 杭の数, 杭レベル スタック結果のエクスポートは、EliPlan
エクスポート バージョン 3.0 以降でサ
ポートされています。ユーザー定義情
報をメイン部材から読み取るか、キャス
ト ユニットから読み取るかを選択でき
ます。

ユーザー定義情報は事前に入力されて
いますが、手動で変更できます。

[データ設定] タブ

オプション 説明

鉄筋長さ単位 鉄筋の長さの単位を選択します。

小数点以下の桁数 小数点以下の桁数 (0 ～ 3) を選択しま
す。

デフォルト値は 1 桁です。

リフターのタグ 吊りループを名前またはクラスで識別
するときに使用します (デフォルト)。

クラスまたは名前を使用して鉄筋をリ
フターとして指定することもできます。

複数のクラスまたは名前を指定するこ
ともできます。名前が複数の単語で構
成されている場合は、引用符で囲む必要
があります。

さらに、リフターを識別する特定の値を
持つ特定のプロパティを使用するよう
にユーザー定義情報 (UDA) またはテン
プレート属性 (テンプレート ) を指定す
ることもできます。

吊りループを識別すると、プロッターの
インストラクション タイプが WPL から 
LL に変更されます。

塗りつぶされた中核のタグ 1 つの文字列 (名前) または複数の文字
列を入力できます。Tekla Structures で
は、入力した名前をフィルター条件とし
て使用して、モデルの塗りつぶされた中
核を決定します。選択したオプション
に応じて、水抜き孔の配置が計算され、
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オプション 説明

エクスポート ファイルに書き込まれま
す。

ID の頭マーク ID 番号とともに使用する頭マーク (文
字) を入力します。

マークのタイプ キャスト ユニットの位置番号、割り当て
られた製品管理番号 (ACN)、またはその
両方をエクスポートするかどうかを選
択します。

ナンバリング区切り文字の削除 ナンバリングでマーク区切り文字を使
用するかどうかを選択します。デフォ
ルト値は、[いいえ] です。

特殊な部材の注記 ノッチ カットを持つ要素に特別なタグ
を設定するには、このオプションを [は
い] に設定します。このオプションを選
択すると、ノッチ付きの中空に SK (カッ
トなしのスラブの場合は N) 分母が付け
られます。

緊張材コード 緊張材コードを読み取るユーザー定義
情報またはテンプレート属性を指定し
ます。ﾃﾞﾌｫﾙﾄ は、UDA
TS_STRAND_CODE から値を読み取り
ます。オプションの [テンプレート] を
使用して、カスタム プロパティを指定す
ることもできます。

純面積の計算 [すべてのカットの除外] を選択してす
べてのカットを除外するか、[フルデプ
ス カットのみ除外] を選択してフルデ
プス カットのみを純面積の計算から除
外するか、[グロス面積] を選択してグロ
ス面積を純面積としてエクスポートし
ます。オプションの [テンプレート] を
使用して、カスタム プロパティを指定す
ることもできます。製品全体がチェッ
クされます。

重量計算 エクスポートする重量を選択します。

次のオプションがあります。

• [標準]: 属性 
CAST_UNIT.WEIGHT_NET によっ

て定義された重量を報告します。

• WEIGHT: 属性 WEIGHT によって定

義された重量を報告します。
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オプション 説明

• WEIGHT NET: 属性 WEIGHT_NET
によって定義された重量を報告しま
す。

• CAST UNIT WEIGHT: 属性 
CAST_UNIT.WEIGHT によって定義

された重量を報告します。

• MAIN PART WEIGHT: 属性 
WEIGHT によって定義された重量を

報告します。

• テンプレート: 指定したテンプレー
ト属性またはカスタム プロパティ
によって定義された重量を報告しま
す。

• ユーザー定義比重: ユーザー定義比
重値* オブジェクトの体積の結果を
報告します。

小数点 ELiPLAN の設定に応じて、ピリオド (.)
またはカンマ (,) を小数点として設定し
ます。

EliPlan データ変換ファイル

データ変換ファイルには、1 つ以上のタブで区切られた文字列のペアが含まれてい
ます。左側の文字列は、プロファイル名または Tekla Structures の材質の記述であ
り、右側の文字列は対応する EliPlan データです。材質コードのマッピングに数量
単位も含めることができます。

製品コードと材質コードがパイプ文字（"|"）で区切られたタグに基づいて変換され
るようになったことにより、複数のマッピングを 1 つに結合できるようになりまし
た。ソース ファイルにタグが見つかった場合、適合変換が使用されます。

EliPlan コードは工場によって異なります。ほとんどの場合、ある工場で有効なコ
ードであっても、他の工場では無効なコードです。

製品コードと材質コードは、個別に定義できます。#PRODUCT CODES の行に続く
マッピングは製品コードの変換に使用され、#MATERIAL CODES の行に続くマッ
ピングは材質の変換に使用されます。

データ変換ファイルの例:

#PRODUCT CODES
//
// Hollow-core slabs
//
265X1200    HCS27
320X1200    HCS32
400X1200    HCS40
//
// Beams
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//
BEAM|RCDL    B_LP2P
BEAM|RCL    B_LP
BEAM    B_SK

#MATERIAL CODES
//
// reinforcement
//
A500HW|6    TW6        kg
A500HW|8    TW8        kg
A500HW|10    TW10    kg
A500HW|12    TW12    kg
A500HW|16    TW16    kg
A500HW|20    TW20    kg
A500HW|25    TW25    kg
A500HW|32    TW32    kg
//
// Strands
//
1570/1770    1570/1770        m
//
// Meshes
//
B500K|8/8-200/200    B500K8-200            m2
B500K|10/10-250/400    B500K10-250/400        m2
//
// Embeds
//
HPKM39|50*110-110    HPKM39        pcs
Neoprene            NEO_10        m2
//
// Concrete materials
//
C35/45        C35        m3
C40/50        C40        m3
C45/55        C45        m3

製品コードと材質コードがパイプ文字（"|"）で区切られたタグに基づいて変換され
るようになったことにより、複数のマッピングを 1 つに結合できるようになりまし
た。一致する大文字小文字を使用していることを確認してください。

EliPlan エクスポート ファイル (.eli)
.eli ファイルの内容を以下に示します。

ファイル情報のヘッダー データ

要素の形状は #Pieces と #Plotter の各ブロックに報告されます。

#Pieces:

• スラブごとに一意のデータ行が含まれています。

• スラブごとに一意のデータ行があります。

• 中空スラブの場合、外側の測定はスラブの min (x, y) 値と max (x, y) 値に基づい
て #Pieces ブロックに報告されます。これらの測定値は、四角形、平行四辺形、
または台形を示します。スラブの厚さ、プロファイル、追加情報が報告されま
す。
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• #Pieces ブロックでは、縁端にカットが含まれているスラブに個別にフラグを付
けることができます。

#Plotter:

• 埋込み材、リセス、スルーカットなどの要素ごとの個々のプロット操作のデー
タを格納します。

• #Plotter ブロックには、スラブ位置で配置された幾何学的データも含まれます。
操作は、位置番号に基づいて各スラブで実行されます。

• 各プロット操作はそれぞれ別の行にあります (型枠アクセサリー、リセス、断
面)。

• エクスポート設定では、エクスポートに含めるプロット データ範囲を定義でき
ます。

• 形状には、線、四角形、または円を使用できます。

• 行の順序は重要ではなく、EliPlan で再構成されます。

• 形状がスラブ境界内に四角形または円として表示できない場合は、線として表
示されます。

• #Pieces データによって定義された外側の境界と重なり合うプロットは 小化
され、縁端を越えることはできません。

#Materials:

• 材質量のデータが要素ごとに格納されます。

#Bars:

• 鉄筋の形状のデータが要素ごとに格納されます。

エクスポート ファイルの例:

2.00;1;;04.06.2019 11:49:15
# Pieces
56a109f8-562c-4aa5-882a-a45cc7be9b95;B_LP2P;B/
1;7200.00;0.00;0.00;500.00;600.00;0.00;3628.80;1.51;4.32;1.08;;;PHASE 
1;;N;0;
3dbe09b6-1b35-44e7-a18f-0c492a71b6a6;HCS32;HC/
1;6000.00;6000.00;0.00;700.00;0.00;320.00;1655.09;0.69;4.20;4.06;;;PHASE 
1;;N;0;
1d2c4018-daa3-4b5d-801a-4a1e491db41f;HCS32;HC/
2;6000.00;6000.00;0.00;1200.00;0.00;320.00;2765.20;1.15;7.20;6.93;;;PHASE 
1;;N;0;
0b003ef7-2c79-4e4d-844f-51616ad0584d;HCS32;HC/
3;6000.00;6000.00;0.00;1200.00;0.00;320.00;2747.86;1.14;7.20;6.89;;;PHASE 
1;;N;0;
e670a8ac-c034-4fa9-b5e3-0a17461502fb;HCS32;HC/
4;5750.00;4875.00;0.00;1200.00;0.00;320.00;2446.78;1.02;6.89;6.13;;;PHASE 
1;;N;0;
868229bf-36ed-4b87-9d2e-e7c36962b181;HCS32;HC/
5;4875.00;4000.00;0.00;1200.00;0.00;320.00;2044.57;0.85;5.85;5.12;;;PHASE 
1;;N;0;
# Plotter
HCS32;HC/3;LI;LI;5750.00;1200.00;6000.00;850.00;0.00;0.00;
# Materials
B_LP2P;B/1;C35;1.51;
HCS32;HC/1;C40;0.69;
HCS32;HC/1;1570/1770;18.00;
HCS32;HC/2;C40;1.15;
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HCS32;HC/2;1570/1770;36.00;
HCS32;HC/3;C40;1.14;
HCS32;HC/3;1570/1770;34.69;
HCS32;HC/4;C40;1.02;
HCS32;HC/4;1570/1770;29.45;
HCS32;HC/5;C40;0.85;
HCS32;HC/5;1570/1770;24.22;
# Bars

EliPlan のステータス データ ファイルのインポート
エリプランで作成されたステータスデータファイルがある場合は、ステータスおよ
びスケジュール情報を Tekla Structures モデルにインポートできます。

1. [ファイル] メニューで、 インポート --> ELiPLAN をクリックします。 

[ELiPLAN からステータスデータをインポート] ダイアログ ボックスが開き
ます。

2. [インポートファイル名] ボックスの横の [...] ボタンをクリックして、インポー
トするファイルを参照します。

3. [作成(R)] をクリックします。 

Tekla Structures によって、Tekla Structures モデル内の部材のステータス データ
とスケジュール データが更新されます。データが読み取られると、ログ ファ
イルが表示されます。

ログ ファイルには、データが正しく更新された部材が示されます。また、発
生した可能性のある問題に関する情報も提供されます。ログ ファイル内の行
を選択すると、Tekla Structures によってモデル内で対応する部材が自動的に選
択されます。全般的なステータス情報がログ ファイルの末尾に示されます。

実際のステータス データは、Tekla Structures によって部材のユーザー定義情報に保
存されます。データを表示するには、部品プロパティを開き、[ユーザー定義情報]
ボタンをクリックして [ELiPLAN] タブに移動します。

エリプラン ユーザー定義情報
通常のモデルデータ以外の情報も部材のユーザー定義情報に追加できます。Tekla
Structures から追加情報を転送し、エリプランで使用できます。
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製品タイプおよび製品コードのユーザー定義情報は、自動で指定されている製品タ
イプおよび製品コードを上書きします。他のユーザー定義情報は、EliPlan のイン
ポート用に予約されています。

製作タイプ

製品タイプは、EliPlan で部材寸法 (長さ、長さ 2、ディテール、幅、高さ、および
厚さ) が考慮される方法に影響します。

製品タイプのユーザー定義情報は、EliPlan エクスポート ダイアログ ボックスに定
義されている製品タイプを上書きします。

製品タイプを設定するには、リストから適切な製品タイプ オプションを選択しま
す。通常は、デフォルトの [自動] を使用することができますが、デフォルトを上
書きする必要がある場合があります。

必要に応じて、次の方法で、ダイアログ ボックスで設定されている製品タイプ値
を上書きできます。

• objects.inp ファイルでユーザー定義情報 EP_TYPE の値を入力できます。

• [EP_TYPE] でユーザー定義情報 プロファイルカタログ の値を入力できます。

[プロファイルカタログ] では、属性値が番号で示されます。値は次のとおりで
す。

• スラブ = 1

• 梁 = 2

• 柱 = 3

• 壁 = 4

• サンドイッチパネル = 5

• 階段 = 6
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製品コード

製品コードのユーザー定義情報は、EliPlan エクスポート ダイアログ ボックスに定
義されている製品コードを上書きします。

製品コードを指定する代替方法がいくつかあります。エリプランエクスポートで
は、次の順番で製品コードの定義が試みられます。

1. エリプランユーザー定義情報ダイアログボックスで、製品コードの値を入力で
きます。

2. objects.inp ファイルで、キャスト ユニットのメイン部材のユーザー定義

情報 EP_CODE の値を入力できます。

3. EP_CODE でユーザー定義情報 [プロファイルカタログ] の値を入力できます。

4. データ変換ファイルを使用して、パラメトリックプロファイル名を製品コード
に変換できます。

5. 上記のいずれの方法でもうまくいかない場合は、メイン部材名がメイン部材名
としてエクスポートされます。

建て方手順

プレキャスト部材は特定の手順で建て方されます。エリプランでの製作のスケジ
ューリングを支援する手順を使用します。部材のシーケンス番号を指定すること
で、建て方手順を推測できます。

製作準備完了

設計者または詳細設計者が部材を完成させ、部材の製作準備が完了したら、このオ
プションを [はい] に設定します。デフォルト値は [いいえ] です。この場合、予備
計画用のデータだけがエリプランに転送されます。この属性が [はい] に設定さ
れ、新しいファイルがエリプランに転送されるまで製作用の部材は送信されませ
ん。

EliPlan ステータス データ

EliPlan ステータス データは読み取り専用の情報であり、Tekla Structures モデルで
表示することを目的としています。

モデルまたはプロファイル カタログに独自のユーザー定義情報を設定して、オブ
ジェクト タイプ、プロファイル、および材質をマッピングする

EliPlan エクスポートに合わせて、モデルまたはプロファイル カタログに独自のユ
ーザー定義情報を設定し、オブジェクト タイプ、プロファイル、および材質をマ
ッピングする方法の詳細については、『EliPLAN/ELiPOS エクスポート ガイド
(EliPLAN/ELiPOS export guide)』を参照してください。

EliPlan ファイルの例

EliPlan ファイルの例を参照するには、以下のリンクをクリックしてください。こ
れらのファイルは、標準のテキスト エディターで開くことができます。

• EliPlan データ変換ファイル:Sample_for_Eliplan_Data_Conversion.dat
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• EliPlan エクスポート ファイル:Sample_for_Export_Eliplan.eli

• EliPlan インポート ファイル:Sample_for_Import_Eliplan.sql

EliPlan エクスポートのベスト プラクティス

事前調査

開始する前に、次のことを確認します。

• 生成される要素は?

• ベッド サイズとその他の製作要件は?

• プロットする必要があるものは?

• 埋込み材および鉄筋の必要な数量は?

• 使用されている製品コードと材質コードの種類は?

• モデルから必要な追加情報は?

• プロセス情報をモデルに戻す必要があるか?

プロジェクトを開始する前に、次のことを行います。

• 製品コードと材質の記事番号を収集します。

• データ変換ファイルを作成し、必要なコードを含めます。サンプル製品のテス
トを実施して、データ変換テーブルが意図したとおりに機能することを確認し
ます。

• 自動設定を使用するか、 適な入力方法を選択します。

• ナンバリング ロジック:

• EliPlan の場合、すべての要素が一意でトレース可能である必要があります。

• データ範囲:形状、属性、材質

• 含める製品と材質は?

• 含めるプロッター データは?

• モデル オブジェクトを特定のクラス/名前/その他の属性で分類するモデリ
ング ガイドラインのドラフトを作成します。

• 製作要件:寸法、プロファイル、 大重量

• モデリング ガイドラインに含まれるすべてのドキュメントを文書化しま
す。

EliPlan エクスポートのベスト プラクティス

進捗

• 製作要件に応じて、モデリング ガイドラインに従ってモデリングします。

• プレキャスト オブジェクトを埋め込みコンテンツを使用してモデリングしま
す。
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• 中空の形状を ELiPOS 内でのプロットに使用している場合は、リセスと埋込み
材が正確であることを確認します。

• 製作要件に従って、プロファイルおよび材質カタログを設定します。

• プロファイル カタログとモデリングの設定を調整して、EliPlan システムへのマ
ッピングが正しく実行されるようにします。

• マッピングした材質とプロファイルを使用していることを確認します。

• モデリング ガイドラインに合わせて標準のエクスポート設定を定義します。

• 新しいバージョンの Tekla Structures では、要素識別子として常に GUID または
ACN を使用します。

• モデルをナンバリングします。Tekla Structures ナンバリングを使用して図面を
作成し、自動コントロールナンバリング (ACN) を使用して一意の要素を追跡し
ます。

• 自動データ変換と製品タイプを使用します。

• 設計ステータス情報をプレキャスト オブジェクトに追加し、設計の状況を伝え
るために追加のユーザー定義情報を使用してその状況を EliPlan にインポート
します。また、製作に送信されたオブジェクトにマークを付けます。

• 結果のファイルとエクスポート ログを必ず確認してください。

• 製品コードまたは材質コードに不自然なマッピングがないことを確認しま
す。

• 使用可能なビューワーがないため、製作ソフトウェアでエクスポート ファ
イルを検証します。

HMS
中空スラブのモデル データを HMS 形式にエクスポートできます。結果は .sot
ファイルになります。

HMS (Hollowcore Manufacturing System) は、オランダで開発されました。Tekla
Structures から HMS に中空スラブのデータをエクスポートできます。HMS では、
製作工程でこのデータを使用します。

HMS 形式へのエクスポート

1. エクスポートに含めるモデルオブジェクトを選択します。

2. [ファイル] メニューで、 エクスポート --> HMS をクリックします。 

[HMS エクスポート]ダイアログボックスが表示されます。

3. 必要に応じて、エクスポート プロパティを定義します。詳細については、以
下の HMS エクスポート設定を参照してください。

4. [...] ボタンをクリックして、ファイルの保存先フォルダーをブラウズします。 

モデルフォルダの下の \HMSフォルダがデフォルトです。
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5. ファイルの名前を入力します。 

ファイル名拡張子は、.sotです。

6. [上書き保存]をクリックします。

7. 必要に応じて、[ファイル名へのリビジョンの追加] チェック ボックスをオン
にし、リビジョン番号を選択します。 

リビジョン番号は、HMS エクスポートファイルに次のように追加されます。

hms_export_file<revision>.sot
8. エクスポート後にログを表示するには、[エクスポート後にログ ファイルを開

く] チェック ボックスをオンにします。 

HMS エクスポートで、ファイルエクスポートフォルダにログファイルが作成
されます。

9. [エクスポート]をクリックして HMS エクスポートファイルを作成します。

HMS エクスポート設定
HMS エクスポートでは、プロジェクトデータ、スラブデータ、鉄骨部材の情報を
含めることができます。

[Project data]タブ

オプション 説明

[Customer Name]
[Customer Number]
[Contractor Name]
[Site Addres]
[Site City]
[Section Name]
[Project Status]
[Remark 1]
[Remark 2]
[Remark 3]

顧客名やサイトアドレスなどのプロジ
ェクトデータを HMS エクスポートファ
イルに含めることができます。

ダイアログボックスでは、次の値を使用
できます。

• [空]
アイテムは HMS エクスポートファ
イルには含められません。

• [テキスト]
アイテムの横にあるボックスにテキ
ストを入力します。

• [プロジェクト UDA]
プロジェクトのユーザー定義情報か
らデータが取得されます。

• [Project Object]、[Project Address]、
[Project Info 1 - 2]
プロジェクト情報からデータが取得
されます。
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オプション 説明

[エクスポートファイル] エクスポートファイルの名前と場所を
指定します。ファイル名拡張子
は、.sotです。エクスポートファイル

は、デフォルトでモデルフォルダの下の
\HMSフォルダにエクスポートされま

す。

[ファイル名へのリビジョンの追加] HMS エクスポートファイルにリビジョ
ン番号を追加します。
hms_export_file<revision>.sot
の形式で追加されます。

[エクスポート後にログファイルを開く] エクスポート後にログファイルを開き
ます。HMS エクスポートにより、ファ
イルエクスポートフォルダにログファ
イルが作成されます。

[Slab data]タブ

オプション 説明

[位置番号] オプションは、[割り当てられた製品管
理番号(ACN)]のみです。

[Slab Remarks]
[Element Type]
[End Label]

以下のオプションがあります。

• [空]
アイテムは HMS エクスポートファ
イルには含められません。

• [テキスト]
アイテムの横にあるボックスにテキ
ストを入力します。

• [ユーザー定義情報]
データは、プロジェクトのユーザー
定義情報から取得されます。

[スラブ名] 以下のオプションがあります。

• [プロファイル]
プロファイル名全体をエクスポート
する場合に選択します。

• [厚さ]
プロファイルの高さだけをエクスポ
ートする場合に選択します。
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オプション 説明

[スラブマーク] 以下のオプションがあります。

• 製品マーク

完全なキャストユニット位置をエク
スポートする場合に選択します。

• [(製品) 割付番号]
キャストユニットのシリアル番号だ
けをエクスポートする場合に選択し
ます。

ベイ番号 デフォルトのユーザー定義情報または
任意のユーザー定義情報を選択します。
デフォルトのユーザー定義情報の値タ
イプは整数です。その他の選択したユ
ーザー定義情報の値タイプも同様に整
数である必要があります。

[スラブ重量単位] 重量単位を選択します。

[積載/固定荷重] エクスポートされるデフォルトの積載/
固定荷重を入力します。

中空スラブの計算の場合は、スラブに対
してデフォルトの分布荷重/固定荷重
(KN/m2)を定義できます。

このデータをここで指定しない場合、後
から HMS ソフトウェアでスラブごとに
デフォルト値を入力する必要がありま
す。

[スラブの範囲]タブ

オプション 説明

[部材の除外] データを除外するモデル オブジェクト
のクラスもしくは名前、テキスト、ユー
ザー定義情報、またはテンプレート属性
を入力します。

[フックポイント]
電気ボックス

[溶接プレート]
[塗りつぶし]
[塗りつぶし領域]

エクスポートするデータを選択します。

• [空]
アイテムは HMS エクスポートファ
イルには含められません。

• 名前

名前を含める場合に選択します。
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オプション 説明

• [テキスト]
テキストを含める場合は、アイテム
の横にあるボックスにテキストを入
力します。

• クラス

クラスを含める場合は、ボックスに
モデル オブジェクトのクラスを入
力します。

• [ユーザー定義情報]
ユーザー定義情報からデータが取得
されます。

• テンプレート

データはテンプレート属性から取得
されます。

フック ポイント名 エクスポートにフックポイント名を含
める場合に選択します。

• 名前

名前を含める場合に選択します。

• [テキスト]
テキストを含める場合は、アイテム
の横にあるボックスにテキストを入
力します。

• [ユーザー定義情報]
ユーザー定義情報からデータが取得
されます。

• テンプレート

データはテンプレート属性から取得
されます。

[溶接プレート名] エクスポートに溶接プレート名を含め
る場合に選択します。

• 名前

名前を含める場合に選択します。

• [テキスト]
テキストを含める場合は、アイテム
の横にあるボックスにテキストを入
力します。
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オプション 説明

• [ユーザー定義情報]
ユーザー定義情報からデータが取得
されます。

• テンプレート

データはテンプレート属性から取得
されます。

[鉄筋] タブ

オプション 説明

緊張材コードをエクスポート エクスポートに緊張材コードを含める
場合に選択します。

引張荷重をエクスポート 引張荷重データをエクスポートする場
合に選択します。

カスタム上部緊張材

カスタム下部緊張材

カスタム緊張材の数量、直径、距離、引
張荷重を入力します。

カスタム緊張材設定は、緊張材がモデリ
ングされていない場合に使用されます。
モデリングされた緊張材がある場合、カ
スタム緊張材が含められます。

追加緊張材 デフォルトでは緊張材オブジェクトの
みがエクスポートに含められるため、
[追加緊張材] を使用して緊張材として
エクスポートされる他の特定の鉄筋オ
ブジェクトを指定できます。

• 名前

緊張材名を入力してください。

• クラス

クラスを含める場合は、アイテムの
横にあるボックスにクラスを入力し
ます。

• [ユーザー定義情報]
ユーザー定義情報からデータが取得
されます。ユーザー定義情報の名前
と値を入力します。

• テンプレート

データはテンプレート属性から取得
されます。テンプレート属性と値を
入力します。
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オプション 説明

鉄筋 鉄筋は、[鉄筋] 設定で指定することで交
差鉄筋としてエクスポートに含めるこ
とができます。

• 名前

鉄筋名を入力します。

• クラス

クラスを含める場合は、アイテムの
横にあるボックスにクラスを入力し
ます。

• [ユーザー定義情報]
ユーザー定義情報からデータが取得
されます。ユーザー定義情報の名前
と値を入力します。

• テンプレート

データはテンプレート属性から取得
されます。テンプレート属性と値を
入力します。

[オプション]タブ

オプション 説明

境界線 [スラブのカット側方向] または [スラブ
のカットなし側方向] の境界線をエクス
ポートします。

[フックボックスのエクスポート] フックデータを含める場合は選択しま
す。

[HP 名のエクスポート] フックポイント名をエクスポートする
場合に選択します。このオプションを
選択しない場合、XY 座標のみがエクス
ポートされます。

[内角のエクスポート] エクスポートに中空の中心部の詳細情
報を含める場合に選択します。

[仕上げ形状のフルカットを含める] エクスポートで仕上げ形状ブロック
(CO) にフル カットを含める場合に選択

します。 このオプションを選択しない
場合、フル カットは個々のカット (SP)
として書き込まれます。

排水口/水抜き孔の生成 エクスポートに排水口と水抜き穴を含
めることを選択します。オフセットを
指定することもできます。
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3.14 CAD
CAD インポートおよびエクスポート ツールでは、複数の形式でモデルをインポー
トおよびエクスポートできます。CAD インポートでは、 大 10,000 個の部材をイ
ンポートできます。部材数が 大数を超えると、Tekla Structures に警告メッセージ
が表示され、モデルはインポートされません。

CAD インポート形式とエクスポート形式

以下の表に、サポートされているインポートおよびエクスポート ファイル タイプ
を示します。

では、部材

CAD インポート ツールに加えて、[新しいインポート モデル] ダイアログ ボックス
で FEM インポートも使用できます。FEM インポート (318 ページ)の手順は、CAD
インポートの場合と同じです。

CAD ファイルのインポート

1. [ファイル] メニューで、 インポート --> CAD をクリックします。

[モデルのインポート] ダイアログ ボックスが表示されます。

2. インポート タイプ [CAD ｲﾝﾎﾟｰﾄ] を選択します。

3. [新規作成] をクリックし、[新規インポートモデル] ダイアログ ボックスでイン
ポート ファイルの新しい名前を入力します。
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4. [新規インポートモデル] ダイアログ ボックスで、[プロパティ...] ボタンをクリ
ックし、インポート設定を定義します。インポート設定は、選択したインポー
ト タイプによって異なります。 

インポート タイプ固有の設定の詳細については、以下のセクションの設定と
その説明を参照してください。

5. [OK] をクリックして、変更したプロパティを適用します。

6. [新規インポートモデル] ダイアログ ボックスで、[OK] をクリックします。

7. リストからインポート モデル名を選択し、[インポート] をクリックします。

8. [モデルのインポート] ダイアログ ボックスで、インポートする部材のバージ
ョンを選択します。

9. [すべて更新] をクリックします。 

既存のモデルの上に新しいモデルをインポートする場合は、通常、[すべて更
新] オプションを使用します。変更したモデルを再インポートする場合、[すべ
て破棄] をクリックしてすべての変更を破棄することも、[個別に部材指定...]
をクリックして個々の変更を承諾または破棄することもできます。

10. Tekla Structures に メッセージ「今後インポート比較のためにインポートモデル
を保存しますか?」が表示されます。[はい] をクリックします。 

Tekla Structures によってインポート モデルがモデル ビューに追加されます。

11. モデル ビューを右クリックし、[作業領域を全モデルにフィット] を選択して、
インポートされたモデルが完全に表示されるようにします。

12. 部材が表示されない場合は、[ビュープロパティ] ダイアログ ボックスで、[デ
プスアップ] と [デプスダウン] の値を確認し、必要に応じて値を変更します。

注 SDNF のインポートでは、Tekla Structures 内の部材にはない情報をインポートする場合
は、インポートする SDNF ファイル内で SDNF 拡張行を使用し、Tekla Structures 内で
ユーザー定義情報 REVISION_NUMBER を使用することができます。

CAD インポートの設定

設定 説明

[変換] タブ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換

材質変換ﾌｧｲﾙ

ﾂｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換ﾌｧｲﾙ

使用する変換ファイルを定義します。

変換ファイルでは、プロファイル名および材質名を
Tekla Structures と他のソフトウェアの間でマッピング
します。

変換ファイルの詳細については、「変換ファイル
(154 ページ)」を参照してください。

[ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブ
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設定 説明

入力ﾌｧｲﾙ インポートするファイル。目的のファイルをブラウ
ズすることもできます。デフォルト値は、
import.lis です。

タイプ 入力ファイルまたはモデル種別を定義します。

SDNF、HLI、プラントビュー、SDNF (PDMS)、XML
原点 X, 原点 Y, 原点 Z ファイルを特定の位置に配置する場合は、原点座標を

定義します。

[SDNF] タブ

ﾏｰｸ 部材の頭マークと開始位置番号を入力します。

この設定は、[マークのタイプ] 設定に関連していま
す。

SDNF バージョン SDNF 形式のタイプを [2.0] または [3.0] に設定しま
す。

通常は、SDNF 3.0 を選択します。ただし、StruCAD で
は、SDNF 2.0 ファイルを共有することをお勧めしま
す。

ｶｯﾄとﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ を適用 [はい] (デフォルト) に設定すると、インポートでカッ
トとフィッティングが適用されます。

カットとフィッティングが含まれるのは、SDNF ファ
イルにこれらが含まれている場合だけです。

ｵﾌｾｯﾄを考慮する [はい] に設定すると、オフセットが作成されます。ほ
とんどの場合、[はい] を選択する必要があります。[い
いえ] (デフォルト) を選択すると、部材の端点に部材
作成点が配置されます。

ほとんどの場合、[はい] を選択する必要があります。
[いいえ] (デフォルト) を選択すると、部材の端点に部
材作成点が配置されます。

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙを作成する [作成] を選択すると、モデルをインポートするたびに
新しいログ ファイルが作成され、以前のログ ファイ
ルが削除されます。

インポートが失敗した場合は、ログ ファイルをチェッ
クすると、失敗の原因を調べることができます。イン
ポートが成功したように思われる場合でも、ログ ファ
イルを確認してください。

[追加] (デフォルト) を選択すると、ログ ファイルの情
報が既存のログ ファイルの末尾に追加されます。

ログ ファイルが不要な場合は、[いいえ] を選択しま
す。
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設定 説明

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙを表示する [外部ﾋﾞｭｰｱで] を選択すると、テキスト エディターに
ログ ファイルが表示されます。

[ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ上で] を選択すると、ログ ファイルの表示だ
けが可能な別のリスト ダイアログ ボックスが作成さ
れます。

ファイルを表示しない場合は、[いいえ] を選択しま
す。

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名 ログ ファイルの名前を入力するか、既存のログ ファ
イルをブラウズします。

マークのタイプ SDNF ファイルには、部材のユーザー定義情報に含め
たり、部材の位置番号として使用したりできる識別子
が含まれています。

識別子を部材の位置番号として使用する場合は、[部材
マーク] を選択します。[ﾏｰｸ] オプションをこのオプ
ションと併用しないでください。

識別子を部材のユーザー定義情報に含める場合は、[ﾕ
ﾆﾊﾞｰｻﾙID] を選択します。

PDS または PDMS からファイルをインポートする場
合は、通常、ユニバーサル ID オプションを選択しま
す。

各ダイアログ ボックスでユーザー定義情報が表示さ
れるようにするには、ユーザー定義情報を
objects.inp ファイルに追加する必要があります。

[ﾌﾟﾗﾝﾄﾋﾞｭｰ] タブ

材質 材質を選択します。

[レポートの作成] タブ

レポートの作成 [はい] に設定すると、レポートが作成されます。

ﾚﾎﾟｰﾄを表示する [はい] に設定すると、レポートが表示されます。

ﾚﾎﾟｰﾄﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ レポート テンプレートを選択します。

ﾚﾎﾟｰﾄﾌｧｲﾙ名 レポート ファイルの名前を入力するか、レポート フ
ァイルをブラウズします。

レポートに名前を指定しないと、レポートは
import_revision_report.rpt という名前でモデ

ル フォルダーに保存されます。

[詳細設定] タブ

...の際に実行するｵﾌﾞｼﾞｪｸ
ﾄの状態は (比較すると)

[前回のｲﾝﾎﾟｰﾄ] には、インポートするファイル内のオ
ブジェクトと比較したモデル内のオブジェクトの状
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設定 説明

態が示されます。[新規の]、[変更された]、[削除済み]、
[同一の] の 4 つに分類しています。

Tekla Structures により、インポートするオブジェクト
の状態がモデル内のオブジェクトの状態と比較され
ます。[ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、[同一の] の 3 つに分
類しています。

[ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、および [同一の] の下にあ
るオプションを使用して、変更されたオブジェクトを
インポートするときの処理を指定します。指定可能
なオプションは、[実行しない]、[コピー]、[変更する]、
または [削除] です。

通常は、デフォルト値を変更する必要はありません。

FEM インポートの設定

設定 説明

[変換] タブ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換

材質変換ﾌｧｲﾙ

ﾂｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換ﾌｧｲﾙ

使用する変換ファイルを定義します。

変換ファイルでは、プロファイル名および材質名を
Tekla Structures と他のソフトウェアの間でマッピング
します。

変換ファイルの詳細については、「変換ファイル
(154 ページ)」を参照してください。

[ﾊﾟｰﾂ] タブ

部材ﾏｰｸ

製品 ﾏｰｸ

頭マークと開始位置番号を入力します。

[ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブ

入力ﾌｧｲﾙ インポートするファイルの名前。目的のファイルを
ブラウズすることもできます。

タイプ 入力ファイル タイプ (DSTV、SACS、Monorail、
Staad、STAN 3D、BUS) を選択します。

原点 X, 原点 Y, 原点 Z ファイルを特定の位置に配置する場合は、原点座標を
定義します。

標準降伏応力度

降伏応力が限度以上の場
合の標準材質

降伏応力が限度より小さ
い場合の標準材質

[降伏応力が限度より小さい場合の標準材質] 設定は、
SACS インポート ファイルに使用されます。降伏応
力が制限値を下回る場合に使用する材質を定義しま
す。

[降伏応力が限度以上の場合の標準材質] 設定は、
SACS または DSTV インポート ファイルに使用しま
す。SACS の場合、このフィールドで降伏応力が制限
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設定 説明

値以上の場合に使用する材質を定義します。DSTV の
場合、インポート ファイルに材質が含まれていない場
合に、ここで材質を入力できます。

複合要素

複合の際の 大長さ

FEM モデルの複数の要素を Tekla Structures で 1 つの
部材に結合し、[複合要素] を [はい] に設定します。

たとえば、ファイル内の梁が複数の要素で構成されて
いる場合、[はい] を選択すると、要素が結合されて
Tekla Structures モデルで 1 つの梁を形成します。

[いいえ] を選択すると、Tekla Structures によって FEM
モデルの要素ごとに梁が作成されます。

[複合の際の 大長さ] は、[複合要素] を [はい] に設定
した場合にのみ適用されます。この設定を使用して
複合要素の 大長を定義します。要素を結合したと
きの長さがここで入力した値よりも短い場合にのみ、
Tekla Structures により要素が 1 つの部材に結合されま
す。

[Staad] タブ

材質 材質を選択します。

[レポートの作成] タブ

レポートの作成 [はい] に設定すると、レポートが作成されます。

ﾚﾎﾟｰﾄを表示する [はい] に設定すると、レポートが表示されます。

ﾚﾎﾟｰﾄﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ レポート テンプレートを選択します。テンプレート
をブラウズすることもできます。

ﾚﾎﾟｰﾄﾌｧｲﾙ名 レポート ファイルの名前を入力するか、レポート フ
ァイルをブラウズします。

レポートに名前を指定しないと、レポートは
import_revision_report.rpt という名前でモデル フォル
ダーに保存されます。

[DSTV] タブ

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ DSTV のバージョンを選択します。

ｽﾀﾃｨｯｸ部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ

その他の部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ

インポートする DSTV ファイルに静的モデルと CAD
モデルが含まれている場合、インポートするモデルを
選択できます。

[はい] で [ｽﾀﾃｨｯｸ部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ] を選択すると、静的モ
デルがインポートされます。

[はい] で [その他の部材のｲﾝﾎﾟｰﾄ] を選択すると、CAD
モデルがインポートされます。

[Stan 3d] タブ

縮尺 インポート モデルの縮尺を指定します。Tekla
Structures モデルとインポート モデルがどちらもミリ
メートル単位であれば、縮尺を指定せずに STAN 3D

Tekla Structures に対するインポートとエクスポート 493 CAD



設定 説明

をインポートできます。STAN 3D ファイルがミリメ
ートル単位の場合は、縮尺 1 を使用します。STAN 3D
ファイルがメートル単位の場合は、縮尺 1000 を使用
します。

材質 インポートする部材の材質を入力します。

[Bus] タブ

ﾏｰｸ インポートする梁、柱、ブレース、および片持ち梁の
[ﾏｰｸ] を指定します。

材質 インポートする部材の材質を入力します。

名前 インポートする部材の名前を入力します。

ｸﾗｽ インポートする部材のクラスを入力します。

梁上面をﾌﾛｱｰﾚﾍﾞﾙに配置 [はい] を選択すると、すべての梁の上面が床面レベル
で揃えられます。

[詳細設定] タブ  
...の際に実行するｵﾌﾞｼﾞｪｸ
ﾄの状態は (比較すると)

[前回のｲﾝﾎﾟｰﾄ] には、インポートするファイル内のオ
ブジェクトと比較したモデル内のオブジェクトの状
態が示されます。[新規の]、[変更された]、[削除済み]、
[同一の] の 4 つに分類しています。

Tekla Structures により、インポートするオブジェクト
の状態がモデル内のオブジェクトの状態と比較され
ます。[ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、[同一の] の 3 つに分
類しています。

[ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、および [同一の] の下にあ
るオプションを使用して、変更されたオブジェクトを
インポートするときの処理を指定します。指定可能
なオプションは、[実行しない]、[コピー]、[変更する]、
または [削除] です。

通常は、デフォルト値を変更する必要はありません。

CAD モデルの再インポート
既にインポートしているモデルを変更したために、モデルを再インポートすること
が必要な場合があります。

プロファイル変換ファイルと材質変換ファイルは、元のモデルインポートで定義さ
れたものと同じである必要があります。

以下の手順は、CIMsteel (cis/2) モデルにも適用されます。

1. Tekla Structures を開き、既存の CAD モデルを既にインポートしているモデル
を開きます。

2. [ファイル] メニューで、 インポート --> CAD をクリックします。
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3. [タイプ] リストで、インポート タイプを選択します。 

CAD モデルの場合、通常は SDNF 形式のファイルに限られます。

4. [名前] ボックスに、インポートするモデルの新しい名前を入力します。 

合計パスとファイル名は、80 文字を超えてはいけません。合計パスが長すぎ
る場合は、"ファイル名とパスは長すぎます。ファイルを別のフォルダーに置
いてください。" というメッセージが表示されます。また、元のインポートと
同じ名前を使用すると、"不正なインポートモデル名です。" という警告メッセ
ージが Tekla Structures に表示されます。

5. [プロパティ...] ボタンをクリックし、[変換] タブのプロファイルおよび材質変
換ファイルが元のモデル インポートで使用したものと同じであることを確認
します。

6. [詳細設定] タブに移動し、変更されたオブジェクトをインポートするときに
Tekla Structures で実行する処理を指定します。 

• 左側の [前回の ｲﾝﾎﾟｰﾄ] 列には、インポートするファイル内のオブジェクト
の状態と比較したモデル内のオブジェクトの状態が示されます。[新規
の]、[変更された]、[削除済み]、[同一の] の 4 つに分類しています。

• オブジェクトは、[ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、または [同一の] のいずれかで
す。

• [ﾓﾃﾞﾙにはない]、[異なる]、[同一の] の各見出しの下にあるリスト ボックス
で、変更されたオブジェクトをインポート時にどのように扱うかを指定し
ます。指定可能なオプションは、[実行しない]、[コピー]、[変更する]、ま
たは [削除] です。

[削除] オブジェクトには、[削除済み] のみ選択できます。[削除] を使用し
て削除できるのは、インポートするモデルではなく、現在のモデルから既
に削除されているオブジェクトだけです。

• 通常は、ほとんどのユーザーがデフォルトの設定を使用します。

7. [OK] または [適用(A)] をクリックします。

8. [インポート] ダイアログ ボックスで [モデルのインポート] をクリックして、
更新されたモデルをインポートします。

9. さまざまなインポートを比較するために、[レポート] タブでレポートを作成し
ます。

CAD へのエクスポート

CAD モデルは複数の形式でエクスポートできます。

注 SDNF のエクスポートを開始する前に、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [エ
クスポート] ページで、詳細設定
XS_SDNF_CONVERT_PL_PROFILE_TO_PLATE が設定されていないことを確
認します。
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1. Tekla Structures モデルを開きます。

2. [ファイル] メニューで、 エクスポート --> CAD をクリックします。 

[CAD ｴｸｽﾎﾟｰﾄ] ダイアログ ボックスが開きます。

3. [変換] タブで要求される変換ファイルにパスを入力し、[ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブにパラメ
ーターを入力して、エクスポート形式に応じて [SDNF] または [XML] タブの
設定を定義します。 

エクスポート設定の詳細については、以下の CAD エクスポート設定を参照し
てください。

4. モデルでエクスポートする部材を選択します。

5. [適用(A)] および [作成(R)] をクリックします。 

Tekla Structures により現在のモデル フォルダーにエクスポートファイルが作
成されます。

CAD モデルのエクスポート設定

設定 説明

[変換] タブ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換

材質変換ﾌｧｲﾙ

ﾂｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ変換ﾌｧｲﾙ

使用する変換ファイルを定義します。

変換ファイルでは、プロファイル名および材質名を
Tekla Structures と他のソフトウェアの間でマッピング
します。

変換ファイルの詳細については、「変換ファイル
(154 ページ)」を参照してください。

[ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブ

出力ﾌｧｲﾙ エクスポートするファイルのファイル名。目的のフ
ァイルをブラウズすることもできます。

タイプ エクスポート形式を次から選択します。HLI、SCIA、
SDNF、PDMS、SDNF (PDMS)、XML

原点 X, 原点 Y, 原点 Z エクスポートしたモデルを特定の位置に配置する場
合の原点座標を定義します。

[PML] タブ: この形式はサポートされなくなりました

[SDNF] タブ

SDNF バージョン エクスポートで使用する SDNF のバージョンを選択
します。

StruCAD では、SDNF バージョン 2.0 を使用します。

ｶｯﾄとﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ を適用 [はい] (デフォルト) を選択すると、エクスポートでカ
ットとフィッティングが適用されます。
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マークのタイプ SDNF ファイルには、部材のユーザー定義情報に含め
たり、位置番号として使用したりできる識別子が含ま
れています。次のオプションを使用できます。

• 部材マーク

識別子を部材の位置番号として使用します。[部材
ﾏｰｸ] フィールドは、このオプションと併用しない
でください。

• 製品マーク

識別子を製品の位置番号として使用します。

• ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙID
識別子を部材のユーザー定義情報に含めます。

ユーザー定義情報を表示可能にするには、それらを
objects.inp ファイルに追加する必要があります。

ｵﾌｾｯﾄを考慮する エクスポートの実行中に記録されたオフセットを無
視するには [いいえ] を選択し、考慮する場合は [はい]
を選択します。

この設定は、実際の始点情報と終点情報には無効で、
オフセットに対してのみ有効です。Tekla Structures で
は、実際のソリッドオブジェクトに基づいて始点と終
点が記述され、参照線は使用されません。

PDMS ﾌｪｲｽﾞｵﾌｾｯﾄ エクスポートする部材のフェーズ オフセットを指定
します。たとえば、Tekla Structures モデルの 初のフ
ェーズが 1 の場合にフェーズオフセットとして「10」
を入力すると、他のソフトウェアにエクスポートした
Tekla Structures 部材のフェーズは 11 から開始するこ
とになります。

設計 設計会社の名前を入力します。

顧客 客先の名前を入力します。

ｽﾄﾗｸﾁｬID エクスポートするモデルの一意の ID 番号を入力しま
す。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄID エクスポートするプロジェクトの一意の ID 番号を入
力します。

修正番号 必要に応じてリビジョン番号を入力します。リビジ
ョン番号は、Tekla Structures によってモデルのユーザ
ー定義情報 (REVISION_NUMBER) から取得されま
す。このフィールドが空白の場合、Tekla Structures は、
[CAD ｴｸｽﾎﾟｰﾄ] ダイアログ ボックス ([修正番号]) で
指定されたリビジョン番号を使用します。

発行ｺｰﾄﾞ Tekla Structures では、発行コードが出力ファイルのヘ
ッダー セクションに書き込まれます。PDMS では、こ
の値は常に "Tekla Structures" です。
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設計基準 構造設計に使用する設計基準を定義します。

[XML] タブ

単位 単位の変換 (MM、M、IN、FT) を指定します。たとえ
ば、ミリメートル単位で作成された Tekla Structures モ
デルをエクスポートする場合は、[IN] を選択すると、
すべての部材寸法をインチに変換して出力ファイル
に書き込むことができます。

XML structure ID エクスポートするモデルの一意の ID 番号。ID は必ず
入力する必要があります。Tekla Structures では、モデ
ルを再エクスポートする場合に、この値を使用してモ
デルが識別されます。

XML structure Name エクスポートするモデルの一意の名前。
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4 Tekla Warehouse

Tekla Warehouse は、コラボレーションを行い、Tekla Structures の内容を保存および
共有するためのサービスです。

Tekla Warehouse では、Tekla Structures モデルで使用できるさまざまな内容に 1 か所
からアクセスできます。

Tekla Warehouse では次のことが可能です。

• コンテンツをオンライン発行する。

• 社内ネットワークまたは商用ファイルストレージと同期サービスを使用して、
コンテンツを共有する。

• コンテンツをローカルに保存してプライベートで使用する。

Tekla Warehouse では、コンテンツがコレクションに整理されます。

Tekla Structures のコレクションには、モデルで使用できる公式な Tekla Structures コ
ンテンツが含まれています。 コンテンツは、エリアごとにグループ化されます。
また、地域に固有でないコンテンツのためにグローバル フォルダーもあります。

Tekla Warehouse には、次のコンテンツカテゴリーがあります。

• アプリケーション

• カスタムコンポーネント

• 3D 製品

• プロファイル

• 材質

• ボルト

• 鉄筋

• モデル設定ファイル

• 図面設定ファイル

• レポートテンプレート
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Tekla Warehouse へのアクセス

Tekla Warehouse の使用中に Tekla Structures を開くには、以下のいずれかを行いま
す。

• [ファイル] メニューで、 [拡張] --> [Tekla Warehouse] をクリックします。

• [クイック起動]に移動し、「Tekla Warehouse」と入力します。

Tekla Warehouse サービス

Tekla Warehouse は、Tekla Warehouse ウェブサイト(https://warehouse.tekla.com/)と
Tekla Warehouse サービスで構成されます。

Tekla Warehouse のすべての機能(Tekla Warehouse モデルへの内容の簡単なインスト
ール、ローカルおよびネットワークコレクションなど)を活用するには、Tekla
Structures サービスが必要です。

参照項目

Tekla Warehouse の詳細については、Tekla Warehouse に移動して[説明]をクリックす
るか、「テクラ・ウェアハウス(Tekla Warehouse)の使用の開始」を参照してくださ
い。
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5 免責条項
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